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はじめに Foreword 

 2018 年 8 月 2 日から 4 日にかけ、日本語教育国際大会 (International Conference on 

Japanese Language Education) がヴェネツィアで行われました。国際大会は第 22 回ヨー
ロッパ日本語教育シンポジウムも兼ねており、この大会を機に世界でご活躍の多くの
方をヨーロッパ日本語教師会の新会員と迎えることができたことで、ヨーロッパの日
本語教育において大きな意味を持つ機会となりました。また、複数の国で構成される
ヨーロッパ日本語教師会にとっても、ともに国際大会の準備を進め、無事に国際大会
を開催できたことで、ヨーロッパの日本語教育関係者と連携を取り合う素晴らしい機
会でもありました。国際大会に多大なるご支援をしてくださった国際交流基金、尚友
倶楽部、カフォスカリ大学とそのパートナーシップ機関、在イタリア日本総領事館、
在イタリア日本商工会議所、博報財団、イタリア現地企業の Majer Venezia、m&m 

media services、H.I.S Italy、東京国際ビジネスカレッジ、リージョナルキャリア、日本漢
字能力検定協会、イギリスの Cross Border Recruitment–Centre People、出版社の皆様に
は、この場を借りて改めて感謝申し上げます。 

 学会のテーマは「平和への対話」と定めました。様々な社会問題が私たちの目の前
で起こる中、少しでも日本語教育、ことばの教育にできることはないかと考えた上で
選んだテーマでした。基調講演には鳥飼玖美子名誉教授とエイドリアン・ホリデー教
授をお招きし、文化や社会とのつながりの中で言語教育について語っていただきまし
た。発表応募は 529 件にのぼり、パネル、口頭発表、ポスター発表合わせて 310 件の
発表が行われました。また、大学院生ワークショップ、企業文化とビジネス日本語教
育シンポジウム、中等日本語教育シンポジウムも大会中に開催することができました。
国立国語研究所の連続講義も執り行われました。様々な視点から交わされた対話を通
して、多くの方が自分自身の価値観を問い直し、開かれたものにし、平和的かつ敬意
を持ち合う包摂的な社会の構築への貢献へと歩みを進めてくださったのではないでし
ょうか。今後も「平和への対話」がことばの教育を通して続いていくことを切に願い
ます。 

 最後になりましたが、国際大会の開催は準備と運営に関わった多くの方々のお力添
えなしには不可能でした。特に、カフォスカリ大学の先生方、学生の皆様、ヨーロッ
パ日本語教師会の役員の皆様、日本語教育学会、日本語教育グローバルネットワーク
の皆様には感謝申し上げます。 
 

 マルチェッラ・マリオッティ Marcella Mariotti  

ヨーロッパ日本語教師会会長 

2018年ヴェネツィア日本語教育国際研究大会実行委員長 
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ICJLE 2018 Conference Team -- 大会運営委員会 
Convener -- 大会運営委員長 
• Marcella MARIOTTI (AJE Chairperson, Ca’ Foscari University of Venice) -- マル
チェッラ・マリオッティ（AJE 会長，ヴェネツィア・カフォスカリ大学） 

ICJLE Steering Committee -- 大会運営委員会 
• Marcella MARIOTTI (UCF) -- マルチェッラ・マリオッティ（ヴェネツィア・カフ
ォスカリ大学） 

• Noriko IWASAKI (SOAS University of London) -- 岩﨑典子（ロンドン大学アジ
ア・アフリカ学院） 

• Michiko TAKAGI (Marie Haps Research and Education) -- 高木三知子（マリーア
ップス外語学院） 

ICJLE Executive and Organizing Committee -- 大会実行委員会 
• Marcella MARIOTTI (UCF) -- マルチェッラ・マリオッティ（ヴェネツィア・カフ
ォスカリ大学) 

• Noriko IWASAKI (SOAS University of London) -- 岩﨑典子（ロンドン大学アジ
ア・アフリカ学院） 

• MichikoTAKAGI (Marie Haps Research and Education) -- 高木三知子（マリーア
ップス外語学院） 

• Akemi HAMADA (University of Tübingen) -- 濵田朱美（テュービンゲン大学） 

• Daisuke HAMATSU (University of Hamburg / Free University of Berlin) -- 浜津大
輔（ハンブルク大学／ベルリン自由大学） 

• Michiyo SHIMIZU FUCHS (Japanische Schule Basel) -- フックス-清水美千代 
（バーゼル日本語学校） 

• Sei MIWA (University of Hamburg) -- 三輪聖（ハンブルク大学） 

• Sawako NEMOTO (Paris-South French-Japanese Association) -- 根元佐和子（パ
リ南日本語補習校） 

• Tiziana CARPI (Università degli Studi di Milano) -- ティツィアーナ・カルピ（ミ
ラノ大学） 

ICJLE Local Executive and Organizing Committee -- 現地大会実行委
員会 
• Marcella MARIOTTI (UCF) -- マルチェッラ・マリオッティ（ヴェネツィア・カフ
ォスカリ大学） 
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• Alessandro MANTELLI (UCF) -- アレッサンドロ・マンテッリ（ヴェネツィア・
カフォスカリ大学） 

• Giuseppe PAPPALARDO (UCF) -- ジュゼッペ・パッパラルド（ヴェネツィア・
カフォスカリ大学） 

ICJLE Local Support Team (UCF) -- 現地大会サポートチーム（ヴェネ
ツィア・カフォスカリ大学） 
• Hirofumi UTSUMI (Otemon Gakuin) -- 内海博文（追手門学院大学） 

• Aya MARIKO -- 鞠古綾 

• Etsuko NAKAYAMA -- 中山悦子 

• Yoshie NISHIOKA -- 西岡芳栄 

• Kayato SEMBOKUYA -- 仙北谷茅戸 

• Ikuko SUGIYAMA -- 杉山育子 

• Akane SUZUKI -- 鈴木朱音 

• Masako SUZUKI -- 鈴木正子 

• Hatsumi UEDA -- 上田初美 

• Kaori UEMURA -- 上村香織 

• Midori YASUDA -- 保田みどり 

• Momoko YOSHIDA -- 吉田桃子 

ICJLE Local STAFF (UCF) -- 現地大会スタッフ （ヴェネツィア・カフ
ォスカリ大学） 
Coordinators: 
• Giulia SICIGNANO -- ジュリア・シチニャーノ 

• Natalia Francesca SINATRA -- ナタリア・フランチェスカ・シナトラ 
Graduates and Students: 
• Dalila ANGHETTI -- ダリラ・アンゲッティ 

• Valentina BRAGGION -- ヴァレンティーナ・ブラッジョン 

• Mariaclaudia CARIO -- マリアクラウディア・カリオ 

• Elena CASTAGNOLI -- エレナ・カスタニョーリ 

• Susanna FELTRIN -- スザンナ・フェルトリン 

• Erika FUSSENEGER -- エリカ・フッセネゲル 

• Virginia GOSTISSA -- ヴィルジ二ア・ゴスティッサ 

• Noriko HIRAISHI -- 平石典子 (筑波大学) 
• Kyoko KATO -- 加藤恭子 

• Alessandro MARCON -- アレッサンドロ・マルコン 
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• Jessica MATARRESE -- ジェッシカ・マタッレーゼ 

• Irene MELINU -- イレーネ・メリヌ 

• Miryam MESSINA -- ミリャム・メッシーナ 

• Matteo NASSINI -- マッテオ・ナッシーニ 

• Yuka OHASHI -- 大橋優香 (立教大学) 
• Irene PASTRELLO -- イレーネ・パストレッロ 

• Nicole PERON -- ニコール・ペロン 

• Francesca REALE -- フランチェスカ・レアーレ 

• Matteo RIZZUTO -- マッテオ・リッツート 

• Monica SIMI -- モニカ・シミ 

• Andrea SPECIALE -- アンドレア・スペチャーレ 

• Hinako SUZUKI -- 鈴木日奈子 （立教大学) 
• Giulia VALENTI -- ジュリア・ヴァレンティ 

Venice Administration and Organisation Office -- 大会運営事務局 
• Consuelo PURICELLI (Fondazione Università Ca’ Foscari Venezia) – コンスエー
ロ・プリチェッリ（ヴェネツィア・カフォスカリ大学・ファウンデーション） 

• Martina SGUAZZIN (Fondazione Università Ca’ Foscari Venezia) -- マルティー
ナ・スグアッツィン （ヴェネツィア・カフォスカリ大学・ファウンデーショ
ン） 

System Development and Web Design -- システム開発とWebデザイ
ン 
• Alessandro MANTELLI (UCF) -- アレッサンドロ・マンテッリ（ヴェネツィア・
カフォスカリ大学） 

Program -- プログラム 
• Giuseppe PAPPALARDO (UCF) --ジュゼッペ・パッパラルド（ヴェネツィア・
カフォスカリ大学） 

• Matteo NASSINI (UCF) – マッテーオ・ナッシーニ（ヴェネツィア・カフォスカ
リ大学） 

Logo Designer -- ロゴデザイナー 
• Giulia MANGOLINI -- ジュリア・マンゴリーニ 
 

TAKUYA KOJIMA
4



Symposium・Workshop Scientific Committee -- シンポジウム・ワークショップ企
画委員会 
 
Business Japanese and Corporate Culture Symposium -- 日本語教育と企業文化シ
ンポジウム 

• Marcella MARIOTTI (UCF) -- マルチェッラ・マリオッティ（ヴェネツィア・カフォ
スカリ大学) 

• Keiko HORII (Musashino University) -- 堀井惠子(武蔵野大学) 

実行委員長 -- Executive Coordinator 

• Akemi HAMADA (University of Tübingen) -- 濵田朱美（テュービンゲン大学） 
 
Secondary-level Japanese Language -- ヨーロッパ中等日本語教育と CEFR 

• Yasu-Hiko TOHSAKU (University of California, San Diego, USA) -- 當作靖彦（カリ
フォルニア大学サンディエゴ校） 

• Chisato OFUNE (The Japan Foundation) -- 大舩ちさと（国際交流基金） 

実行委員長 -- Executive Coordinator:  

• Sawako NEMOTO (Paris-South French-Japanese Association) -- 根元佐和子（パリ
南日本語補習校） 

 
PhD Workshop -- 大学院生ワークショップ 

• Chihiro THOMSON (UNSW Sydney) -- トムソン木下千尋 (ニューサウスウェールズ
大学) 

• Emi OTSUJI (University of Technology Sydney) -- 尾辻恵美 (シドニー工科大学) 

• Ikuko NAKANE (University of Melbourne) -- 中根育子（メルボルン大学) 

実行委員長 -- Executive Coordinator: 

• Takuya KOJIMA (UNSW Sydney) -- 小島卓也 (ニューサウスウェールズ大学) 

• Alessandro MANTELLI (UCF) -- アレッサンドロ・マンテッリ（ヴェネツィア・カ
フォスカリ大学） 
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プログラム PROGRAM 

国際大会前日イベント CONFERENCE PRE-OPENING EVENTS 

8月 2日 2 August 
10:00 – 13:00  グローバルネットワーク代表者会議 Global Network for Japanese 

Language Education Representatives Meeting 
14:00 – 17:30  大学院生ワークショップ PhD Students Workshop  
18:00 – 22:00  参加登録・ウェルカムカクテル Registration, Welcome Cocktail  

 
大会イベント CONFERENCE EVENTS 

8月 3日 ３ August 
8:30 – 09:00  参加登録 Registration  
9:00 – 09:30  開会式 Opening Ceremony  
9:30 – 11:40  基調講演 KEYNOTE PLENARY SESSIONS 

鳥飼玖美子教授 Prof. Kumiko TORIKAI 

エイドリアンホリデー教授 Prof. Adrian HOLLIDAY  
11:40 – 12:30  水上バス移動 Boat Tour - Transfer to San Giobbe  
12:30 – 14:00  ランチ Lunch Break  
14:00 – 15:30  パラレルセッション A PARALLEL SESSION A  

日本語教育と企業文化シンポジウム（１） Japanese Language & 
Corporate Culture Symposium (1)  

15:30 – 16:00  コーヒーブレイク Coffee Break  
16:00 – 17:30  パラレルセッション B PARALLEL SESSION B  

日本語教育と企業文化シンポジウム（２） Japanese Language & 
Corporate Culture Symposium (2)  
国立国語研究所講義シリーズ（１、２） NINJAL Lectures Series 
(1,2)  

17:30 – 19:00  ヨーロッパ日本語教師会総会 AJE General Meeting  
20:30 – 23:00  ガラディナー Gala Dinner  

 
8月 4日 4 August 

8:30 – 9:00  参加登録 Registration  
9:00 – 10:30 パラレルセッション C PARALLEL SESSION C  

国立国語研究所講義シリーズ（３、４） NINJAL Lectures Series 
(3,4)  

10:30 – 11:00  コーヒーブレーク Coffee Break  
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11:00 – 12:30  パラレルセッション D PARALLEL SESSION D  

GNプロジェクト報告パネル GN Projects Report Panel  

ポスターセッション A POSTER SESSION A  
12:30 – 14:00  ランチ Lunch Break  

くろしお出版教材紹介 Kurosio Book Presentation  
Cross Border Recruitment (CBR) Europe  

14:00 – 15:30  パラレルセッション E PARALLEL SESSION E  

日本語中等教育シンポジウム（１） Japanese Language Secondary 
Education Symposium (1)  

15:30 – 16:00  コーヒーブレーク Coffee Break  
16:00 – 17:30  パラレルセッション F PARALLEL SESSION F  

日本語中等教育シンポジウム（２） Japanese Language Secondary 
Education Symposium (2)  
ポスターセッション B POSTER SESSION B  

17:30 – 18:00  基調講演者コメント Keynotes Comments  

閉会式 Closing Ceremony  
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シンポジウム、パネル、口頭発表 PRESENTATIONS (SYMPOSIUM, PANEL, ORAL) 
8月 3日 3 August 
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8月 4日 4 August 
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ポスター発表 PRESENTATIONS (POSTER) 
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基調講演 

Keynote Speeches 
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ɧǒǎGǻǘ×B48U02"ǣǼ˨9EWZƟĽǋÌGƗˏƝ'ȴ(ƊYED=:5	��,

ŻEDZBřÓǕȔH4ũœ͔͗ĀEWZµƯ¤˿^˗ȵ4Z:p4éàĲʎɕȭ^ǓȞ

2ńǗGŃĲµúÙʰĐ,à[ÊQë=:5Đ,à[ÀȋEǣǼ˨ʭƒǒǎ'ʬýº,

X[@"ZTGG4ǕžHäÇɧDǞȭ^ɷ2@H"D"5ǣǼ˨ǖʳE>"@T4ǣǼ

GǙĀBɹÁE>"@G˪ǥ^CGW#EʝQ̉R&G˭͍'!\#'4	��-Ż&XHĐ

,à[Çï'ǘ]D"PP4ńȒDǙĀɧ˙˨ɧʴǬ^ƾ=:µ6'ǣǼAǯX2¸¯^

4Z.BEDZ5.[PA½¢E4ǣǼHńǙĀãɗGɔśEɫ̓4Z.BEDZ5�
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� 8GW#DńǙĀń˙˨GɹÁE!=@4ɬ±ɕ˗^ɪƿ2:Ťˢ^śɔ4Z¢AƗ͊

DGH4ɠDZǙĀ�˙˨^ʧ+ɠǙĀn���m�o��A!Z5.[HÒµ���A

!=@TĲş���A!=@Tę3A!Z58źĤMGŤˢ9E4ɠǙĀn���m�o�

�HȘ&6D"5�

� 8ńȒƝ9(diversity) ^ąEq��h�Eʜ]X654ʃȌɧEźĤ'Ȑʑ0[ZW#
DåśG!ZTGE4Z:pEH48ÿĞ9͙ inclusion͚EWYµʁUȤǡ4pe�w�U
Ż͗4̺ŞGǸɅE&&]X5ńʁńȒDµ6GɹÁċø^Ï2ɬ±ɕ˗^ıZ.B'ȧ

pX[Z58GW#DơġE%"@48Ťˢ94D]<8ɠǙĀn���m�o��9HȌ

p@̤ˏA!Z5�

� B.\'4ŃĲ˨ǖʳE%"@ɠǙĀn���m�o��ʵ÷^ʳƩ4Z.BHȩ2@

ŠǦAHD"58n���m�o��ʵ÷9ʳƩE>"@H4n���g{c��a���

xB"#ƿŧȭ'¦ɝɧEǫč2@"Z'4Ċɕ^ăêEƴǍ2D"PPŧà2ąDZǣ

ŹÁˢEʜŐ2@"ZɔľT!Z5Țű˞˶Á'ǋɷ2:8ɠǙĀʵ÷9(intercultural 
competence) E>"@H4�c���(Michael Byram) ʉG̪ŻGù÷ETƺX54Śʬ'ǻ
;˶˰0[@"ZɎȬGW#A!Z24ȎƛC.\&ə˨ʻÇ' ʿɧEHɱX[@"D

"52&T8ɠǙĀʵ÷9GȐƩˏʙB2@ǀ-X[@"Z8ãƢ9U8ŢŠƝ9DCH4

ɠǙĀn���m�o��Gť̫şEHƇɇG˻˼A!Z'4¹ʰɕ˗^ɪȓB4ZƷ˸

ɧDȎƛA!Z.B&Xg�i���EäÇĀ4ZG'̿2"5Ƒ=@ŃĲ˨ǖʳAH4

ŗʭ2@"Z˙˨ɏʻGÒîǙĀE>"@ˍ˿ɧE˪ǥ^ø$Z.BEDY'<A!Z5

8GľĘ48ǙĀ9BHÈ&B"#˶˰EPAʅ<àZ.BHD*4ɪEˑ$@ê&YU4

"͎ĴɧDǙĀɧɔ˸^ʛ·4Z.B'ń"5�

� ˂˨H4¯ś¢GĲ̹ã̓˨B2@ȗʵ2@"Z.B&X4˂˨ĳGǙĀEƺȮ654

8ɠ˼DǙĀB̠̐2:̹GŤƚ9^̅EɠǙĀn���m�o��^ďY¢-[Iˀ"

H5A!Z'4ǣǼAH4Ë$I8�`�q}���AĢJĘ#9B"#͏GɗȲʭƦG

˪ǥ'ń*4�`�q}���AĢL̹Gǭ͖G¬˗DCɹÁ˙˨ɧDĞơPA˪ǥ4Z

.BHɿA!Z5B.\'4.GW#DʭƦ^8ǙĀ9B2@ ʿĀ2@2P#B4ŗʭ

ʰGʾġ^ī˽4Z ǞA4q{�fvc�^ŗʭʰEðỶQ4ǙĀǼ˼©ʬE̴ZĈ

̵ƝTŔ_A"Z5�

� BH"$4˙˨BǙĀHɬ±EšǇD̮Î^Ǹ4ZGA4n���m�o��E%"@

ǙĀ^Ǆ˸A(D".BE̩Q[I4ŃĲ˨ǖʳE%"@ǙĀɧDˏʙ^ŧà4Z.BH

¤ē̟Bʯ$X[Z5�

� ǼʂAH4.GW#D4ŃĲ˨ǖʳG ɖB2@ǙĀ^Ʊ#.BGp���Eß^Ƈ@

Z5P548ǙĀBHÈ&98n���m�o��BHÈ&9^ʁ6GŚʬ&XǆY48ɠǙ

Ān���m�o��9E>"@ʯţ4Z5˙˨'ǙĀBˎ̽EʟRn���m�o��

GľAH4̇ ˨B˙˨Êə8GTGEǙĀ'ĸp̉P[@"Z.B48.BI^ǖ$Z.B9

'8ɪEˑ$D"̻[:ǙĀ9^ǖ$Z.BEDZēʵƝ^ʯ$[I4ŃĲ˨ǖʳE%"

@8ɪEˑ$ZǙĀ9^!$@ʛ·4ZƗɇƝHD".B^˰3Z5�

� 8T8T4ŃĲ˨^ŗL.BH¹ʰBG̠̐A!Y4Ȣ˨BHɠDZ¦ɝ˖Eļ?*n

���m�o��^ŗL.BA!Z5ŃĲ˨^ʭƒ4Z.BʻÇ'4ɠ˼ƝBGȈ̯ED

ZBʯ$X[Z5.[Hĉ<ɠǙĀn���m�o��8GTGA!Z5ŃĲ˨ǖʳ'ˈ

ŭɧDÒîǙĀGʛ·&X˗(ǔ:[4ɠǙĀn���m�o��B"#˓ƀEʅʷ4Z

.BA4ɠ˼Ɲ^˦˴4ZľBł˹4ZēʵƝ^Ȋ˚4Z.B'Ǽ˰GɪɧA!Z5�
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�

	� 8ǙĀ9B8n���m�o��9�

�

	��� �8ǙĀ9BHÈ&�

�8ǙĀ9GŚʬHǗń*ŖĴ4Z'4..AH»ˈɧDTG^"*>&̞JȎ˖4Z5�

ǙĀµ͏ŗGɊBĢI[Z˂ĲGvc��͙Edward B. Tylor͚H4:ĊŐǙĀ�͙ 1871͚E
%"@ìp@8ǙĀ9^Śʬ2:B2@ɱX[Z5½£'8G ̢A!Z5�

�

��� � ǙĀP:HǙǥBH4Ȥǡ˥ŗɧDơġAH4ɱ˴4Ð¾4ˁˆ4̙ƕ4ȭƏ4�

� � � Ʀʭ48G¹4ɹÁGȐƩĦB2@Gµ̭EW=@ʭƒ0[:4N@Gʵ÷UʭƦ�

� � � GˎĘʣÇ3͙ǣǼ˨˝Hź ,̥ 2000  ͚
�

� 8GƐT0P1PDɳʃʰ'8ǙĀ9GŚʬEďYʝ_A"Z5 
ʓĲGµ͏ŗʰk�yk����(Clyde Kluckhohn,1945) H4ǙĀ^8oq{�9B2@�
ǃ$4ęǪEǙĀ^4explicit͙ Ń̓ɧ͚B�implicit͙ å̓ɧ͚Eê,@"Z5k�yk��
�'Êə2: designs for livingB"#ə˨HǣǼ˨˝G8ɗȲȒƂ9'Śɰ2@"Z'48ɗ
(@"*:pEÉYé2:TG9OCGơġA!\#5�

�

������� ǙĀBHƐņɧ�ȠĔɧEƉƩ0[:4Ń̓ɧ%WJå̓ɧDɗȲȒƂGÇʕ�

� � � � (a system of explicit and implicit designs for living)A!Y4̼ĮGáĦP:HɍŚG�
� � � � ����EWYãǸ0[ZTG͙ǣǼ˨˝Hź ,̥ 2000͚�
�

��8GƐGɳʃAT4ǙĀGŚʬ^°ê4Z.B'©ȳA!Z5�

ʓĲGɠǙĀƖɕŗʰ}�a�|q͙Harry C. Triandis, 1972͚H48Ŝ˖ɧ98©˖ɧ9Eê
,4Ŝ˖ɧDˏʙH4̌ …Æ^H3pB4ZǙĀɧƮɘA!Y4©˖ɧDˏʙBHÍÔ˖�

Ðǿ�ƣſ��˒ʐDCˑ:Y˘[:YA(D"TG4B˪ǥ2@"Z5�

� ɠǙĀn���m�o��ŗGŐɺB0[Z��� (Edward T. Hall, 1976)�H48ȦŮ�
|�9DCE%"@4external / conscious/explicit͙ Ńɧ�ơ˴ɧ�ǥɷɧ͚DǙĀB internal 
/ unconscious / implicit, out-of-awareness͙ åĴɧ�Ʌơ˴ɧ�ȿĴɧ�ơ˴Ń͚GǙĀEê,
@"Z5�

� 8v��jͨ�|�9(Trompenaars & Hampden-Turner, 1998)AH4ŃÖE8͎ĴĀ2:Ǚ
Ā948GåÖE8˒ʐUÍÔ˖94¨ƖE8ŖĴE̮4ZļǼóǋ9^ŷʪ24µ̭EH

˒ʐUÍÔ˖'Ȑʑ0[ZʡŤGļɩ'åĴ24�ȿĴɧD���AÉə4ZBêȂ2:5�

� ǣǼE%"@T8ǙĀ9GŚʬHD0[@%Y4ǼʂAHɲɚ˂ ̡Bź̥Õ ̡GŚ

ʬ^ʛ·4Z5�

� ɗƩǺE!=:ǙĀµ͏ŗ^ǣǼAɒ":ɲɚ˂ ̡͙1966͚H4ǙĀ^Ȑ̔ɧEɕ˗
4Z:pE4ǙĀGåŠ^8ƳˆBÍÔG§̓^>#3@4µ̭G͙͚͝ơ˴G¨E!Z

TG4͙ ͚͞˅ɄG¨E!ZTG4͙ ͚͟ŃɝGɌÇG¨E!ZTG9G¡ʁ͏Eê,48

[X'8šǇDǸȗɧ̮̕^ƾ=@ʠĘ0[@"Z9B˰3:5ø$@48ƳˆGǙĀBÍ

ÔGǙĀ9' ŚGȐ̔ɧ̮ÎEʞI[48ɹÁB˙˨B"#°>GǙĀɧʐɡ9'4.G

§ʰ^ʞĘ4ZÙ(^Ǹ2@"ZB2:5ɲɚEWZ8ǙĀ9GȎƛA̤ˏDGH4ǙĀ

GåŠ^D4˱ˏʙ'4Ȑ̔ɧETȗʵɧET4 ÒGPBPYG!ZáÇ^ƉƩ4Z̢
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êB2@Gƌö^ȃ:2@"ZB2@"ZɃA!\#͙ɲɚ��-�
�00�
-�,	 5͚�

� Ĳ̹̮Î˰GȰǚA!Y4Ĳ̹̮ÎGɳʃE˙˨UǙĀG˓Ƀ'Șŋ2@"Z.B^ƨ

"4Ĳ̹ǙĀŗ^ǋħ2:ź̥Õ ̡H48µ̭'ʻX^ŘZɄEÉYé2@4ĠİGʻɇ

ɖĿBµ̭BG̭EÄʪ06:TG9'8ǫ̗ɧDǙĀ9A!Y48ĵɕɧD̸ʡBȠĔɧ

DłĀ'ɍŚG�v��^T=:ÒîǙĀ^ÉYé49B˪ǥ2@"Z5�

�

� � � ǫ̗ɧ4Ʒ˸ɧEH4ǙĀH4µ̭'Q5&X^ŘZ:pEÉYé2@4ĠİG  ̒
� � � ɇɖĿBµ̭Q5&XG!";EÄʪ06:TGBɕ˗0[Z52&248Gʻɇ 
� � � ɖĿH4äÇɧD8ǪBľƮ9EW=@ɠDZ52:'=@4µ̭'8GʻɇɖĿ 
� � � EŤƚ2@Q5&XGĠYEÉYé4ǙĀT8ǪBľƮ9EW=@ɠD=@*ZH 
� � � 5A!Z5ĵɕɧD̸ʡBȠĔɧDłĀ'ɍŚG�v��^T=:ÒîǙĀ^ÉY 
� � � é4GA!Z5͙ ź ,̥ 2000, p.9͚�  
 
� ɠǙĀn���m�o��G˓ɃčJŃĲ˨ǖʳE%"@T4ˑ@ê&ZǙĀ͙ǛɕU

ˇǹDC͚B4ɪEˑ$5ơ˴GŃE!ZǙĀ͙ÐǿUÍÔ˖DC͚Eê,Z.BHơġ

'!Y4ęǪE4ǫ̗ǙĀBÒîǙĀBG̛"^ʯƧ4Z.BH̤ˏA!\#5�

�

	�	 � 8n���m�o��9BHÈ&�
� 8n���m�o��9H4ǙĀ½¢E4Śʬº,0[Z.BD*Ê][@"Z'4�

ɠǙĀn���m�o��^ʯ$ZóǋB2@48n���m�o��9BHÈ&^Ǔp@

ǂY̋Z5�

�8n���m�o��9EH4Ņî2@8˙˨n���m�o��9(verbal communication)
B8͂˙˨n���m�o��9͙ non-verbal communication͚'!Z5µ'ɬƯ^íǜ4Z
̹EH4È^˨=:&4B"#åŠWYT4C#˨=:&4B"#ˢ2ǞUŁ4̀İȥ4

ƣſDC'Ƌ͇4ZB˙][Z*X"4˙˨EWXD"̄ǂYUˈƟDCHn���m�

o��G ̢B2@̤ˏA!Z5peqx��I&YAD*4���H4Ǫ̭Uʄ̭E̮

4Z˖ƛ'ǙĀEW=@ɠDY4ʞȃB2@n���m�o��^ųĕ4Z.B^ The 
Silent Language 8Ȫ͖G.BI9(Hall, 1973)�E%"@Ëɷ2:5�
� ɬ±˅ɄB2@˙˨^ˑZʅľ&Xh���z�(John J. Gumperz,1982) H4Ťµn��
�m�o��^șGW#EêȂ2:5�

�

�	 n���m�o��BH4°µT2*H8[½¢GÒµ'4ɬ±Eù÷2@Ʃʅ0
6ZɹÁɧȲû�

		 ˢ2ƯBʱ(Ư'à[ǵ]YD'X4ɬƯG˙#.BE˙˨Aʌ$:Y4͂ ˙˨A

Ďƚ4Z�


	 ʱ(ƯH4s 2ƯG˙˃GǙŕ̓YGơġAHD*4s 2Ư'È^ơı2@"Z&

EŤ2@ƚ$Z�

� � � � � � � � � � � � � � � � ���

� ¹ETɹÁŗE%,Zn���m�o��DC0P1PDŚʬ'!Z'4..AH˙˨

ŗ4˙˨µ͏ŗGʅľ&XGn���m�o��˰^ʛ·2:"5�

� �oaG˙˨ŗʰA!YʓĲ����~ŅŗʉAȲ̃2:�n�u�͙Roman Jakobson, 
1960͚H48n���m�o��9^͢ȗʵEê͏2:5�
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�

� � �	8ˈéɧȗʵ9�

� � 		8ûʵɧȗʵ9�

� � 
	8³ˢɧȗʵ9�

� � (	8˙čƿɷɧȗʵ9� �

� � )	8�v˙˨ɧȗʵ9�

�
 8͚ˡɧȗʵ9� �

� �

��8ˈéɧȗʵ9H4�ys�pG̏YƯEɆɃĀ2:ȗʵA!Z5ê&YU4"ËB2

@H͓":ǪEƜ]5đ&XéZ8#]=ͧ͘9DCGƢĬ˟'!Z248""F98!Y

$D"9DC˨YƯGƖƟUÐǿ^ˈ4˙˃DC'!Z5Ť2@8ûʵɧȗʵ9H4ʱ(

ƯEɆɃĀ2:n���m�o��A4ɬƯEÈX&G˅Ʉ^Ï4ģ¼U˼ĩDC'!Z5

8³ˢɧȗʵ9H4Ǉ˘ĭ́EɆɃĀ2:TGA4Ë$IǁƽUɬȑDC'!Z5ɬƯG

˙#.B^(<_Bʱ"@"Z.B^ɷ4ƣſUőþDCG͂˙˨ɧˏʙTĞP[Z24

Áˢ^2@"Z̹E4">ˬ'ˢ^4Z&DC8ÁˢG͉ɟďY9T̤ˏDˏʙA!Z5

8ˈéɧ98ûʵɧ98³ˢɧ9B"#͟>GȗʵH4"5[TˢʰBʱ(ƯBG̭Gɬ±

˅ɄE̮]Z8ɬ±˅Ʉɧȗʵ9A!Y8È'D0[@"Z&9E̮]Z8ɹÁƿȓɧȗ

ʵ9A!Z5�

� 8[Eȣ2@͠ɟɪG8˙čƿɷɧȗʵ9H48È&9E>"@8È&9^˨Z.BDG

A4˙čƿɷŤ˸EɆɃĀ2@"Z5͡ɟɪG8�v˙˨ɧȗʵ9H4˗̣n�~EɆɃ

^Ƈ@@"Z5Ë$I48ɻ'˙=@"ZGH48#"#ơġAHD"_A49B˪ǥ4Z

DCG�v˨əɧȗʵT![I488Gą˨H.#"#ơġA49DC˨ƈUǙȭDC^˪

ǥ4Z.BU4ǙȭǴÜǴDCGW#D�vơġ˰ɧȗʵTàZ5͢ ɟɪG8ˡɧȗʵ9

AH4�ys�p8GTGE̮ƖUȯơ'̼¨4Z5ǶT͎˄DGHˡUǙŗÉĥDCA

!Z'48[;,EBCPX54żğUȜ˟4q��h�DCĎƓȐ̔Eń*ˑX[Z5�

� .GW#Dn���m�o��˖^ŃĲ˨ǖʳEŧà4ZB4ìʘAƗ5ǖ$Z8.[

H77A49B"#ˈɔH8˙čƿɷɧȗʵ9̂ Ʊ=@%Y4ʛ·UǁƽH8³ˢɧȗʵ9

A!Z5ɬƯE˼ĩ4Z¸Ǟ^ŗL.BH8ûʵɧȗʵ9^ɱZ.BA!Y4ɤQU͓(

^ˈɔ4ZGH8ˈéɧȗʵ9A!Z5ǖŸ'ŃĲ˨E>"@˪ǥ4Z.BH8�v˙˨

ɧȗʵ9EŬ24ÛɸɧDˈɔ^ʛ·4Z.BH8ˡɧȗʵ9GʐɡEàZ5�

� .G8n���m�o��G͢ȗʵ9�|�H4n���m�o��'ɫʤɧDƟĽÂ

̚;,EBCPXD".B^ɷ2@"Z5�ys�p͙{kq}͚Hn���m�o��

^̓2@ȐƩ0[4n���m�o��BH8{kq}͙Ā͚Bn�{kq}͙Ā͚Gɬ

±Éə9B"#ɕ˗A!Z͙ŨŮ�2008, p.218 5͚�
� 8[Eø$@�n�u�H4ɹÁǙĀɧDn�{kq}Aɗ˽4ZµBµ4µBɌ4Ɍ

BɌBG̠̐EɆɃ^Ƈ@4n���m�o��^éȀ¯B2@ǃ$Z8éȀ¯�|�9

^ǋɷ2@"Z5.G�|�H8͢ȗʵ�|�9BŤʅ4ZTGAHD*4Č4�n�u

�GǙȭʐɡ˰^ÿĞ2@"ZBʯ$X[Z5ʖ˙4[I48ǙȭTĞp4n���m�o

��GáÇ^éȀ¯G˓Ƀ&XˑZ9͙ ŨŮ, 2012, p.171͚G'8éȀ¯�|�9A!Z5�
� 0XE�c�r͙Dell Hymes͚H48éȀ¯�|�9^˙˨µ͏ŗEďỶQ4a��g
ÞÆȤ͙�c{c��a��g�͚GˮȆDCA4ˮȆʰ'ʻǙĀ¨Ɩ©ʬE̴Z.BD

*4ˮȆŤ˸GɹÁǙĀE%,Zn���m�o��GȒɬ^ˮȆ2˛̌4Z:pE4ͣ
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>GˏʙG͌Ǚŕ^ďY SPEAKINGBʣɽ0[ZȄʝQ^ǋɷ2:5�
� S͙setting / scene͚H4n���m�o��'˅][Z8ľ̓94P (participant) H4n�
��m�o��G8ċøʰ94E (ends) H4n���m�o��G8ɪɧ9A!Z5A (act 
sequence) H4n���m�o��^ ̕Gȳ[B2@ʯ$Z8˅Ʉ̨̕9A!Z5K (key) 
H8ˮœ9A4n���m�o��'ɮôDȒœDG&4K1,:Ƣ3DG&^ˈ]45I 
(instrumentalities) H4n���m�o��'CGW#D8�|ca9̂ ̓2@Ʉ0[@"Z

&4ͅŁ˙˨EWZÁˢDG&4ƯʗDCǴ˛˙˨EWZUYBYDG&4ͅȍDG&ǧ

ÚDG&DC^ƿ45N (norm) H8˒ʐ9A!Y4µ6'CGW#D˒ʐEļ?"@n�
��m�o��Eċø2@"ZG&4˅][@"Zn���m�o��^ˮȆʰHCGW

#D˒ʐEļ?"@˛̌2˗̣2@"Z&^ĩ͍E4Z5ǶƐG G (genre) Hn���m
�o��'CGW#D8p���9A!Z&4��̽˯DG&Ĩ˯DG&Ń³³ȹDG&��

E̮]ZTGA!Z5ÞEʛ·2:8͢ȗʵ�|�9EƑ$I48ˮœ98˒ʐ98p���9

G͟ˏʙH8�v˨əɧȗʵ9EŤƚ4ZTGA!Z5�

� ½¢4ɍE˙˨ŗU˙˨µ͏ŗE%,Zn���m�o����|�^¨ƖEʛ·2:5�

.[X^ɱZB4n���m�o��HąEƟĽÂ̚B"#Ųŗɧ�|�;,AD".B

'ê&Z5n���m�o��EH4ĠİGɎȬUǙĀɧȠĔɧʴǬDCGn�{kq}

'ȷ*̮¥24P:4ė˙˨GǙȭU˨ƈU˙˨ÊəDC4˙˨'åÿ4ZǙĀɧˏʙB

šǇE̮]=@"Z.B'ɕ˗A(Z5.[HŃĲ˨ǖʳG!YǞ^ʯ$ZE!:Y4Ȍ

p@ǸəA!\#5� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

	�
� 8n���m�o��ʵ÷9BHÈ&ͧ�

�8n���m�o��ʵ÷9(communicative competence)BH4�c�r�(Hymes,1972, 1974) 
'Êə2:ə˨A!Z5ɹÁGȐƩĦB2@4˙˨GɹÁɧȗʵɧD˒ñ^ɱ=@ɹÁ

Eċɜ4Zʵ÷^ƿ2@"Z5.G8n���m�o��ʵ÷9HȢ˨E%,Zn��

�m�o��^ƿ2@%Y4�c�rHŃĲ˨^ƛ͌Eʪ"@˰3:],AHD"G;'4

ŃĲ˨ǖʳɳʃEŅ(Dł̈́^T:X2:5n���m�o��'˽(ZǣŹɧDľ̓U4

ƻƎU˳ʩDCGȗʵEɰɪ2: notional-functional syllabus, communicative language 
teaching, communicative approachDCBĢI[Z4n���m�o��ƙěGŃĲ˨ǖǅȭ
'ʯȉ0[ZEʼ=:5 
� U'@ŃĲ˨ǖʳG¨An���m�o��ʵ÷^C#˞Í4Z&Gɳʃ'ɗP[:5�

T=BTê&YU4"�|�'4g���ʉ�(Michael Canale & Merrill Swain; Canale, 198
	
EWZ8n���m�o��ʵ÷G͠ˏʙ9A!Z5�

�

�	Ǚȭʵ÷��Ǚȭ4ȐǙ4˨ƈ4ͅ“DCG˙˨ɱ˴�

		|cqn�q͙˯ˢ͚ʵ÷� ˺ƝBʞǾƝ^ƾ=@˰ɕɧEǴ(ˢ4÷�


	ɹÁ˙˨ʵ÷�ɹÁG¨A.BI'C#Ê][Z&ǭ͖G˒ñ^ɱY̜ëEÊ$Zʵ÷�

(	Ǟɞʵ÷�n���m�o��¢A˽(Zĩ͍EŤƚ4Z÷��

� �

� WYʔʦD�|�B2@H4{q}˞ÍG˖Ƀ&Xn���m�o��˙˨ʵ÷^êȂ

2:�yk���(Lyle F. Bachman, 1990) '!Z��������4n���m�o��˙
˨ʵ÷^��	˙˨ʵ÷�(language competence) 4		Ǟɞɧʵ÷(strategic competence	4
	Ɩɕ�
ɗɕɧȗʵ�(psychophysiological mechanisms	4(	ɱ˴Ȑ̔ͤµ̭ɹÁE̮4Zɱ˴�

TAKUYA KOJIMA
30



 

(knowledge structure : knowledge of the world) &XȐƩ0[ZB2:5�	8˙˨ʵ÷9H48Ȑ
̔ɧʵ÷9(organizational competence) B8˨əɧʵ÷9(pragmatic competence) Eê,X[
@"Z5Ȑ̔ɧʵ÷H48˙˃^ʝQʅ@Z9ɻ ÷^ƿ2@%Y48Ǚȭɧʵ÷9(grammatical 
competence) B8{iq}ɧʵ÷9(textual competence) &XƩZ58˨əɧʵ÷9H48˅
ɄB2@˙˃^Ê#9ʵ÷G.BA48ɥˢåʵ÷9(illocutionary competence) B8ɹÁ˙
˨ɧʵ÷9(sociolinguistic competence) Eê͏0[@"Z5�		8Ǟɞɧʵ÷9H4æȼEn
���m�o��^Â$Zʵ÷B2@ʠĘɧEʯ$X[©ˏDÄʪ^Ćp@"Z5
	8Ɩ

ɕ�ɗɕɧȗʵ9H4�åĴ4Z������������������������B

2@4ʲ˔U˓˔DC^ĞR̄ÇȗʵBʞJ>,@ʯ$X[@"Z5(	8ɱ˴Ȑ̔.�µ̭

ɹÁE̮4Zɱ˴9( knowledge structure : knowledge of the world) H8ɹÁǙĀɧɱ˴Bś
ɹÁG������5�

� ŃĲ˨ǖʳɳʃAT=BTµđEʹɂ2@"Z°>GŚʬ^ˑZ;,AT48n���m

�o��ʵ÷9H4 ʿɧEʯ$X[@"ZWYHZ&Eˎ̽A!Y4ńʁGˏʙ&XƩ

ʅ2@"Z.B'ê&Z5:;24"5[T8n���m�o��ʵ÷9^ȺŚ4ZɄG

êȂA!Z.B&X4ǙĀE̮4Z˛̌H¤ăê;B˙]1Z^$D"5ńȒDȐƩˏʙ

^ıƂĀ2:�yk��G�|�A!=@T4ɠǙĀn���m�o��E¤ēȘDˏʙ

A!Z8ɎȬn�{kq}9͙ context of situation͚HıGǶ£ÄEʪ&[48ǙĀn�{k
q}9Há*ɦľ2D"5ŃĲ˨ǖʳ^ʯ$ZE!:=@4¶ƐH48ɠǙĀn���m�

o��9^WYƆ*ʯƧ4N(A!ZBʯ$ZƮ½A!Z5                                                                                �

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������

	�(��8ɠǙĀn���m�o��9�

��ǙĀBn���m�o��G̮ÎƝ^˰34“culture is communication”�Bǥ˙2:GH4
����Hall, 959, p.97	A!Z5��
� ����Hall, 1976	HČ4ǙĀ^8Ån�{kq}ǙĀ9͙ Low Context Culture͚B8͔n
�{kq}ǙĀ9͙ High Context Culture͚BEê͏248[9[GǙĀAn���m�o�
�'C#ɠDZ&^êȂ2:5�

� ȠĔUǙĀDCGn�{kq}^ãǸ4ZſĘ"'Å"8Ån�{kq}ǙĀ9GɹÁ

E%"@H4�n���m�o��HäÇɧ4ʕ ʚ4ɫƬɧA!Y4͂ ˙˨�ys�pAH

D*˙˨Aˈɔ4Z.B'ń"5Ť2@4n�{kq}^ãǸ4ZſĘ"'͔"8͔n�

{kq}ǙĀ9GɹÁAH4n���m�o��HɫƬɧAD*ŒǲDˈɔ'ńə0[4

µ̭̮Î^̤˓2dxBu}^ê,Z.B'ń*4͂˙˨�ys�p&XɬƯGƢƟ^Ƙ

ſ4Z4B"#5� �

� �-,�ŻEH��q{�~�Geert Hofstede, 1980) '4ńĲʒÀȋE%,ZǙĀGĲ̹ȣ̆
^ (� gĲA˅=:ˮȆʞȃ^ɥˈ248[½Ȁ48Òµ©ʬ9(individualism)�Ť8̼Į©
ʬ9(collectivism) B"#ǙĀG̛"'n���m�o��G!YǞEƋ͇4ZBGˑǞ'
Śɰ2@"Z5Òµ©ʬɧǙĀGȐƩĦH4Ån�{kq}�n���m�o��^Ê"

ɫˋɧDˈɔ^2'<A!Y4̼Į©ʬɧǙĀGȐƩĦH̼ĮåAGĤ^̤˓24͔n�

{kq}�n���m�o��A̭ǇɧD˙"Ǟ^4Z͙William B. Gudykunst, 2005,p.8͚
B"#êȂT!Z5µ̭'È^CGW#Eˢ4&H48Gµ'ǯX2@(:ǙĀEW=@

ȩPZB"#ʯ$^ˌº,Zɳʃ�(e.g. Samovar, Porter & Jain, 1981) Tʢ,X[@"Z5�
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� :;4.GW#DêȂH4ǙĀBn���m�o��G̮ÎƝ^˪ǥ4Z¢AǸəA!

YD'X4̘õ ʿĀUq{�fvc�ĀEʞJ>(&F54ǙĀǼ˼©ʬE̴ZĈ̵Ɲ

^ĝŚA(D"50XE48ʻǙĀ¨Ɩ9HƗɇA!Z&GW#Dć˸^¥$4ɬ±ɕ˗H

ēʵDG;\#&4B"#ɣƛ^ɗQé4.BETDY&FD"5�

� ś̹EH4ǙĀG͏ķĀH!*PAǙĀɧDɍ˼!Z"HØě^ɕ˗2˪ǥ4ZɄGȄ

ʝQGǋɷE̘)54Òµ©ʬɧǙĀGØě'Ɔ"B0[Za��gET̼Į©ʬɧDÍ

Ô˖HŖĴ4Z24̼Į©ʬɧǙĀGØě'Ɔ"B0[ZapaA!=@T4Òµ©ʬɧ

DØěHˑX[Z5ǙĀɧEɍŚGØě'Ɔ"B0[@T4Ò6µ^ˑ:ľĘEƗ52T

ˣƇ2D"Ë'!Z.BHǢEɱX[@"Z5�

� ș͈AH4ŃĲ˨ǖʳE%,ZǙĀɧq{�fvc�Ā^ĭ̟4Z >GēʵƝB2@4

8ɠǙĀʵ÷9B8ˎǙĀʵ÷9E>"@Ȋ˚4Z5�

�

	�)��8ɠǙĀʵ÷9B8ˎǙĀʵ÷9�

� 8ɠǙĀʵ÷9(intercultural competence) BH4ÒîǙĀAHD*8ɠ˼Ɲ9EŤƚ4Z
ʵ÷^ƿ45ǌ˙4[I48¹ʰBG̮ÎƝ9(otherness) ^ĩ͍E4ZB˙=@ˀ"5ʻê
½ŃGŖĴH8¹ʰ9A!Y4:B$ę3ĲşUãęÇEŬ2@"@T4¹ʰA!Z½¢4

ɠ˼A!Z58GơġA48ɠǙĀ9BHɍŚGĵĹǙĀGQDX54pe�w�4Ż͗4

̺ŞGǸɅ4ǖʳGǸɅ4̶ŭDC4ɹÁE%,Z!XVZ8Ŵɠ9^ÿǐ4Z5�

� 8GŴɠ'ÈA![4ɠDZ¦ɝBƵYĘ"^>,ZGEƗˏDˏʙB2@ǀ-X[@

"ZG'4½£G͠ɃA!Z�Byram, 2003	5�
�

� ���� �	�empathy� 8¹ʰ9Gʅľ^ʻXG.BB2@ʯ$Z�
�������		�role distance� ŃÖ&XʻêG¦ɝ^ˑ@˓̥^ż-Z�
������ 
	�tolerance of ambiguity� ǰǨ0^Š˦4Z�
������ (	�awareness and representation of own identity 
� � � � � ʻ̄Gac|�{b{b^˦˴2¹ʰE˪ǥ4Z�

�

� .G¨Aɍʈ4N(H48ǰǨ0^Š˦4Z.B9A!\#5ƍ6E2@4tolerance H4
ɠDZǙĀɧʴǬ^ƾ>ɬƯEŤ2@G8ŢŠ9^ƿ4B˗̣0[4D7 ǞɧE8ƪƥ

4ZG&9B"#ĎɥTɗR52&24tolerance of ambiguityH4ɬƯG˙û^ƪƥ4Z.
BAHD*4ɠ˼D¹ʰBGǇ˘E%"@4ăêEɕ˗'A(D" ambiguity8ǰǨD̢ê9
EŤ2@ tolerant8ŢŠA!Z9.B^ƿ2@"Z5D_;&W*ê&XD"B"#ɎƣH
ȩ2@ƖĵW"TGAHD"'4¹ʰBGǇ˘E!:=@H48GW#D8ê&XD"Ɏ

ƣ9'!YƒZB4ɬ±E˦pZ.B'éɥɃA!\#5�

� 8ɠǙĀʵ÷9̂ ̅EŃĲ˨ŗʭ^ʯ$ZB48ɠ˼D˙˨^ŗL.BHɠ˼D¦ɝ^ɱ

Y4ʻêG¦ɝ^ɬŤĀ4Z.B9'4ŃĲ˨ǖʳGŖĴơʬBDZ582@48[.8

'4Țű˞˶ÁGˎ˙˨�ˎǙĀ©ʬ͙Plurilingualism / Pluriculturalism͚'CEFR (Common 
European Framework of Reference for Languages) ^ɗQé2:.BE>D'Z5�
�

��.[PAȚű˞˶ÁH48ŗʭʰ':ˎ˙˨�ED[I:ɠǙĀƝ�'Ļ][Z9(The 
language learner becomes plurilingual and develops interculturality, Council of Europe, 2001, p.43)
B2@48ɠǙĀʵ÷9B8ˎǙĀʵ÷99(pluricultural competence) G§ǞGə˨^Ê=@
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":5�

� 2&248ˎǙĀʵ÷9B8ɠǙĀʵ÷9G̛"͙T2*H§ʰGę˼Ɲ͚HƗ52Tǥ

ɴAHD"50XE48ǙĀʵ÷9�(cultural competences)8ɠǙĀʵ÷9�intercultural 
competence	8ɠǙĀGȥ?(9(intercultural awareness	DCGŚʬ^ęŚ4Z:pGȐƩˏ
ʙʍŚ'į̿D.B&X4ċɈȄ^ÉƩ4ZPAEʼXD&=:B0[Z�(Zarate, 2008)5�
� 	��,Ż	ǷEâˈ0[:CEFR Companion Volume͙ˍ˿ɋ͚AH48ɠǙĀʵ÷9E>
"@WY4R2\8ˎ˙˨�ˎǙĀ©ʬ9̂ Ɔ*ư<é248[Eȫ#ƉA8ˎǙĀʵ÷9

^̤˓2:˛̌'ˑX[Z5ˎ˙˨©ʬBˎǙĀ©ʬG̮̕E>"@H4șGW#E˪ǥ

0[@"Z5�

 
� �  One of the reasons for promoting the development of plurilingualism and pluriculturalism  
� �  -- refines knowledge of how to learn and the capacity to enter into relations with others and  
     new situations. It may, therefore, to some degree accelerate subsequent learning in the  
     linguistic and cultural areas.  (Council of Europe, 2018, p.294ƆˮHĊǙGPP) 
� �  �ˎ˙˨©ʬBˎǙĀ©ʬGɥū^ǈ̖4Z >Gɕɛ11C#ŗL&Gɱ˴B4¹G 
� �  µ6Uǝ:DɎȬBG̮ÎEà=@"*ʵ÷^4ɵ*5Ƒ=@4̇ ˨̓BǙĀ̓E% 
� �  ,Z8GƐGŗʭ^!ZʀſHÏ̖4Z.BEDYƒZ5	 
�

� CEFR 2001ŻɋAH4ǙĀ^W*ɕ˗2@"D*@T8GãęÇG˙˨^Ê$Z.B'
!ZDC48ˎǙĀʵ÷9B8ˎ˙˨ʵ÷9'Ęʽ2D"ľĘET˙č2@"Z52&2ˍ

˿ɋAH48G˛̌^KP$D'X48ˎǙĀʵ÷9H̓Ź48ˎ˙˨ʵ÷9BƯ^Ǐ$@

"ZGA48ˎǙĀʵ÷9;,^ďYé2@˙˨BîEê,@ʯ$Z.BH2D"48ˎ˙

˨ʵ÷9B˙#̹EH8ˎǙĀʵ÷9'ĞP[Z4B2@"Z ͙ Council of Europe, 2018, p.28 5͚ 
� ˎǗG˙˨^ŗL.BAʭƒ4ZG'ˎǙĀʵ÷A!Z4Bʯ$@W"A!\#24 
ɠ˼D˙˨^ŗL.BHɠ˼D¦ɝ^ɱY4ʻêG¦ɝ^ɬŤĀ4Z.BA!ZB"#Ƀ

AH4ɠǙĀʵ÷BˎǙĀʵ÷EŅ(D̛"HD"GA!\#5 
� D%4Țű˞˶ÁH42001Ż½Ȁ4¦ɝėĲGǖʳȗ̮ACEFR'Êə0[40P1P
DǓĪơˑ'é@(:.B^KP$4CEFR ˍ˿ɋAńůE]:ZÑȞ^˅=@"Z5ł
ǳɃG¨EH4Common Reference Levels͙ã̓ċɈ���͚GʚêĀ'!Z5.[PAG
CEFRH4ɉ̚ſ^ŅP&EBasic user͙ ļɶȡ̶G˙˨Êəʰ A͚1 A24Independent user (ʻ
ʅ2:˙˨Êəʰ	�B1 B24Proficient user͙ɉ̚2:˙˨Êəʰ͚C1 C2G͢ȡ̶Eê͏2
@":'4ˍ˿ɋAH4ɉ̚ſ' 11ȡ̶Eŀ$@"Z5�
� � ͙͚͝A ���G£E4pre-A1͙A1½£͚���^ǝ˜2:�  
� � ͙͚͞A2, B1, B2EH48[9[ plus���^̍ø2ʚêĀ^ēʵE2: 
� � ͙͚͟Above C2͙C͞½¢͚^̍ø2: 
� ø$@4ŃĲ˨ǖʳGɪɧHɕƠGȢ˨ˢʰE̊?*.BAHD"4B"#ʯ$^ǥɴ

E4Z:p42001ŻɋE!=:ʵ÷˛̌Ǚ&X4Ȣ˨ˢʰ͙native speaker͚B"#ə˨^
á@ò̳2@"Z5  
� BY],Ņ(DÑȞH4ƳʵGê͏^ł$:.BA!Z58ÂʠɧD͠ƳʵAHn���

m�o��Gˎ̽Dɔś^ǃ$([D"9B2@4̇ ˨n���m�o��ʵ÷ 8̂ĐŠ9

(reception)48ɘé9(production)48UYBY9(interaction)48¿·9(mediation)Eê,:GA
!Z5 
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…the CEFR replaces the traditional model of the four skills (listening, speaking, reading, 
writing), which has increasingly proved inadequate to capture the complex reality of 
communication. […] The organisation proposed by the CEFR is closer to real-life language 
use, which is grounded in interaction in which meaning is co-constructed. Activities are 
presented under four modes of communication: reception, production, interaction and 
mediation. (Council of Europe, 2018, p.304ƆˮHĊǙGPP) 
͙…CEFRH4ÂʠɧD͠Ƴʵ͙ʱ*4ˢ44˫R4Ǵ*͚�|�^ǵ$Z5͠Ƴ
ʵAH4n���m�o��Gˎ̽Dɔś^ǃ$ZEH¤ăêA!Z.B' ŭH

=(Y2@(:&XA!Z5[…]� ͠ƳʵEǵ$@ CEFR'ǋȉ4ZȐƩH4ɔś
¦ɝG˙˨ÊəEWY̊"5śɗȲAÊ][Z˙˨H4ɬ±˅ɄEļ?"@%Y4

ơġHãęAʝQʅ@X[Z5Ƒ=@CEFRE%,Z˙˨ȲûH48ĐŠ98ɘé9
8ɬ±˅Ʉ͙UYBY 9͚8¿·9B"#͠ʁ͏Gn���m�o��ȒƂB2@

ǋɷ0[Z  ͚
 
8ĐŠ9H8ʱ*.B�˫R.B94 8ɘé9H8ˢ4.B�Ǵ*.B948UYBY9E
H42001ŻſɋG8ˢ4.BGUYBY9(spoken interaction) Eø$@ǝ:E4TwitterD
CGu�o����|ca^ơ˴2:8Ǵ*.BGUYBY9(written interaction) 'à=:5 
� �

� ŃĲ˨ǖʳE%,ZǙĀE̮2@4CEFRHˎǙĀʵ÷G̤ˏƝ^̌N@"Z248¿·9
EH4ɠ˙˨̭G¿·A!Z̓˝ʮ˝'àZGAǙĀɧˏʙHȷ*̮]ZG;'4ċɈȄ

G˛̌ǙH˙˨ɧˏʙ'ŅĄA!Y48ˎǙĀʄ̭AGn���m�o��^æȼE4Z9

(facilitating pluricultural space) :pE48ɹÁǙĀɧ�ɹÁ˙˨ɧŴɠ^̂P$@¿·4Z9
B"#ʀſG˛̌A!Z5�

� ˍ˿ɋAH48ˎ˙˨÷9B8ˎǙĀ÷9E>"@G˪ǥ'D0[@"Z5˛̌ǙÉƩE

!:=@ɍE̤˓2:ɃB2@ÈɃ&ǀ-X[:¨A4ǙĀE̮2@48˙˨BǙĀH4ŗ

ʭʰG͌G¨AîGTGB2@Ăê,0[@"Z],AHD"9(languages and cultures are 
not kept in separated mental compartments) B̌N@"Z5ø$@4ǶǝGɳʃ^ċʯEʯƧ
2:ɃB2@ǀ-X[:¨A4ǙĀE>"@HșG	Ƀ'!Z5�

�

� � ͛8¹ʰƝ9EŤƚ4Zʵ÷�(the capacity to deal with ‘otherness’) 
    ͛� ɠǙĀ¿·ʰB2@˅û4Zơț (willingness to act as an intercultural mediator) 
    
� ¹EǙĀE̮Î4ZB.\AH48ɹÁ˙˨ɧE̜ëDǞȭAŤƚ4Zʵ÷9(the capacity 
to respond in a sociolinguistically appropriate way) B!Z5ɹÁ˙˨ɧʵ÷BH4ɹÁG¨A
̜ëB0[Z.BIGÊ"Ǟ^ɱ=@"Z.BA!Z.B&X4ǙĀH˙˨Eåÿ0[@

"ZBʯ$X[@"ZGA!\#50XE48̬&[:Ɩ͙ openness B͚ŊňƖ͙ curiosity͚
^̓2@4˙˨͜ˎ˙˨ɧčJǙĀ͜ˎǙĀɧDȥ?(^ż-Zʵ÷9B"#˛̌T!Z

'4.[^ɠǙĀɕ˗ǖʳUŃĲ˨ǖʳAśɔ4ZEH4WYäÇɧDƿ̧'ƗˏA!\

#5 
� 8ˎǙĀ9E̮4ZËɷɧʵ÷˛̌ǙAH4A2���A8ļǼɧDǙĀɧʭƦ9GËB
2@8ɠDZǁƽUÛɸ9'é@%Y48ɠǙĀEŬ4ZµBGUYBYAį̿'˽(@"
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ZB˦˴A(Z9BGʵ÷˛̌ǙT!Z5C2���EDZB48ǙĀɧŴɠEȥ?(4˩
˗UǙĀɧDĩ͍͙cultural incident͚^̰ȝ!Z"HÑƓ4ZɄEƔŌDˮǘ^2D'X4
n�{kq}EĘ]6@ʻ̄G˙û^̬Ő2ˮʏA(Z9B"#ʵ÷˛̌ǙED=@"Z5�

� .GW#Eˑ@*ZB48ˎǙĀʵ÷98ɠǙĀʵ÷9G˞Í'CEFRċɈȄAÇʕɧE
Ʊ][@"ZBH˙"̿"5 
� Țű˞˶Á½ŃGɳʃAH4��y}�(Milton Bennett, 1993) 'ɠǙĀGƢĐƝʳƩ^�
|�Ā2@"Z24|ca~���(Darla K. Deardorff, 2015; Deardorff, D. K. & Arasaratnam - 
Smith, L.A. , 2017 H͚ɠǙĀʵ÷ȺŚG�|�^ʯȉ2@"Z5:;24"5[TȐƩˏʙ
H8ƢĐƝ98ȥ?(9DCƷ˸ɧDȎƛ'©ÇA!Z58[;,ŃĲ˨ǖʳE%,ZǙĀ

GƱ"HƤ̤EDX1Z^$D"B"#.BAT!Z5� � �

� șʏAH4.[PAG©:ZŃĲ˨ƿŧȭBǙĀBG̮Î^ʙǊ4Z5�

�


� ŃĲ˨ǖʳBɠǙĀɕ˗�

�


����ŃĲ˨ǖǅȭBɠǙĀɕ˗Gł̝�

� ¦ɝAǶTżʐİ&>̪ǺE]:YĜʺ2@(:ŃĲ˨ǖǅȭH48Ǚȭ˝˫ȭ9

(Grammar-Translation Method) A!\#5ƿŧAƱ#ǖǽHƸƇǖĦ'ť̫B4Z˙˨AG
ǙŗÉĥA!Z.B'ń"GA4ǙĀɧˏʙHǙŗ'©ÇBDZ5ǖ͒ǖʳB2@HōƇ

A!\#'4˫_A˝2@Ǚȭ˪ǥ^ʱ*B"#ǅȋƉƣ'ƍ6E2@̎ŪA!Z¢4ˢ

4÷E>D'XD"4B"#Ʋí'ȇƆ"5�

� 8GƲíEƚ$ZƉAɦľ2:G'8f�|cf��h���uy~9(Audiolingual 
Method) A!Z5ʇ°șŅƫ¨GʓĲAśǟ0[:Army Method (Army Specialized Training 
Program) ^TBE4�oh�ŅŗG���r (Charles C. Fries) ʉ'̬ɥ2:ƿŧǞȭA!
Z5Ȑ̔˙˨ŗEqi��͙B.F. Skinner͚ʉEWZ˅û©ʬƖɕŗ^ø$@ɕ˰ɧDļɩ
B2@%Y4˙˨ŗGɱˑ&X̞_;s�{�q��v��^ʨY̋2ǭħ4ZƿŧȭA

!Y4ǙĀɧˏʙB2@HǣŹɗȲUǠ˅DCGą˨U˨ĒA!Z5�

� .GƿŧȭH4 ǪH¦ɝɧEŅȳ˅2:'4"*XǖŝåAʥʭ2@TśɹÁAH

Ê$D"B"#Ƀ'¤˞A!=:24U'@4qi��EWZ:˙˨˅û�(1957)^x
��qi��(Noam Chomsky, 1959) 'Ʋí2:.B&Xˉ̎2:5 
��8GƐ4�c�r��Hymes, 1972	�'4œÌG˙˨ɑƒE̮24x��qi��(Chomsky, 
1965) '©ƅ4ZåĴɧD8˙˨ʵ÷9(linguistic competence)�;,AD*4ɬƯUľU
ɪɧDCn���m�o��E̮]Zá@Gˏʙ^Ğp:˙˨GÊə�(use) TÇʕɧ
Eɑƒ4ZB©ƅ2:5.GW#Dʵ÷^4�c�rH8ɹÁ˙˨ɧʵ÷9�(sociolinguistic 
competence)40XEWYż*8n���m�o��ʵ÷9(communicative competence) B
Ģ_;GA!Z5�

� ÞE˪ǥ2:̓Y4ɹÁ˙˨ŗG�c�r'©ƅ2:8n���m�o��ʵ÷9B"

#˓ɃHŃĲ˨ǖʳEŅ(DƋ͇^¥$4a��gAHCommunicative Approach4˂ĲA
HNotional / Functional Syllabus4���y�AHCommunicative Language TeachingB2@4
ɨ_Eɳʃ0[ZW#ED=:5Ʊ][ZǙĀɧˏʙH4ľ̓î�ȗʵîGǣŹÁˢA!

Z5�

� ǣǼ^Ğp@ń*GĲ6An���g{c��a���xHáɨA!Z'4ĩ͍'D"

],AHD"5 >H48ȞɴƝWYȳǮƝ9̂ ɪƿ4ƿŧȭA!Z.B&X4ǙȭUͅ“
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̓Gɱ˴'¤˿4ZØě'͎˄A!Z5ɔĴAH4">GǪɃA4CGW#E˙˨G8Ɖ

Ƃ9͙ form͚^ŧà4Z&4Focus on Form 'ŲŇ0[@"Z50XEH4ǣŹÁˢ'©Ç
A!Z.B'ƼŅ˗̣0[4˫R.BH¤ˏA!Z&GW#D˩˗'ɗP[˫˗÷'Ƅ*

D=@"Z.BMGĎɭTɗP[@"Z5�

� �--� Ż»½̱4ʓĲE%"@H4˫QǴ(^ļɩE4Za���x�(literacy-based 
approaches) 'ɳʃ0[@"Z5ŃĲ˨ǖʳGɪɧHɠǙĀn���m�o��ʵ÷

I͙ntercultural Communicative Competence͚Ã̪A!Y4˫QǴ(^ļɩE4ƲíɧDǙĀ
Gȥ?(�(critical cultural awareness) ^¥$4ƲíɧƜʯ^ʳR.BAɠǙĀŤƚ^ēʵE
4Zn���m�o��ʵ÷^ʳƩ4ZB"#TGA!Z5�

� Țű˞˶ÁH	���ŻECEFR (Common European Framework of Reference for LanguagesȚ
ű˙˨ã̓ċɈȄ	^âˈ4ZE!:Y48n���m�o��ʵ÷9;,AHɠ˙˨̭A

GŤˢHƩʅ6548ɠǙĀʵ÷9̂ Ļ#.BAɠǙĀn���m�o��^ēʵE4Z.

B'ŃĲ˨ǖʳGɪɧA!ZB2:58G¢A4Țű˞˶ÁTn���g{c��a��

�x^—[4CLIL (Content and Language Integrated Learning åŠ˙˨ʠĘŗʭ) ^ǈŉ2@
"Z5åŠ^ŗL.BA˙˨TŗLCBT (Content-based teaching) HāʓAŐP=:'4˙
˨^ŗʭ2@"ZG&åŠ^ŗ_A"ZG&íɇB2D"(X"'!=:5CLILGľĘH4
8ŃĲ˨ǖʳ9GȄʝQG¨AåŠ^Ʊ"4̇ ˨BåŠGöĘ^ 1ͤ 1E2@"Z.B'̛
#50XEŅ(DŴɠH4CLILH͠C͙content, cognition, communication, culture͚B"#Ċ
ɕ^Ǹ2@"ZɃA!Z58åŠ4˦ ɱ4n���m�o��4ǙĀ9B"#͠>GC^4
T# >GCA!Z context8n�{kq}9'İ_A"ZȎƛıH4ǙĀBn�{kq}
'n���m�o��E%"@˙˨BšǇE̮̕2@"Z.B4˙˨^n���m�o�

�EÊ=@åŠ^ŗL.B'˦ɱ÷E>D'Z.B^ɷ2@"Z5Êə4Z˙˨H4ŗʭ

2@"Z˙˨A!Z'4ƗˏEƚ3@¹G˙˨͙:B$IȢ˨͚^Êə4Z8˙˨ȕǜ9

(translanguaging) T˦p@"Z5�
�


�	��˙˨Eĸp̉P[:ǙĀ�

� Ǚȭ˝˫ȭ&XǶǝGȳ[PAŃĲ˨ǖǅȭ^Ȏ˖2@QZB4ũD*BT/*Ƕ̊P

AGǖǅȭAH4ǙĀɧˏʙ^ơ˴ɧEŧà4ZB"#WYH4º̷ɧDƱ"EBCP=

@"Z5P:48ɠǙĀʵ÷9E>"@H4ȐƩˏʙG˶˰'ʢ"@"ZTGG4UHYƷ

˸ɧDȎƛEBCP=@%Y4ŃĲ˨ǖʳMCGW#EďỶR&B"#äÇɧDȉE«

2"B"#ć˸'!Z5T=BTäÇɧD¯˸^ƿŧEʝQ̉T#B4ZB4ÒîǙĀG

ʛ·ED=@2P"4q{�fvc�ĀE̴Z̿20'!ZGTɴ&A!Z5�

� .Gp���^˗ȵ4Z:pE4ŗʭ˙˨Eĸp̉P[:ǙĀEȥ?&6Z.BHA(

D"A!\#&5Ë$I4Ʋíɧ˯ˢêȂ�(critical discourse analysis) GƯȭ^ǅȋEƚə
24ǝʱ�̽˥˛¯DCɗGǖǽ^êȂ2@QZ5ɉ˫2@åŠ^ɕ˗4ZGHT<\_

G.B48G˛¯U˰˞'CGW#D˓ɃAǊ&[@"ZG&^ʯ$Z5Ê][@"Z˨

ƈ^ˮN4Êə4Z˨ĒEÈX&Gơı'̻0[@"ZēʵƝ^ǆZ5Ǵ&[@"ZǙʆ

^Ǚŕ̓YĐ,ďZGAHD*4˄ ʰGʅľ^üȉ24ɼpX[:Ğơ^ȨQď=@QZ5

ʴǬE!Zn�{kq}^ʯ$Z.BA4D7ʵûƣAHD*Đûƣ'Ê][@"ZG&

^ˑȌpZʉ65˙˃EƺȮ4Z.BA0P1PD˅̭^˫QďZ.B'ēʵEDY4˅

̭Eĸp̉P[@"ZǙĀŴEȥ?*.BTń"5˂˨GľĘDX4ʵûƣ'ŹƣA!Z

Bɱ[I4ĐûƣE4ZEHÈX&Gɕɛ'!Y˓Ƀ'ɾû4Z.B^ɱZ5.[HǣǼ
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˨ED"˙˨GɍƝA!ZGA4°>G˙˨G̛"&XǙĀG̛"'̒,@ˑ$Z.BE

DZ5ęȒG.BH4˂˨GW#EąǗ&ˎǗ&E.;]Z˙˨BǣǼ˨GW#E.;]

XD"˙˨4ǣǼ˨GW#EŻ͗Ŵ^Ɔ*ơ˴28Ý98ƃ98ŏ98Ŏ9B˨ƈ'îEDZ

˙˨B4sister / brotherAȸP64ɍE¢£^ǥɷ4ZƗˏG!ZǪ;, elder / younger^>
,Z˂˨GW#D˙˨4°µɽE˕ɢ̮ÎGɠDZ	ʁ͏'!Z˙˨4©˨'Ɨ͊G˙˨

B©˨^ɭɞ2@Tɕ˗ēʵD˙˨ʉ64ǙȭU˨ƈ;,ATɰɪ4ZN(˙˨ǙĀHń

"5ͅ“Un���m�o���qvc�ETǙĀɧŴɠ'ĸp̉P[@"ZGA4˙˨

^ǖ$D'XåĴ4ZǙĀG̛"Eȥº&6Z.B'A(Z5ɬ±˅ɄB2@˙˨^êȂ

4ZɹÁ˙˨ŗU˨ə˰DCGɱˑ^ǎə2@4˙˨ǙĀGɍƝ^ŃĲ˨ƿŧEďYà[

ZēʵƝHŅA!Z5�

� >PY4q{�fvc�ĀGĈ̵^ç2@PA.B0XEˈŭɧDǙĀ^ƿŧǽǛB2

@Ê]D*@T4˙˨^ǖ$Z.BʻÇ'4ɠDZ˙˨ǙĀ^ǋɷ4Z.BEDZH5A

!Z58ɠǙĀɕ˗9B"#ĚG£EÇʕɧEǖ$ZGAHD"E2@T4˙˨^ǖ$Z4

P0E8G˅ɄG¨E4ɠ˼ƝBGŤŰ'!Y48[^ǉ"!-Z.BAŗʭʰ'ŴɠE

ȥ?*.BH48ɠǙĀʵ÷9ʳƩE>D'ZGAHD&\#&5�

� Ʌ˰48[^ēʵE4ZGH4ǖŸ'˙˨E>"@Gȷ"ȱţ^Ǹ2@"Z.B'óǋ

A!Z'4ǖŸʻ̄'ŗJD'XŗʭʰEȥ?(^¥$Z.BHēʵA!Z5ˠQZÍÔ

H!ZBƜ][Z5�

� � � �

(��PBp�

� � � � � � � � � � �

� ŃĲ˨ǖʳE>"@Gʯ$HńʁńȒA!Z5ʈʰH4ŃĲ˨^ŗLB"#.BH¹ʰ

BG̠̐A!Y4ŃĲ˨ǖʳHɠǙĀn���m�o��^ŗLľA!ZBʯ$@"Z5�

�� ʻXGȢ˨BɠDZ˙˨^ŗL.BH4ɍE˙˨ǙĀɧÈ—GŅ("ŃĲ˨^ŗLľ

Ę48[Bȥ?&D"E2@T4ɠ˼ƝBGȈ̯A!Z5̇ ˨̭E÷̮ÎGȈŴ'![I4

ʻŵac|�{b{b'ʶ&0[ZBƢ3Z.BT!YƒZ5�

� 8GW#Dɔś^̂P$[I4ŃĲ˨ǖʳE%"@4ǙĀɧŴɠ^ɫ˓248Ȗ^ȅ,Z

óEŴɠ^ɱZ9͙ Kramsch,1993 B͚"#ǖʳɧDőþ'ƗˏEDZA!\#5ŃĲ˨ŗʭ
^̓2@4Ȣ˨Bŗʭ˙˨G̀—UȻ^ɱZ.BH4˷&DŗJEʧ'Z5�|caG˛

¯4ǧÚ4Ⱦɜ4èɮDCɗGǖǽ^ďY¢-4åŠ4˓Ƀ4˨ƈ4Ğơ4˨əDCńȒ

D˙˨ɧDêȂ^ˠQZ.BA4˙˨Eĸp̉P[:ǙĀMGȥ?('ɗP[4Ȣ˨BȢ

˨ǙĀ^ɬŤĀ2ʻX^Ŝ˖˓4Z.B'ēʵED\#5�

� 8GW#D˓ɃEʅʷ4[I4 CEFRˍ˿ɋA2mediation”͙ ¿· G͚ʐİ^Ƽƅ2:.

BGơġHŅ("5P54ʮ˝�̓˝B"#ɠ˙˨̭G¿·Éȋ^̓2@°>G˙˨GȻ

^ɱZ.BHɠǙĀn���m�o��^ŗL.BE¹DXD"5.[HǶ̊ED=@ȯ

ɪ0[@"ZTILT (Translation and Interpreting in Language Teaching) B"#ŃĲ˨ƿŧȭE
T̓3ZTGA!Z5�

� 0XE4ŃĲ˨^ǖ$Z.BʻÇ'8¿·9;Bʯ$Z.BA4ŃĲ˨ǖĦGƌö'ǥ

ɴEDZ5Ȣ˨BŃĲ˨BG̀—H44D]<ʻǙĀB¹ǙĀG̀—A!ZBŗʭʰEÇ

ƒ06Z.BH4ɠǙĀn���m�o��MGʇ ȟA!Z58[^ÒîǙĀ&Xɠ˼

ƝMGŤƚMBŧ*GHŠǦAHD"'4ǖʳEWY8ɠ˼Ɲ9(otherness, foreignness) '
ơġ4Z.B^ŗJ4̼ĮAHD*Òµ^ɕ˗4Z.BG̤ˏƝ^˦˴4[I4n���

TAKUYA KOJIMA
37



 

m�o��͙Ťˢ͚EWZ̮ÎȐʑM̖R̙'ƹ&[Z5� �

� 8GW#DŃĲ˨ǖʳ^Đ,Z.BAˎǙĀ�ˎ˙˨ʵ÷'ȶ͒0[4ˎɯɧD˓̥B

ń̓ɧDƜʯ^×$:l����ŶȤ'ŀ$[I4źĤD¦ɝ^Ȑʑ4Z.B'ēʵA!

ZBÐ3@"Z5�

�

ȯ͚͝�Ǽ˰ʯH42018Ż 8Ƿ 3ǣ͙̦Ǳ͚ǣǼ˨ǖʳ¦ɝŅÁ͙�e�zca͚E%,
Zļˮ˲Ƚ^TBE4ǝ:DƟĽ^ø$ĺʈ2:TGA!Z5 

� ȯ͚͞ǼʂE%,Z˂ǙGǣǼ˨˝H4ɍE˛̇'D"̲Y4ʈʰEWZTGA!Z5 
�

� � � � � �
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Language, interculturality and dissolving borders  
 
 

Adrian HOLLIDAY 
Canterbury Christ Church University 

 
Abstract 

 We need to move away from the simplistic notion that ‘teaching L2' involves ‘teaching C2’ 
because it denies cultural complexity and brings an essentialist and indeed neo-racist imagination of 
pre-defined national or other large culture that equates precisely with pre-defined national language. 
Instead, informed by a postmodern viewpoint in social science and applied linguistics, we have to 
consider that a particular language can travel and embrace diverse cultural realities, and particular 
cultural realities can be expressed through diverse languages. Language is part of the architecture of 
social life; but the architecture can be expressed on other ways and language can be put to other use. 
These open relationships make the teaching and learning of Japanese an opportunity for a creative 
exploration – for an interculturality which is a continuous third space in which we are deCentred 
from simplistic notions of language and culture, and where we find ourselves multiple and hybrid as 
we renegotiate Self and Other. Learning a new language, with its ways of expressing Self and society 
should be something that we bring into ourselves – not to learn a new, different culture, but to 
expand one’s cultural experience.  
 
 
Keywords: language, culture, discourses, prejudice 
【キーワード】 言語、文化、ディスコース、偏見 
 
 
0 Purpose of the paper 
 
 My purpose in this paper is to look at the teaching and learning of Japanese from the perspective 
of what we now know about the relationship between language and culture as a result of a 
postmodern revolution in the social sciences. In the first part of the paper I will summarise the 
postmodern position as revealing myths and dangers. I will then set out briefly what this must mean 
for the teaching and learning of Japanese.  

 
1  Myths and dangers 
 
 The postmodern revolution brings a new, irreversible understanding that grand narratives of 
nation and history are ideological (Lyotard, 1979, p. xxiv). It tells us that the concept of nation state is 
not defined by culture and language, but that, instead, it is a political construct that employs 
exaggerated constructs of culture and language to provide it with validity. The positivist, modernist 
view of culture as ‘solid’ is therefore replaced with the view that it is ‘liquid’ with imagined 
boundaries (Anderson, 2006; Dervin, 2011, p. 38, citing Bauman). There are two important things to 
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note here. First, postmodernism represents a scientific revolution. It is therefore not an alternative 
understanding that we might choose. On the contrary, once we know this, we cannot go back (Kuhn, 
1970, p. 103). Second, it tells us about a distortion of how things are because of the power of 
ideology, which Berger & Luckmann (1979, p. 18) define as ‘ideas serving as weapons for social 
interests’. Not all ideology has such a negative impact, but in the case of language and culture the 
grand narratives of nation have had a particularly negative impact (Kumaravadivelu, 2012). 
 
1.1  Cultural prejudice 
 This negative impact of ideologies of nation in language education concerns cultural prejudice that 
moves towards neo-racism. It is driven by an obsession with national or other large cultures (e.g. 
transnational language groups such Arabic, Spanish and Chinese, and religions such as Islam) which 
has led to a false belief that they are the prime defining factor in linguistic and cultural difference. 
The reason for this comes from a combination of forces: a ‘methodological nationalism’ – i.e. always 
beginning comparative social research with national categories – resulting from the upsurge of 
nationalism in Europe in the 19th century (e.g. Beck & Sznaider, 2006, p. 3); the influence of 
behaviourism that implies that learning language means learning culture (Holliday, 2005, p. 55); and 
a deep-seated Orientalism and historical colonialism in Western, Centre defining of the non-West as 
culturally deficient (e.g. Hall, 1991; Said, 1978), which has morphed into an apparently 
‘well-wishing’ but still deeply patronising West as steward discourse of improving the world through 
cultural education (Holliday, 2011, 2016a). An outcome of these forces is that ’culture’ is never a 
neutral term; and attempting to define any group of people by means of cultural stereotypes is 
therefore neo-racist, with ‘culture’ as a euphemism for race (e.g. Hervik, 2013; Spears, 1999). 
 A particular result of these forces that relates to the construction of ‘Japanese’ as a solid language 
or culture is a powerful and deeply Othering stereotype of East-Asian students in Western 
universities that they lack self-direction, criticality and creativity, stemming from their ‘collectivism’ 
(Kubota, 1999, 2003). Kubota (2001) famously discredits this by pointing out that it is a stereotype 
of underperformance and deficiency that is the same as that for underachieving mainstream 
American students. 

 
1.2 The monolingual, monocultural fallacy 
 A further problematic aspect of the obsession with separate national or other large blocks that are 
essentially different to each other is the false belief that that learning a new language (L2) requires 
learning and adopting a new culture (C2) that could amount to some sort of loss or improvement of 
one’s existing culture. This has been a major basis for the successful international industry in which 
language textbooks exaggerate national culture as a commercial brand, with content that can 
comprise Othering national stereotypes referred to above (Gray, 2010). This commodification of 
culture in textbooks more generally encourages an essentialist multiculturalism in which people are 
reduced to sensationalist images of costumes, food and festivals (Cantle, 2012; Delanty, Wodak, & 
Jones, 2008; Dervin, Hahl, Härkönen, & Layne, 2015; Kubota, 2004; Kumaravadivelu, 2007, pp. 
104-106; Spears, 1999). In the case of language education, I would add to this list sensationalist 
images of idiomatic expressions, descriptions of cultural events and situations and very particular 
cultural values, which lead teachers and students to believe that they define the language (Kullman, 
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2013; Risager, 2018). Teachers and students, to counter this idea, only need to think about the 
sociolinguistics of their own societies to know that idiomatic expression is a particularly variable 
aspect of language as it moves and changes within particular small culture scenarios and that there is 
a huge diversity of cultural events and situations. Looking to one’s own experience in this way rather 
than being taken in by the recipes provided by grand narratives will be a recurring theme throughout 
the rest of this paper. 
 This simplistic matching of nation, language and culture also encourages teachers to frame their 
specialist academic identity around very narrow interpretations of ‘culture’. Even without any 
particular background in sociology, history or cultural studies, teachers can get away with claiming 
an expertise in the ‘culture’ associated with a particular language on the basis of textbook situations 
and idiosyncratic bits of language which are in fact no more than tiny slices of social life selected by 
textbook writers, with the result that students also are given the false and very narrow impression of 
the relationship between language and culture1. This misleading form of language education is 
further exacerbated when these false images of language and culture are squeezed into the limited 
repertoire of classrooms where only the ‘target’ language is being used. Phillipson (1992, p. 185) 
argues strongly against this ‘monolingual fallacy’ that a foreign language can only be learnt 
effectively in the absence of the influence of the first language. One might therefore surmise that 
teaching any language without a full discussion of its complex sociolinguistics and politics, that 
would have to take place in the first language, amounts to an attempt at cultural brainwashing – or, 
with relation to behaviourism as referred to earlier, ‘cultural improvement’, where it is believed that 
the new language embeds cultural superiority. I would therefore mirror Phillipson’s notion of 
‘monolingual fallacy’ with ‘monocultural fallacy’ – remembering that language is never 
monocultural. 
 
1.3 Native-speakerism 
Another aspect of this system of cultural and linguistic prejudice that has built around language 
education concerns discourses of speakerhood. A native-non-native speaker distinction that is 
common throughout the language teaching profession is deeply connected to the supposed 
opposition between an imagined superiority of ‘individualism’ and associated self-determination, 
criticality, creativity and so on, and the false idea of a culturally ‘collectivism’ referred to above. The 
former has been associated with the image of the ‘native speaker’ of English – both teacher and 
student. This notion was politicised as such by the imperialistic drive to sell English and supposed 
‘native’ English teachers as a desirable commodity across the world (Phillipson, 1992), and has 
resulted in all manner of prejudice from the racialisation of types of speakers to employment 
discrimination and denial of professionalism (e.g. Ali, 2009; Kubota, 2013; Kubota et al., 2005; 
Lengeling & Mora Pablo, 2012), to the enforcement of the idea that teaching language is some sort 
of cultural improvement of the ‘culturally deficient’ ‘non-native speaker’ student, who therefore 
needs certain types of classroom practice (e.g. Gong & Holliday, 2013; Kumaravadivelu, 2016; 
Lowe, 2017; Swan, Aboshiha, & Holliday, 2015). As with grand narratives of nation, language and 
culture, the positioning of the ‘native’ and ‘non-native speaker’ has been revealed as a particularly 
persistent ideology, which I have termed native-speakerism (Holliday, 2018b).  
 As stated above, once the ideology factor has been appreciated, there is no going back; and the 
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ideological politics of speakerhood must also have resounding impact on what we can think about 
the teaching and learning of Japanese. The result is an overall common belief  that only ‘culturally 
right’ people can ‘know’ the language. This is a neo-racist narrative of exclusion that spreads beyond 
professional discourses. In my recent blog I struggle with what this might mean for someone looking 
for a teacher of any language, but then realise that while a ‘native speaker’ teacher might on the 
surface be the obvious choice, it is the result of being taken in by an idealised image: 

‘If I want someone to teach my children Russian I will look for a native speaker 
because they know the real Russian language. But when I search into what I 
actually mean, I discover some sort of idealisation. It should not be any Russian, 
but one who fits the image that I have in my mind – perhaps appearance, skin 
colour, class, accent, name, demeanour, or an image from literature or film. It 
relates to the branded, exoticised and packaged, ‘us’-‘them’ slices of so-called 
‘culture’ that one can find in commercial textbooks and that we might have been 
brought up with since primary school.’ (Holliday, 2017) 

 By referring to Russian here I was trying to think of a language that does not quite have the world 
political and economic image of English, but which has a sufficiently strong literary, media and 
cultural image to feed the deception. Japanese I think also has a strong image of this type. The 
problem is that it is also strongly idealised. Moeran (1996) talks about how an idealised and indeed 
exoticised image of Japan has been much used as a powerful brand to sell Japanese goods abroad. 
There is of course nothing at all wrong with this branding. Most people are aware that the imagery of 
advertising is just imagery. We would all know this about our own societies. However, we might be 
taken in by the cultural branding of other languages and societies, especially when our media and 
education is so dominated by this branding. Chimamanda Ngozi Adichie (2009) famously makes the 
point that we know how diverse our own societies are, but we are taken in by the racialised ‘single 
story’ of Nigeria.  We need to be cautious here, however: there will also be times when we are taken 
in by the idealised images of our own societies, especially when they are constructed for us in 
opposition to a ‘problematic’ Other. 
 There is also another problem. While English has been sold as an internationally commercially 
desirable commodity, the Centre–Western defining of the rest of the world (Hannerz, 1991) might 
present Japan and Japanese as exotically ‘oriental’. I remember noticing this while some years ago 
visiting the language department at the University of Guanajuato in Mexico. Whereas English was 
framed as a modern language of necessity, despite its association with political oppression coming 
over the border from the United States, Japanese was framed very strongly as a quaint, exotic 
language marked by ceremonies such as tea drinking. The important implication here is that we have 
a duty to teach Japanese away from the Orientalist imagination which, though useful for business, is 
the false and racist Western invention referred to earlier. 
 
2. Moving from blocks to threads 
 
 What I have so far described are the blocks to the teaching and learning of Japanese that arise 
from false notions of language and culture. What I wish to suggest in contrast are threads – means 
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for connecting Japanese language education to a more realistic and open image of language and 
culture, with deeper, more worthwhile outcomes that avoid cultural prejudice. Threads are the 
counter to grand narratives when they connect us back to the personal experience of language and 
culture that we all bring with us but which we might not recall. 
 Helpful here is my grammar of culture (Holliday, 2018a, 2018c) which shows how blocks and 
threads compete within the complex nature of the intercultural and in the everyday process of small 
culture formation on the go (Amadasi & Holliday, 2017; Holliday, 2016b). It is important to note that 
the use of ‘grammar’ here is not in the linguistic sense, but rather from C Wright Mills’ Sociological 
imagination (1970, p. 235). He claims it as the basic method for detailed sense-making of the 
structures of society. It is the sociological rather than linguistic analysis running through this paper 
that is able to bring out the cultural politics of language education. The grammar depicts three broad 
domains, each with negative and positive forces. The negative are the blocks that keep us apart and 
build cultural prejudice. The positive are threads that we can choose to use to bring us together. 
 The first domain, national and other structures, is most often associated with nation or other 
things that structure our lives such as education, the media, political systems, economies, institutions 
and perhaps religion. Within this domain, there are certainly elements that can provide us with huge 
resources that we can make use of when engaging with new languages or cultural environments. It is 
these resources that would enable language teachers and learners to bring a background and 
understanding of how language works in society to the learning of Japanese. However, there are also 
blocking grand narratives that come to us through our media and politics that can demonise the Other 
– propaganda about other nations, and especially, these days, about migrants and minorities, or about 
people we are at war with, are obvious examples. In this sense, no talk of culture can ever be neutral 
because we are all brought up, consciously or unconsciously, to position ourselves as either superior 
or inferior to others. It is in this domain that we can be fed false notions that ‘our’ large culture and 
language is essentially culturally separate and different to ‘theirs’ – a notion that will by its nature 
carry an implication of inferiority or superiority and of how we need to be behaviouristically trained 
in the other culture in order to enter it.  
 The second domain, cultural products, mostly has positive, threading impact in that there are 
cultural flows that are carried across structural borders – art, literature, music, architecture, cuisine, 
fashion and so on. There is however a negative, blocking force in this domain in the form of 
discourses of culture which make essentialist statements and claim ‘us’- ‘them’ boundaries – ‘in my 
culture we always … and never …’. These and the ‘us’- ‘them’ grand narratives on the right of the 
grammar are the basis of the essentialist and neo-racist imaginations of language and culture 
described above.  
 The third domain, underlying universal cultural processes, is potentially the major source of 
threads in that they are what we all share in the way that we engage with and construct culture 
wherever we are from a very early age. This sharing of experience and complexity is the basis for the 
suggestions for threads in the rest of the paper. However, this continuous process of small culture 
formation on the go can also take from the negative in the other two domains, where we are pulled 
between the blocking seductive power of grand narratives and dominant Centre discourses and what 
we know from the threads of everyday experience.  
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3. A richer picture 
 
 What therefore is the relationship between language and culture that we can work with to create 
threads that bring us together in a more open teaching and learning experience? Answering this 
question is helped by a now developing consensus within critical applied linguistics and critical 
sociology that the relationship between language and culture is complex and far from one where 
nations, their cultures and their languages map neatly into each other (Saraceni, 2015). Both 
language and culture are entities that can travel creatively and independently of each other. Neither 
can be pinned down as tradition has imagined that they can. The common notion that teaching a 
‘target language’ matches precisely onto teaching a ‘target culture’ is therefore fallacious. The use of 
the term ‘target’ is itself problematic where it suggests a definable place to go to learn and master. 
 What we now begin to understand is that a particular language does not speak only a particular 
culture but can embrace a diverse range of cultural realities. A language can certainly travel; and 
particular cultural realities can be expressed through diverse languages. A personal anecdote that 
exemplifies this is the case of a young Syrian woman who had just arrived home in Damascus from 
the United States where she was at university. In just a couple of hours her English changed from that 
of an American freshman student to the still perfect but different English spoken by her bilingual 
Arabic-English family which was full of Syrian cultural references. Her body language, gestures and 
accent also changed accordingly. When we are with this family our English also changes to 
accommodate their cultural references; and theirs probably does to accommodate ours. In our 
English at home we use the expression ‘your place is empty’ when friends cannot be there to share 
social events. It is a translation from Farsi which enables our English to take in cultural references 
from Iran, my wife’s country of birth. One might think that these examples are exceptions and 
indicate ‘impure’ English. There is however no such thing, as all languages are constantly changing 
to take in the diverse cultural flows – the carrying of cultural influences from one place to another – 
that have always been there. A Japanese colleague at the conference commented that the Rialto 
Bridge here in Venice reminded her of archetypal bridges in Japan. Of course there must be a 
connection. 
 I find the notion of linguaculture useful to explain the relationship between language and these 
cultural flows. The terms comes from Risager, who states that it is a cultural ‘language resource’ 
which can be carried from its language of origin to other languages. For example, ‘people carry their 
Danish language resources with them into new cultural contexts and perhaps put them to use in new 
ways under new circumstances’ (2011, p. 107). She continues: ‘when I as a Dane move around the 
world, I tend to build on my Danish linguaculture, when I speak English, French or German. I 
therefore contribute to the flow of Danish linguaculture across languages’ (p. 110).  
 Regarding Japanese, when I watch Japanese colleagues at this conference mixing and talking, 
my strongest thought is that they are like all colleagues at all conferences I have been to in the past. I 
cannot translate their Japanese language; but I am sure that it is being used very much as the English 
that I can understand in other conferences to network and share professional and personal 
experiences. 
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4 Searching for threads 

 Thinking about cultural flows and how language can express a range of cultural experiences and 
references, one of the important thread benefits of learning another language is carrying experience 
from one language to another and back. A new language will undoubtedly connect with cultural 
experience that one’s own language does not, but it will be experience that one can nevertheless 
bring into one’s own cultural domain. The learning experience will therefore entail working out how 
the foreign language connects with our own world. An example of this is the case of an Italian 
student learning Japanese saying that she found that the characters were amazingly liberating and 
helped her to think and express herself in a different way that she could bring into Italian. This would 
be something to do with bringing elements of Japanese linguaculture into Italian; and of course 
taking elements of Italian linguaculture into Japanese.  
 Another set of threads would be discourses. These are the ways of talking about things that are 
specific to particular activities – occupations, academic, sport, buying and selling, advertising and so 
on – but also expressing grand narratives and their ideologies in racism, sexism, political and 
religious extremism and so on (Stuart Hall, 1996b, p. 201). These discourses are connected with 
small cultures and will be similar but different in different cultural settings. Taking academic writing 
style as an example, what must be avoided is the blocking discourse of culture, in the third domain of 
the grammar, which claims that, for example, the writing style of national culture X is more 
‘flowery’ and less precise than that in national culture Y. Such a statement about culture, as in the 
examples earlier in this paper, serves a Centre grand narrative that sets one large culture as inferior or 
superior to another2. The reality is that in all societies there are a multiplicity of writing styles that 
suit different discourses and genres. As referred to above in the case of idiom and cultural setting, 
learning a new language might be seen as an explicit exercise in sociolinguistics, where useful 
attention is drawn to how discourses operate not only in the new language but also, by comparison, 
in the language or languages with which the student is already familiar, with also the possibility for 
carrying innovative ideas about language and culture in each direction. Cultural practices, both 
linguistic and non-linguistic, will be appreciated for their fluidity and creativity in both if not multiple 
directions. Throughout the learning process, students should be encouraged to pull threads from their 
personal cultural trajectories to make sense, adapt and innovate. They should be encouraged to 
externalise and transfer their existing knowledge of language and politics – grand and personal 
narratives. 
 Many teachers might feel that the suggestions I am making here are unrealistic because of the 
nature of textbooks, as discussed above, which are both out of the control of the teacher and have 
content that promotes the essentialist, blocking discourse of Japanese language and national culture. 
My response to this is that textbooks are also part of the world and by their nature represent many of 
the essentialist, blocking grand narratives and discourses of culture that unfortunately surround us. 
Such textbooks are therefore an opportunity to critique these narratives and discourses. As mentioned 
earlier, textbooks are also marketplace products replete with all the seductive branding and 
advertising of any other product. They are socially located examples of Japanese language just like 
any other – signs, advertisements, documents, brochures and so on; and threads can be drawn from 
how the language or languages we are familiar with are also socially and indeed ideologically 
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located. 
 The overall aim of learning a new language is therefore partly to search for unexpected 
cosmopolitan cultural realities. It is an opportunity for exploring and developing broader perspectives 
about alphabets and orthographies, and aesthetic appreciations about language and art, about how 
language and values interact in deeper universal structures. 

5 Interculturality 

A further area where threads can be found is within the concept of interculturality. This term has been 
used in recent years to depict the quality that enables positive and creative intercultural engagement. 
An established definition is ‘a dynamic process by which people draw on and use the resources and 
processes of cultures with which they are familiar but also those they may not typically be associated 
with in their interactions with others’ (Young & Sercombe, 2010, p. 181). Dervin (2016, pp. 
103-106) says that it is a highly creative quality that requires the reflexive and uncertain work of 
digging beneath the surface of discourses and politics. The reflexive and creative nature of 
interculturality is at the core of the shared underlying universal cultural processes domain of the 
grammar. However, as with the other aspects of this domain, it certainly needs to be defined away 
from the essentialist idea that it involves looking from one bounded large culture to another and 
being satisfied with tolerance or understanding of an essentially foreign Other. Learning another 
language certainly provides important opportunity for the more creative and searching 
interculturality of seeking to find ourselves within the cultural lives of others. This is by no means 
straight forward and needs always to be explored and worked out. In the specific case of language, it 
is to find our own linguistic trajectories in a new language, through heightening our understanding of 
how language works. It is an entry point into a particular society where the language is used, it is at 
the same time understanding that this is not all that either the society or the language can be. In this 
sense, language is part of the architecture of social life that can be expressed in other ways. The 
language and the society are each far bigger than the other.  
 There have been similar discussions about third spaces and hybridity with regard to language 
learning. The old, essentialist idea is to do with intermediate spaces or impure or fractured identities 
that are there because of problematic, often cultural boundaries between one language and another 
(Fairclough, 2006, p. 25; Holliday, 2018c, p. 146; Kumaravadivelu, 2007, p. 5). If we think instead 
of more open and creative interpretations (Bhabha, 1994, p. 56; Guilherme, 2002, p. 128; Hall, 
1996a, p. 619; Holliday, 2018a, p. 146) – that all of us, everywhere, are multiple in our cultural 
histories and identity, then the learning and teaching of Japanese becomes a massive opportunity for 
dissolving borders and exploring even further who we all are – another way of finding ourselves in 
others. This resonates for me with this extract from a primary school textbook for English in Iran, but 
which could apply to the teaching of any language anywhere: 

‘Turtles are patient and curious, they take their time in water and land, they never 
worry about where to stay or where to rest because they walk with their homes on 
their backs! I feel our memories are like their homes on their backs – the 
memories we carry to wherever we go. The Turtle in our stories travels to 
different places, she talks to different people, she tells us about other people’s 
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stories, that are usually my/our stories too!’ (Ghahremani-Ghajar, 2009, p. 1)  

The point here is that when we travel, through Japanese, into a new and strange cultural experience, 
we should also find something familiar – but in a way that the familiar is strange as the strange is 
familiar. Turtles are referred because we would always think of them being turtles first, before 
whatever might make them different in terms of language or culture. Speakers of Japanese are first 
and foremost people just like the speakers of any other language; but different languages might 
reveal new qualities, or familiar qualities in a new way. Sue-san Ghahremani-Ghajar told me that in a 
first lesson she talked about someone travelling to visit her aunt on the other side of the world, who 
also spoke the language in question. One of the children in the class asked how this could be 
possible. The answer was, ‘why shouldn’t it be possible?’ Perhaps like someone speaking Japanese 
in the middle of the Amazon basin. Why should not this be normal?  

6. The role of educators 

 Throughout I have talked about teaching and learning foreign languages in the same breath. The 
reason is that as teachers and students we are all involved in the same struggle that will enable to us 
find threads of common experience of language and culture that cut across all languages to break 
down the blocking structures that lead to cultural prejudice. However, although teachers are prone to 
the same blocking grand narratives and dominant discourses as students, with the right preparation, 
they should be in a position to see these threads before their students. As preparation, they need to 
switch from focusing on narrow aspects of C2 as associated with L2 to a broader understanding of 
sociolinguistics, interculturality and the relationship between language and culture that cuts across 
Centre structures. The role of the educator thus becomes to help students recover these experiences 
from their own personal cultural trajectories that will help them to connect. Educators must never 
forget though that they are in the same complex matrix of small culture formation on the go with 
seductive blocks as their students. 
 

Notes 

 
                                                 
1 The only legitimate way in which a teacher could claim knowledge of a specific, particular culture as their 

specialism would be when teaching a particular discourse for a particular, small social setting, as might be the 
case in teaching language for specific purposes. However, even in such a case, there would need to be caution 
regarding how precisely such a culture could be defined; and that also would need to be validated by extensive 
social research which would not often be the case. 

2 This essentialist view of academic writing was made popular by the now largely discredited work of Kaplan 
(1966, 1967) regarding contrastive rhetoric and cultural thought patterns. 
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日本語教育と企業文化シンポジウム-- Business Japanese and 
Corporate Culture Symposium 
 
趣旨説明 

平和な世界のための人材育成―ビジネス日本語教育の視点から、経済や企業は、世
界にバランスや平和を作り出すうえで、非常に大きな役割を担っている。グローバ
ル化が進めば進むほど、経済や企業の内部には解決しなければならない「経営上の
コンフリクト」が増えていき、不平等や世界の秩序に目を向けるという社会的責任
も増していく。日本語を教える/学ぶことで、「異文化間」コミュニケーションに携
わっている人びとは、こうした責任とどのように向き合えばいいのだろうか。BJT

ビジネス日本語能力テストやビジネス日本語に関わる専門家と、この責任について
ラウンドテーブルで話し合う。 
 
Scientific Committee: シンポジウム企画委員会 

Marcella MARIOTTI (UCF) -- マルチェッラ・マリオッティ（ヴェネツィア・カフォ
スカリ大学) 
Keiko HORII (Musashino University) -- 堀井惠子(武蔵野大学) 
Executive coordinator: 実行委員長 

Akemi HAMADA (University of Tübingen) -- 濵田朱美（テュービンゲン大学） 
 

【パネル１】平和な世界のための人材育成—企業要求とビジネス日本語教育 
 
伊勢田兼之 (在イタリア日本商工会) 

『日系企業が求める人材とビジネス機会についての考察』 

細田牧 (イタリア三菱商事) 

『企業側から見た日本語人材のニーズ』 

八田香里 (漢検、ビジネス日本語能力テスト) 

『BJTビジネス日本語能力テストが測定する能力と BJTが果たす役割』 

奥田純子 (ビジネス日本語研究会) 

『ビジネス日本語教育・研究のこれまでとこれから』 
 
【パネル２】ビジネス日本語教育実践の意味—世界各地からの現状報告 
 
ハラルド コンラット (イギリス、シェフィールド大学) 

『海外の日本学卒業生における日本への就労準備について』 

ウォーカー泉 (シンガポール国立大学) 
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『シンガポールにおけるビジネス日本語教育の実践と意義』 

古崎陽子 (エチオピア、メケレ大学) 

『エチオピアにおける日本企業による投資活性化のための架け橋としての日本語教
育の可能性』 

ジョーンズ佳子 (イギリス、ロンドン大学 SOAS) 

『ビジネス日本語コース及びビジネス日本語スピーチコンテストの報告』 

高見智子 (アメリカ、ペンシルヴァニア大学) 

『米国大学における次世代グローバル人材の育成をめざす教育実践』 
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日本企業が求める海外人材とは 

 
伊勢田 兼之 

在イタリア日本商工会議所 
 

要旨 
急速に進む少子高齢化や人手不足など日本を取り巻く環境変化に伴い、成長が期待され

る海外市場への投資や、海外の人材を活用した人手不足の解消が、今後の日本企業の成長

を支えるひとつの鍵と見なされている。これに伴い、今後日本企業が求める海外人材像や

能力も急速に変化していくことが推測される。ここでは、筆者の海外留学・駐在の実体験、

ならびに在イタリア日本商工会議所会員企業を対象に実施したアンケートをもとに、海外

に進出している日本企業がいかなる資質を現地人材に期待するかを検証、日本語教育者な

らびに日本語学習者の研究・学習活動の一助に資することを期待する。 
 

【キーワード】 日本語教育 2.0  
Keywords: Japanese Language Education 2.0 
 
 
1 はじめに 
 
 本章では、アンケートの母体となった在イタリア日本商工会議所ならびにアンケートの

概要について触れる。 
 
1.1 在イタリア日本商工会議所 
 在イタリア日本商工会議所は、日本とイタリア間の経済・通商及び親善交流の推進、会

員相互の交流・協力などを目的としてイタリア・ミラノに 1973年に設立された。ローマと
トリノにそれぞれ支部を持ち、日本企業の普通会員約 140 社、賛助会員約 60 社、合計約
200社で構成される（2018年 7月時点）。 
 イタリアの主要産業は食品やファッションとのイメージが強いものの、実際には機械な

どものづくりに強みがあり、イタリアに進出している日本企業の業種も機械分野が 30％と
圧倒的に多いことが見て取れる。 
 尚、2017年にはヴェネツィア・カ・フォスカリ大学と人材採用に係わる協力協定を結び、
現地学生の日本企業への就職支援にも貢献している。 
  
1.2 アンケート概要 
 今回のアンケートは在イタリア日本商工会議所普通会員約 140 社を対象として 2018 年
6 月に実施し、日本語能力を有する現地人材に、どのような職種、資質、能力などを期待
するかを調査した。約 2週間と短いアンケート期間であったにも拘わらず、対象約 140社
の半数の会員企業より回答があり、日本語能力を有する人材の採用に日本企業が高い関心

を持っていることを裏付ける結果となった。 
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1.3 筆者経歴 
 筆者は、日本のメガバンクのミラノ支店長を兼務しており、約 50人強の現地人材を統率
している。ミラノ駐在以前は、米国にて大学院留学・駐在、また中東にても 5年弱駐在。
これらの経験を通し、各地の現地人とのコミュニケーションや日本語学習者に対するサポ

ートの重要性を現場で体感している。ここではアンケート結果に加え、筆者の経験を交え

ながら、日本企業が求める日本語能力を有する人材に関して考察していきたい。 
 
2 日本を取り巻く環境と動向 
 
 本章では、アンケート結果の考察に先立ち、少子高齢化やそれに伴う人手不足など日本

を取り巻く社会問題が、日本企業の人材ニーズにどのように関わっているかを検証する。 
 
2.1 少子高齢化と人手不足 
 諸先進諸国と同様、日本は総人口における高齢化率が既に 20％を越えており、約 50年
後の 2065年には総人口が 1億人を下回り高齢化率は 38％に達すると予想されている。少
子高齢化による深刻な労働力不足、また総人口の減少による国内消費・国内市場の縮小に

より日本国内の経済成長は頭打ちとなると予想されている。 
 これらはあくまでも推定ではあるものの、日本の企業はこれらのデータを元に将来に備

えた経営戦略の策定を求められている。 
 

 

図 1 総人口と高齢化率の推移 
 
2..2 日本企業の海外市場への進出 
 日本国内での市場縮小や経済成長の減速を見越し、日本企業は海外市場への進出を積極

的に進めている。日本企業による海外企業の買収案件M&Aの件数は、2008年発生したリ
ーマン・ショック後一時的な落ち込みがあったのを除き、毎年ほぼ右肩上がりで増加傾向

にある。 
 イタリアに限らず海外進出に際し、日本企業は言語のみならず、文化、法制、税制の違

いなど高い壁に直面するものの、企業戦略の一環として海外に出て行かなければならない
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のが現実である。 
 

 
図 2 日本から海外への投資（企業買収） 
 
3 アンケートから読み解く採用傾向 
 
 成長する市場を求めて加速する日本企業の海外進出と、それに伴う言語や現地規制など

の壁を克服するため、現地人材採用の需要、期待は高まっていると考えられる。本章では、

かかる状況下、日本企業がいかなる現地人材を求めているのか、期待する資質は何かを、

上述の在イタリア日本商工会議所会員企業に対して実施したアンケートをもとに検証する。 
 
3.1 アンケート内容 
 アンケートは、日本語ならびにイタリア語で設問。設問は (1) 日本語能力を有する人材
の採用実績の有無、(2) 商工会議所分科会区分の業種、(3) 採用または採用予定職種、(4) 会
員企業のビスネス・ステージ（進出立ち上げ直後、立ち上げ完了・邦人駐在員トップ経営、

完全ローカル化）、(5) 日本語能力を有する人材の採用にあたり重視または重視するであろ
う資質、(6) 経営トップのローカル化の際重視また重視するであろう資質、以上 6 項目に
関し、予め提示された選択肢からのプルダウン形式にて実施された。 
 本稿では、(3) 採用職種または採用予定職種、ならびに (5)日本語能力を有する人材の採
用にあたり重視または重視するであろう資質、以上 2項目に焦点を当てる。尚、全体のア
ンケート結果は在イタリア日本商工会議所ホームページ（https://ccigi.org/ja/2018convegno-
internazionale-sulleducazioni-della-lingua-giapponese/）にて掲載している。 
 
3.2日本語能力を有する人材の採用 
 アンケートに協力のあった企業の約半数が、既に日本語能力を有する人材の採用の実績

があると回答。一方で採用実績が無い企業は 5割強あり、イタリアでの今後の採用拡大の
余地は十分残されているとうかがえる結果となった。 
 
3.3 採用職種 

https://ccigi.org/ja/2018convegno-internazionale-sulleducazioni-della-lingua-giapponese/
https://ccigi.org/ja/2018convegno-internazionale-sulleducazioni-della-lingua-giapponese/
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 日本語能力を有する人材を過去に採用した実績がある企業では、「事務職」や「管理部門」

が採用職種の約 7割を占めていた。これは日本企業の内部管理体制が厳しい傾向にあり、
本邦本社へのレポートなど日本語でのコミュニケーションが不可欠のため、採用の際に日

本語能力が重視されたものと考えられる。一方、「営業職」、「専門技術職」への採用・配属

は合計でも 2割弱と極めて低く、過去日本語能力を有する人材採用にあたっては、邦人駐
在員の補佐的な役割が期待されている傾向があったことが読み取れる。 
 一方、 今後日本語能力を有する人材の採用を検討中、または採用するであろう職種は

「事務職」が半減し、「営業職」がほぼ 3割、「専門技術職」が 2割と配属予定の職種のほ
ぼ 5割を占める結果となった。過去採用実績有りの職種との比較では「営業職」と「専門
技術職」の増加が非常に顕著な結果となった。 
 

 
図 3 採用職種の推移 
 
3.4 採用資質 
 日本語能力を有する人材を過去に採用した実績がある企業が、採用の際に重視した資質

は、「日本語力」が 2割強でトップにあがり、続き「事務能力」2割弱、「協調性」が 1割
強と上位 3位を占める結果となった。一方「英語力」ならびに「日本文化理解度」は 1割
に及ばず意外な結果となった。この結果からも、従来日本語能力を有する人材採用にあた

っては、日本語力且つ事務能力の高い、邦人駐在員の補佐的な役割が期待されていたこと

が読み取れる。 
 一方、採用検討中または今後採用するであろう日本語能力を有する人材に求める資質の

トップは「専門知識」が 2割弱で、採用実績有りの回答結果の 2倍以上となり、差が顕著
となった。また重視する資質 2位では「日本語力」と「英語力」が 1.5割と拮抗し、従来
あまり重視されていなかった「英語力」が「日本語力」と併せて求められるとの結果とな

った。 
 「専門知識」が今後重視する資質のトップにあがった背景は、日本企業が求める現地人

材が従来の日本人駐在員の補佐的な役割から、本業のビジネスを支える中核的・実践的な

役割に変化してきており、期待される能力水準が高まっているものと考えられる。 
 また「英語力」重視の背景は、日本企業のグローバル化の進行があると考えられる。過
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去に比べ、高いレベルの英語のコミュニケーション力を有する日本人駐在員の増加や、現

地代表者のローカル化、また欧州など各地域に統括現地法人が設置され、地域内での共通

言語が英語に集約される傾向があることから、「英語力」がビジネス上不可欠になってきて

いると推察される。 
 

 
図 4 日本企業が求める能力 
 
4 日本企業が求める人材像 
  
 前述の通り、少子高齢化とそれに伴う人手不足の進行、また縮小する国内市場から成長

の見込まれる海外市場への参入によるグローバル化の進行により、海外人材を取り込む企

業ニーズは今後ますます高まることが予想される。また企業は拠点の中核を担える人材を

必要としており、海外人材に求める能力水準も高まっているとのアンケート結果を確認し

た。 また前章では、今後は「日本語力」に加え、「英語力」や「専門知識」が求められる

ことを確認した。 
 私見ではあるが、筆者がイタリアを含め海外でビジネスや経営をするにあたり、現地人

材との意思疎通は英語で十分可能であることは事実である。では経営者として「英語力」

や「専門知識」の高さのみを現地の人材に期待するかと考えた場合、答えは異なる。経営

者としては、言語や現地規制などの問題を共に解決していける「考える力」を持つ人材を

是非採用したいと考える。アンケートがプルダウンの選択形式であったため、今後求める

資質の回答が「専門知識」に集約されたものの、その回答の多くを「考える力を持つ人材」

と読み替えることが可能ではないであろうか。 
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図 5 日本企業が求める人材像 
 
5 まとめ 日本語教育 2.0 
 
 ご高承の通り 2.0 とは、従来の枠組みを進化させバージョンアップを図ることを指す。
日本の国際化、日本企業の海外進出は進んでいるものの、人や物の往来は更に進み、新し

いビジネスの機会も益々拡大することが期待され、企業の求める人材像にも変化が生じる

ものと推察される。この変化に伴い、日本語教育も従来のシステムから脱却し進化してい

くことが必要ではないだろうか。その進化は教育機関のみならず、日本語学習者への技能

研修の機会の提供など企業側の協力、そして行政の様々な支援など、関連各位の協力が不

可欠ではないかと考える。 
 日本語教育 2.0。時代の要請にかなった日本語教育システムの進化が求められている。 
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企業が求める日本語人材のニーズについて 

 
細田 牧 

イタリア三菱商事 
 

要旨 
日本人の生涯年収は約 3億円と言われるが、企業にとって社員を一人採用するという事
は 3億円の事業投資を決めているに等しく、自然と求められる基準も高くなる。これは日
本語人材に対しても同様であり、企業側は単に言語が分かるというだけでは無く、基本的

なインテリジェンスの高さ、日本文化に対する深い理解、それと同じくらい自国の文化に

対する深い理解をもった人材を求めている。採用の際にもう一つ大きな基準となるのは、

採用される側がその企業の理念を正しく理解、共感しているかという点、会社毎に違う企

業理念を正しく理解する事は採用される側にとっても非常に大切である。今回のテーマは

平和との対話であるが、企業はどのようなビジネスを行い、どのようなビジネスを行わな

いかを企業理念に照らし日々判断しながら事業を進めておりその過程において企業は平

和・環境との対話を継続的に行っている。 
 
【キーワード】 企業が求める人材、企業理念、企業と平和・環境との対話 
Keywords: Competence required for Japanese Language speakers, Corporate Philosophy, 

Dialogue with Pace and environment 
 
1 企業が求める日本語人材 
 

     
  図 1 企業が求める人材 
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日本人の生涯年収は約 3億円と言われています。これが何を意味するかというと、人を一
人採用すると言う事は、会社として (永い年月を通してになりますが) その人に約 3 億円
のお金を払う事をコミットする事を意味します。つまり、人一人採用する事は 3億円の事
業投資をしているに等しい訳です。従って事業投資の判断に高い基準が求められるように

日本語堪能な方の採用をするにも非常に高い基準が求められます。 
私の経験では実際に求められる能力は以下の四つになります。一つは採用の前提条件と

なるインテリジェンスの高さ、二つめはこれも採用の前提条件となる日本語能力の高さ、

三つめは語学を超えて日本の文化そのものへの深い理解、そして四つめは、これは持論で

すが自国に対する深い理解だと考えています。又、最近ではこれに加える五つめの能力と

して、経理知識、他言語 (主として英語) 、その他専門知識等の高さも採用の基準になって
いる傾向にあります。 
上述の 1，2についての説明は省き 3、4について説明させて頂きます。まず、3の日本文
化に関する深い理解ですが、一般的に日本人は共通な事、お互いに分かっていることは言

葉に出さない傾向にあります。この言葉に出さない部分は、考え方であったり、感じ方で

あったり、表情であったり、習慣であったり、不文律であったりするのですが、これらは

永い間気候、言語、歴史等を共有してきた為であり、それらを含めて文化ということにな

るのかもしれません。この部分は生活をする上でも仕事をする上でも、いちいち説明がさ

れない共通な価値観になっていますので、日本語で仕事をする方にはこの言葉に出さない

部分をきちんと理解する事が日本人を理解する作業には非常に大切になります。したがっ

て指導者の方には文法、書き方、読み方に加えて、この日本人が言葉に出さない部分の根

底にある日本的な考え文化を是非教えて頂きたいと思っています。 
次に 4についてですが、これは主に生徒の方にお願いしたいのですが、日本語を学ぶのと
同じくらい、自分の国の文化に関する理解を深めるよう努力をされることが大切だと思い

ます。これは持論ですが、自分の国の文化が深く理解出来ていない人は、他の国の文化を

理解する事が困難だと思っています。一旦日本の企業で働き始めると、あなた自身が他の

方に自分の国を理解して貰う窓口になります。日本人の同僚から自分の国の考え方や習慣

に関して多くの質問を受けるでしょう。そんな日に備えて自分の国の文化の理解を深める

事をお勧めします。日本の文化を深める事が自国の文化の理解を深めるという好循環が生

まれてくれば、それは仕事や生活において異文化間における様々な問題解決への一助とな

ると思っています。 
さて話は少し変わりますが、現在、三菱商事では全世界で多くの日本語が堪能な外国の方

が厳しい試験を通って働いています。彼らの日本語を勉強した経験より色々とコメントを

頂きました。良い機会ですので以下の通り紹介させて頂きますので、今後のご指導の、ま

た勉強の参考にして頂ければと思います。 
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 図 2 弊社勤務の日本語堪能者のコメント 
 
2 企業が求める人材(深堀り) 
 

    
 図 3 企業が求める人材（深堀り）/ 企業理念 
 
さて今までは企業の求める一般的な日本語人材のニーズに関して説明させて頂きました

が、ここではこの点を深堀りし、それと関連する企業理念・価値のお話をさせて頂きます。 
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私は日本で勤務していた時に何度か会社の入社試験の最終面接官をさせて頂く機会に恵

まれました。その面接の過程においていつも自問していたのは「自分は最終的に何を基準

に、多くの優秀な人材から合格する人を選んでいるのであろうか」という点でした。そし

てその際に自分なりにたどり着いた答えが「その学生さんと自分の会社の企業理念・企業

価値を共有出来ているか？その上で明日から一緒に働きたいと思えるか？」という点が自

分の中で基準になっているというものでした。つまり一緒に明日から働きたいなと思わせ

てくれる学生さんは、自分の会社の価値観、理念を良く理解して頂いていたというのが実

感です。 
ではその企業理念とは何でしょう、ものの本によると企業理念とは「会社の不変の価値観

と会社の存在理由・目的」という事を言います。これだけ読むと何となく分かり難い印象

を受けますが、実は世の中の多くの会社は企業理念・企業価値を明確に表明しています。 
従って企業にとってみると学生が明確に表明している自社の企業理念を理解・賛同してく

れているか？というのが採用に際し非常に大切な点であり、一方学生にとってみてもその

企業の理念に賛同・共感出来るか？というのが非常に重要なポイントだと思われます。 
因みに私の会社、三菱商事の企業理念は三綱領という三つの綱領に集約されておりその

意味は以下の通りです。 
 

 

 
 図 4 三菱商事の企業理念 = 三綱領 
 
初期奉公：事業を通じ、物心共に豊かな社会の実現に努力すると同時に、かけがえのない  
     地球環境の維持にも貢献する。 
諸事公明：公明正大で品格のある行動を旨とし、活動の公開性、透明性を堅持する 
立業貿易：全世界的、宇宙的視野に立脚した事業展開を図る。 
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私は会社に入って 30年位になりますが、常に何かに迷った時にはこの三綱領を思い出し、
自分の考えを三綱領に照らし、新しい事業をやるべきか、どのような結論を出すべきかを

考えており、日々の業務を通じ会社の企業理念を理解、賛同出来るかというのはやはり非

常に大切だと感じています。弊社には色々な社員がいますが共通となっている価値観は三

綱領であり、それが会社を形作っているということです。従い学生にとっても、企業にと

ってもこの部分の価値観にお互いに共感出来るかというのが大切になります。 
企業の価値観を知るというのは、その企業を良く理解するためのすごく良いヒントにな

ると思いますので、ここから先は皆様と一緒に幾つかの会社の企業理念を見てみたいと思

います。先程多くの企業は会社の理念を明確に表現しているとお伝えしましたが、その具

体例を見てみましょう。 
 

 
 図 5 企業理念の例 1: SUNTORY 
 
まずはこちらの会社。「私たちの約束、水と生きる、とあり地球にとって貴重な水を守り、

水を育む環境を守っていくこと。水があらゆる生き物の渇きを癒すように、社会に潤いを

与える企業であり続けること。そして、水のように柔軟に常に新しいテーマに挑戦し、新

たな価値を創造していくこと」という企業理念が語られています。この会社は SUNTORY
さんです。非常にシンプルですが会社が何を大切にして、どのような価値観を持っている

かが良く書かれています。 
次の会社はVALUE FROM INNOVATIONを会社のスローガンとして掲げています。この
会社の理念には「人々の心が躍る革新的な「技術」「製品」「サービス」を生み出し続け、

明日のビジネスは生活の可能性を広げる力になる」とあります。 
この会社は富士フイルムさんです。富士フイルムはデジタル化によりフイルムの販売が

激減したときに、革新的な技術によりその窮地を乗り切っており、その考え方が良く現れ

た企業理念です。 

3

HP
https://www.suntory.co.jp/company/philosophy/

2019 1 7
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図 6  富士フイルム コーポレートスローガン 

 
次の会社は「顧客製優先主義」を掲げています。この会社は、ドンキホーテさんです。

これも分かりやすくシンプルに会社の企業理念が良く現れています。 
 

 

 図 7 企業理念の例 3: ドン.キホーテ 
 
次の会社は常に信頼される事を企業の理念の真ん中に置いています。この会社は三菱UFJ

HP
https://www.fujifilmholdings.com/ja/about/slogan/index.html

2019 1 7

. HLDGS HP
http://www.donki-hd.co.jp/ir/guide/

2019 1 7
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ファイナンシャル・グループさんであり、いかに信頼というものを大切にしているかが現

れています。 
 

 
 図 8 例 4: 三菱UFJファイナンシャル・グループの経営ビジョン 
 
このように発表されている企業理念等は単純な文、短い文ではありますが、その企業が本

当に大切にしている事、存在価値をきちんと表現しています。皆様も今後、色々な会社が

どのような事を大切にしている企業なのか、どのような価値観を持っている会社なのか、

そしてそのような企業はどのような人材を求めているのかという事を考える際に会社の企

業理念を参考にされるのが良いと思います。 
 
3 企業の平和・環境との対話 
 
さて最後になりますが、今回の大会、セッションのテーマでもある「平和への対話」とい

う点を企業とのかかわりの中で見てみたいと思います。 
企業は営利を目的として継続的に生産・販売・サービス等の経済活動を営む組織とありま

すが、お金が儲かるのであれば平和や環境といった事への配慮無しに活動を行うかという

と、答はNOです。では何を基準に企業は活動を行っているか、それは今まで説明してき
た企業理念が基準となります。 
下の図をご覧下さい。企業は新たなプロジェクト、事業投資、商売をするかしないかの判

断をする際、必ず自らの企業理念・価値に基づき判断をします。その過程の中であるプロ

ジェクトは実行が決定され、ある事業投資や、商売は環境や、平和への懸念、配慮から中

止される事もあります。従い、企業は自ら定めた企業理念を通じて、常に環境・平和との

対話を行っているとも言えます。 
 

UFJ HP
https://www.mufg.jp/profile/philosophy/

2019 1 7

TAKUYA KOJIMA
66



 

 図 9 企業理念・価値 
 
又、その企業に勤める従業員も企業理念を共有し決断の過程に加わる事で同じく平和・環

境との対話を継続的に行っていると理解しております。短くはありましたが、企業の観点

からみた 平和・環境との対話という事に触れさせて頂きました。 
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åfØe(f  
3 l�2 eȄ[åaAȅȽiĔĲ;fØe(f ǣÑ.;s/ȅȽiĔ9GǷȂǫƟ`ǩ
ÛicfĔĲjƤ)GȢÒiĔÏe/fJI)*ØkRIe(f  
4 l�ǳǴķþib)GkÏƠǡØe(f �x�yel�úǫ`s���śǁhJTw
8whǳǴ� |.ŀigf ǳǴķþjƁ91ȁȉ�łŐ;f�ŠŮƍkǘļicfǫ

ƟƋhJ^í]GƭƶiķþjÏƠ;fǡØkRIjņ9G)f  
5 l�)iafǷȂǡØe(f ƛi�ȂĪ�śƋ�ŘȂ�ĭȟǫƟkǡØjåe¢4G
)f  
6 l��x�yw �eƴdh)ȂçiÐ(aAI/iȢÒiĔÏe/fJI)*ǡØe
(f ƝƛkȂç.ºigAI/iÆ·kÿȶ�ƜƊ`śǢjÑų9�?k§eŭƴkȂ

çkĺïjŌƔ;fǡØe(f  
7 l�ăûk«iIaG�ǣÑIlƫhfǘļ`śÝiĔĲe/fǡØe(f  
 
¢éIȦ£k`eIeɆú 1ɇi�¢ǺkØkȃŢjÙ+Gǋ­;fIú 2kc*ih
f àǈhu���t w��k§i^ż!hØ.ǓêƭiƬőTgGĽǀ9G)fRI

.ƶȁe/f  
 

 
J��9E��: B'�'�

 
3.3� "ŠŮȂǡØ#I"�x�yŠŮȂǡØ# 
ƀks��Ɇú 3ɇl�2011ĢJd 2017Ģwek 7ĢȰi BJTjæɁ9A«k*C�
æɁŤƘeŠŮȂǡØǾɁN1wAlN2jåİ9G)A«kBJTyulÑğe(f  
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�

J��

 
İƘ.ɂ1hfŞìi 2 bkĜ.Ɏ2�Ɏ1 kȺee/G)f.�ǯȫk BJT yull

400Ƙ±¢kĝ.ƶȁe/f  
ăû««ŰjŊƤ9G)f´źńĩǚJd�"� � �y�elŠŮȂǡØ.ɂ)«

ŰhkiĐȔel?gtJe^h)IĻ:ft y.(f#IǛ1RI.Ęh1h) R

gl�"ŠŮȂǡØ#I"�x�yŠŮȂǡØ#.ĎÆil¡ǥ9h)RIkǫgelh)

Bh*J �x�yiI3fĐȔƭhu���t w��lǊJhǡØkǰê·e(f.

a+i�BJT.Ɣh*I9G)f 7bkØjȬ+fRI.��x�yƟÿeƌȖ;f«Ű
ilƈ]dgfIǙ+dgf  
 
3.4� BJTkôȽib)G 
� BJTkôȽŻĽl�ƀkǫ 1eƸ;IIe 3bk� �icaGŻĽTgG)f "ǂ 1
Ȧɉǜǵ�y�#"ǂ 2ȦɉǜȄǵ�y�#"ǂ 3ȦɉȄǵ�y�#e(f ?g@gk�
 �lTdi 3 b<bk{rw��iÑ3dgG)f ôȽlÆȦe 80 ô(e��y�
kŤȰlǇ 105ÑɆƯčɇe(f ôȽl 80ô;sG. 4bkȣŃǞJdŨ^c)^kj
1bȣTŞĦe(f  
� hI�2017ĢĤJdu��� |jȜ9GæɁ;fCBTŞĦiGĐş9G)f 3 
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s��()
 I�bW� � � � � � � � � � � � � � �

 
ĐȳiBJTkôȽj 2båe¢4G?kƛȭjȃŢ;f  
 
3.4.1 ǜǵôȽ 
 

 
J��ouI�� � � � � � � � � �

 
QɈåħÄe�ǣÑkµƹkǮòjȍaG^d*A]iȃŢj9G)w; ȃŢkŨĮi�
¸IǷ)w;J  
&1'ı<ȑÅhTaG1BT)  
&2'/aIȑÅjIǇűT=G)AB/w;  
&3'>nI^6ŹǹjIȾ))A9w;  
&4'ǑĔiŹǹT=G)AB/w;  
 
RkôȽl�ǜǵôȽk{rw�� 2"ƬǷǜǵôȽ#e(f Ůôl�ƨȶiÎƲ.ŎƸ
Tg�?giȸāicfƜƊkȃŢ.Ù+dgf ?kw �eJkc*hǿ9Şj;f

k.pTi9)JI)*ȸākǻôiĔ9G�ȸāicf 4bkȣŃǞk§JdƁǵjȣ
TīĦe(f  
åħÄiǮòjĂeȗyȃŢj9A(I�ŨĮiJkc*h{×�jǷ*k.c)JI
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)*ôȽe(f  
ǮòjĂeȗyI)*RIl�ƱĿi>nȑÅ9G1BT)IIȾ);fRIe(f 

?kI/�ȍaG1gIĨ1Ƿ)Ƞ0fI�ƱĿiȍ*RIjĨǱ;fc*háȋj¥+

f ?kA]�ƱĿi¤Ĺĳhĵ)jT=GțÚŴihf ?Re�ƱĿkǀÿjĖȪ9

bbȑÅjÜ]fk.c)  
&1'"ı<6ȑÅhTaG1BT)#lưŋƭhǫƟe(e�ƱĿJd;fI�ð:dg
G)fīeȑÅjĨǱTgfRIihfke¤ȢÒe(f ?kƘ�&3'">nI^6Źǹ
jIȾ))A9w;#l�"ȍaG1g#IưŋƭhǫƟj=<�"Źǹ9G1g#IŶd

J1ǫƟ9G)f ?k¢e�RCdkƚĺjƸ;A]i">nI^#I)*ȂjƑ+G

)f Rg.Ɓǵe(f  
Ƅek&2'"/aIȑÅjIǇűT=G)AB/w;#I&4'"ǑĔiŹǹT=G)A
B/w;#l�Ǯòjȍ*ǀÿe(fƱĿÁk{×�hke¤Ɓǵe(f  
RkôȽel�ÿȶjȁȉ;fØ�ȅȽiêaAĔĲØ�ƫśÝȆŚǡØ�ǷȂkýƷ

Ø.ôigG)f  
 
3.4.2 ǜȄǵôȽ 
 

 

J��oyuI�� � � � � � � �  
 
QɈ¸ib)Gǿ9G)w;J  
Ƨɉ *k�hJhJBj  
� �  Rghdl� �ÚŴÞÑBj  
ćɉ ?*e;j vmz^Cb*J))e;j  
Ƨɉ ŝǮòkƛȭ^ÑJe`;)9�ǧ^/g)B  
ćɉ l) :_�RgeáÖiÐ9w9b*  
&1'ŝǮòk´ƨ� &2'ŝǮòkđ¶� &3'ŝǮòkȯƬ� &4'ŝǮòkǮȝ 
 
RkôȽl�ǜȄǵôȽk{rw�� 1"ƜƊłŐôȽ#e(f Ůôl�ƨȶiÎƲ.Ŏ
ƸTg�ȸāicfƜƊȃŢIǻô.ƍgf ?k(I�µǿkËĒjǜ/åaG�ǻô

ɆĄ1lǿȽkƛďɇiĔ;fǵǄjÔŜ;f ǵǄl�śĊicf 4bkȣŃǞk§J
dƁǵjȣTīĦe(f  
ÎƲjǲfI�Ƨk«Ićk«.�ª)i× ��~�kc*hŧȿjǲh.dǿ9G
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)f ćk«l�ŧȿjǃǺƤÊeņ9Ƹ9G)f RkRIJd�ŧȿiJJifǿȽ

BIŌƔe/f  
� 2 «kŨÓkµǿel�"l� �ÚŴÞÑ#"vmz^))#I)*RI.șsdgG
)f RRJd�?kŧȿ.¸Jjl� �;fkiÚŴƭe�?ką/T^))IǷa

G)fIǵȨe/f ƀi"ŝǮòkƛȭ^iJe`;)9�ǧ^/g)B#IșsG)

fRIJd�?kŧȿ.ŝǮòkƛȭjƸ9G)f^kBIiJf Ǳ;fi�2 «lŝ
ǮòkƛȭjǺ9AŧȿjǲGt]G)fIǙ+dgf ŨĮi"RgeáÖiÐ?*#

IșsG)fke�2 «l�ŝǮòkƛȭjșsAŧȿ.?ge))JJ*J�JRJ¿
Ɓ;fıǱ.h)Jjǿ9êaG)AIǙ+dgf  
� ȣŃǞl�)<g^"ŝǮòk#IĈwe"´ƨ#"đ¶#"ȯƬ#"Ǯȝ#Iǒ1 ôȽ

jǵ1i(AaGl�"´ƨ#"đ¶#"ȯƬ#"Ǯȝ#.�?g@g"ŝǮòkƛȭjșs

AŧȿkŹǹ#I)*ǩƙIǏob1JJ*JjÔď;fRIihf ;fI�"đ¶#l

ĩGlwf.�?g±ălĩGlwdh) caG�Ɓǵl&2'"ŝǮòkđ¶#Ihf  
RkôȽl�ÿȶjȁȉ;fØ�ĺújȄ[åfØ�ǷȂkýƷØ.ôigG)f  

 
4� BJT�x�yŠŮȂǡØ�y�.ƣźƩ�ŗǟƩiI)GŴA;Ĭ× 

 
�x�yŠŮȂI)*ǷǨJd�"ȲďTgAÿȶeƤ)fƛƃhŠŮȂ#jm� xT

gfJ^9gh) wA�ăû«jŊƤ;f´źel"«ŵ.c1G�ĄĘŠŮȂ.ǿ=

AdÞÑBc#I)*Ǚ+^Ęh1h)Bh* 9J9h.d�Đȳiǝÿeu���t

 w��jåfȳil�ú 2eƸ9A¢éIȦ£kµǿkc*i�µǿkǠŦeż!hǡ
ØjÃJ=fıǱ.(f ?*)aAØ.¤ȓ9G)fB3hki�"`fƇ.h)#I)

aA�}� w��kôȽ`"ľ.Ĩ1Gîùiƕ3ȗ]h)#I)aAĶŸkôȽIŉ

+G9waG)ft y^(fc*iǛ)G)f ǡØlČǘicaGǭ*RI.èǡe

(e�BJTl?kŞƋjƸ;�y�BIǙ+G)f  
ĩßµel�"BJT�x�yŠŮȂǡØ�y�#.ƣźƩ�ŗǟƩiI)GŴA;Ĭ×j
ƀkc*iǙ+G)f ŗǟſȱiI)Gl�Čǘ`ņėkƯŽe(e�´źiI)Gl

ŠŮȂjºaGÃ3f«ŰkǡØņŽBI)*^ke(f )im�ƣźƩ�ŗǟƩiI

3fÉȜkęĤɆ^kT9ɇ�ŪƤh^kT9I9Gċü;fRI. BJT kºðBIȁȉ
9G)f  

BJTæɁiì3AČǘjȜ:G�ŠŮk�x�yƹµeıǱITgfǙ+Ş`ǩÛkƬ
ĸI�?gdjĐȔ;fƟĐƭhŁǪjƠǵe/fc*i9G)f BJTjȜ:GŠŮk
�x�yu���t w��`�x�yƹµkRIjƠǵ9G1BTf«.Ā+gm�û

ȳƭhƱªƠǵ^Ɛwf ûȳƭhu���t w��kÌƖÝiȏ;fBJT©źjŌȞ
9G)1RI.�ġñh¦Ʃrkǂ¡ƂihfI¾:G�ce¡ěkťãƌÛiȤȞ9G

)/A)  
 

1 ÈƮȌøƋ« ŠŮƗĊǡØŹďßµ� �� x 
� ������		����.
�.
�������	���/��
	�
2 ȹƯĲǄƠȈɆ��	ɉ��
���
�����
�	�
���ɇ BJTkǏŴl"êŸ/¤êŸ#elh1�0ɏ800
ƘkyulīĦeǫTgf ôȽ 1ô6IiƉwaAȧƘ.(fi3elh1�Ɓǵ`¤Ɓǵk
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řicaG�(f¡ďkİƘ.ÙƘTgAeƒƘTgAeI)*RIlh) ôȽiĔ9GƁǵ

BaAJ¤ƁǵBaAJjÔď9�IRTɆȹƯĲǄƠȈɇiýc)AǐǸÏƠiceǐǸČkǳƘ
JdǅÐ9AřÀj 0ɏ800ƘkęĤiŏǅ9G�?gjBJTkyulI9G)f  
� RkŊƘŞĦl�æɁǚicaGæɁŤŬhJkŲ².ƫhaG)AI9G^�ëƼĤkǡØ

jŅb«.æɁ;gm�ǏŴI9Gtuë:yul.ǅÐTgfI)*ƛȭ.(f  
3 CBT: Computer Based Testingkƪ CBTŞĦIl�ņďk�y�{�| eu��� |jºa
GǵǄ;f®Ǎ[e(f æɁǚl�¡«<bƤĺTgA� ye�u��� |kƨȶiǫƸ

TgfôȽI�~���iƍgfȸāj^Ii�ƨȶ¢eǵǄ;f �

������		����.
�.
�������	��		
����	�������/�

�

ɊâǙśƞɌ 
ÈƮȌøƋ«ŠŮƗĊǡØŹďßµ (2017)$BJT�x�yŠŮȂǡØ�y�� ÈĦžœ
�y�Ʌpm�BŠÈƮȌøƋ«ŮƗĊǡØŹďßµ. 
ÈƮȌøƋ«ŠŮƗĊǡØŹďßµ (2017)$��pe·ɁɄiaYkkomw�BÈƮ
ȌøƋ«ŠŮƗĊǡØŹďßµ. 
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまでとこれから
Business Japanese Education and Research Trends

ビジネス日本語研究会 代表幹事 奥田純子（コミュニカ学院）

Society for Business Japanese Research

OKUDA Junko（Communica Institute)

ベネチア2018年日本語教育国際研究大会

Panel 1
平和な世界䛾ため䛾人材育成

―企業要求とビジネス日本語教育―
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発題䛾内容

１．ビジネス日本語教育・研究䛾これまで ―時代背景を踏まえて
第1期（1970年代～1980年代）

第2期（1990年代～2000年代）

第3期（2010年代～現在）

２．ビジネス日本語教育・研究䛾これから ―BJ䛾これまでを踏まえて
パネル１䛾目的：

「理解・平和」へと導ける人材を育成するビジネス日本語教育䛾

役割を考える
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまで
第1期 第2期 第3期

1970年 1980年

ビジネス関係者

ビジネス、業務を成功

させるため䛾日本語

日本䛾商習慣・文化

言語研修

異文化間䛾トラブルや

コンフリクト䛾回避・解決

1990年 2000年

専門技能・技術者 留学生

業種、立場を超え 就職・就業

た人々と䛾協働䛾 䛾ため䛾

ため䛾日本語 日本語

Comm.

言語研修 言語研修

風土(文化）䛾理解 言語教育

人材育成

人間形成

2010年～

日本人社員・学生 非熟練労働者？

外国人材と䛾

相互行為䛾ため ？

䛾日本語(母語）

Comm.

相互行為・理解

母語䛾再認識

多様性対応

学習者

内 容

目的・特徴
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまで
第2期（1990年代～2000年代） そ䛾３

留学生䛾ため䛾就職支援として䛾日本語教育が新たにテイクオフ

【時代背景】

• 2006年 「グローバル戦略」（内閣府・経済財政諮問会議）

外国人受け入れ方針：高度人財＋優れた留学生䛾確保

要因：91年~93年䛾バブル崩壊とそ䛾後䛾日本経済䛾停滞、
グローバル経済体制へ䛾乗り遅れ、少子高齢化による労働力不足、

人口䛾減少、新興国䛾台頭による国際競争力䛾低下

• 2007年 「アジア人財資金構想」実施

• 2008年 「留学生30万人計画」骨子䛾発表 国際人材獲得施策

ｃｆ：開発援助として䛾10万人計画
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまで
第2期（1990年代～2000年代） そ䛾4

【アジア人財資金構想】 受け入れ・就職・就労・定住を視野

2007年～2013年3月
• 経済産業省、文部科学省䛾合同事業 170大学 約2000人参加
• 産官学が一体となり、留学生(大学）䛾募集・選抜、専門教育、日本語・日本ビジネス教育、就職活
動支援䛾一貫した人材育成プログラム 大学で実施

【ビジネス日本語（教育）䛾展開】
• 留学生䛾ため䛾ビジネス日本語・日本ビジネス䛾カリキュラム、教材䛾開発
• 「就職活動から就職後までを視野に入れ、高度な日本語力䛾習得やビジネス䛾背景にある文化
や考え方䛾理解とともに、社会人として生きていくため䛾包括的な能力※を育成するも䛾」

（AOTS 日本語教育センター，2011）
• ※社会人基礎力：職場や地域社会䛾中で多様な人々と共に仕事を行っていく上で必要な基礎能力
・言語（日本語）研修＋産業人材育成 䛾観点が追加
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまで
第3期（2010年代～現在）そ䛾１

• 2010年 日本語教育学会テーマ領域別研究会「ビジネス日本語研究会(BJG)」発足

（学会䛾公益法人化に伴い、2016年に独立した研究会（SBJR）として再スタート）

総会・研究会23回開催（2018年6月現在）

• 2017年 「BJジャーナル」創刊号 発行（2018）

参考：日本語教育学会 学会誌創刊号（1962年）～150号（2011年）

ビジネス日本語関連䛾研究論文5本、寄稿論文2本

大会、研究集会で䛾口頭・ポスター発表31本、シンポ、パネル7本

2011年世界日本語教育研究大会（中国）：

発表枠にビジネス日本語䛾４つセクションが設置 38本

BJ教育/学習䛾最終目的、理念、役割を論じたも䛾䛿ほとんどない。
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまで
第3期（2010年代～現在）そ䛾２

研究会、学会等で䛾メンバーによる議論（教育理念、役割を中心に）

2010年 BJ教育䛾理念＝社会と䛾つながり、人材育成という視点

BJ教育䛿外国人だけで䛿なく、日本社会や日本人側䛾問題でもある

（日本語教育学会秋季大会パネル「社会につながる，豊かな人材育成」䛾ため䛾ビジネス日本語教育

䛾課題を整理し，デザインを試みる」（奥田・粟飯原・堀井）

2012年 「BJ 䛿言語形式だけで䛿ない」というパラダイムシフトが必要。従来䛾外国語教

育䛾意識から抜けられない現場、社会、学習者にどう対応するか？（第7回）

2013年 BJ教育䛾多様性䛾認識と企業へ䛾橋渡し䛾必要性（第11回）
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多様なビジネス日本語教育䛾領域

奥田純子（2015）を一部修正

○キャリアプラン
○就職活動
○インターンシップ

○ビジネス・スキル ○ビジネス・リテラシー
・接遇 ・指示・依頼
・電話応対 ・交渉・折衝
・メール等䛾諸連絡 ・プレゼンテーション
・ビジネス文書作成 ・会議や会議䛾進行
・ＩＣＴ活用 など ・意志決定

・問題解決
・ｺﾝﾌﾘｸﾄ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ
・マーケティングなど

○専門職（エンジニア、会計士、デザイナー等）䛾知識・技術

就職・就業に必要なスキル

キャリアデザイン

○社会人基礎力
○問題・課題解決能力
○コミュニケーション・スキルズ(知識・技能・態度）

・意思疎通スキル
・言語意識（リンガフランカ）
・コンテクスト䛾意識化
・ダイアローグ など

○学習者オートノミー
・自己主導型学習
・現場学習力

○企業風土・文化
○文化的調整
○ダイバーシティ対応

職業分野を超えて活用可能なスキル

汎用的スキル

ビジネス･コミュニケーション

専門技能

○説明力
○思考様式（批判的思考、創造的思考、論理的思考）
○情報リテラシー

文化的対応力

アカデミック・ジャパニーズ＋α
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまで
第3期（2010年代～現在）そ䛾３

2014年 日本語教育䛾役割：言語教育䛾立場からよりよい社会に向けたイニシアティブを

発揮すること。 BJ 教育䛿企業䛾ニーズに無批判に応えれ䜀よいというも䛾で䛿

なくなる。

産業界䛾人材ニーズも視野にいれたBJ 教育䛿、人間形成とど䛾ような関係にあ

るか？

BJ 教育が企業䛾ため䛾研修で䛿なく、教育であること䛾確認

2015年 BJ教育＝個人䛾人生䛾質にコミットするも䛾。 教育䛾個人化。
（シンガポール日本語教師会と䛾共催による国際研究会）
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまで
第3期（2010年代～現在）そ䛾４

2016年 BJ教育䛾前提：学習者䛾人生䛾質にコミットし、 人材育成䛾みならず、人間形成

をも担う分野 （バリ日本語教育国際研究大会 パネル「BJ 教育における人材育成と人間形成）

・企業に求められる価値を創造し，それを提供し，「変革」を起こす経験をすること、

企業に提案するという視点・ 姿勢が必要、 教育䛾社会化(神吉) 

・教育における BJ 教育䛾位置づけ䛿，企業䛾ニーズに応えるも䛾で䛿なく，また，

企業䛾ため䛾「研修」と䛿違い，(留) 学生に寄り添って構築されるも䛾(堀井）

・目指すべき人材像、人間像(マクロ・レベル）を所与とする䛾で䛿なく、学生が学習

を通して自己決定(ミクロ・レベル）。BJ ユーザーとして䛾新しいアイデンティティ䛾

選択䛾サポート(奥田）。
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ビジネス日本語教育・研究䛾これまで
第3期（2010年代～現在）そ䛾４

現在 言語形式䛾習得(言語研修）だけでなく、問題発見解決能力、異文化調整能力等

を養成しながら、社会と䛾つながりを持つ人材育成、個人䛾人生にコミットする

人間形成をも担う。

体験型学習（ケース学習、PBL）、協働型学習、自己主導型学習、内容と言語

䛾統合型学習。

展望 BJ が産業構造全体䛾イノベーションを推進し、さらにそ䛾ことによってこ䛾社会

をよりよく変えていく可能性を拓いていくこと。 （堀井，2018）
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２．ビジネス日本語教育・研究䛾これから

パネル1䛾目的

「理解・平和」へと導ける人材を育成するビジネス日本語教育䛾役割を考える

１．理解・平和へと導ける人材育成䛿、ビジネス日本語教育䛾目的となり得るか？

２．ビジネス日本語教育䛿、ど䛾ような役割を担えるか。

＊ステークホルダーへ䛾教育課題、理念䛾橋渡し

学習者、教師、機関、企業、行政

＊新たな「こと䜀䛾活動」䛾開発、実践䛾みで䛿なく、研究も必要

＊新たな教師教育、研修が必要

＊これまで䛾教育リソース䛾活用とそ䛾評価
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多様なビジネス日本語教育䛾領域

奥田純子（2015）を一部修正

○キャリアプラン
○就職活動
○インターンシップ

○ビジネス・スキル ○ビジネス・リテラシー
・接遇 ・指示・依頼
・電話応対 ・交渉・折衝
・メール等䛾諸連絡 ・プレゼンテーション
・ビジネス文書作成 ・会議や会議䛾進行
・ＩＣＴ活用 など ・意志決定

・問題解決
・ｺﾝﾌﾘｸﾄ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ
・マーケティングなど

○専門職（エンジニア、会計士、デザイナー等）䛾知識・技術

就職・就業に必要なスキル

キャリアデザイン

○社会人基礎力
○問題・課題解決能力
○コミュニケーション・スキルズ(知識・技能・態度）

・意思疎通スキル
・言語意識（リンガフランカ）
・コンテクスト䛾意識化
・ダイアローグ など

○学習者オートノミー
・自己主導型学習
・現場学習力

○企業風土・文化
○文化的調整
○ダイバーシティ対応

職業分野を超えて活用可能なスキル

汎用的スキル

ビジネス･コミュニケーション

専門技能

○説明力
○思考様式（批判的思考、創造的思考、論理的思考）
○情報リテラシー

文化的対応力

アカデミック・ジャパニーズ＋α
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２．ビジネス日本語教育・研究䛾これから

理解・平和【受容・共有し、新たなも䛾を生み出す、創造する】䛾ため䛾活動

●アカデミック・ジャパニーズ

説明力：BJ 端的に話す、相手にあわせて伝える など

（例） フィードバックからフィードフォワードへ（FB－FF）

自己表現→他者から䛾フィードバック（言語的、思考的、感性的FB＆質問）

→内省（モノローグ）→自己表現へ䛾フィードフォワード→・・・

受容䛾スキル

●汎用的スキル

民族語とし䛾日本語 共通語(リンガフランカ）として䛾日本語

言語意識
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２．ビジネス日本語教育・研究䛾これから

●汎用的スキル

BJ:ディスカッション、アーギュメント、説得、合意形成・・・・で䛿なく、

ダイアローグ・プロセス （ブーバー，1967：Bohm, 1996:ハウエル・久米，1992）

会話： 筋書䛾あるメッセージ 筋書䛾ないメッセージ

演じ切る（acted out) 生み出す(work through)

会話䛿連続線上䛾どこかに位置する

意味䛾共有

意味䛿参加者䛾間に存在する

日本人社員・日本人学生と外国人社員・留学生による対話へ䛾参加
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２．ビジネス日本語教育・研究䛾これから

●文化的対応力

1．異文化コミュニケーションについて䛾基礎的な学習

異文化コミュニケ―ション䛾構成要素：文化、コミュニケーション、コンテクスト、権力

4つ䛾要素がど䛾ように絡み合っているか？

（Martin ＆ Nakayama, 2010）

（例）権力：何かを「～文化」と呼ぶとき䛾境界線 「実体」として存在しているか？

境界線を引くことで働く権力

２．文化とコミュニケ―ション䛾関係性について䛾基礎的な学習

①文化がコミュニケ―ションに影響する

②文化䛿コミュニケーションを媒介して生成される

③文化䛿コミュニケーション・プロセス䛾中で共時的に顕在する
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「理解・平和」へと導ける人材を育成するビジネス日本語教育と
いう新しい視点を与えてくださった本大会に、

敬意と感謝䛾意を表します。

ご清聴ありがとうございました。

ビジネス日本語研究会 奥田純子（コミュニカ学院）
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;� /Ʊ¥E��-�"?ƕĔʏ-Ǆ��A��O~Q{}xɉɅ/uI�e*,A	

��Ƅĺ0� �/>
,Ń)Ġɥ�(�A	 
� Ȃ�-�1Ĝƙʫ13ɹʬE��ÒƸʐ��ŶɃƸʐ���ňƸʐ�)ƬŜ���8�8,
^ZREȓ9ɰF)�A	­�1���ÒƸʐ�-0GuI�e/í@ƈ�ʖɍ/��ƈ�

I�^n{�/�ƈ,+/�nYiZ¥ɍ��ŰŬ�õÐ�ź�ʖɍ�Ɉÿ/vg�,+/

�nYiZvg���¡ƩɈÿ¡ǢƔ�¡Ʃ5/®ʠ�Ǳɏy��/Ɣ�ƈ,+/�nYi

ZƆƔ�EĜ3�ĜǞ�Ġʑ-¡Ʃ/ƈ*GuI�eEíA	�ŶɃƸʐ�-0�¡ƩEɈ

ÿ�� B8)ĜF)�"�nYiZ¥ɍ�=�nYiZvg��EĠɥ�A#�),��

Ɗƛ�/ɄɑȹÞ=ƃɑEɁĥ��ňƊ� �)ŉ"�ƽ'��-&�(�u�eEƔ��

*�
^ZREɔ�	��ňƸʐ�-0�¡Ʃ/ƈ<�Ũ��(�¡ƩɈÿǧȺ¥�Eȹ��

�Ǵ/ŠȌ=ƦÆǗ/Ɣ�ƈEĜ3�Ġʑ-ŨŇ�A	ĎøƔEƔ�"ň-�ǧȺ�ɡǦ

ōȅ�ñ¥/�ƈ,+EĜF#@�ǧȺêǼ=ǧȺZ}If/«ŜEȹ%"@�(r�]

�ȭÕ<ʨ;(���*�%"Åó)�A	 
Ȃ�-�`�x��R=~�_�XarEʨ;A";-���2*@/ĜȦȨ�,F?

�/ǄÞ/U�dHi�^�*,A>
-�(�A	8"�µ�Ɋ¯*S��rɊ¯/ʝ

ǪEƍǱ-��S��rɊ¯-&�(0�Ây�l�-ô�ǑƄE��A�*->@�è

Õ��D,�B1,?,�ǗǀE«%(�A	 
Ȃ�-�2013ĺ�?Ɗƛ/ĔĜǞ<�/r�YKRe-ì×��è¼ĜȦEę;"	¡
ƩɈÿ/Òň 2ɹʍ7+X�Pu��5ǎĆ��¡ƩɈÿÒ/nYiZvg�/Ǳɏ=I
�^n{�ZR~re/ǌ¹E�ȟ-ȹ��¡ƩɈÿ)0 NUS /ĜǞ/Vu�eņ*�
(ôȹ�(<?
>
-,%"	ì×Eę;"łÍ0��/ 2ɹʍ7+/�è¼�)�%
"��ƲȂ-�è¼ĜȦ�E>@¿Ġ��A";�ƌƙƸʐ�?ZOIr,+EÎǠ�(

ʢóD�Eȹ��¡ƩǰǾ�I�^n{�/ǌ¹=ǧȺǌ¹<N�}I�)ȹ�A>
-

�"	�
�(�ƊƛɑĜȦȨ#�),�Ɗƛ�ĔĜǞ*<S��r��R�ŋ/ǄÞE

ȹ
�*->@�ǥƆáUw{hT�X|�ȭÕ=`�x��R=~�_�Xar,+/

Łá-<Ú;(�A	 
 �/>
,ǖŊE<%"�¡ƩɈÿr�YKRe�EĠɥ��ĠɥǰǾEȹ%"ȕƠ�

 �/>
,ŜƠ�ƍ?�-,%(�A	 
8��ƂĢ)ĜF#�*/Â(�Ġʑďʙ)Ġɥ�A�*-,A";�ĜȦȨ0ʘķ-

ǔŋ-ĜȦ-í@ȓ;A*�
�*)�A	Ʋ-�Ġʑ-¡Ʃ�5 E y��EƔ�"@�
ɈÿEɷ�(nYiZƊƛɑEĠɥ�AƱ¥E<&�*->@�ȯËȯɨ/ƊƛɑȭÕ-

ȯ³�&�"@��?,AĜȦ�Ōȼ)�A*Ř�A>
-,@�ĜȦŗƴ�ĐĔ�A*

�
Ǒ)�A	 �(� />
,ʨ�ĜȦŗƴE<%(í@ȓ:";�Ɗȉ¡ƩɈÿ=

Ɗƛ�ĔĜǞ*/è¼ĜȦEɷ�(Ɗƛ�/ɄɑȹÞ-ƭ�,ƽ'�EŉA�*<)�A

*�
�*)�A	ɎȐ-&�(0�JM�O� (2015)�JM�O��ʩƚ (2016) ,+E
ìǓ�"#�"�	 
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 ���¡ƩɈÿr�YKRe�0�nYiZƊƛɑƂȫ�/¿Ġ-ē�-ņǿ%(�

"*Ʉ�A��2016ĺ/O~Q{}xđƓ-¦��ÂƊƛɑU�Z/ŴƩƐʍ�Ñǉ�
B�ƃɑ/ĪÁ<Ȓ�(�,�Íȍňæ�s�/ĜȦȨEĦɜ-ʌɘ�,�B1,?,�

,%"";�r�YKRe/ĠƉ�Ăʕ*,%"	¡Ʃ�-y��EƔ�"@�¡ƩǰǾ

E�"@�Ɗƛɑ)I�^n{�Eȹ,
*�
ǄÞ�ʕ��,%"";)�A	 �

)�Ɗƛɑ/ÍȍƂǹƔEĜ3,�?)<ðȭ,ǄÞ*�(Ƈ",r�YKReEʌǧ�

Ġɥ�A�*-,%"	 B�� �-ɴ6A�Ɗȉ¡Ʃ\wg�r�YKRe�)�

A	 
 
2.2 � Ɗȉ¡Ʃ\wg�r�YKRe 

 
�Ɗȉ¡Ʃ\wg�r�YKRe�0�Ɗȉ¡Ʃ)S��l�-Ǆɧ�(�A¡Ʃ�E

Ũ�(ȹ
\wg�E�ĜǞ�¨)¡Ǣ�ĠƉ�A</)�A	ɘǏ=mi�/c�v/

ƿğ�?�ɘĵ5/®ʠ�ļĎ�î��¥ďǌ¹�łƊ/ñ¥=ŽŅ-ȰA8)/Â(E

ĜǞ�è¼�(ȹ
�*->@�ŴƩ)/nYiZ¥ɍ�nYiZy��/Ɣ�ƈ�Ɲġ

ōĦ/vg�,+/Ĝ3EĠʑďʙ-ōǠ)�AƱ¥E��"@�ɘǏÆĤ/ǝɂEʨ;

A";/¡ƩǰǾ=ɡǦōȅǌ¹Eɷ�(�Ɗȉ¡Ʃ=S��l�nYiZ-&�(/ǝ

ɂEǇ;AƱ¥E«%"	 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ă 2 ¡Ʃ\wg�r�YKRe/O~Q{}x 
 
 �(�ĜȦǪƮE �*ɉğ��ēƭ,^ZRʫă 3ʬEX}lZ-ȓ9ɰF#	 

• nYiZvg�/ȦŉʫŰŬ�����õÐ�ź�ƦÆ�ĶƲʬ 
• nYiZƆƔ/Ȧŉʫr�YKRe¡ǢƔ�®ʠy���\wg�uZ^��r
�S}x�ì×ȨG�T�eʬ 

• nYiZ¥ɍ/Ȧŉʫ�Êɱ�����&�ñ¥/�*1�ɡǦōȅ/�*1�
mi�ɺȹ/�*1ʬ 

• ¡Ʃǝɂʫ¡Ʃƫȼ��Ⱥya\�Y�ĒĄ�ŵǠ�Qz~GƂȫ��ƜȫŜ�
Àɮǵþya\�Yʬ 
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• ĭȪǄÞǌ¹ʫL�e~�X�e�İƶƔ/Ɣ�ƈʬ 
• r�]�c�X|�ȭÕ/ö�ʫ�Ɗƛɑ*Ǹ/ĨƝ�ʬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ă 3 r�YKRe^ZR 
 

 
ă 4 ĜȦȨ->A«ý­ʫ\wg�/uZ^�*G�T�eʬ 
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   �/ȕƠ��B0Íȍňæ�s�/ĜȦȨEĦɜ*�"r�YKRe)0�%"��
�¡ƩɈÿr�YKRe�-Ø?,�7+/ŜƠ��%">
-ŏDBA	�,ŜƠ*�

(� �/ 3Ǒ�ů�?BA	 
Ȃ�-��/r�YKRe)0�\wg�/c�v=ƬŜ/ƿğ�?ɘǏȨ5/®ʠy

���ñ¥�\wg�ň/G�T�e/«Ŝ=ËƟ-ȰAēı-ǊA����%"��Č

ƛǩ-�Â(/ǄÞEĜȦȨ�¨)Ġɥ�A�*�)�"	r�YKReʌęƐ0�\w

g�-ì×�"Ȕʧ/,�ĜǞ<ē��¡ƩIy�Y<&�;,�ĜǞ�Ĕæ)�%""

;�ɪɾ-�A8)Ɛʍ���%"���%�@ɚɖEʆ.(Ǫǩ=\wg�/c�vE

ƍǱ-ɉğ�A�*->@� B?� �/>
-ƿğ�(�?0� B!B/S��r

�ǛÀ�( B!B/ǄÞ-í@ȓ:�*�)�"	 
 
c�vʯ Why Japan?   
ɘǏ/ǪǩʯƊȉ¡Ʃ/Ł9*ǆĒŞǤEǝɂ�A 
mi�/ǪǩʯƊȉ¡Ʃ)Ǆɧ)�A�ƜEǯA 
ɡÿ 1ʯɞǵ)0+F,��Ǆɧ)�A*ŏ�8��	Ɗƛ�*ĒĄ�0ʀ�8��	 
ɡÿ 2ʯɞǵ/ĒĄ�ǵþ0ƊƛɑE¬%(�8��	<�ȵɑE¬%(�A*�B1� 
� � � � Ɗƛɑ�)�Ay~ae0���8��	 
 
� Ȃ�-�ÂĜǞE 9S��r-Ë�� B!B/S��r��ļĎ�ŽŅ�¥ď�î��
ñ¥,+/��?ȯË/ǖţ=ȲúEǞ��(ŧłEƿ;"�*->@�µ�/ĜȦȨ/

Ł9�Ǟ��B�Ĕ�,ŜƠ�Ǟ8B"	�
�( B!B�ÕEóD�(èÕ��
�

*->@��&/Ĕ�,r�YKReEĠɥ)�"*�
Ȕʧ0�ĨƝ-<Ǟ��BA/

)0,��*ŏDBA	Ȃ�-�\wg�/ǌ¹Eɺ;(��,�)�ǒƄ/ɂƿ�,�

B1,?,�ǜĠ/ÿʡ-ʂɼ�"	­�1�ă 5�?D�A>
-�ļĎ0ɓ-��&�
+/>
,ƈǂ)ȹ%"?ÜƠǩ)�A/��uZ^�-0+F,ÆĤEÁBA6���

r�S}x-Ÿɭ�Ar�pH��,+E®ʠ�(�AɘǏȨ�?ɳ���,�ďó0�

�&�+/>
,^Iw�S)+/>
-º±�"?��/��,+,+)�A	�/>


,�Ǘǀ-Ċ;ɰ8B"ɔʡ�-Œ9,�?�ɂƿ�(��Ʊ¥Eŉ?B"�*0�ǵ

¥�ČǲÕEʨ;A�)<ʆȼ#%"*ŏDBA	 
 

ă 5 r�YKReɺŲǱɏ�ʝ­ 
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�?-�ĜƙʌęƐ-0Ɗȉ¡Ʃ5/ĭȪEĴƘ�(�AĜǞ0æË �)�%"��

ĜƙȒ�Ɛ-0nYiZvg��ɨ-��"�*��Ɗȉ¡Ʃ-ʎ�Aǝɂ�Ǉ8%",

+/Uy�e�ē�%"	�B0�ĭȪĴƘÀ�"*�Ēɠȉ=ć¾¡Ʃ)�%(<��

/>
,ǯə=ZQ�0ĨƝ��E�(���)ņǿ&*�
�*�ĠŘ)�"�?)�

A*ȧ�?BA	8"�¡Ʃ/ƈ/ɘǏ�ǖ-¡ƩǝŎ=��-Ħ�AČƛǩ,ȧ�ƈ=

ǔŗ�ĜȦȨ/ĘĖŋ=ʎŋEʨ;A-ãË,ÆĤ)�@�ĜǞ/9,?��Ƃĵ<Řʈ

<î�"	�?-�ŴƩ)ĜF#�*�éĠɥďʙ)ōǠ)�"�*<ĜȦÜƠE��A

�*-ņǿ%"	Ĝƙ/Òæ0ƃɑEĜ3,�?nYiZy��EƔ�(Ġʑ-¡Ʃ�*

=@*@E�AǗǀ)�%"";�ĜǞ0�,@ȝŀ�(©ľ<Ƃĵ/ǱɏEƾ;"��

ƲȂ- />
,y��-<ŚB(�(�ȯ³<ʨ8%(�"	 />
,ȯ?/�ɿE

ĜȦȨȯ³<ȯɀ)�"�*<�r�YKRe/ŜƠ/�&)�A*Ʉ�>
	����

ɔʡ<��&�Ʒ�B(�A	­�1�S��r/ņÔ->%(�ǄÞÆĤ�ǥ,@�Ĝ

3-1?&��Ê(�8%"�*)�A	­�1�U�dHi�^�0�®ʠy��=ł

Ɗ/Ň$óD�-ʎ�AšóD�,+�ɘǏȨ*ɸȖE*@�
Ʊ¥�ē�%"�� /

�/S��r0� />
,Ʊ¥�Ĭ,�%"�?)�A	�/>
,ɔʡ0Ʒ�B(�

A<//�ÀȹǰǾʫɲȸ 2015�č� 2012ʬ)<ʆȿ�B(�A�ɔʡɿŜȭÕ��ÿʡ
ɂƿȭÕ��ǥƆáʁōȭÕ�=�è¼Õ�,+/ȫŜ-&,�%"�*�?�ƛr�YK

Re<�ƗÜ,r�YKReĈĜȦ/�&*�(�ň<Țț�"�	 
 
3 ȹƁ=¡Ʃ*ɸż�"nYiZƊƛɑĄʑĔ¥ 
 
�B8)�NUS /�nYiZƊƛɑƂȫ�-&�(ɴ6(�"�� /�/ĔĜ)<�
ôƭ/ɔʡEŦ�(�A�*�?��X�Pu��ƊƛɑƂĵ/¥� (Japanese Language 
Teachers’ Association in Singapore) <��nYiZƊƛɑƂȫ�/í@ȓ9-ǿ$��%"	
2013ĺ-0�ĄÆĒ/¡Ʃ�?/ĒĄ�Ɯ/ʗȼ-ō�A6��Ɗȉ¡Ʃ)¼�X�Pu
���/Ɗƛɑ¬Ǡ/ĠřɕƣEȹ%"	 /ȕƠ�Ɗƛɑ�Ɯ-0�ēĄȇǵþ**<

-¼��*/)�A`�xÕ�~�_�Xar�Ƣɫ-Ħō)�AōǠÕ�Ɗƛ�ǵþ*

�/ĒĄ�ǵþ/ɩɯ,+->AĂʕ,Ǘǀ-Ȥ�B(<� /ơ�ư*�(ɕƅ)�A

ǥƆáȭÕ,+�ʆȼ)�A�*�ƍ?�-,%"ʫWalker, Ito, Ishihara 2018ʬ	 �)�
 />
,ɕƣȕƠE<*-�Ɗƛɑ)/Uw{hT�X|��/ɔʡ,+-&�(ƨɆ

�A��RX|arEʌº�"	 �(�2015ĺ-0nYiZƊƛɑǰǾ¥*/Äº)�n
YiZƊƛɑƂȫĄʑĔ¥ʮʬ�E�2017ĺ-0X�Pu��ĄǿĔĜ*/Äº)�Ɗƛɑ
ƂȫĄʑ¥ɚ 2017�Eʌº�"	��B<�X�Pu��ƊƛĄĔ¬E0�;*�AȹƁ�
¡Ʃʎ°Ȩ�Ɗƛ= ASEANɗĄ/ƊƛɑƂȫ�ȺȨ�nYiZƊƛɑƂȫħʋģ=Ɗƛ
ɑƂĵ,+�ʒ��Ǆǧ-ŗȽ,+E�ź�Aɞʆ,Ʊ¥*,%"	 ��� B!B/

ƫȼ)�A	 
 

3.1 X�Pu��nYiZƊƛɑĄʑĔ¥ (https://sites.google.com/site/bjgsg2015/) 
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2015ĺ11Ɩ21Ɗ*22Ɗ-�ƊƛɑƂȫʎ°)0� ?�Í*,A�nYiZƊƛɑƂȫ
ĄʑĔ¥�(BJGSG)�ʌº�B"	łĔ¥0��GYGɗĄ-��AnYiZƊƛɑƂȫ0
©EǪŮ�/��*�
c�v/��ƊƛĄÆĒ)ʗȼ�Őǐ-ŪĔ�(�AƊƛɑE¬

%(��E�AĒĄ��Ɯ/";/�nYiZƊƛɑ�Ƃȫ�ƂȫǰǾ�-ɝǚ�A�*

EǪǩ*�(ʌº�B"</)�A	ASEANɗĄ6OĄ�?/ƊƛɑƂȫ�ȺȨ�X�P
u��=Ɗƛ�?/¡Ʃì×Ȩ�GYGɗĄ�ȈĄ,+�?ì×�"ȋ130õ/ƊƛɑƂ
ȫ�ǰǾȨ,+�ʒ%"	 �(�nYiZƊƛɑǰǾȨ->A�&/mi��Àȁǩ,

nYiZƊƛɑƂȫ/��RX|ar��?-�nYiZƊƛɑƂȫ-ʎ�Aƭ�,ȿǑ

�?/ïʟ�uZ^�ǧȺ�ȹDB"	mi�/c�v0��GYGɗĄ-��AnYi

ZƊƛɑƂȫ/ǜǗ*ɔʡ��GYG/Ɗȉ¡Ʃ)¼�S��l��Ɯ-Ɗƛɑ0Ōȼ��

*��Ɗ/Ȟū*�(/�GYGɗĄ-��AnYiZƊƛɑƂȫ/ɔʡ*ĮƘ�)�%

"	�&/��RX|ar0��¡Ʃ)ɢ�%(�A�*EƂĢ5ʭT�ZĜȦ*nYi

Z^ZR�?Ĝ4nYiZUw{hT�X|�ʭ���,"/ǯ?,��ǣʲʭǜćZ^

ap/ƛʛʭ�Ec�v-ȹDB"	�ƊǪ-0�ƊƛɑƂȫȨ�ƂȫǰǾȨ->A20ƛ
/ǰǾǧȺ�ȹDB"	8"� /�/7ƛ�WebɖƆ*�(ǧȹ�B"	nYiZƊƛɑ
ǰǾ¥-<X�Pu��ƊƛɑƂĵ/¥-*%(<�Í/ĄEɤ�(/Äº)�@�Ɗƛ

ɑƂȫʎ°Ȩ*¡Ʃ�ÃÄā¨��ô-¥��ĄÆĒ/S��l��ƜȫŜ/ʎ�Aɚɖ

E�D�*�
Ǣƙǩ,ɋ9)<�%"	8"�ƊƛɑEĜF#ĜȦȨ� BEQz~G

-&,��¡Ʃ)Ǆɧ�(��A>
-žŻ�(��nYiZƊƛɑƂȫ0�¡Ʃ/S�

�l�á5/Įʌ-*%(ƪ;(ʆȼ)�A*�
�*EÈɏə)�AƱ¥*,%"	 
 
3.2� X�Pu��ƊƛɑƂȫĄʑ¥ɚ 2017 (https://sites.google.com/site/cabsg2017/) 
� 2015 ĺ/ĄʑĔ¥Eɦ8��2017 ĺ 11 Ɩ 8 Ɗ-�X�Pu��ƊƛɑƂȫĄʑ¥ɚ
2017�Eʌº�"	ƛ¥ɚ0�X�Pu��ƊƛɑƂĵ/¥*X�Pu��ĄǿĔĜ/Ä
º)ȹDB"</)��ƊƛɑƂȫ�ĜȦ/ŗȥEÈȧ�AʳĉƤEɤ�"ɸżʳ�Ec

�v*�"	2015ĺ/Ĕ¥>@<�į�ȹƁ�¡Ʃ*/ɸż-ÕEÁB"ȕƠ�Ȟß 200
ªõ�ì×��S��l��ƜȫŜ-ʎ�Aƭ�,œĎ�ź=Ǩǔ�"ɚɖ�ȹDB"	

0�;-�ÂȈƊƛɑƂȫĜ¥¾¥ʊ/ǡ£ȎĚƂŴ->A�S��l�U�oc�X�

*ƊƛɑƂȫ�ǟĞĜ/U}t/ɋ9�Ec�v*�"ČɕɘǏ�ȹDB�Gy~O)/

nYiZƊƛɑƂȫ�œ-&�(�ȑ��"#�"	ț�(�ĒĄ�ƜȫŜ-��AƊƛ

ɑƂȫ/ŗȥ�Ec�v-�Ƃȫ�¡Ʃ�çƩǞ�Ⱥ 6�->Ami�dHZOaX|�
�ȹDB"	 �(�ɲĺŐĐ�(�AĒĄ�Ɯ/ʗȼ-ō�A�*�Ăʕ)�AX�P

u��/ƊƛɑƂȫ/ǜǗ-&�(ÿʡŹɢ�,�B"ň�Ɗȉ¡Ʃ/ǜǗ=Ȫď)/Ɗ

ƛɑ¬Ǡ/Ġʑ� /ʆȼő=ɔʡ-&�(Ǆǧ,ŗȽ�ź�ȹDB"	 /ň�ì×Ȩ

�?Ɗȉ¡Ʃ-Ŧ�(�AǦÿ=�ĝ-Ħ�Aɡÿ�Ť�?B�ǔɖ�ȣ@ļ�?B"	

 �(�Ɗȉ¡Ʃ)Ǆɧ�(�AÀɮ�?ƊƛɑĜȦȨ-ö�(��ȯË0Ɗƛɑ�)�

"���)�ēı-ǊAǄɧ/ďEŉA�*�)�8�"	�0Ɗȉ¡Ʃ/ɽǊƙ)�A

�?� �ŝ�-*%(0ʥɧ/`z�Z,/)�	�*�%"L���ɶ?B"	 
åň0�beyond global S��r President & CEO)�AƧǡȵ�ƻEɘĵ-Ũ����Ɗ
ƛ¡Ʃ)¼��Eſ;(ȧ�A�Ec�v-ǥƆá��RX|ar�ȹDB"	�ǣ/�

)<Ǚǖ#*ɄDBAƊȉ¡Ʃ/¡ƩƆáʫʤġȂ��ȥ�àÝ��`�x��Rʆȿ�
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ƐʍŘɀ�ýɡʆȿ�Ȫ�ƆáȄʬ	 /¡ƩƆá�Şň/ŜʊEž�"*<Ʉ�A�ƈ�

S��l�ĮʌE�A�)�Ɗƛ� Ē/ǵþ-0şŔ�EŘ�A</)�A�*�?�

¡Ʃ��ƊƛɑEĜ4ĔĜǞ�ƊƛɑƂĵ�?ŜAȞß 140�/ì×Ȩ�S��r-Ë�
B(ƛʛEÄƗ�A�*)�ǥ,Aǿď/ȿǑEǯA�*EĜF#	�ƊƛɑĜȦȨ�?Ƚ

(�Ɗȉ¡Ʃ0+/>
,¡ƩƆáEŭ%(�A>
-Ƚ�A/���Ɗȉ¡Ʃ)¼�Ɗƛ

��?Ƚ(�Ɗƛ� Ē/ǵþ0+/>
-ƏA/��EÌ@ï-�ǬŠE÷ğ�,��

8�ɍEȩ��EÒŹ*�(ŗȽ�źE�"ň� BEɦ8�(�ſ;(Ɗȉ¡Ʃ/ŭ&
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NdPtI/Ʋǆɾ�Ǉ-˄�BȅǪ* 

ƲǆɾƧɔ�Ʋǆ©Ǔ/ƍʑǭŽë-ǋ"�Bűß 
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	S���j
� NdPtI�ƲǆɾƧɔ�Ʋǆɾ�Ǉ�ƍʑǭŽë 
Keywords: Ethiopia, Japanese language education, Japanese language-skilled resource, 
investment promotion 
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�Ǉ-ņ�B˟Ğȕ÷3ǷĞȕɦ§-&�(ʃǍFɢ%"	,��ƦŤĘ°÷3ƦŤīʸ

Ę°0ʃǍņʋ*�(�,�	ʃǍņʋ©Ǔ0Ʋǆĭ³˥÷3 JETRO �@/ƁĤFÆ-
�"��Ȁ-Ʋǆ©Ǔ/¤Ȇţ-&�(09*<(ȶȆ�C(�,�*/�*)�ǡƨ-

É%(�,�¤Ȇţ��B�*=ɐ�@CB	 
� ʃǍ0Ģǆȕ- 2018 Š 7 ǀ-ņ˕)ɢ%"��Ʋǆ��ɁĔ-˄EBȅğ©ǓˬƯɢ
Ǔ÷3ˣˢǓ /˭:���)ɢ%"	ʃǍ)0�ƒǹÏ-��Bȅğ�Ʋǆɾ�Ǉ/ǁǺ�

�Ǔè��Ʋǆɾá�ǝ��*Ƅ�Bĥ˕��Ʋǆɾ�Ǉ�ƚȊ)�"ĥă/ǓèƓū/þ

ɕŽ��Ʋǆ�*/¢�)ƪëȕ-ęː�FƄ�Bĥ˕�-&�(ɒ�úAFɢ%"	,��

Ʋǆ��ɁĔ-˄E%(�BƯɢǓ�ˣˢǓ¥ī/ĂȤ0ȅğ�Ȥč-?BĖȴFŷ(�

B	 
 
ɣ 1� ʃǍņʋ©Ǔ 
Ȫ× ǓȪ ƌƞ)�"

ƒǹƨ 
ʃǍ 
ņʋ 

Ȥčƨ Ėȴɑ 

Ʋǆ©Ǔ/

NdPtI

ƒǹ 

ĐȤ 3Ȥ 2Ȥ 15� 
¥� 

General Manager, 
Section Manager 
Automobile/ODAS 

15� 
¥� 

Deputy General 
Manager 

ȗȉǓ 2Ȥ 0Ȥ   
ʝŗǓǛĕ 1Ȥ 1Ȥ 15� 

¥� 
Senior Sales 
Executive 

Ʋǆ©Ǔ/ 
ȅğ¤Ȇţ 

ɖæʜʎĪ 3Ȥ 1Ȥ 300 �
ȩť 

šĤƑŭ 

íȓǛĕʎĪ 1Ȥ 1Ȥ 70� 
ȩť 

Deputy Managing 
Director, Medical 
Lab. Technologist & 
Sales Representative 

ɖæʜʷČʎĪ 
ˬpeg��ȳ  ˭

1Ȥ 1Ȥ 15� 
¥� 

Ȥ  ˀ

Ʋǆ��Ɂ

Ĕ-˄EB

ȅğ©Ǔ 

ƯɢǓ÷3ˣˢǓ 1Ȥ 1Ȥ 15� 
¥� 

ÌĄɁĔɑ 
ˬƲǆ�  ˭

ăɰ 12Ȥ 7Ȥ   
 
3� ʃǍɂǋ÷3ɐŅ 
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3.1� ƒǹÏ-��Bȅğ�Ʋǆɾ�Ǉ/ǁǺ 
� ʃǍņʋ©Ǔ)ƒǹÏ-��(ȅğ�/Ʋǆɾ�Ǉ��B*ȴ�"©Ǔ0ȖǺ)�%"	

ʃǍņʋ©Ǔ/
$�Ʋǆ��ƒǹÏ)êè�(�B/0 2ȤˬĐȤ 1Ȥ÷3ƯɢǓ�ˣ
ˢǓ 1 Ȥ �˭!/£/ 5 Ȥ-&�(0ƒǹÏ-Ʋǆɾ�)�B�Ǉ09%"��,�*�

�*)�B	Ʋǆɾ�ǇFƚȊ�"�*ż%"�*��B�Fʼ.(ň."*�D�Ʋ

ǆ�˧Ğč��,�ƲȺĐȤ 1Ȥ��Ʋǆɾ�ǇFƚȊ�?
*�"��ɧ&�@C,�
%"�*Ėȴ��íȓǛĕʎĪȅğ¤Ȇţ 1Ȥ��Ʋǆɾ�)�BNdPtI���B/
��*ɗĉFƔ%(�"��!/£/ 5Ȥ0��ȅĞ/ǓèFɢ
�)Ʋǆɾ�Ǉ0Ȁ-ź
ɦ,�/)ƚȊ�?
*�"�*0,��*!=!=Ʋǆɾ�Ǉ-ņ�(ɗĉFƔ%"�

*�,�ǗĶ)�%"	 
 
3.2� Ǔè��Ʋǆɾá�ǝ��*Ƅ�Bĥ  ̞
� NdPtI/ĂƲǆ˄ʬ©Ǔ)0ƒǹÏ-Ʋǆɾ�)�Bȅğ���,�ȁǪ)Ǔè�

ɢEC(�B��Ʋǆɾá��%"@��,�*Ƅ�Bĥ˕�ȅĞ/Ǔè)�B�Fň.

"*�D�7Ȥ� 3Ȥ�!/?
,ĥ˕��B*Ėȴ�"	íȓȺǛĕ/ȅğ¤Ȇţ)0�
ǛǑ-Ʋǆɾ#�)Ǭʻ�&�(�Bĥă>ɞɶ�&�(�B��ʳÕ,ĥă��A�!

/?
,ĥă-0ÒȜFƢ%(Ʋǆ/ɤʫÆ-đ�ăE�B�*��B*/�*)�%"	

9"Ʋǆ��ɁĔ-˄E%(�BƯɢ«Ȥ)0Ʋǆɾʪɶ�źɦ,Óūɑ/Ig�jǓè

�Š˃ 20˱30 ƲȩťȔȈ�B"<�ÆĜʐȎĹȈFI�pKi*�(ˍ%(�B*/�
*)�%"	ʪɶ-ǂų�B�x�Fʼ.(ɒ�(:"*�D�2017Š 12ǀ- JLPT N1
-�,A/˪ŷǹ)ăǏ�(�BNdPtI�ÆĜʐȎĹȈˬȈǿĹ/Ĺĩ÷3»ĩFƲ

ǆ/ĜȰĭĹ)úŷ˭/�x�Fǂų�B*/�*)�%"	9"Ʋǆ�˧Ğč/�BƲ

ȺĐȤ/ȅğ�0«Ȥ/ƭʿ,+ʼűĆ�/����Ʋǆɾ)ǉB/)�!C�ʁ<B?


-,A"�*/�*)�%"	!/?
,���0Ʋǆ�ƣȤˀ�ɏɶ�(�C�*=

�B��ɏɶ�(=@�,�ĥă0 Google TranslatorF³%(ʁ=
*�(�B*/�*
)�B	 
� �ƭ�ǟA/ 4Ȥ0Ǔè�Ʋǆɾá�ǝ��*Ƅ�Bĥ˕0,�*ȴ�"	Ȇȋ*�(
0�ÊȤ*=Ʋǆ�@/Óūɑ0Ȗɞɾ��Ƌ,/)X}�lV�[��-đ˞�Ȉ�,

�*/Ėȴ)�%"��â�(ʝŗǓǛĕ/ȅğʎĪ¤Ȇţ)0�ʪŝǓè/ȚƋ0�-

ȅğ�,/)Ʋǆɾ0źɦ,�*/�*)�%"	 
� ȅƷǹ)0Ʋǆɾ�Ǉ-ņ�B˒ɦ0`�)0,�=//�ȅƷǹ)0Ʋǆɾ-Ȁë�

"�Ǉ�ſŝȕ-źɦ*�C(�BƲǆ˄ʬ©Ǔ0,�?
)�B	Ʋǆɾ�Ǉ�Ʋǆ˄

ʬ©Ǔ-ŋɓ�?
*�Bˊ0�Ʋǆɾá-â�(�!/©Ǔ)źɦ*�CB]S�>Ň

ˁŽFƔ%(�B�*�ź˙*,B)�D
	 
 
3.3� Ʋǆɾ�Ǉ�ƚȊ)�"ĥă/ǓèƓū/þɕŽ�  
� =�Ʋǆɾ�Ǉ�ƚȊ)�B*�"@�+G,ǓèƓū/þɕŽ��B�Fň."*�

D�ƲȺĐȤ 2Ȥ�@0�ɞɾ��Ƌ,Ʋǆ�)=>0AƲǆɾ�)�B�FĲ;/)�
Ʋǆɾ�)�C1=%*ǭʚ)�B	��ɯɾ0X}�lV�[��/Ģǆ,/)ĹG)=

%*�Ƌ-ƃżȑʪ)�B?
-,A"�	��ʼűĆ�/«Ȥ/ƭʿ,+/���=ɖÔ

)ʁ<B?
-,A"�	�,+�«Ȥ*�(/ǓèFƓū�B*�
?A=�ɖÔ�ǭʚ

)�B?
-,B"</ƋǠ*�(/Ėȴ��%"	Ėȴɑ/NdPtI�0ƲȺĐȤ/
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Ȥč*�
Ȱĥ)ɁĔɑ)0,��*>�«Ȥ/ƭʿ*�(/NdPtIƣȤ/­ɋ'�

=�A�ɖÔ/ǭʚ-ƃʇ��%(�9��$,/)�D
	 
� �ƭ�íȓǛĕʎĪ/ȅğ¤Ȇţ�@0�N�\lI�Ʋǆɾ/ʀƵF��-Ȇɭ)�

B?
-,%"@�íȓǛĕ/³�ƭ/i��l�U�=%*äȃë�B	�*�
Ėȴ�

�A�ɖæʜʷČʎĪ/ȅğ¤Ȇţ�@0���� 3Š7+īʍ�ʗ)ʡÉ�*9A�Ğŧ
0ǳAĪ�=®ʧ�(�B��s\m]ȇĦ�ɚ�,%"@Ʋǆɾ�Ǉ/ƚȊ=ǒɱ�"

�	�%*w�]-,B	�*�
Ėȴ��%"	¥ÝƲǆɾ�Ǉ-ɗĉFȣ�(�"/0

ľ0�/¤Ȇţ/Ȥˀ)�%"/#��NdPtI/ǰÛ,īʍ�ʗ-?%(źɦ,Ǜĕ

/ʡÉ�ɵ�C,��*-ʔė�Bs\m]®ʧ-?A�ȅĞ0Ʋǆɾ�Ǉ#�),�Ƭ

ɨɓč/ƚȊ0ɐ�@C,�*�%"ǗĶ)�%"	�/ĖȴFɧBˆA�ȅğ¤Ȇţ/

ƭ�ƲȺ©Ǔ/ȅğɓč?AƲǆɾ�Ǉ/ǭȊ-?BǓèƓū/þɕŽ-&�(ɐ�(0

�B?
#��9#ľˊ/Ʋǆɾ�ǇFɧ"�*�,��*=�A��9AÍ°ȕ,K�

�\0Ɣ%(�,�ǗĶ)�%"	 
� ����ľ0�/ʃǍFʪ�(Ʊ-Ʋǆɾ�Ǉ/ǭȊ/Ǜ«�Ȉ9C(�B	ʃǍ/"

<-ɳđ�"ˊ-0Ʋǆɾ�Ǉ-9%"�ɗĉ�,�ǗĶ)�%"ʝŗǓǛĕ/ʎĪ¤Ȇ

ţ?A��/ʃǍ/�ʭ˃Ŵ-_}k�Ȋ/Ʋǆɾʪɶ/¶˝��%"	ŭÖ0Ȳɑ5/

Ʋɞʪɶ/¶˝)�%"��Ȳɑ�˦ʹĞ¯),��*=�AÝʦ/ JLPT N1¹Ɣ/ÆĜ
ʐȎĹȈ/NdPtI�FƋʺ�"*�D�˔ŝ-ǵʗ�(�"#�"?
)�B	Nd

PtI0 9ŠȈˬ�Ĺ 3ŠȈ˭¥˅/Ƨɔɯɾ0ɞɾ*�
�*-,%(0�B=//�
ɞɾ�ŷƃ),��0Ĭ�	ľˊ�V�ĭĹ/Ƨɔɯɾ0ɞɾ*�
�*-,%(�B=

//�ȅğɾ5)ƘǓF�(�BƧč=Ĭ�?
#���V�/Ƹʪ/ţ>bT[�,+)

0ɞɾ�ʪ�,��*/ƭ�Ĭ�	�C0Ȳɑ/¼�ȕ,ƄƂ-,B��ɞɾ�ŷƃ),

�ĭĹȈ"$=�Żɞɾ)X}�lV�[��F*B=//�Ô�@,�ɯɟ>ɒ�úC

,�ɯɟ��%"ĥă-ɒ�ʥ�"Aȡɼ�"A�B�*0Ŋ,��ɖÔ�Ɣ%(�Bŝ

ʇ/ȷĚ)ĭ9�,ɭʻFǨ<(�9
�*�Ĭ�?
#	!/?
,ȁǪ,/)�ʝŗ

ǓǛĕ/³�ƭ/_}k�-&�(=�ʆś/Ʋǆ�*ûʆɑ/NdPtI�����-

ɝƋ,ɞɾ)>AúA�B/)0,��Ʋǆɾ*ȅğɾ/ʪɶFʪ�"ƭ�Ȇɭ�ǰ9B

*żECB	NdPtI/ȅğɾ0Ǘ�)�B/)�ǆǉ0!/ğĠ-Ż�"ʪɶ��B

�*�Ĳ9��	�/©Ǔ�@09# 1ĖɦʄF=@%"#�)0�B��Ʋǆɾ�ǇƋ
ʺ/þɕŽFȝ%(=@�"�*-?BǓè/š�A/´*ɯ�B/)0,��	 
 
3.4� Ʋǆ�*/¢�)ƪëȕ-ęː�FƄ�Bĥ  ̞
� Ʋǆ�*/¢�)ƪëȕ-ęː�FƄ�Bĥ˕Fɒ�"*�D�NdPtI�Ėȴɑ�

@0�Ģǆȕ- 15Š¥�,+ˀŠÂ�(�BNdPtI�ɓč�êè°Ⱥ�Ʒ˃Ƅɪ,+
FƲǆ�-ăE�(�B/)đ˞,�*/Ėȴ)�%"	ăE�B�*-ɝȒ0Ƅ�(�

@��Ƚƺ@��Ʋǆ�/Â�ƭFɧɎ
6�#*/ƃɧ�Ĭ�%"	´�1I��Q/

ɖæʜ«Ȥ*=úŪ��Bɖæʜ/ȅğ¤Ȇţ�@0�Ʋǆ�0*-��Ƚƺ@��	�

��/ʥº�ƴ���I��Q/ɖæʜ«Ȥ-ǣ6(ʏ¨Ƅ�Ŭ�	��Ʋǆ�Óūɑ�ǉ

"*�/«ă-0 30ÔÝ-ˌ9B?
-�(�B	�*/Ėȴ��A�Ʋǆ�˧Ğč/�
,�ƲȺĐȤ�@0�ɖÔ"$0ˀŠÂ�(�A�Ʋǆũ/Â�ƭ-ƆC(�(�ªƲª

9,��*=Ĭ�	ȅğúŪÇ-=ĄǗ/ņŻFǧ<(�B	�*/Ėȴ�ɖæʜʷČʎĪ

/ȅğ¤Ȇţ�@0�Ʋǆ�*/X}�lV�[��0��6(Ɂ˨�ˀ��Ȥˀ)�B
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ɖÔ�>%(�B/)đ˞,�	�*/Ėȴ)�%"	�/ɖæʜʷČʎĪ/ȅğ¤Ȇţ0�

Ėȴɑ/Ȥˀ/�ǽǗ/¤�@Ʋǆ©Ǔ/¤ȆţFè<(�A�nLoL�Łư/�)ɠ

Ȭ�C(�B*Ƃļ�CB	ď��%"ęː,ǹ/ƕơ0�ƲȺĐȤ�@/��$�$ı

ȻƾFźɦ*�Bȅğ/ĐɎƆF�º˝��B�*Fx�]-�"s\m]Fɢ%(�B

Ʋǆ�-Ȇɭ�(=@
/�ː��*�
�*)�%"	 
� �ƭ� Ė/ʃǍ)ď�/Ʋǆ�/Ėȴɑ)�%"Ʋǆ��ɁĔ-˄E%(�BƯɢ«

Ȥ�x ˢǓ/Ʋǆ�ÌĄɁĔɑ�@0��Ʋǆ/Y�s]]b�c�jFȆɭ)�BŶǓč

��B*�˔ŝ-ã�B	�ĿǗ-ǵʗ�"#�B�*-ʼ�F��(Y�s]�B�*

�NdPtI)0ŭ"AÝ),�	"#�Ʋǆ/Y�s]]b�c�j=ɢ�ʰ�(�B

*�D��A��6(FÑȅ�Bźɦ0,�*Ƅ�B���ĿǗ-ņ�(ɿƃF=%(ņ

Ż�B��/ĴéF�%�A*Ȇɭ�ľʙ)�B�Ǉ�7��	�*/Ėȴ��%"	 
� ʃǍņʋ«Ȥ/�)Ʋǆ��șƛ/ˠĿ*,B/0ƯɢǓ�x ˢǓ#�,/)�ƯɢǓ�

ˣˢǓ)ƪëȕ,ʲ��?Aĭ��đ˞*,B*�
�*0ƂÃ)�B	�ƭ�Ȳɑ�Ʋ

ǆ/īʑȺ©Ǔ)êè�(�"ˊ-īĜ�*�ɇ-w�\MTiFɢ
Ǜ«�˜Ɋ-�%

"��īĜ�*/X}�lV�[��/ː��-ƀ;ĄÄ�Ĭ�%"�*Fɐ�B*�ŭ

ʃǍ-&�(=ȅğ¤ȆţF³%(�BƲǆ©Ǔ>ƲȺ©Ǔ/Ʋǆ�ɓč>ǆȤ/ɼʇ0

Ȑ,BþɕŽ=�B	 
 
4� £/YvYo��Iu�QĂĜ/ȁǪ 
 
� YvYo��Iu�Q/Ĝ�/�)Ȳɑ�șƛ˄E%(�B/0NdPtI#�)�B

��2012Š 7ǀ-Ĝˊ�ǮĢʾ/ɡǅǱŇˁŁ/Ōá-?A˂À�C"ȱ�ĖVlIƲǆ
ɾƧɔ«ʈ�÷3!/Ŵ 2013 Š?AǢŠ˂À�CɆ�(�BǊIu�QƲǆɾƧɔ«ʈ
-?A�Ȁ-ǊIu�QĂĜ/ƲǆɾƧɔ˄¸ɑ/˃)0mei��T�ǖȸ�C(�B	

ĂĜ/ƲǆɾƧɔ˄¸ɑ�@/ƁĤ÷3īèț/�ǯīĞȎʶ�ƨʃǍɅɰ� şƉ 30 Š
ɦȻǾˬşƉ 29Šˬ2017Š˭10ǀ 1ƲȅĞ �˭FÆ-�2018Š 7ǀƷǹ)IT_])�
"YvYo��Iu�Q/Ĝ�/s\m]Ʋǆɾ-˄�BȁǪFě 1-9*<"	,��
ƲȺ©Ǔƒǹƨ¥ī/ƁĤ0��9)=ĂĜ/ƲǆɾƧɔ˄¸ɑ/¼�ȕ,ɼʇ-?B=

/)�B�*-Ȏƃ�C"�	 
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ě 1� YvYo��Iu�QĂĜ/s\m]Ʋǆɾ-˄�BȁǪˬĂĜƲǆɾƧɔ˄¸ɑ�@/ȁ
Ǫ�÷3īèț�ǯīĞȎʶ�ʃǍɅɰ� şƉ 30ŠɦȻǾ�FĢ-Ȳɑ²Ɖ  ˭
 
� 9�Ʋǆɾ�Ǉ/ŋɓˬƲǆɾƧś¥ī˭>I�pKi/Ǜ«�Ĭ�/0VlI÷3|

cR]Q�)�78ǢŠ�1�2ą/Ⱦ�*�"ɨǘ)0�B��Ʋǆɾ�Ǉ/©Ǔ5/ŋ
ɓ�ȔȈ�(�B*/�*)�B	Ʋǆɾ�Ǉ/I�pKi/Ǜ«=£Ĝ-ǣ6B*Ĭ�	

9"��/ 2Ĝ)0ŋɓ-˄ʬ�BƲǆɾʆŦ*�(�ɬÈ�-Ȁë�"ʆŦ�Ɲµ�C
(�B	�/ 2Ĝ¥ī)0NdPtI�b�ZlI�÷3]�c�)Ʋǆɾ�Ǉ/ŋɓ9
"0I�pKi/ȔȈ�ɼ<@CB��ļǂȕ-ȔȈ�(�B*0ÙŢɯ�,�ȁƅ)�

B	 
� ĂĜ/ƲǆɾʆŦ)Ɲµ�C(�Bƿ˪�x�0˪�Ĝ)|cR]Q��NdPtI�

LR�c� N3ȩť�VlI*b�ZlI� N4 ȩť*��əȕ-s\m]Ʋǆɾ)ƿ®
ˆǧ<@CB N2 �x�-ʱ�(�BĜ0ĸĞ�,�	"#�ʃǍĂĜ/�)0ƲǆɾĹ
Ɏɑ/ƨ=Ĭ�ƲǆɾƧɔ/Ǟÿ=ˀ�VlI>|cR]Q�)0 SNS ,+F³%(ʆ
Ŧ)Ɲµ�C(�B�x�Fĭ��ʕ�"�x�-Ùʱ�BĹɎɑ=�B	6 
� Ʋǆ©Ǔ/ƒǹƨ*�(0�óIu�Q�ȮÓ�(Ĭ��ƒǹƨ0 282*�ǜ-Ĭ�V
lIˬ54˭/ 5½¥�/ƒǹ�ĸĞ�B	�ƭ�óIu�Q)0Ʋǆɾ�Ǉ/ŋɓ0Ʋǆ
ɾƧś�ȝBˆAȔȈ�(�@��ƲǆɾƧɔ=ĭĬƨ�Öȼ)ƖƎ�(�B*�
�*

)�B	£/YvYo��Iu�QĂĜ)0Ʋǆ©Ǔ/ƍʑǭŽë-ņ�(ƲǆɾƧɔ�

ǋ"�Bűß/þɕŽ*�
ǆȫ/Ċ˞�ƉȰ�B��óIu�Q-��(0ƲǆɾƧɔ

-Çɢ�(Ʋǆ©Ǔ/ʮÓ�ʮG)�A�£Ĝ*0�,AȁǪ�Ȑ,B*ɯ�B	 
 
5� Ʋǆ©Ǔ/ƍʑǭŽë/�ã*,B"<-ƲǆɾƧɔ�ǋ"�Bűß 
 
� �/?
-Ʋǆɾ�Ǉ/�x�=s\m]Ʋǆɾ-09#�îÔ)�B��óIu�Q

¥ī0Ʋǆ©Ǔ/ʮÓ=˔ŝ-Ŋ,�YvYo��Iu�Q)�ƲǆɾƧɔ�Ʋǆ©Ǔ/

ƍʑǭŽë/�ã*,B"<-+/?
,�*�)�B�FɐŅ�B	 
� 9�ȱ�-�Ʋǆĭ³˥> JICA*òá��Ʋǆɾ�Ǉ/ĸĞFŀ¬��Ʋǆɾ�Ǉ-˄
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�BƁĤFźɦ,©Ǔ-Ɲȣ)�B�Ʋǆɾ�Ǉ/ov�*,B�*�ɐ�@CB	!/

"<-0ƲǆɾƧɔ˄¸ɑ*�(0��Bȩť/�x�-Ùʱ�"ʆŦ»�Ȉ/ʬɃÇF

ȶȆ�"A�ĂĜ/ĭ³˥>Ʋǆ©Ǔ˄¸ɑ*Ȭǔȕ-mei��TFȸ��Ʋǆɾ�Ǉ

/ĸĞ>�x�-&�(�9<-ƁĤƝµ�(���*�źɦ*,B	NdPtI/ĥă�

�C9)ƲǆɾʆŦ�˦ʹ�@ˡɢǛ) 1Ʒ˃ðˏC"�V�-��ĸĞ�,�%""<
ĭ³˥/ƪëšĤƑŭɑ¥ī*/mei��T/ǖȸ�ː��%"��˦ʹIhJ]Ix

pĭĹ-ʆŦ�ɴɋ�C"�*-?AȀ-Ʋǆ©Ǔ˄¸ɑ*/qKwǖȸ0>A>��,

%"	9"��C0Ʋǆɾ�Ǉ*0ˆ@,���ƲǆƪëFĬŊ,A*=Ȇɭ�(�B�

Ǉ*�(�ȎĹɁ˨ɑ/Ʋǆ©Ǔ*/|ed�UFĄƷ-ƣƟ�B�*=ɐ�@CB	´

�1óIu�Q)0 ABEKl[IgJvŜĜɑ7�óI)Ʋǆ©Ǔ)/ɓ-ŋ�B?
�

ŜĜɑ*Ʋǆ©Ǔ/ǌ�ǚ*,B{\[���w�i�IĭĹƲǆȠȭ_�b�Ï-ɴɋ
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    ビジネス日本語コース及びビジネス日本語スピーチコンテスト 

 
ジョーンズ 佳子 

ロンドン大学東洋アフリカ研究学院 
 

要旨 
本報告では次の点について述べる。 

 日本語のコースである「上級ビジネス日本語コース」Advanced Japanese For Business 
Course と関連性のある「ビジネスス日本語スピーチコンテスト」Japanese Business Speech 
Contestの実践報告である。 
 前者はロンドン大学東洋アフリカ研究学院 (SOAS) で、日本語科のコースとは異なる学
部で開講されている日本語のコースであり、後者は同校で来年 29回目を迎える毎年開催の
ビジネス関連の、日本語のスピーチコンテストである。 
 以上の 2点を実践内容を踏まえて報告し、今後の課題を検討する。 
 
【キーワード】 ビジネス日本語、ビジネス日本語スピーチコンテスト、コミュニケーシ

ョン、対話、相互理解、グローバル化    
Keywords:：Business Japanese, Business Japanese Speech Contest, Communication, Dialogue, 
Mutual understanding, Globalization 
 
 
1 「上級ビジネス日本語コース」 
  
1.1 コースの概要 
ロンドン大学東洋アフリカ研究学院には、日本語を専攻科目として学べる日本語学科（東

アジアの言語文化学部）があり、多くの学生が日本語を専攻している。専攻以外でも日本

学や他の語学専攻（特に中国語、韓国語）の学生も、学位の一部として 1単位（One Unite）
の日本語コースが履修できるシステムになっている。 
この「上級ビジネス日本語コース」は、日本語学科とは別の経営学部の修士課程、日本

の経営（School of Finance and Management, MSc Management in Japan）コースのプログラム
の一部である。 
従って修士コースを履修している学生を対象としている。 
この修士MScでは 1学期に英語で日本の経営についてを学ぶ。日本の経営コースには、
金融システム、企業統括、企業金融などの科目が含まれている。 
そして、その後 2学期、3学期に希望者がこの『上級ビジネス日本語コース」を履修す
ることが出来る。 
 開講は 2003年で、もともとは日本語科 4年生の一般の日本語コース以外に、内容重視の
「日本語で経済を読むコース」というのがあり、これが前身である。 
 この 4年生がそのまま進んで経営学部でMSc取得を目指す学生が出てきたので、それで
はビジネス日本語に変えてはどうか、との提案があり、4年生のコースからMScでのビジ
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ネス日本語のコースに変更になった。 
 
1.2 コースの目標 
ビジネス日本語コースはタイトルのように、当然、ビジネスに役立つ日本語を目指すの

が目的である。しかしビジネスに役立つとは、どういう日本語であるか。いろいろ考えら

れるであろう。ビジネス日本語の教科書も沢山出版されている。商談の時に役立つ日本語

や、あらゆるビジネス場面を取り上げて、その対処の仕方を具体的に練習できる教科書。

敬語を（Formal Language ）中心にしてのビジネス日本語。また、必ずしも上級の日本語
を習得していない初、中級者でも学べるビジネス日本語など、いずれにしても、ビジネス

場面でのコミュニケーションを目的としている。 

この「上級ビジネス日本語コース」も、ビジネスでのコミュニケーションを目的とする。

但し、ビジネスに欠かせない背景, 要するに日本での経済やビジネス社会の動きに、重き

を置くことも目的にして、新たに開講となった。 

 
1.3コース受講資格 
ビジネスの背景を重視のコースということで、教材は主に新聞の記事の読解が中心にな

るので、日本語能力試験 N2 以上、またはそれと同等の日本語能力を持つ学生。前身の日
本語学部 4年生の日本語能力に合わせての条件を資格としている。 
 
1.3.1学生数、 
  もともと日本の経営コースの学生数が少なくその中からの希望者のコースであるだけ
に、1名から 8名の学生が在籍してきた。1名の場合は共に学ぶAuditorいわゆる聴講生 
を 2～3名募集して授業を進める。この聴講生は単位にはならず、また最終試験は随意であ
るが、その他の授業時間、週テスト、発表などは全て正規の学生同様にすることを承諾し

ての受講である。 
コースの学生を国別でみると、イギリス、イタリア、ドイツ、フランス、ハンガリー、

中国、韓国、アイスランド、アメリカなどからの学生が在籍した。 
今後の課題は英国が EU 離脱後にどのように EUからの学生数が変わるか、により、コ
ースの内容も変更せざるを得なくなるであろう。 
  

1.4コースの授業内容 
トピックに沿っての記事の読解、メールの書き方、ビジネス文書の練習、敬語を含めて

のビジネスマナー、ビジネス上のプレゼンテーションの仕方など。 
また必須なのは、後記のビジネススピーチコンテストへの関与である。学生はスピーチ

コンテストへの応募が必須になっており、出場者に選ばれた場合は、勿論、当日スピーチ

をして他の出場者と競う。惜しくも選ばれなかった場合も、必ず当日スピーチを聴き、レ

ポート提出をする。そこで学生自身のスピーチの振り返りができ、また出場者たちのスピ

ーチに関しての評価をすることもできる。 
実際に過去には、このコースからの出場者がコンテストで優勝もしている。 
 

1.4.1 トピック 

TAKUYA KOJIMA
127

TAKUYA KOJIMA




3 
 

基本的には、日本経済の現状を知る必要から、記事の内容も経済の動向を先ず、トピッ

クに入れる。新年の各企業のトップが発表するその年の展望から授業を始める。その他は

政府の経済政策、近年の「アベノミクス、3 本の矢」と「その後」は恰好たるトピックに
なっている。 
また、その年の学生の興味がある分野に沿って計画する。従って毎年かなりの違いはあ

る。過去には「日本の株式市場」であったり、「日本企業の敵対的買収と友好的買収」、「日

本の市場調査」、「自動車産業」、「日本の財閥」、「派遣社員制度」、「働き方改革」などであ

った。ここ 2，3年は何と言っても学生、特に女子学生の興味は「女性と働き方」に焦点が
当てられている。「女性の経営者」から「女性管理者」や「イクメン」、各種「ハラスメン

ト」などである。 
 読解のための記事を読んだ後には、その内容に対してのディスカッションを入れる。各
学生の国の違いからの格好の意見の交換となり、日本を通して取りも直さず、それぞれの

国の理解にも役に立っているようだ。単なる級友というだけではなく、各国の代表者的な

存在の級友といえる。 
                                            

  1.5 評価方法 
   評価方法 100％の内訳は、2時間の学年末筆記試験が 60％、日本語での 20分の発表が

20％、その他の 20％には実技テストや短文翻訳、漢字語彙テスト、そしてレポート提出が
含まれている。 

 
 1.5.1 日本語での発表 
   学生は授業で読んだ記事他からの関連トピックを選び、15分以内（質疑応答を含め 20
分）に纏めて PPTを使ってクラス内で発表をする。それに対して、他の学生は質問をする
ことが必須条件になっている。 

  過去に取り上げられたトピックとしては、「日本の総合商社」、「みずほ銀行」、「非雇用制

度」、「女性活躍」、「ユニクロケーススタディー」「朝日酒造、獺祭」「日本観光業界」「（FDI）
販売促進から生産性向上」、「日本の高齢社会-日本を対象に、世界のために」、「働く母を支
援するために、新しい働き方を探す」など様々であった。 
 いずれのトピックも読解で使用した記事や 1学期に英語で学んだ授業項目からヒントを
得て選択し、自分でさらにリサーチをして纏めての発表になっている。 
 
1.5.2 実技テストそして、そこからの学び 
当初、この実技テストは単にビジネスマナーを日本食のレストランを使って実際に試し

てみよう、ビジネスパーソンになったつもりで、話してみよう、ぐらいの考えからであっ

た。従ってコース打ち上げ的な要素でもあった。 
しかしながら、それでは面白くない、とある年の学生が話し合って、模擬演技をやって

みては、ということを提案してきたので、全て学生に任せてみたところ、なかなか興味深

いシーンを演出し始めた。次に挙げるのはその一例である。 
 
学生数：4人、国籍：韓国（男）、イタリア（男）、中国（女）、ハンガリー（女） 
目的：授業で学んだビジネス日本語を積極的に使う。和食のマナ―を学ぶ。 
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先ず日本のレストランの予約を取る。 
場面例： 
A社（XXX会社）、スマートフォン製造業、赤字が続いている。12億で売却を検討中。 
B社 (ZZZElectronic Corperation) 、スマートフォン製造業トップ市場シェア、しかし指紋   
認識技術の投入を考えている。10億円でA社買収を検討中。 
このB社の代わりに 
B銀行（YYYBanak）融資金額上限を決める、払い込み時期、などの検討。 
 
実際にはレストランのドアを入ってくるところから初めて、名刺交換や「サラリーマン

用語辞典」から学んだ表現を使いながら、一方が席へ案内し、テーブルではメニューから

の注文の仕方、相手に料理を勧めたり、飲み物のつぎ方、断り方などに注意しながら商談

を始める。結果は和やかに商談がまとまり、終わらせる。 
 
この実技テストを通して、学生は学んだビジネス日本語を使う語学の面だけではなく、 
1．チームワークの大切さ 
2．自分の考えをどう伝えるか、学生同士の対話、（異なった国の学生の国民性の違 
  いからくる意見の違い） 
3. そこからの決定、実行に移す、という過程 
を学ぶことが出来た。 
 

1.6 卒業後の動向と今後の課題 
卒業後博士課程に行く学生もいるが、殆どの学生は就職を希望する。希望先はやはり日

本関係が多い。 
ほんの数例としては、みずほ、三菱UFJ、ANA、JAL、IHI、ソニー、ハロー食品、NNA   
通信、自国の商工会議所などが、既に就職している先である。 
但し、問題となっているのは、希望先に就職は出来たものの、長続きがしないことであ

る。勿論欧米的考えで、同じ職場に定年までいることは少ない。または最近の若者の傾向

からか、2、3年でその職場を辞める、ということでもある。 
しかし、その他に学生が次のような理由を挙げている。 
「思っていた仕事をさせてもらえないこと」、「いつまでも外国人で、昇進に時間が掛か

る、か、望みがない」、「女性をお茶くみと見なす」、又、「社員としての権利が発揮できな

い」、「チームワークに重きを置き、上下関係を重視し、会議では上司の意見に反対意見を

言うべきではない、と言われた」、以上のような理由などから、せっかく就職をしたものの、

失望して辞めるケースがかなり多いのが実情のようである。 
今後このような問題をいかにコースに取り入れていくかが、課題となっている。 
企業の方や、就職斡旋エージェント、卒業生などの話を聞く機会を頻繁に作り、現実は

どうなのか、を把握していけるようにするべきだ、と考えている。 
但し授業時間の制限があり、課外にどこまでできるかは問題である 

 
2 「ビジネス日本語スピーチコンテスト」 
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正式名は「Sir Peter Awards for Spoken Business Japanese、パーカー卿賞・ビジネス日本語ス
ピーチコンテスト」という。 
 
2.1 歴史：スピーチコンテストの誕生とピーターパーカー卿 
このビジネススピーチコンテストの誕生には 2説ある。 
パーカー卿自らが JETRO London（日本貿易振興機構ロンドン）に話を持って行った、
という説と、反対に JETRO London からパーカー卿に話を持って行った、という 2説があ
る。しかし、現在では資料が残っていないため、確認の方法はない。 
いずれにしても、1989年にパーカー卿と JETRO London が卿の出身大学である SOASを
訪れてスピーチコンテストの提案をし、そこで、ビジネス関係の JETRO Londonと日本語
教育の殿堂である SOASの共催という形をとることになった。 
 
2.1.1 ピーターパーカー卿          
   

       
写真 1パーカー卿              写真 2 スピーチコンテスト場面 
 
 さて、コンテストの名称になっているパーカー卿とはそもそもどういう人物であるか。

英国以外の方には馴染みがないと思われるので、少し説明を加えておく。 
時は第 2次大戦に遡る。1942年英国の大学や高校の最終学年から選抜された政府給費生
達（奨学金受給者）が、日本語の特訓を受けるために、SOASに集まってきた。これから、
この若者たちは 1年間半日本語を習うことになるわけである。、ロンドンの南へ少し下がっ
たところにあるウエストダリッジ (West Dulwich) にあるダリッジカレッジ(Dulwich 
College) が寄宿舎として使われ、毎日ロンドンへ通学して昼間は SOASの教室で勉強をし
ていた。そのことからこの学生たちは以後「ダリッジボーイズ(Dulwich Boys)」と自らを呼
んでいた。 
日本語の特訓を受けた後、東南アジアの戦場で日本軍の通信を傍受したり、押収した書

類の翻訳、捕虜の訊問などから情報を得る役割を担い、全軍の作戦に貢献する目的で始め

られた。これは 5年間ほど続けられた。その優秀な学生たちは、インド、ビルマ、南アジ
ア各地、日本占領地で活躍した。 
英国の前途有望のエリート達が日本軍を倒すべく日本語を勉強し、その目的は達せられ

たが、その彼らの多くが、戦後逆に日本文化のとりことなった。それも初めに教育を受け

た時に日本語を教えた日本人の教授達の、日本の歴史、文化の深い知識から、彼らは日本
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に対しての理解を深めることが出来、戦後は日本学者、外交官、実業家として日本と関係

を持つ人々が多数生まれることになった。彼らの働きにより、日本は大きな恩恵を受けて

きたと言えるだろう。 
この中にいたのがパーカー卿である。卿は日本語の特訓を受けた後、東南アジア、ビル

マでの任務を終え、復員後はオックスフォード大学に復学、アメリカ、ハーバードやコー

ネリアの大学にも奨学金で留学した。帰国後は色々な会社、三菱電機ヨーロッパやそのほ

かの会社の役員などを歴任し、英国経済再建のための研究所の所長にも就任。また英国国

鉄総裁も務めた人物である。 
その卿が日本語教育を盛んにするプロジェクトや日英関係の促進を図るために発言をし

ている。それが有名な「パーカーレポート」で、英国政府に提出された。このレポートと

は、卿が英国の大学助成委員会の依頼を受けて東洋・アフリカ言語及び、これに関連する

地域研究が、通商、外交の要請に応じ得るようになっているかを、調査したものである。 
その結果イギリス全国でアラブ、中国そして日本の研究家をかなり増やさなければなら

ないことになり、特に日本研究に重きが置かれた。 
要するにバブル期の日本と交易をするためには、相手国の日本人に英語を話させるだけ

ではなく、英国側からも日本語で応対できるようにしよう、というのであった。 
 

2.1.2 コンテストの目的と過程 
目的は「英国、EU のビジネスパーソンが日本語を通して、日本のビジネス文化の理解
を深めること。そして、よりよいコミュニケーションを図ることにより、親善と相互理解

に寄与する」となっている。 
1990年に第1回目が開催されて、初回から3回目まではビジネス関係者だけであったが、

3年後に大学生も含めて「大学生の部」「ビジネスの部」の 2部門に分かれて開催された。
その頃は大学での日本語を履修する学生も増え続けていたこともあり、日本語を学ぶ学生

達が、将来英国、ひいては、EU と日本の関係に寄与することを前提に、大学でフルタイ
ムで日本語を学ぶ学生の部が、設けられたのである。 
従って、ほぼ一日がコンテストの決勝日であった。この頃になると、ビジネスパーソン

の時のように、予選を実際に審査することは、難しくなってきており、電話でのインタビ

ューに切り替えざるを得なくなった。 
初回の応募者数は 24人でその後、時折 30人以上になったこともあるが、ほぼ同人数の
応募が続いている。 
この 2部門での開催は 2005年まで続いたが、大学生の出場者から、どうも自分たちはビ
ジネスの部門の付属的である、との声が上がり初め、そこで相談の結果、国際交流基金ロ

ンドンと、英国日本語教育学会(British Association for Teaching Japanese as a Foreign Language) 
が中心となり、大学生の部は独立し、独自のコンテストが成立したのである。 
この大学生のスピーチコンテストは、開始時にはカテゴリーもスピーチ部門のみであっ

たが、現在ではスピーチ（日本語を専攻または選択科目として履修している学生）、個人の

プレゼンテーション（初級を終えている学生）、グループプレゼンテーション（初級レベル

の学生）の各カテゴリーに分かれて開催されている。 
これに付け加えるならば、現在英国では中等教育の日本語スピーチコンテストも「にっ

ぽんごカップ」として開催されている。 

TAKUYA KOJIMA
131

TAKUYA KOJIMA




7 
 

従って、英国では日本語教育を受けた小中学から大学そして社会人、ビジネスまでの全

てのレベルの者がスピーチコンテストという場で、挑戦できる機会がある。 
 
2.2 ビジネススピーチコンテストの応募者 
応募規定にはコンテストの決勝日に EU、UK 内に在住の、親が日本人ではない 18歳以
上の者、日本在住 13年以内が条件、とある。 
先ず国別でみていくと、あらゆる国からの応募者が見受けられる。英国をはじめとし、イ

タリア、オーストリア、スペイン、ポーランド、ルーマニア、ハンガリー、アイルランド、

ドイツ、ロシア、中国、韓国、ベルギー、フランス、などである。この様に、いかに英国

では様々な国からの多くの人々がビジネスに携わっているかが、分かる 
また職業別でみると、初期の段階では純粋に企業に勤務のビジネスパーソンが多かった

が、自営業、就活中の人の応募もあり、又現在では大学院生がかなり挑戦している。 
2018年の入賞者 4人は全員が大学院生であったことからも分かるように、単にビジネス
パーソンのコンテストに留まらず、あらゆる層に浸透してきたと言えるであろう。それに

加えて、大学院生の中には、既にビジネスの経験がある学生も、多くなってきていると言

える。従って彼らのスピーチは、机上の空論ではなく実践を伴ったものになっている。 
 
2.3 コンテストの進め方、 審査員、イントロクターなど 
第一次電話インタビュー予選の後、コンテスト出場が決まった決勝出場者には、期限を

決めて、スピーチのタイトル及び要約の英語での提出を求める。コンテストは飽くまでも

日本語のスピーキングのコンテストであるので、スピーチの原稿の提出は求めていない。

従って、出場者は各自自由にスピーチの準備ができる。きちんと原稿用紙に日本語で書い

たり、ローマ字で書いたり、または英語で書いて、それを日本語に訳しながらスピーチに

していく、という方法をとるケースもある。 
スピーチの時は勿論、原稿を読むことは減点になるが、メモ程度なら壇上で見ることは

出来る。10分以内のスピーチをした後はイントロクターとの質疑応答がある。 
現在は 2人のイントロクターで、1人は大体一般的な質問、例えば、日本語の習得はど
のように、出身地は、現在の仕事は、などで、スピーカーを落ち着かせる。 
２人目のイントロクターはスピーチの内容に関しての質問をする。かなり鋭く掘り下げ

ての質問に、出場者はたじろぐが、ここで丁々発止とやり合うことこそ、このビジネスス

ピーチコンテストのキーポイントとなり、スピーチに加えて実力が発揮できるかどうかで

あるので、重要なパートになっている。 
なお、審査員は審査員長を筆頭に 5人で、日本語の専門家、ビジネス関係者などで構成
されている。 
 
2.4 入賞者 

8人の出場者から 1位（優勝）、2位、3位 に加えて特別賞が授与される。 
それぞれ審査基準に沿って審査され、入賞者を決める。 
参考までに審査基準を記しておく。 
 
 スピーチの内容、スピーチの仕方  ： 25％ 
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 言語使用の適切さ         ： 40％ 
 質疑応答             ： 35％    
 
この特別賞は、惜しくも 3位までには入らなかったが、必ずしも 4位の意味ではなく、
何か特に審査員の印象に残ったスピーチをした者に与えられる。 
過去には「ユーモアがあった」、「ドラマティックな話し方で観客を楽しませた」、「トピ

ックが大変日本人にもためになるアイデアであった」、「熱意が伝わった」、などで特別賞を

授与してきた。 
  
2.5 出場者のスピーチのトピック 
トピックは原則として「日本とのビジネス」という課題があるが、範囲は相当広く捉え

られる。 
過去に取り上げられたトピックとしては、メディア、ゲーム、金融、出版、経営、製造、

スポーツ、企業文化、日本の地方自治体関係など、あらゆる分野にわたっている。 
それぞれに日本と英国またはヨーロッパと比較してお互いに学ぶべき点などの指摘を盛

り込んでのスピーチが多い。また、日本語との関係ではビジネスで欠かせない企業文化、

敬語の問題を、職場での敬語の使用の難しさや、おもてなし文化での敬語の使い方に関し

てのトピック、ビジネスコミュニケーション、最近では女性と日本企業もしばしばトピッ

クに選ばれている。 
次にほんの数例ではあるが、過去のスピーチのトピックの具体例を挙げておく。 
 

 メディア：英国メディアから見た日本、ビジネスとプレス 
 ゲーム：コンピューターゲームの発達と未来 
 金融：日本企業へのソックス法の紹介、ビットコインの使われ方、銀行の合併  
 スポーツ：日本とマラソン、サッカー/ラグビーワールドカップ 
出版：翻訳とその出版、日本の書物、映画の日本以外での販売 
経営：日本企業での中間管理職に対する提案、日本の典型的な経営法の英国またはヨー   
   ロッパでの適用は可能か 
製造：日本車の英国／EUでの製造の今後 
企業文化：女性社員の扱い方、敬語での誤解、異文化からくる相互理解の困難さ 
 
毎回各出場者のほとんどが、事前に過去のビデオをじっくりと観察して何とか斬新なスピ

ーチを工夫して、本選に臨んでいるようである。 
 
2.6 パネルディスカッションの導入 
過去に数回ほど出場者全員のスピーチ後に、パネルディスカッションを試みた。テーマ

は時事問題、社会問題などからトピックを取り上げて、事前に渡し、出場者は各自準備を

してパネルディスカッションに臨んだ。が、結果は思わしくなく中止になった。 
理由はどうしても積極的な者が主導権を握り、実際の日本語の実力が審査員には判定で

きない。また、スピーチをすることと、議論をする日本語は異質のものである、との理由

もあがった。しかし、それとは別に、スピーチの一部ではなく、切り離してのパネルディ
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スカッションを取り入れてみてはどうか という意見もあり、今後の課題になっている。 
 
2.7 入賞者たちのコメント 
 出場者たちが一体どのように感じているのかを、彼らのコメントを通してみると、大変

興味深い。そのいくつかを次に挙げておく。 
   
1）このコンテストはビジネスパーソンの日本語のレベルを次の段階へ持ち上げる。これは
日本語を一般の聴衆の面前で話すことの上達だけではなく、自分が熱意をもって話したト

ピックが、ビジネス関係の聴衆をとらえることが出来る。また同じような仲間との競い合

いも大変刺激的であった。 
2）自分は自信がなかったが、出場してみて、いかに日本語での発表及び、聞き取りのテク
ニックのいい練習になったかが、確認できた。また、国は違うが、同じ日本が好きな仲間

と会えてよかった。色々な意見の交換も出来た。良い経験であった。 
3）日本語をもっと上達したい人のために、コンテストに出ることは最高の方法である。 
挑戦、動機など日本語の上達のための最高の機会である。 
4）このコンテストは素晴らしい賞品もさることながら、今までの日本語を更に磨けること、
そして、ビジネス関係者、日本語の専門家、一般の日本人の聴衆の面前でのスピーチをす

ることにより、自分に対する自信が持てる。そして国は異なり、言語は違っているが、同

じ日本語での意思の疎通が図れることの素晴らしさを、知った。 
5）このコンテストに応募して、いかに広く日本語を勉強している人が多く、しかも上級レ
ベルまで達している人が英国内（自分は英国人）だけではなく、他のヨーロッパの国々、

またはアジアの国々にも多くいることを知った。そういう人たちと話し合えたことは貴重

な経験となった。 
このコメントから見るに、このコンテストは取りも直さず国を問わず、日本語を通して

の対話ができ、相互理解の場になっていることが確信できる。 
 
次に今年度の優勝者のなかなか興味深いインタビューの一部を紹介しておく。 

 Q: 仕事で日本語を使うことの難しさや苦労の経験を話してください。 
A: 日本語が上手ければ上手いほど期待されます。しかし、自信を持って話していたが、
ある時、自動詞と他動詞の使い方を間違えてしまい、話し相手を混乱させてしまいました。

また、日本語でメールを書くときは、必ず日本人にチェックをしてもらうようにしていま

す。 
Q:  日本語の面白いところ、いやなところなどがありますか。 
A:  日本語の擬音語、擬態語、は面白いです。また外来語も気に入っています。ある日
イギリス人に外来語の話をしていたら、日本語は英語を少し変な発音にするだけで話せる

んだ、と言ったので大笑いしたものです。嫌なところはピッチアクセントです。私はこの

スピーチの練習に日本人に聞いてもらって、アクセントをなおしてもらいました。 
Q: このコンテストでの感想をなにか。 

 A:  自分の順番が来るまで待っている間、出場者同士、良い意味での競争意識があり、
それがひしひしと伝わって来て、緊張しました。しかし一旦スピーチが終わると、その後

は共通の経験を分かち合った思いで、日本語で日本のことや色々な話が出来ました。 

TAKUYA KOJIMA
134

TAKUYA KOJIMA




10 
 

Q: スピーチのトピックが「調和と多様性」ですがこれを選んだ理由は。 
A: 日本での経験からの一場面を紹介します。ある時一つの会議に出席しました。しか
し会議は何を議論すべきなのか初めから明確ではありませんでした。いずれにしろ、ぽつ

りぽつりと意見が出たには出ましたが、そこから議論が発展することはなく、最後にボス

（リーダー）と思しき人が自分の意見を言って、どうやらそれで決定されました。意見を

出し合っての議論で決定、ではありませんでした。 
この例の様に日本の職場では画一性、調和を優先する傾向にあります。しかし、日本の

企業文化は外国からの労働者、そして多様性を受け入れる必要があります。この多様性は

創造性、発展などの可能性があります。しかし、どのように統一性を保っていくかは課題

であります。このためには英国、EU そして日本が経験から来る成功や失敗を、お互いに
分かち合うことで、解決できるはずです。 
 

 
写真 3  2018年出場者 
 

2.8 結論及び今後の課題 
以上述べてきたように、ビジネススピーチコンテストは、提唱者のパーカー卿がこのコ

ンテストの目的として掲げた「英国、EU のビジネスパーソンが日本語を通して、日本の
ビジネス文化の理解を深めること。そして、よりよいコミュニケーションを図ることによ

り、親善と相互理解に寄与する」を果たしていると言える。 
しかし飽くまでもこれは英国内でのことである。異なった国の出身者が英国に集ってい

る、だけである。そこで、今後どのようにこのスピーチコンテストを発展させるか。 
それは更に国際化し、グローバルな規模でのコンテストにしていけるか、ということが

課題となるであろう。 
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英国だけではなく、ヨーロッパ諸国、アジア、オーストラリア、ニュージーランド、又

アフリカ諸国、その他の国々にも、ビジネスで日本語を使っている日本人以外の人々が大

勢いるはずである。英国以外でもビジネス日本語のスピーチコンテストが開催されている

ことは、既に知られていることである。またビジネス日本語のコースとの連携も含めて、

その国々と合同でのコンテスト、または、そこから一歩進んで、全世界に渡っての、一大

日本語のビジネススピーチコンテストが出来ないものか、と考える。 
そうすれば、ビジネス日本語を通して、世界が繋がり、牽いては世界に平和をもたらせ

るはずである。 
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米国における次世代グローバル人材の育成をめざす教育実践 

 
 高見 智子 

ペンシルベニア大学 
 

要旨 
本稿ではヴェネチア 2018 年日本語教育国際研究大会で開かれた「日本語教育と企業文

化シンポジウム」のテーマの一つである「平和な世界のための人材育成」という観点から、

筆者が米国で教えているビジネス日本語の教育実践について論述する。最初に米国におけ

るビジネス日本語教育事情の概説をし、その後で筆者自身の実践するビジネス日本語コー

スの背景を述べる。そして、そのコースの学習活動の中から、「平和な世界のための人材育

成」につながる学びとして「対話」を中心にした協働学習と、より良い未来を作るために

批判的に考える力を養うよう取り入れた内容重視の批判的言語教育の、二つの実践を紹介

する。最後に米国におけるビジネス日本語教育のめざすものについて筆者の意見を述べる。 

 
【キーワード】 ビジネス日本語、協働学習、対話、内容重視の批判的言語教育 
Keywords: business Japanese, collaborative learning, dialogue, critical content-based instruction 
 
 

1 はじめに 

  本稿ではヴェネチア 2018 年日本語教育国際研究大会で開かれた「日本語教育と企業文化

シンポジウム」のテーマの一つである「平和な世界のための人材育成」という観点から、

筆者が米国で教えているビジネス日本語の教育実践について論述する。筆者は、当シンポ

ジウムの「ビジネス日本語教育実践の意味—世界各地からの現状報告」のパネルで、米国

の日本語教育を代表し、自身の実践を発表した。しかし、米国で行われているビジネス日

本語教育の内容・教育実践は地域・大学により様々で、筆者の実践が、必ずしも米国のビ

ジネス日本語教育の実践を代表するものではなく、一つの実例であるということを強調し

たい。 
 まず、次節では、米国のビジネス日本語教育事情を簡単に述べる。そして、筆者の実践

の背景、概要を紹介する。特に「平和な世界のための人材育成」につながる学びとして「対

話」を中心にした協働学習と、より良い未来を作るために批判的に考える力を養うよう取

り入れた内容重視の批判的言語教育の二つの実践について議論する。 
 

2 米国におけるビジネス日本語教育事情 

 

 米国におけるビジネス日本語教育の歴史的背景・事情などは高見他（2015）、Takami （2017）
でも述べているが、米国のビジネス日本語教育は主に二つの潮流があると言えるであろう。

一つは、米国の大学教育においてのビジネス外国語の位置付けである。米国では第二次世

界大戦後に国際社会において世界的な競争力を持つ人材の育成が重要だと考えられ、ビジ

ネス外国語教育の重要性が認識されていた（Fryer 2012）。1988 年には米国政府・教育省の
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助成金で国際ビジネス研究センター（Center for International Business Education and Research: 
CIBER）が米国内の複数の大学で設置され、ビジネス外国語教育の支援が始まった。その

時々の政治状況などで支援の規模や内容に多少の変動はあるものの、現在でも CIBER は存

続し、ビジネス外国語教育への支援は続いている。ビジネス日本語はビジネススペイン語・

ビジネスフランス語・ビジネス中国語などと並び、ビジネス外国語教育の中の言語選択の

一つである。 
もう一つの潮流は、学習者のビジネス日本語への興味であり、これは特にその時々の日

本経済と強く関連していると言える。1980 年代には強い日本経済の影響で、職業目的の興

味を持つ日本語学習者が増え、1980 年代の後半、複数の米国の大学でビジネス日本語コー

スが開講され始めた。しかし、1990 年代後半になると、日本の景気後退とともに職業目的

で日本語を学ぶ学習者が減り、ビジネス日本語のコースも減少した。そのような中、2007
年、全米日本語教育学会（当時 Association of Teachers of Japanese, 現在 American Association 
of Teachers of Japanese）では、ビジネス日本語を中心とした目的別日本語教育研究会 
（Japanese for Specific Purposes Special Interest Group: JSP-SIG）が発足し、全米日本語教育学

会や JSP-SIG ニュースレターなどで、それぞれのビジネス日本語教育実践報告や研究が発

表されている。 
21 世紀に入ると、米国の大学ではグローバルに活躍する人材の養成の必要性が強く主張

されるようになり、ビジネス外国語教育を推進するところも出てきた。そのような流れの

中、新たにビジネス日本語を開講する大学も見られるようになった。 
  ビジネス日本語と言っても実践は様々だが、ビジネス日本語教育が始まった当初は、特

にビジネスの状況で必要とされる文化知識や実用的な言語使用を学習に取り入れ、適切に

コミュニケーションを遂行できることを学習目的としたものが必要とされたようだ（Saito 
1994）。語彙・表現・ディスコースなど、ビジネスでよく使われる言語使用やビジネスマナ

ーなどを学習項目にとりあげ、誰と誰が、いつ、どこで、何のために、話すかというコン

テクストと、依頼、謝罪、断りなどの機能を合わせた概念・機能シラバスを取り入れ、例

えば「上司に、来月休みをもらう許可を求める」というタスクを遂行できることを目的と

したタスク重視教育の実践が主流であった。 
 近年のビジネス日本語教育の状況を概観すると様々な実践がされていることが分かる。

従来のビジネス状況下のコミュニケーションの学習に加えて、米国地元にある日系企業に

インターンシップ・就職の機会がある地域では、企業と連携をし、どのようなことが求め

られるかを模索し、学習内容に取り入れたりする実践例も見られる。また日本にある企業

と協働で、日本企業へのインターンシップをプログラムの一部に入れた総合的なビジネス

日本語コースを展開するプログラムも出てきている。会計、マーケティング、国際関係な

ど、ビジネス専門分野の内容を取り入れた学習は、以前では特にビジネスを専門とする学

習者が集まる大学院の日本語上級クラスで見られたが、近年では大学レベルでも内容重視

教育を取り入れ、ビジネス分野の内容を扱うところも出てきた。また、最近では日本企業

への就職を目標とするのみならず、グローバル人材の育成の重要性なども議論されている。

このように、米国では、その時々の社会的な状況、それぞれの大学がもつ地域性、学習者

ニーズに応じて様々なビジネス日本語教育が実践されていると言えよう。 
 

3 米国のペンシルベニア大学のビジネス日本語教育実践 
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 本節では筆者が担当する米国、ペンシルベニア大学におけるビジネス日本語教育の実践

について報告する。まずは前段として、コースの背景を述べ、「平和な世界のための人材育

成」につながる学びとして二つの実践を取り上げる。一つは「対話」を中心にした協働学

習の例として「ケースメソッドを取り入れた学習」で、もう一つはより良い未来を作るた

めに批判的に考える力を養うことを目的とした内容重視の批判的言語教育の例として「ワ

ークライフバランスプロジェクト」である。 
 
3.1 コースの背景 
 筆者が担当するコースについての概説についてはすでに高見（2014, 2015）でも述べてい

るが、ここでも簡単に説明しておきたい。筆者は米国東海岸フィラデルフィアにあるペン

シルベニア大学（University of Pennsylvania）で日本語コースを教えている。ペンシルベニ

ア大学は歴史のある私立大学で、アイビーリーグ大学の一つである。アメリカ全州、また

世界中から学生が集まってくる。 
 ペンシルベニア大学ではいわゆるビジネス日本語のコースが職業目的を持つ学習者のた

めのコース（Japanese for the Professions）として開講されている。コースは通常の日本語 4
年生レベルと並行して、秋学期、春学期の 2 学期あり、1 学期 15 週で週に 2 回、それぞれ

1 時間半の授業時間である。学習者はビジネス日本語コースを秋学期だけ取ることも可能

であり、春学期は秋学期の続きではあるが、日本語能力があれば春学期だけ受講すること

もできる。専攻・学年に関係なく、日本語が日本語 4 年生相当、アクトフル OPIで中級の

上から上級の下（American Council on the Teaching of Foreign Languages 1999）であれば、受

講できる。 
 コースには様々な学習者が集まる。専攻も人文科学、工学、ビジネスなど様々で、学年

は大学 1 年生から 4 年生、時には大学院生もいる。「将来日本語を仕事に使いたい学生のた

めのコース」であるにもかかわらず、将来日本企業で働きたい、あるいは日本語を使う職

場で働きたいという希望を持っていない学習者がほとんどである。しかし、将来実際に職

場で日本語を使わなくても、グローバルに活躍するプロフェッショナルになりたいという

希望は持っているようだ。 
 筆者は 2000 年にビジネス日本語を担当して以来ずっとこのコースを担当しているのだ

が、担当した 2、3 年で、当初自分が描いていたビジネス日本語学習者のイメージとクラス

を受講する学習者がかけ離れていることに気がついた。それは前述したように、筆者のコ

ースの学習者の大半が日本企業への就職、日本での仕事を望んでいないということである。

筆者が毎年コース開始時に行う学習者ニーズ調査にある「クラスでどのようなことを学び

たいか」という問いに対して、ほとんどの学習者が敬語、ビジネスマナーを学びビジネス

場面で適切なコミュニケーションを行う力を身に付けたいと回答する。その要望に応える

べく、また筆者自身もビジネス日本語のコースの中心はそのような指導であると考え指導

していた。理想とされるモデルダイアローグを与え、それぞれのコンテクストでよく使わ

れると推察される語彙や文法・表現、またビジネスマナーを紹介する。学習者はそれらを

理解・練習した後、ロールプレイやシミュレーションなどのタスク練習を通して適切にコ

ミュニケーションをとりながらタスクを遂行できるようになる。しかし、そのような伝統

的に「実用的」だと考えられているビジネス日本語（池田 2001）の学習が、果たして筆者

の目の前にいる「将来日本企業で働きたい、あるいは日本語を使う職場で働きたいという

希望を持っていない」学習者にどれだけ役に立つのだろうか。また日本での企業や日本語
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を使う職場での仕事の経験がほぼ皆無で、仕事自体の経験もほとんどない米国大学の学習

者にとって、設定される日本の企業のビジネス場面が現実的なものではないというジレン

マも抱えていた。 
 コース内でいろいろな試みをしながら、次第に将来日本語を使う職場で働く、あるいは

日本企業で働く学習者の養成という目標の問い直しをするようになった。ビジネス状況下

で適切であるとされる日本語を使い、「正しい日本語」「正しいビジネスマナー」を身につ

ける、つまり、日本文化に同調・同化できる学習者を育てることを目標とすることに疑問

を持つようになった。目的言語・文化であるビジネス日本語・日本のビジネス文化やマナ

ーは学習に取り入れるが、ただ単にそれを覚え行動するのではなく、その根底にある価値

観や文化・社会的背景を考える、それに照らし合わせて自身の持つ文化、価値観などを意

識的に、批判的に考えることに重点をおく。そして、その先の目標として、目的言語・文

化を学び、その知識やスキルを生かしながら、それぞれのアイデンティティを尊重し、多

言語・多文化の人と対話し協働ができる学習者の育成が重要であるという結論に至った。

多言語・多文化の人と対話し協働ができる人材育成こそ、将来必要とされ、学習者自身が

真にめざすグローバル人材の育成につながると考えた。 
 目的言語・文化を学び、その知識やスキルを生かしながら、それぞれのアイデンティテ

ィを尊重し、多言語・多文化の人と対話し協働ができる学習者の育成に何が必要か。それ

はクラスを学習者が協働し学びあう場にすること、つまり学びのコミュニティづくりが大

切であると言えよう。協働学習とは「学習者同士が互いの異なりに気づき、その意義や価

値を理解・尊重し、互いに歩みよる・・・」姿勢、努力をする中で起こる学びである（池

田 2008、p.63）。池田・舘岡（2007）は、この協働学習を可能にする一つの方法が「対話」

であると論じている。対話には多くの定義や解釈があるが、本稿では、対話とはただの言

葉のやりとりではなく、自身の考えをお互いに伝えあい、聞きあいながら、自分の考えを

広げたり、深めたり、構築・再構築することと定義する。対話を中心とした協働学習はデ

ューイやヴィゴツキー、また近年ではレイヴとウェンガーなどが提唱する社会的構成主義

の概念を基盤としているものである（Oxford 1997）。デューイは、学習者は自身を取り巻

くコミュニティあるいは世界の全体の一部になることで学びは起こると述べている。ヴィ

ゴツキーは、思考は社会的な参加や営みという他者とのコミュニケーションを通して構築

されるものであると考察している。レイヴとウェンガーは「学びは個人が学びのコミュニ

ティの社会的な活動に参加し、参加するにつれて自分の理解や責任を変化させる（例えば、

構築する）過程で起こる（Oxford 1997, p.448）と見ている。 
 そのような観点から、筆者のクラスではこの対話を中心にした協働学習を重視し、コー

ス内の学習に取り入れてきた。また、日頃から、学習者が互いを尊重し、自分の意見を心

配しないで発言できるようセーフスペースにするよう努めた。次に、特に協働学習を中心

にしたケースメソッドを取り入れた学習活動について記述する。 

   

3.2 ケースメソッドを取り入れた学習 
 ビジネスケースを用いたビジネス日本語のカリキュラム・教材開発1に関してはすでに、

Takami（2008, 2010, 2017）でも述べているが、ここでは特に協働学習という観点から紹介

したい。 
 ビジネスケースを使ったケースメソッドは 1920 年代にハーバード大学ビジネススクー

ルで始まったと言われており、現在でも米国ではビジネススクールでよく使われる学習法
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である。内容・分野は：マネージメント、マーケティング、会計学、コミュニケーション、

と多岐に渡る。「ビジネスケース」の定義はいろいろあるが、本稿では、ビジネスにおける

実際の話・あるいは実際に非常に近い状況についての話であり、且つ、組織あるいは個人

が直面する問題、課題、機会を含んだものと考える。 
 このケースを使ったケースメソッドは、ただ単に学習にケースを使うがゆえにケースメ

ソッドと呼ばれるのではない。ケースメソッドはリサーチ、話し合いをしながら問題を解

決するという学習法を意味する。そして、この学習法の重要な点はまさに話し合いを中心

にした協働学習であり、学習者・教師の学習コミュニティの参加者が一緒に探求し、それ

ぞれの意見や知識を出し合い、対話をしながら、共に学ぶことにある（Barns, Christensen and 
Hansen 1994）。筆者は対話、協働作業を中心としたケースメソッドに共感し、担当するコ

ースで取り入れたいと考えた。 
 米国では 2000 年を過ぎたあたりからビジネスケースを用いたビジネス外国語教育の実

践が報告され始め、2010 年代には特に興隆が見られた。複数の CIBER が、ビジネスケー

スを使ったビジネス外国語教育のワークショップを行ったのもこの頃だった。勿論、ビジ

ネススクールで使われるケースメソッド、またケースを扱った学習がそのまま言語クラス

に適応するわけではない。ビジネスケースを言語クラスで扱うには、内容・言語学習の両

方を考慮したカリキュラム開発・教材開発が必要とされる。様々な言語でビジネスケース

を使ったビジネス外国語教育の実践がいくつか報告されている（Federico, 1996; Gonlewski 
& Helem, 2010,  2014; Grosses, 2012; Kelm, 2011; Ray 2000; Sacco & Senne, 2013; Takami, 
2008; 2010）が、それぞれの実践は異なるものの、ほとんど全ての実践でビジネスケースを

使う効果が報告されている。その効果は以下のようにまとめられる。 
 

1）ビジネススクールで行われるケースを使った学習と言語学習を結びつけるとい

う学際的な学習アプローチを可能にする。 
2）ビジネスに必要な内容を学習し、知識を深めながら言語習得を目指すという内

容重視教育を行うことができる。 
3）実際にある・あるいは現実的なストーリーと提示される問題は学習者の知的好

奇心を刺激する。 
4）問題を解決する・提案を創り出すという過程で文化、異文化学習を取り込むこ

とができる。特に文化間の差異を考察するだけではなく、その差異を考慮した上

でどういう対応をするのか、どのように問題解決するのかを考えることができる。 
5）ビジネスの問題を解決する・提案を創り出すという過程で、クリティカル且つ

クリエイティブシンキングを養う学習を推進する。 
 

 筆者はビジネスケースを使ったビジネス日本語のカリキュラム・教材開発にあたって 
いくつかの点を工夫した。一つは、グローバリゼーション・ローカリゼーションをテーマ

にビジネスケースを作り、日本・学習者の文化・社会事情、その根底にあるビリーフ、価

値観を学び考える、という文化学習、異文化学習を取り入れることである。これは学習が

様々な専攻・専門をもちビジネス専門とは限らないため、学習のポイントをビジネスとい

うレンズを通した社会事情・文化にしたいと考えたからである。次に、日本語学習者のた

めのビジネスケースを使った学習であることから、言語教育の教授法を基盤とし、日本語

学習に意義のあるカリキュラムにしたいと考え、内容重視教育（Brinton 他 2004; 
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Shaw1997; Styker & Leaver 1997）を取り入れることにした。そして、アクトフル・ガイド

ラインで中級の上のレベルから上級レベル（American Council on the teaching of Foreign 
language 1999）に一歩一歩進んでいくよう、扱う語彙・文法、また学習活動に足場作り

（Scaffolding）をした。そして、ペアやグループで行うアクティビティやコミュニカティ

ブタスクを多く取り入れた。ハイライトとして、各学習ユニットのサイクルの最後に行う

ビジネスケースの問題解決・意思決定などのタスクを課し、学習者・教師が協働で話し合

いで解決案を作るようデザインした。正答のない問題について、学びのコミュニティの参

加者である学習者と教師が、それぞれの違う経験や考えを話し合い、一つの解決策を導き

出すというプロセスは、自身の考えをお互いに伝えあい、聞きあいながら、自分の考えを

広げたり、深めたり、構築・再構築する対話のプロセスであり、他言語・多文化の人と対

話し協働する人材育成につながるものであると言えよう。 
 

3.3 ワークライフバランスプロジェクト 
 筆者はさらに新しい実践として、最近では内容重視の批判的言語教育（Critical Content- 
Based Instruction: CCBI）を取り入れたビジネス日本語教育の実践を模索している。CCBI
とは批判的：既存の枠組みを見直し、より良い未来・コミュニティを創ろうという姿勢・

考え方を育てようというものである。 
 この CCBI では主に二つの種類の学習があると言える。一つは「現状だけでなく、人の

意見や価値観、ひいては自分の価値観をいろいろな側面から捉えること、つまりクリティ

カルに分析するための技能とその知識の習得、またクリティカルな意識・視点・姿勢・態

度の育成…」（佐藤他、2015, p18）につながる学習活動である。これは、前述したように、

日本のビジネスに関する慣習などを学習する際、その文化・社会事情の背景にある考え方、

価値観、ビリーフを話し合い、考察することでつなげたいと考えた。例えば、「履歴書の書

き方」「名刺交換の仕方」など日本のビジネスの慣習をただ単に学ぶのではなく、日本と米

国、また学習者の国を比べて、そこから考えられるそれぞれのビリーフや当然だと思われ

ている考えについて話し合う。例えば、日本の履歴書では「写真」を貼り「年齢」「性別」

を書くことは当然だが、米国では全くありえないことである。そのような違いに対する気

づきから、このような情報がどうして日本で、米国で、あるいは学習者の出身の国で、含

まれる・含まれないのか、その背後にある価値観や考え方は何か、そして今まで自分が当

たり前だと思っていたビリーフについて話し合う。時には差別などデリケートな問題にも

触れることがあるが、学習者がお互いを尊重するよう言葉遣いや表現に気をつけながらも、

自分の意見を遠慮せずに言えるようなセーフスペースを作る重要性を伝え、コースの中で

話し合いを行っている。 
 もう一つの CCBI の学習活動は「自分の置かれた現状や社会に内在する社会的・慣習的

な前提を問い直し、その維持や変革に能動的に関わっていこうとする意識・視点・態度の

育成…」（佐藤他、2015, p18）につながる学習活動である。クリティカルに分析するだけに

とどまらず、自分がどのように良いコミュニティを作っていくかと能動的に考える学習活

動であるが、これは筆者が自身のビジネス日本語教育の実践に取り入れが難しいと悩んだ

部分だ。筆者が担当する学習者が日本企業や日本での就職を望まない理由はいろいろある

が、その中の一つは日本で働くことが魅力的ではないと思われていることである。世界的

に有名で優良な日本企業は多くあるが、大半の学習者がもつ日本の雇用形態・労働状況の

イメージや印象は必ずしもいいとは言い難い。そういう意味では学習者が考える日本のビ
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ジネスの問題点をどのように変革するかと考えることは可能なのだが、米国の大学生がほ

とんど知識や経験を持たない日本のビジネスの状況を「自分が置かれた現状や社会」と捉

えにくく、他人事のことになりがちで、表面的な批判に終わってしまうのではないかとい

う危惧があった。 
 しかし、数年の模索の結果、日本のビジネスの事情と学習者が自分の置かれた状況がつ

ながるものを学習することで、この種の CCBI 学習活動ができるのではないかという考え

にたどり着いた。そして、「ワークライフバランス」を取り上げることにした。「ワークラ

イフバランス」は労働状況と大きく関わるが、異文化摩擦を引き起こしやすい問題の一つ

だとされている。筆者の担当するビジネス日本語学習者たちも、日本人は長時間労働をす

るというイメージを持っている。日本人は、勤勉で真面目な一方、働きすぎで、残業が多

い、しかも違法であるサービス残業をすることもある。「過労死」「ブラック企業」など言

葉が過酷な日本の労働状況を示しているように、長時間労働は日本のビジネス社会の問題

だと考えられている。そして、このような日本の労働状況は、学習者が日本企業に魅力を

感じない点の一つでもあると言えるだろう。 
 しかしながら、長時間労働は日本だけではなく、米国にもある。近年の経済協力開発機

構（The Organization for Economic Co-operation and Development: OECD）は 2017 年、世界 38
か国中の 1 年の労働時間数を発表したが、米国は一人の労働者の一年の平均労働時間が

1780 時間で、1759 時間という調査国平均時間を上回り、1710 時間の日本よりもはるかに

多いとされている（OECD 2018）。このデータがいったいどのような基準で集められ、調査

されたのかは疑問だが、長時間労働は日本だけの問題ではなく、米国やほかの国でもあり

うるということを示唆していることは間違いない。 
 何より、ワークライフバランスの問題を選んだ理由はビジネスパーソンだけではなく大

学生にも関連があり、学習者が自分たちの問題として考えられるのではないか、というこ

とからだ。筆者の勤務校は上でも述べたが、米国のアイビーリーグ大学の一つであり、米

国の全州や世界から優秀な学生が集まる。しかし近年、大学内では学業のプレッシャーな

どが原因だと思われる学生の自殺問題が大きな問題になっている2。筆者が普段、見聞きす

る学生のイメージは、試験やレポートなどに追われ睡眠時間を削って勉強し、学業のプレ

ッシャーと闘っている姿であり、時には精神的に追い詰められた姿である。授業、勉強時

間、アルバイトの時間、クラブ活動など、すべて学生がしなければいけないこととしてい

る活動を「仕事」とすると、試験やレポート提出などがまだない、学期の始まりの時期は

1 週間に 40 時間くらいの「仕事量」が、試験やレポートの提出が始まる時期などになると

1 週間に 60 時間から 80 時間以上になることもあるらしい。そして、そのような 60 時間か

ら 80 時間以上の仕事状態は学期の大半だと言う。1 週間に 60 時間から 80 時間以上の仕事

量というのは、日本で一般的に考えられている過労死ラインを超える仕事量にあたる。こ

のような状況にある学習者に、日本社会の「長時間労働」を日本の問題としてだけ学ぶの

ではなく、自分自身の問題・大学生コミュニティの問題としてもとらえ、解決策を考えて

欲しいと思った3。 
このプロジェクトもまた協働学習を基本としており、協働作業を通して主体的に自分自

身のことを考えるという学習者主体の協働学習をめざしている。「学習者主体」とは問題を

発見し、解決できるのは学習者自身であるという理念で（細川 2008）ある。学習者主体の

協働作業について牛窪（2008）は「共有化」「個人化」のサイクルと提唱している。これは、

簡単に言うと、学習者が自分の経験や考えを他の学習者や教師と共有し、そのフィードバ
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ックによって、内省・学ぶというサイクルである。ワークライフバランスプロジェクトで

は、この「共有化」「個人化」のサイクルを取り入れ、1）学習者それぞれがあるトピック

について自分の興味のある観点をリサーチする（個人化）、2）それぞれのリサーチで分か

ったことを報告し、意見を話し合い、学び合う（共有化）、3）自分の状況について内省す

る（個人化）、3）自分の状況の解決策を考え、発表する（共有化）、という学習の流れをデ

ザインした。 
下の表に、ある年4に行った「ワークライフバランスプロジェクト」の活動手順を紹介す

る。ワークライフバランスの問題を米国・自分の国、日本、大学生・自分のコミュニティ

という順番で考えた。約 7 週間にわたってプロジェクトを行ったが、コースの学習として

ビジネスコミュニーケションの学習やビジネスケースを使った学習活動もしている。7 週

間の間、それらの他の学習活動と並行しながら行った。 
 
表 1 ワークライフバランスプロジェクト活動手順 

1 3 週目 
 
 

クラス外 自分の国の労働状況またはアメリカでの労働状況について、いろい

ろなインターネットサイトや本、論文などを使って、リサーチをす

る。レポートを書く。 
2 3 週目 

クラス 1 
クラス内 「アメリカ・自分の国についての労働に関することを話そう」 

自分のリサーチの内容をクラスで共有、話し合う。 
3 3 週目 クラス外 身近な人に労働状況や仕事観に関してインタビューし、レポートを

書く。 
4 3 週目 

クラス 2 
クラス内 身近な人へのインタビューについてのレポートのまとめを口頭で

発表し、お互いの感想を話し合う。 
 
「日本についての労働に関することを学ぼう」 
読み物「残業」ユニット（教師が用意した教材）を読み内容を理解

する。 
日本の過労死についてビデオクリップを見て内容を理解する。 
感想を話し合う。 

5 4 週目 

クラス 1 
クラス内 読み物「残業」ユニット（語彙・文法練習など言語練習） 

ビデオクリップ：マクドナルド「サービス残業についての訴訟」の

内容を理解する。感想を話し合う。 
6 4 週目 

クラス 2 
クラス内 インターネット記事「日本のホワイトカラーの働き方の特徴」を読

み、内容を理解する。感想を話し合う。 
7 5 週目 クラス外 日本の労働状況について、いろいろなインターネットサイトや本、

論文などを使ってリサーチをする。レポートを書く。 
8 6 週目 クラス内 日本人の人とクラスで日本の労働状況について話し合う。 
9 7 週目 クラス外 自分のコミュニティ・大学生のワークライフバランスの問題につい

てリサーチをする。レポートを書く。 
10 8 週目 

クラス 1 
クラス内 自分のコミュニティ・大学のワークライフバランスの問題について

話し合う。どうしたらいいか解決策も考える。 
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異文化摩擦問題まんが「ワークライフバランス」を読み、内容を理

解する。漫画に提示される解決策を理解する。その解決策について

どう思うか、他にいい解決策はないか話し合う。 
11 8 週目 

クラス 2 
クラス内 ワークライフバランスについて学んだことをまとめ、パワーポイン

トを使ってプレゼンテーションをする。お互いにフィードバックを

与え合う。 
12 9 週目 クラス外 ワークライフバランスプロジェクトから学んだことや考えたこと

をレポートに書く。 
 

簡単ではあるが、ある年に行ったワークライフバランスプロジェクトの学びについての

考察を述べておきたい。この年はプロジェクトの意義を考えたいと思い、クラスの活動の

一部を録音し5、学生のレポートなどを保存し、筆者の観察記録を取っている。 
まずプロジェクトで見られた学びは大きく二つあると考える。一つは日本の長時間労働、

残業についてである。当初、学習者は長時間労働や残業は日本の問題と考えていたが、プ

ロジェクトの途中に、日本だけではなく、どこにでもあるという意見に変わっていった。

また、長時間労働に対して最初の単純な否定的な意見から、チームのために頑張らなけれ

ばならない時がある、自分の夢を叶えるためには無理が必要なこともあるのだと、長時間

働かなければならない状況を複眼的に見るようになった。もし自分が長時間労働をしなけ

ればならない状況であれば、と考え、自分のために組織のために頑張る必要もあるが健康

や精神を病んでしまっては意味がない、周りと共に働きチームワークを大切にするが自分

の信念に沿わないことであれば、人と違うこともする勇気を持つことも必要である、など

の意見が話し合いでは出ていた。 
もう一つは自分自身の大学生活におけるワークライフバランスについてである。特に話

し合いではそれぞれが自分の意見や個人的な経験を共有した。高校の時は成績が学校でト

ップクラス、成績の平均がストレート A を意味する 4 以上の点6をもらった自分自身は頭

がよく成功者であると考えていたが、大学に入ると競争が激しく、自分より上の人間はた

くさんいて、自分が普通の人間、あるいはそれ以下だということを思い知らされる。ペン

シルベニア大学の学生はみな「全てが上手くいっている、私は素晴らしい人間だ」という

「ペンフェイス」（ペンシルベニア大学のニックネームである「ペン」と顔を意味する「フ

ェイス」を合わせた言葉）の仮面をつけ、上手くいかないことがあってもその状況を隠し、

不安な部分を出さない。だから自分だけができないのだと落ち込んでしまう。特に大学 1
年生の時は友達を作りたい、 勉強も頑張りたいと思いながらも、新しい環境で挫折を経験

し、追い詰められやすいという厳しい状況にあるという意見には皆が同意していた。 
解決策を考える段階では、それぞれの個人の経験からいろいろな意見が出された。弱音

を吐いてもいいということを学ぶ、自分が成功者でないことを受け入れる、人の目を気に

しない、自分を人と比べない、全てがうまくいかなくてもよい、自分の興味に集中して力

を入れるなど、などである。そして、友達同士で励ましあうように一緒に夕食をとったり、

先輩が後輩にアドバイスをするようなシステムがあればいいと話し合った。 
このワークライフバランスプロジェクトはまだ始めたばかりで改良しなければならない

点もあるのだが、学習者のプロジェクトのふりかえりリポートやコース終了時の聞き取り

によると、学習者はそれぞれこのプロジェクトに意義があったと述べていた。大学 4 年生
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のある学習者はこれから就職するにあたって、社会人となった時に仕事と自身の関係につ

いて冷静に考え行動していくことを考えたと言った。大学 1 年生の学習者は自分が特に考

えている悩みについて、学年としては先輩にあたるクラスメートから様々な経験や意見を

話し合ったことが非常に意味があり、励まされたと話していた。日本のビジネスの問題に

ついてリサーチし解決を考察するだけではなく、その問題を自分の問題に結びつけたこと、

そして、それ以上にクラスで自分の意見や経験を共有し、対話を重ね、自分の問題・自分

のコミュニティが抱える問題として共に解決策を考えていったことは、より良い未来を作

るために批判的に考えることにつながり、学習者にとって意義のある学習に結びついたの

ではないかと考える。 
 

4 おわりに 

 

 本稿では米国の大学でのビジネス日本語教育の例として筆者の実践例について述べた。 

日本で働きたい・日本企業に就職したいと考える学習者が必ずしも集まるわけではないコ

ース背景と他の価値観を持つ相手と協働できるグローバル人材の養成を目標としたコース

作りの意義や学習について紹介した。無論、日本で働きたい・日本企業に就職したいと考

える学習者がいるのであれば、就職支援のための指導やビジネスのコミュニケーションや

慣習についての学習に力を入れることは重要である。しかし、ただ単にビジネス会話・マ

ナーの習得というトレーニングではなく、米国の大学で行われるべきビジネス日本語「教

育」とは何かということを真剣に模索していくべきだと考える。 
 筆者自身がめざすビジネス日本語教育とは、異なる価値観を持つ相手と対話を行い現状

を理解するだけでなく、人の意見や価値観、自分の価値観をいろいろな側面からクリティ

カルに捉え、より良い未来を作るためにはどうしたらいいかを能動的に考え行動するグロ

ーバル人材の育成である。そして、そのようなグローバル人材の養成が平和な世界のため

の人材育成の一歩になってほしいと願っている。 
 
                                                 
1 筆者が開発したビジネスケースを用いたビジネス日本語の教材は「中級から伸ばす：ビジネスケ

ースで学ぶ日本語」として 2014 年, The Japan Times より出版された。実際の学習内容、アクティビ

ティやタスクなどはこちらを参照されたい。 
2 ペンシルベニア大学では 2013 年度から 2017 年度学生の自殺者が 14 人であり、2016 年度の 1年
間の自殺者は 7 人であった。学生の自殺は大学内でも最重要問題の一つと認識され、カウンセリン

グ他、学生へのサポートの強化が取り組まれている。 
3 近年、筆者の元学生が自殺し、また別の学生からはクラスを休んだ理由に精神的な問題をあげ死

にたいと考えたというメールを受け取ったこともあり、筆者自身がどうしたら精神的に追い込まれ

た学生の力になれるのか考えていた。そのような筆者の個人的な思いもこのワークライフバランス

を選んだことにつながったと思う。 
4 このプロジェクトについて後述するコースの様子から学習者を特定する情報を与えないために、

実施年の記述を避けている。 
5 このプロジェクトの意義を考える研究のため、学生の許可を得て、クラスでの話し合いや学生と

の面談を録音したり、学生のレポートなど保存した。学生のプライバシー保護のために学生を特定

しうる情報は記載しない。 
6 米国の大学入学の審査には高校の成績も審査対象になる。そして、例えばA（秀）を 4、B（優）

を 3 というように点数化し、成績の平均Grade Point Average: GPA）を出すのが一般的である。全教
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科がA であればGPA は 4 となる。しかし、多くの高校では、複数の学科で一般コース、上級のコ

ース、大学初級相当（Advanced Placement: AP）とみなされるAP コースがあり、上級のコースや

AP のコースでA をとると、難しいコースでのA の重みを考慮するために「プラス 1 点」が加算さ

れ、加重平均したGPA が出される。この加重平均したものが多くの大学で入学審査の対象となっ

ており、名門大学に入学する学生は高校の加重平均したGPA が 4 以上だった者が多い。 
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日本語中等教育シンポジウム 

Japanese Language Secondary Education 
Symposium 





ヨーロッパ中等日本語教育と CEFR－外国語教育の意義と世界市民の育
成 -- Secondary-level Japanese Language Education in Europe and 
CEFR － Significance of Foreign Language Education and Global 
Citizenship 
 
趣旨説明 

2015年度の国際交流基金の調査によると、世界の日本語学習者 366万人の約半数
を中等教育機関で学ぶ中高生が占める。中高生が全体の学習者数の中で最多である
という現象は、1990年代後半から変わっていない。そこで、公益社団法人日本語教
育学会は「日本語教育グローバルネットワークプロジェクト（GNプロジェク
ト）」として国際研究大会の場で中等教育段階の日本語教育について論じる場を設
けることを提案し、2016年のバリ大会からシンポジウムを企画・開催している。バ
リ大会に続くヴェネツィア大会では、大会開催地域のヨーロッパに焦点を当てる。
複言語・複文化主義を理念に掲げ、人が言語を学ぶ意義を示した「ヨーロッパ言語
共通参照枠（CEFR）」の下、この理念は教育現場でどのように実現できるのか、
中等教育段階において日本語を含む外国語を学ぶ意義はどこにあるのか、外国語教
育は世界市民（グローバル・シティズンシップ）育成にどのように貢献するのかに
ついて論じたい。基調講演には欧州評議会言語政策部門の特別顧問を務めるマイケ
ル・バイラム氏を、さらにアイルランド、ドイツ、ハンガリー、フランスから、専
門も所属機関も中等教育への関わり方も多様な実践者・研究者を迎え、多様な視点
から中等教育段階の日本語教育に迫りたい。 
 
Scientific Committee: シンポジウム企画委員会 

Yasu-Hiko TOHSAKU (University of California, San Diego, USA) -- 當作靖彦（カリ
フォルニア大学サンディエゴ校） 

Chisato OFUNE (The Japan Foundation) --大舩ちさと（国際交流基金） 

Executive coordinator -- 実行委員長:  
Sawako NEMOTO (Paris-South French-Japanese Association) -- 根元佐和子（パリ
南日本語補習校） 
 
特別講演 
The Educational Value of Foreign Language Learning（外国語学習
の教育的価値） 
Professor Michael BYRAM 
マイケル バイラム（ダラム大学 名誉教授） 
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Ms. Karen RUDDOCKカレン ラドック(アイルランド教育技能省ポスト・プライ
マリー・ランゲージ・イニシアティブ) 

「アイルランド中等教育における日本語教育の新しい方向性」 
New directions in the teaching of Japanese in second-level schools in Ireland 
 
Ms. Kaoru MATSUO 松尾馨 (ドイツ、シュタインバート・ギムナジウム） 

「ドイツの中等教育において CEFRの理念はどのように実現されているか」 
How are the ideas of the CEFR put into practice at German secondary schools? 
 
Dr. Noriko SATO 佐藤紀子 (ハンガリー、ブダペスト商科大学) 

「CEFRに準拠した日本語教科書『DEKIRU』とハンガリーの中等教育における異
文化間コミュニケーション能力育成の現状と課題」 
Japanese language textbook „DEKIRU” compiled in accordance with the CEFR and 
the current intercultural communicative competence development needs in 
secondary schools in Hungary 
 
Dr. Tomoko HIGASHI 東伴子 (フランス、グルノーブル・アルプ大学) 

「中等教育・高等教育・社会をつなぐ評価とは‐バカロレア日本語試験からの考
察」  
What is evaluation connecting secondary education, higher education, and society 
like? - consideration from the Baccalaureate Japanese Examination 
 
Dr. Jean BAZANTAY ジャン バザンテ (フランス国立東洋言語文化大学、INaLCO) 

「中等教育の日本語教師に今、求められるもの －教師養成の視点からの考察－」 
What is required of Japanese teachers in secondary schools - From the perspective 
of teacher education 
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CEFRに準拠した日本語教科書『できる』とハンガリーの中等教育における 

異文化間コミュニケーション能力育成の現状と課題 

 
佐藤 紀子 

ブダペスト商科大学 
 

要旨 
本発表では、異文化間コミュニケーション能力の育成は教材を開発することで実現できるの

かという視点から、現場の日本語教師に対して行ったインタビューを基に、異文化間コミュニ

ケーション能力と対話力の育成を目指してハンガリーで開発された日本語教科書『できる』の

使用の現状と課題を報告する。ハンガリーでは、2003年からナショナルカリキュラムにCEFR
が導入され、中等教育の外国語教育はCEFRに基づくことが原則となった。2011年に出版され
た同書は、複文化・複言語主義に基づき、言語能力と並行して異文化間能力の育成を重視して

いる点でCEFRに準拠した教科書と言える。『できる』は、2017年現在ハンガリーの中等教育
機関で広く使用されているが、インタビューを通じて、教育現場での『できる』の使用や異文

化間コミュニケーション能力、異文化間能力育成に関して様々な課題が見えてきた。 
 
【キーワード】 教材開発、異文化間コミュニケーション能力、CEFR、教材使用 
Keywords: development of teaching materials, intercultural communicative competence, CEFR, use 
of teaching materials 
 
 
1 はじめに 
 
 本稿の目的は、異文化間コミュニケーション能力の育成は教材を開発することで実現できる

のかについて、ハンガリーで開発された日本語教科書『できる』を例に考察することである。 
 ハンガリーでは、2003 年からナショナルカリキュラムにヨーロッパ言語共通参照枠 
(Common European Framework of Reference for Languages: Learning, Teaching, Assessment, 以下
CEFR) が導入され、中等教育の外国語教育はCEFRに基づくことが原則となった。これを受け
て、2007年から筆者を含む有志が国際交流基金の支援を受け、中等及び高等教育のハンガリー
語母語話者向けにCEFRに準拠した日本語教科書『できる』の作成に取り組んだ。教科書作成
にあたっては、欧州評議会 (Council of Europe) とCEFRが目指す複文化・複言語主義に基づき、
日本語教育が日本語と日本文化を媒介とした異文化間コミュニケーション能力と対話力を育成

する人間教育であることを教科書の理念とした（佐藤・セーカーチ2009）。 
 『できる』は、この理念に基づき、ハンガリーの日本語学習者が遭遇する日本語を通じた異

文化接触場面を課題遂行場面と捉え、課題遂行に必要な異文化間能力を育成するための知識や

方略、異文化に向き合う態度の在り方が各課の会話やタスク、クイズやコラムに盛り込まれて

いる。また、各課の冒頭で課題遂行に必要な能力記述が示され、課の後半でそれができるよう

になったかどうかをチェックするタスクや自立学習の課題が提示されている。 
 『できる』は一冊目が 2011年に出版され、2017年現在ハンガリーの中等教育で広く使われ
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ている1。本稿では、出版から7年を経て、各教育現場において同書の目的である異文化間コミ
ュニケーション能力の育成が『できる』を使用してどのように行われているのか、教科書の使

用実態を調査し、問題点や課題について明らかにすることによって、本教材が今後の異文化間

コミュニケーション教育の一助となることを目指している。 
 本稿では、まず、ハンガリーの中等教育の日本語教育を規定するナショナル・カリキュラム

と中等教育修了試験エーレッチェーギを概観した後、『できる』における異文化間コミュニケー

ション能力・異文化間能力育成のための装置を紹介する。その上で、高校教師に対するインタ

ビュー調査をもとに『できる』を通じた異文化間コミュニケーション能力・異文化間能力育成

の課題を明らかにする。 
 尚、本稿では、異文化間コミュニケーション能力 (intercultural communicative competence) を
Byram (1997: 73) に従い、コミュニケーション能力に異文化間能力 (intercultural competence) が
加わったものと定義する。また、日本では、”intercultural communication”という英語の用語に対
して「異文化コミュニケーション」と「異文化間コミュニケーション」という2つの訳語が定
着している。石井他（1996: 66）は、「異文化とのコミュニケーション」という意味を込めて前
者を使用しているが、本稿では「異文化に属する者同士が相互にコミュニケーションを行う」

という意味を込めて後者を使用するものとする。  
 
2 ナショナルカリキュラムにおける外国語教育の目的の変遷 
 
 ハンガリーの中等教育の日本語教育は、その目的および実際の教育内容に関して、教育省の

策定するナショナルカリキュラム (Nemzeti Alaptanterv, 以下NAT) によって規定されている。
NATの現代外国語教育の章は、2003年に欧州評議会の指針に従って改訂され、CEFRの熟達度
レベルが導入されると共に、外国語教育の目的の中に初めてCEFRの影響と思われる項目が盛
り込まれた（表1. 2003年度改訂版の項参照）。 

 
表1 ナショナルカリキュラム2003年度改訂版と2012年度改訂版で明記された 

「現代外国語教育の目的」に見られるCEFRの影響 
2003年度改訂版 2012年度改訂版 

コミュニケーション言語能力育成 
＊育成技能：四技能 
＊教育・公的・専門分野での言語運用力の育

成 
＊異言語・異文化に対する積極的な態度やモ

チベーションの形成 
＊生涯学習のための自立学習能力の育成 

コミュニケーション能力（言語能力・社会言

語能力・談話能力から成る）育成の重視 
＊言語能力獲得のために必要な育成技能 
 読む・聞く・話す・インターアクション・ 
 書く・仲介（翻訳・通訳）の六技能 
＊目標言語における教養と異文化間能力の育

成 
＊他教科の学習に際しての学習言語の統合的

活用 
＊ICTの活用能力育成 
＊自立学習のための言語学習ストラテジーの

形成 
－CEFRをある程度反映－ －CEFRにほぼ整合－ 

出典：243/2003. (XII. 17.) Kormányi rendelet. A Nemzeti alaptanterv kiadásáról, bevezetésérõl és alkalmazásáról. 
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Magyar közlöny. 2003. évi 147. szám. pp. 11367-11469. 及び110/2012. (VI. 4.) Kormányi rendelet.. A Nemzeti 
alaptanterv kiadásáról, bevezetésérõl és alkalmazásáról. Magyar közlöny. 2012. évi 66. szám. pp. 10680-10682. を基
に作成。 
 
 これは、従来の言語教育政策からの画期的な転換と見なされるが、育成技能として読む・聞

く・話す・書くの四技能が挙げられるなど、CEFRの影響が及んでいない点もあった。しかし、
この 2003年度のナショナルカリキュラムの改訂は、ハンガリーにおけるCEFR に準拠した日
本語教材の開発を大きく後押しするものであったという点で、重要な意味を持っていた。NAT
はその後2012年に大幅に増幅改定され、新たに外国語教育の目的の一つとして異文化間コミュ
ニケーション能力育成が明記され、育成能力はインターアクションと仲介（翻訳・通訳）が加

えられた六技能となり、NAT の記述は CEFR の理念にほぼ完全に整合するものとなった（表
1. 2012年度改訂版参照）。 
 
3 外国語中等教育修了資格試験 
 
 中等教育における教育内容や教育活動は、中等教育修了資格試験であるエーレッチェーギ試

験 (Érettségi nyelvvizsga) によっても大きな影響を受けている。ハンガリーでは、2005年に高等
教育の制度改革が行われ、外国語のエーレッチェーギ試験にCEFRの熟達度レベルが導入され、
B1レベルの中級とB2レベル上級という二種類の試験が実施されることとなった（佐藤2005）。 
 エーレッチェーギ試験は、ハンガリー教育庁によって実施要項が定められており2、外国語の

試験は、中上級ともに全外国語に共通して、読解・言語知識・聴解・作文・口頭試験という五

つのタイプの試験から構成されている。また、問題形式、評価基準、問題のトピックに関して

も全外国語に共通の基準が設けられている。ただし、日本語の場合、漢字の出題リストの他に

問題文と作文の字数に関して日本語独自の基準が設けられている3。 
 さて、ナショナルカリキュラムにおいて外国語教育の目的が異文化間コミュニケーション能

力育成と明記されているのであるが、エーレッチェーギ試験も学習者の異文化間コミュニケー

ション能力を測る試験となっているのであろうか。 
 本稿「はじめに」ですでに述べたように、異文化間コミュニケーション能力とは、コミュニ

ケーション能力と異文化間能力から成るものである。コミュニケーション能力とは、言語能力 
(linguistic competence) 、社会言語能力 (sociolinguistic competence) 、談話能力 (discourse 
competence) から成り立っている。一方、異文化間能力とは、Byram (1997) を引用した松浦・
宮崎・福島 (2012) によれば、「態度」「知識」「解釈と関連付けの技術」「発見とインタラクシ
ョンの技術」「批判的文化アウェアネス」から成るとしている（松浦・宮崎・福島 2012：92-94）
4。エーレッチェーギ試験において、上記のコミュニケ―ション能力及び異文化間能力が測られ

ているかどうかを正確に分析・考察するには、過去の問題を詳しく分析する必要があるが、本

稿では、試験のタイプ別配点構成や問題で扱うトピック、評価という観点からこの点について

検討してみたい。 
 表 2は、試験のタイプ別配点を示しているが、中級B1レベルでは言語知識の配点が他のタ
イプの試験のほぼ半分となっており、言語知識がそれほど重視されていないことがわかる。一

方、上級では、全てのタイプが同じ点数を与えられており、言語知識も他の技能と同程度重視

されている。 
 

TAKUYA KOJIMA
164



表2 全外国語共通の試験のタイプとその配点構成 
 中級B1レベル 上級B2レベル 
読解 33 30 
言語知識 18 30 
聴解 33 30 
作文 33 30 
口頭 33 30 
合計 150 150 

出典：http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/feladatok_2018tavasz_kozep/k_japan_18maj_ut.pdf 及び 
http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/feladatok_2018tavasz_emelt/e_japan_18maj_ut.pdfから作成 

 
 表3は、言語産出能力を測る口頭試験の問題別評価項目とその配点を示したものである。問
題 1「会話」では、中級の場合、総合得点 8点中、コミュニケーションの目的の達成・インタ
ラクション、語彙・表現方法の合計が4点、言語知識、話のテンポ・発音・アクセントの合計
が4点、上級の場合、総合得点 5点中、前者が 3点、後者が 2点となっている。一方、問題 2
では、中級のロールプレイ、上級の議論ともに、総合得点10点中、意見表明、論理的構成、イ
ンタラクション、語彙・表現方法の合計は7点、言語知識、話のテンポ・発音・アクセントは
3点である。問題 3のプレゼンテーションでは、中上級共に、総合得点 15点のうち、自立性、
論理的な構成、語彙・表現方法の合計が8点、言語知識、話のテンポ・発音・アクセントの合
計が7点である。以上のことから、口頭試験では、異文化間能力を含めた異文化間コミュニケ
ーション能力を測る観点が、ある程度考慮されていることがわかる。 
 

表3 口頭試験の問題別評価項目と配点 
問題1 問題2 問題3 

中級・上級：会話 中級：ロールプレイ 
上級：議論 

中級・上級：プレゼンテーション 

評価項目 中 上 評価項目 中 上 評価項目 中 上 
点 点 点 点 点 点 

コミュニケーションの

目的が達成されたか・

インタラクション 

2 2 意見表明・論理性・ 
インタラクション 

5 5 詳細さ・自立性・言いたい
ことを論理的に表明でき

るか 

4 4 

語彙・表現方法 2 1 語彙・表現方法 2 2 語彙・表現方法 4 4 
言語知識 2 1 言語知識 2 2 言語知識 4 4 
話のテンポ・発音・ア

クセント 
2 1 話のテンポ・発

音・アクセント 
1 1 話のテンポ・発音・アクセ

ント 
3 3 

合計点 8 5 合計点 10 10 合計点 15 15 
出典：

http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/nyilvanos_anyagok_2018tavasz/japan_nyelv_kozep_szobeli_ertekelesi_utm
utato_2018maj.pdf 及び 

http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/nyilvanos_anyagok_2018tavasz/japan_nyelv_emelt_szobeli_ertekelesi_utm
utato_2018maj.pdf から作成 

http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/feladatok_2018tavasz_kozep/k_japan_18maj_ut.pdf
http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/feladatok_2018tavasz_emelt/e_japan_18maj_ut.pdf
http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/nyilvanos_anyagok_2018tavasz/japan_nyelv_emelt_szobeli_ertekelesi_utmutato_2018maj.pdf
http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/nyilvanos_anyagok_2018tavasz/japan_nyelv_emelt_szobeli_ertekelesi_utmutato_2018maj.pdf
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 次に、試験で取り上げられる問題のテーマを見てみよう。2018年度試験実施要項5によれば、

問題のテーマは、①個人的な事柄、家族、②人間と社会、③環境、④学校、⑤仕事の世界、⑥

生活様式、⑦余暇・娯楽・文化、⑧旅行・観光、⑨科学技術、⑩経済という全部で10のテーマ
からなっている。中級と上級の違いは、中級では自文化の知識が問われるのに対して、上級で

は先入観や社会問題に対する対処や自文化と学習文化の対比が求められている点である。中級

で求められている自文化の知識は、自文化と学習文化とを比較する際に必要不可欠な知識であ

る。 
 以上、出題される問題のテーマや口頭試験の評価項目という面から見ると、エーレッチェー

ギ試験では、コミュニケーション能力と並行して異文化間能力を測る観点が採用されていると

言える。 
 
4 日本語教科書『できる』 
 
4.1 『できる』の理念と構成 
 中等教育以上の学習者を対象に2007年に開発の始まった『できる』は、2011年に『できる1』、
2012年に『できる2』が出版された。『できる1』はA2レベル、『できる2』はB1ないしB2 前
半を到達目標としている。『できる』は、学習者が、テキストやタスク、解説や観察、発見を通

して得た知識をもとに、両文化を対比し、異文化の尊重や異文化に対する寛容、他者との対話

力を養うという段階を経て、異文化間能力・異文化間コミュニケーション能力を身に付けるこ

とを目指している。 
 教科書の編集に携わった松浦・宮崎・福島は、2012年の論文で「Lázár他（2007）をモデル
に異文化間能力の育成段階として①知識→②対比→③態度という三つの段階を設け」、これらの

段階に合わせて、「『できる』一冊目では、主に異文化に関する『知識』の導入を主眼とし」、「一

冊目後半および二冊目では、自文化を内省し、『比較』することにも働きかけ、徐々に他者の視

点から分析し、他文化を尊重する『態度』を養うことも促す構成となっている」（松浦・宮崎・

福島2012：96）と述べているが、松浦・宮崎・福島と共に『できる』の開発に参加した本稿筆
者は、この記述に幾分の修正を加えたい。 
 『できる』では、一冊目で自文化と異文化の、主として「目に見える知識」の導入と比較を

通じて自文化と異文化を客観的に見る態度を養い、一冊目後半から二冊目で「目に見えない」

自文化と異文化を内省・比較することにより、他者に対するオープンな態度を養うことを促す

構成になっている。実際のところ、『できる』の大きな特徴の一つとして、一冊目第一課からテ

キストの会話や読み物が日本とハンガリーを舞台とした異文化間の接触場面から成っており、

練習問題やタスクの多くにも日本だけでなくハンガリーの地理や生活習慣、行事などの文化が

用いられている。『できる』では、一冊目から日本語の言語知識や日本文化の語彙と並行して、

これらハンガリー文化に関連する語彙を学んだり、日本文化だけでなくハンガリー文化につい

て観察や発見を促すような内容になっているのである。 
 各課は、教室内活動・フィールドワーク・自立学習という三つの異なる学習場面6を想定し、

3で述べたByram (1997) の五つの異文化間能力を、言語学習と並行して発展的に獲得できるよ
うに、様々な機能を持つ次の7つのコーナーから構成されている。 
 1) まず、課の初めにこの課で学習するコミュニケーションの到達目標である「Can-do目標」
を挙げたコーナーを設けた。学習者は、冒頭で該当する課の学習目標を確認できるようになっ

ている。2) 次に、文化に関する知識を導入し、異文化間の対比や気づき、内省を促す「異文化
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クイズ」がある。3) この後にハンガリー人と日本人の接触場面を想定した二つか三つの会話や
読み物が続く。4) テキストの後に言語知識の練習問題を配した。ここまでは、教室内での学び
が想定されている。次に、5) この課で学んだ知識とスキルを実際に試し、冒頭に掲げたCan-do
目標が達成できたかどうかをチェックする「Can-doタスク」のコーナーがある。ここでの学び
には、フィールドワークという位置づけをもたせている。6) 次に、インターネットなどによる
情報収集を想定した教室外での自立学習を促す「お持ち帰りタスク」のコーナーがある。そし

て最後に、7) 個人的な体験談や異文化間理解のための解説を盛り込んだ異文化コラム「カレイ
ドスコープ」を設けている。この他、4課ごとに10のテーマで「目に見える」日本文化を紹介
するコーナーがあり、また教科書の最後には全課の文法解説と語彙集が収められている。 
 また、『できる』は、2012 年に「美しいハンガリーの本コンテスト」教科書部門で最高賞を
受賞したが、それは、カラフルな本のデザインや数多くのカラー写真の使用の他に、若い世代

の学習者に親しみやすい、アニメ風の特注キャラクターを用いた挿絵が教科書全体に描かれて

いることも受賞の理由であろう。これも『できる』の特徴の一つである。 
 
4.2 『できる』の内容紹介 
 では、具体的に7つのコーナーを紹介する。まず課の冒頭にある「Can-do目標」の例として、
第一課「じこしょうかい」を見てみよう。ここでは、1) 初対面で自己紹介ができるようになる
2) 相手の自己紹介がわかるようになる 3) 趣味について話せるようになる 4) ひらがなが読め
て書けるようになる、という4つの学習目標が挙げられている。21課「ドーラの高校訪問」で
は、1) デモンストレーションができるようになる 2) ハンガリーの学校行事について紹介でき
るようになる3) 学校の紹介ができるようになる、というCan-do目標が設定されている。 
 次の「異文化クイズ」の例として、第一課の挨拶に関するクイズを紹介する。問題は「ハン

ガリーの人は初対面の人にどのように挨拶をしますか。日本の人はどうすると思いますか。一

番適当だと思うものに印をつけなさい。」 というもので、「キス」「ハグ」「握手」「お辞儀」「微
笑み」「合掌」という選択肢がかわいいイラストで描かれている。ここでは、自文化と異文化を

対比させつつ、初対面でも場面や相手の文化や地位によって対応が異なること、また「ハンガ

リーの人」「日本の人」とは誰なのか、国籍や民族の問題やステレオタイプを考えさせることを

目指している。30 課「学校新聞」では、「日本人にとってハンガリーには不思議なことがいっ
ぱいあります。あなたはハンガリーのことをどれだけ説明できますか。(1) 名前の日とはなん
ですか7。 (2) どうして申込書に母親の名前が必要ですか。(3) スペイン語とイタリア語はよく
似ていますが、ハンガリー語は何語に似ていますか。他にも、外国人にとって不思議だと思わ

れるものがないか、探してみましょう。」というクイズが出されている。このクイズも、学習者

に自文化と異文化を対比させる中で自文化に対する気付き（発見）や内省を促し、説明（発信）

できるようにすることが目的である。 
 次に、会話や読み物の例を見てみよう。30課「学校新聞」では、Can-do目標である「依頼の
文章が書けて、依頼を受けることができるようになります」「他の人と共同で作業ができるよう

になります」「ハンガリー文化について書けるようになります」を達成するために、テキスト1
では学校新聞への記事を依頼する会話文、テキスト2では記事を書く共同作業の会話文、テキ
スト3ではハンガリーの民族衣装についての読み物が提供されている。これらのテキストは言
語運用力と異文化能力の両能力を育成することが目的である。 
 テキストの次のページにある文法練習問題でも、日本とハンガリーの文化に対する気付きや

対比ができるように、練習問題の場面や語彙、文はそれぞれの文化を背景としたものが使用さ
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れている。たとえば、2課「ホームステイ」の練習問題 2は、テーブルに並んだハンガリー料
理と日本料理のイラストを見ながら指示代名詞を学習することが狙いである。 
 5つ目のコーナーである「Can-doタスク」の例として20課「ブダペスト観光」を紹介しよう。
この課のCan-doタスクでは、課のCan-do目標「日本人観光客の買い物を手伝うことができる
ようになります」「苦情を言うことができるようになります」「一つの物語の内容をまとめるこ

とができるようになります」が達成できたかどうかを確認するために、タスク1では市場での
通訳（仲介）、タスク2ではイラストで示された商品を店で交換するタスクが設定されている。
これらのタスクは、言語と文化の仲介能力の育成を目指したフィールドワークを想定している。

33課「料理」では、「外見から印象が言えるようになります」「マナーについて話せるようにな
ります」「料理について読んだり、書いたりできるようになります」というCan-do目標の達成
を確認するために、タスク2でハンガリーと日本の食事のマナーや習慣の比較や、外国人はハ
ンガリーで食事をする時にハンガリーのマナーを守るべきか否か、ハンガリーの食事のマナー

で必ず守らなければならないマナーがあるか、あるいはそれほど守らなくてもよいマナーがあ

るかどうかについて意見を述べたり書いたりすることが求められている。これらのタスクを通

じて、学習者が自文化を発見し、解釈したり関連付けたりする技術、すなわち批判的アウェア

ネスの能力を獲得することが目指されている。 
 6つ目のコーナー「自立学習」の例として33課「料理」を紹介しよう。ここでは自文化を発
見する技術と発信する能力を育成することを目指し、「日本や世界のいろいろな国の食事のマナ

ーについてしらべて、ハンガリーと同じところやちがうところをさがしなさい。それから、そ

れについてポスターを作りなさい。」という課題が課されている。20 課「ブダペスト観光」で
は、ハンガリーの民話の紹介が自立学習のタスクとなっている。 
 最後の「カレイドスコープ」と名付けられた異文化コラムでは、日本人とハンガリー人が実

際に体験したカルチャーショックなどの具体例がハンガリー語で書かれている。1 課「じこし
ょうかい」のコラムでは、初対面の挨拶として日本人でもお辞儀をする人と握手をする人がい

るというハンガリー人の体験談が書かれている。また、47課では、日系アメリカ人の父と中国
生まれの母を持つ日本人の語り手の日本語と英語、中国語に対する思いが書かれており、民族

や国籍、マイノリティについてクラスで意見交換をすることができる。カレイドスコープは、

ハンガリー人や日本人が個人的に経験した興味深い文化接触場面の出来事や異文化に関する解

説を提供し、学習者が読後にクラス全員で母語で意見交換しながら文化を捉える複眼的な視点

を学び、ステレオタイプを回避することを目標にしている。以上、『できる』を簡単に紹介した。 
   
5．ハンガリーの中等教育機関で教える教師に対するインタビュー調査 
 
 次に、このようにして開発された『できる』が実際にハンガリーの中等教育機関でどのよう

に使用されているのか、また、ハンガリーの中等教育において日本語教育を通じた異文化間コ

ミュニケーション能力の育成がどのように行われているのか、中等教育機関で教える教師に対

して行ったインタビュー調査について報告する。 
 
5.1 インタビュー調査の方法・調査項目・協力者 
 調査方法は、桜井（2002）を参考にし、半構造化インタビュー、対話的構築主義アプローチ
と呼ばれるライフストーリー・インタビューを用いた。調査協力者には、事前にインタビュー

の主旨を説明し、インタビューの了解を得た後で質問票をメールで送付した。調査期間は2018
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年2月から6月上半期、語りは許可を得て録音し、後で書き起こした。調査協力者のうち1名
は初対面であったが、実際のインタビューに入るとすぐに打ち解け、スムーズなインタビュー

を行うことができた。すべてのインタビューは、協力者が自由な語りを行えるように終始和や

かな雰囲気で進めることができた。インタビューの言語は、1名はハンガリー語、1名は一部ハ
ンガリー語、残りは日本語を使用した。 
 調査項目は、1) ハンガリーの中等教育において、異文化間コミュニケーション能力育成のた
めに、教師は現場でどのような活動をしているか、教室内と教室外で何をどのように、どのよ

うなタスクを与えて教えているか、2) 異文化間コミュニケーション能力育成のために『できる』
はどのように使われているか、3) 教師は異文化間コミュニケーション能力育成に関して何が難
しいと感じているか、4) 教師研修で取り上げてほしいことは何か、5) ネット世代、Z 世代の
高校生に対して異文化間コミュニケーション能力育成のためにどのような新しい教授法が使用

されているか、であった。 
 国際交流基金ブダペスト日本文化センターの2018年度調査8によると、ハンガリーでは2018
年現在11校の中等教育機関で日本語が教えられているが、今回の調査協力者は、中等教育機関
で教えている日本語教師18名（延べ）の半数にあたる7校9名で、8名がインタビュー（うち
1名は文書による回答とインタビュー）、1名が事前に送付した設問表に対しての文書による回
答であった。インタビュー協力者 8名の内訳は、教育機関での日本語教師歴に関しては、3年
が 1名、6年が 2名、10年が 3名、20年以上が 2名、「CEFRについて聞いたことがある」と
答えた教師は8名中6名、日本語母語話者は3名であった。 
 また、調査協力者が教えている機関7校のうち『できる』を使用している高校は、表4のよ
うに5校であった。 
 

表4 調査協力校7校の教科書使用状況内訳2018年現在 
日本語のステータス 教科書名（主教材、副教材） 学校数 

 
 

正規科目 

（主）できる 2 
（主）できる ＋（副）みんなの日本語 1 
（主）できる ＋（副）みんなの日本語  
＋まるごと ＋ Japanese For Young People 

1 

（主）みんなの日本語 ＋（副）できる 1 
クラブ活動 （主）まるごと 1 

（主）元気 ＋（副）まるごと 1 
 合計（『できる』使用校） 7 (5) 

出典：筆者によるインタビュー調査を基に作成 
 
5.2 インタビュー調査の結果 
 上記のように調査項目の範囲が広いため、本稿では、本稿の目的である「異文化間コミュニ

ケーション能力の育成は教材を開発することで実現できるか」に焦点を絞った分析結果をイン

タビュー協力者の語りの一部を紹介しながら示す。（以下、教師A氏はA、教師B氏はB、筆
者はSと表記する。） 
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5.2.1 教室内活動を通しての知識の習得・両文化の対比・内省 
 まず、「異文化間コミュニケーション能力育成のために、文化に関連する授業を行っているか」

という質問に対してA氏（教育機関での日本語教師歴20年以上）は、以下のように語った。 
 

A：『できる 1』にある日本文化（地理・気候、日本語の歴史、宗教、お祭り・年中行
事等）を説明し、「日本」を知る授業を行っている。 
 

これは、目に見える日本文化に関する知識習得のために教材を活用している例と言えよう。B
氏（日本語教師歴10年）も「異文化間コミュニケーションを意識しながら教えているか」とい
う質問に対して次のように語っている。 
 

B：・・・ 異文化理解、異文化間コミュニケーションという授業はやっていないが、
授業の一部は、必ずこういうことも意識しながら生徒に教えようとして・・・まずは、

この民族、この文化、この言葉は、私とすごく違うって考える前に、なんでこれをや

っているんだよ、どういうところが似ているんだろう、っていう意識を作り出したい

なという気持ちが強いです。 
S：今のお話を聞くと、考え方とか価値観とかをかなり意識していらっしゃる？ 
B：そうですね。『できる』っていう教科書は、いろんな文化に関係することが出てく
るんですから、それを利用して、・・・ちょっとお話したり、いっしょに考える時間は

絶対に授業の中に設けています。でも、これは長い時間じゃなくて5分から10分くら
いです。これは短いウオーミングアップみたいな感じですね。 
 

 B氏の語りからも、教材を活用して自文化と異文化に関する内省や気付きを促す機会を授業
の中に設けていることがわかった。B氏の活動は、異文化に対するオープンな態度を育成し、
批判的アウェアネスの育成を目指すものと位置付けられるだろう。以下のC氏（日本語教師歴
10年）の語りは、教材を別の形で活用している例である。 
 

C：『できる』の場合はそんなに難しくないんです。『できる』にはいろいろな会話と
文化のページがあるので、私たちはこれを勉強したらいつもこれに関する異文化理解

のこともできるだけ説明します。たとえば、・・・12 年生の場合は、敬語を異文化の
ことを説明しなかったら全然わからないと思います。だからウチ・ソトという表現と

か、どうして敬語を使うのか勉強しなければなりません。『できる』にも、学生もこの

ような会話を読んだらいろいろなわからないところがあります。いつもどうして仕事

の面接の場合はこのような質問があるかとか、どうしてレストランやお医者さんに行

ったとき、どうしてこのようなことをしなければならないかいつも聞いてみて・・・・・ 
 
 C氏は文法の習得には異文化の考え方や価値観を理解することが不可欠であると語り、異文
化間コミュニケーションを意識した授業に教材が役立っていることがわかった。次の語りは授

業の中で取り上げられる両文化の比較に関連したものである。 
 
S：ハンガリーの文化を日本語で説明することがありますか。 
C：いつもあります。X高校で日本のお祭りについていつも説明します。たとえば、3
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月 3日にはひな祭りについて話してみて、日本の文化の立場だけでなくて、じゃあ、
ハンガリー文化には女の人のためには何か祈りますか、何かしますか、節分の場合は、

私はいつも節分のことを説明して、そのあとは、ハンガリーのファルシャング9とかモ

ハーチのブショーヤーラーシュ10みたいなものを比べてみたら、たぶん学生はもっと

簡単にわかるようになります。だから私たちはできるだけ日本の文化だけではなくて、

ハンガリーの文化も例文として取って、全体的に話してみます。 
 
 上記の語りは、異文化理解に自文化との比較を用いている例である。他にも授業の中で文化

の比較を取り入れている教師がいる。 
 

D：（『できる』の中で）エーレッチェーギ（試験）のテーマみたいなときは、黒板に
日本とハンガリーと書いて、いろいろぐちゃぐちゃ言ってくるから、それを分けて、

整理するとか、そういうことはやっています。別にどっちがいいとか悪いとかは言わ

ないし、違うよねっていう、まとめたりはしますね。 
 
 D氏（日本語教師歴20年以上）の語りから、教材に出てきたテーマに関して両文化を比較し
ながら内省や気付きを促す活動を行っていることがわかる。その際、善悪の価値観から文化を

評価しないように注意していることもわかった。このように、『できる』を利用している教師と

のインタビューから、教材が自文化と異文化の価値観や考え方を比較したり、自文化への内省

を促したりする授業に活用されていることがわかった。  
 
5.2.2 教室内活動と教室外活動の連携による異文化の対比・内省・発信 
以下は、『できる』の異文化コラムの使い方についての語りである。 
 

S：カレイドスコープ（異文化コラム）はどんなふうに使っていますか。 
C：いろいろな方法があります。たとえば、ときどき学生は自分でうちで読んでみて、
次の授業に学生は話して、宿題として他の情報をわかるようになったら、これもクラ

スで発表します。・・・発表は、年齢によって違っています。9年生 10年生の場合も
発表があるんですが、これはハンガリー語でもいいです。でもできるだけ、聞いてい

る学生は日本語で質問しなければなりません。11・12年生の場合はできるだけ日本語
でしますが、専門用語はハンガリー語でもいいです。 
S：学生たちはカレイドに書いてあることについて自分の意見も発表するんですか。 
C：そうです。 
 

 C氏は、教材を活用し、教室内と教室外の活動を結び付けながら文化の発信に導く授業を行
っている。また、自立学習の形で観察や発見の成果を教室に持ち帰りクラスで共有したり、教

師によるフィードバックが行われていることもわかった。 
 

C：インターネットで、たとえば、ある有名なところとか食べ物とかいろいろなテー
マに関する絵を探してみたりとか・・・たとえば、仕事に関するテーマ、面接のテー

マで YouTubeでいろいろな簡単なビデオがあって 3～4人のグループは自分で見るこ
とができます。宿題としてもできますし、授業でもできます。私たちは質問を作って、
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このような質問に答えなければなりません。日本語の質問に日本語で答えます。全部

のグループが終わったら、グループは発表します。（グループは）YouTubeのビデオで
何がわかるようになったか説明します。 

・・・・・・・・・・・ 
S：『できる』の中にはハンガリー文化を紹介する箇所がいくつもあるんですが、授業
の中でハンガリー文化をどう取り上げているんですか。 
D：そこに出てきたテーマを、たとえば、町とか習慣とかだったら、一人ずつみんな
違う町とか習慣を分けて、来週プレゼンテーションをしてくださいとか、2 週間後に
ポスターを作ってくださいとか。それは宿題です。やってくることもあります。小さ

いポスターは結構作ってきます。プレゼンテーションもテーマによってはやってまし

た。 
・・・・・・・・・・・ 

E：（『できる』の）テーマがとても面白いものだったら、小さな 5 点を取るために、
次の授業で5分間、自宅で調べてきたことを発表できます。（以上ハンガリー語） 

 
 C氏、D氏、E氏（教育機関での日本語教師歴 6年）の語りから、テキストや異文化コラム
を読み物としてだけ利用するのではなく、自立学習として課のテーマに関連した情報収集を促

し、それを教室に持ち帰ってプレゼンテーションや意見表明、ポスター作りという活動をさせ

ていることがわかった。いずれの例でも、教材が、学習者の日本語での産出や言語・文化の仲

介能力を育成するだけでなく、両文化の対比を通じて内省や気づきを促し、知識・解釈と関連

付け・異文化に対するオープンな態度・発見とインタラクションの技術・批判的アウェアネス

を育成するきっかけを提供していることがわかった。 
 
5.2.3 日本文化体験や日本文化紹介のための教室外活動 
 次に『できる』を使用している4校の教育機関における教室外活動の例を紹介したい。 
 インタビューを通じて、これらの高校では「日本の日」や「外国語パレード」といった学校

行事で生徒自身が文化の仲介役として様々な日本文化を参加者に紹介する教室外活動を行って

いることがわかった。特にそのうちの1校では、生徒が主体となって地区の住民にも開かれた
日本文化を普及させるイベントを企画実行している。このような活動は、文化の仲介能力を育

成する活動例と言える。 
 インタビューの中で、昨年からブダペスト市内の教師が中心となって始まった新しい試みに

ついて知ることができた。その試みとは、従来各学校で独自に企画実施していた「日本の日」

を発展させ、各高校の「日本の日」に他校の日本語学習者を招いたり、他校の学習者と合同で

チームを作ってクイズ大会を開催したりするものである。これは、日本語学習を通じ、学校と

いう枠を超えて学習者同士が繋がるという素晴らしい企画である。 
『できる』では、異文化の紹介や異文化間・異言語間の仲介能力を育てるためのテキストや

タスクが提供されているが、上記のような教室外活動は、教材を活用した日々の教室活動で育

成された知識やスキル、態度を実践する場となっており、教材の目指す異文化間コミュニケー

ション能力育成の一環と位置づけられるであろう。 
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5.2.4 異文化間コミュニケーション能力の開発は教材で実現できるのか －『できる』の抱え

る課題 
 インタビューを進めていくうちに、複数の教師の語りから『できる』に関していくつかの課

題が浮かび上がってきた。その一つは、『できる』を使用していても、異文化間コミュニケーシ

ョン能力育成のためにそれをどのように使って教えればよいか悩んでいる教師の姿であった。 
 

E：どうやって授業中に文法も言葉もカルチャーも教えることができるか。短い45分。
45分で難しい。だからクラブでいろいろなイベント、基金から情報をもらっているん
ですけど、それ以外にも何かがあるとしたら、ぜひ学生たちといっしょに見に行きま

す。ですから映画を見に 2回行きました。花見も見に行きました。花見をしました。
それから茶道を見に行きました。 
 

 E氏は、45分という高校の授業時間の中で「文法も言葉もカルチャー」も教える時間がない
と語っている。『できる』では、既に述べたように、全ての学習を教師による授業という枠組み

だけに限っていない。学習は教室内と教室外のフィールドワーク、自立学習という3つの領域
で行われ、それぞれの領域で言語知識や語彙と並行してハンガリーと日本の生活習慣や行事、

地理や民話など文化の要素が学習できるように編集されている。では、E氏が教えることので
きない「カルチャー」とは何か。文脈からは、映画や花見、茶道など目に見える日本文化を指

しているようである。しかし、これらの日本文化は日本語教師が教室内で教えなければならな

いものだろうか。日本語教師は、伝統的日本文化全てに精通していなければならないのだろう

か。もちろん、多くの日本語教師が日本の伝統文化を身に付けており、授業の一環として教え

ている教師も多いが、全ての伝統文化に精通することは非常に難しい。21世紀の今、インター
ネットを使えば、自宅で日本の伝統文化を知ることも可能である。授業の中で行える活動は、

道具等の点でそもそも限られている。クラブ活動として異文化（日本文化）理解を中心に教育

活動を行っているG氏（日本語教師歴 10年）も「文化を教える」教師の役割について次のよ
うな悩みを語った。 
 

G：免許も持っていないのに、日本人ということだけで習字や生け花を教えてもいい
ものだろうか。・・・習字は小学校で習っただけなのでインチキの習字にならないか罪

悪感があって、教えるのには抵抗感がある。 
 
 上記2名の語りから『できる』を使用している・していないに関わらず、教室内で何を教え
るのか、教室内と教室外活動の連携や日本語教師の役割について話し合う機会の必要性が明ら

かになった。 
 また、多くの教師が、「授業にどのような文化的な要素を取り入れているか」という質問に対

して書道や折り紙、カルタや着付け、和食など目に見える日本の伝統文化を例に挙げていたこ

とが気になった。異文化間コミュニケーションにおける文化とは、自文化と異文化、目に見え

る文化と見えない文化を含むものである。環境問題や少子高齢化など社会的なテーマについて

語ってくれた教師はいなかった。文化の領域にはハンガリーや日本におけるこれらのテーマも

入っているはずである。 
 以下の語りも、文化の概念を曖昧にしたまま『できる』が使用されている現状を示すもので

あった。 

TAKUYA KOJIMA
173



 
D：家とか地理とか歴史、文字とかは異文化コミュニケーションじゃないですよね。
異文化理解と異文化コミュニケーションは同じなんですか。 

 
 目に見える文化はコミュニケーションと関わりのないものではないか、異文化理解と異文化

コミュニケーションは違うのかという率直な問いである。既に述べたように、「目に見える」文

化の知識も異文化間コミュニケーション能力の構成要素である。また、筆者は、異文化理解と

異文化コミュニケーション、異文化間理解と異文化間コミュニケーションは異なるものと考え

る。「異文化理解」には異文化の受容や寛容が含まれるが、異文化間の産出や発信は含まれない

と考えるからである。『できる』は日本文化という異文化の理解だけを目指す教材ではない。日

本語を通じて自文化と異文化の両文化の知識を習得し、異文化に属する人々とともに協働した

り対話したりする、すなわち異文化間でコミュニケーションを行う際のスキルやオープンな態

度を身に付けることを目的とした教科書である。インタビューの結果、この点が『できる』を

使用する教師の一部に理解されていないことがわかった。 
 以下の見解も、教材の理念や目的がよく理解されていないことに起因するのではないかと推

察される。 
 

B：（エーレッチェーギの）中級試験の口頭試験の評価では、文法が正しい、発音がき
れい、コミュニケーションゴールを果たしていればクリアできるから、正直、異文化

の方に重いところをおく必要はないんじゃないかとたまに思うんですよね。 
 
 実際のところ、エーレッチェーギ中級試験の出題テーマは、異文化ではなく学習者の身近な

生活や自文化に関するものである。語彙や表現方法などで異文化の知識はそれほど必要とされ

ない。特に、口頭試験では上記配点表にあるように言語知識や発音の割合が比較的高く、コミ

ュニケーションゴールも高度な社会言語能力や談話能力を必要としないものである。そのため、

中級エーレッチェーギ試験を受験する学生にとって「異文化に重きを置く」必要はないと考え

られるのも無理はない。しかし、自文化は異文化と比較してこそ、発見や内省、批判的アウェ

アネスを育成することができる。異文化の学習は自文化の客観的な分析や発見、発信に欠かせ

ない手段と言ってもよいだろう。 
 その一方で、以下の語りにあるように、まず最初は、自文化ではなく異文化の学習から始め

ると語る教師もいることがわかった。 
 

S：エーレッチェーギ試験では、文化の要素がかなり出てくるが、その面ではどういう
対策を取っていますか。 
A：『できる』で既に 2・3 課ごとに日本文化紹介の説明文があり、そこに来たときに
発表、とりあえず今はまだ 1年ですから、討論するほどの日本語能力ついていないの
で。でも、説明をすることはできるので、日本についてプロジェクターを使って日本

語でやっています。・・・グループが出来るほどの人数がいないので個人でやっている。

自分が調べたいと思った町について、調べてそれを発表したり。ハンガリーの町など、

ハンガリー文化は入っていない。まずは日本です。 
 

 このように『できる』を使っていても、自文化と異文化の学習をどう位置づけるのか、教師
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の間で意見が分かれていることがわかった。 
 以下の語りは、『できる』の意図が教師によく伝わっていない例を示している。 
 

D：いろんな外国人を比較する課があるんですが、クイズのところで、そういうのも
高校生に聞いてもわからないって言われたんです。特にX高校の子とかは、外国に行
く子があまりいない普通の家庭の人たちなので。あと、経験がない、少ない。大学生

は外国へ行ったり、留学生が来たりして、いろいろ比較できるかもしれないけど、（高

校生は）いろんな外国人を比較したりとか、コミュニケーションの違いを比較したり

とかまでは話がいかない。・・・・・難しいことは、学生に経験がないということで、

まあ、アニメを見たり、映画とかテレビとか、そんなYouTubeで見ては知ってるけど、
本当に実際に経験はないですよね。 

 
 D氏は、異文化を実際に経験する機会が少ない高校生にとって教科書のタスクを遂行するの
は難しいと指摘している。しかし、「異文化クイズ」の目的は、学習者が実際に経験したかどう

かに関わらず、家庭や学校、さらに社会などでそれまでに身に付けたイメージやステレオタイ

プについて考えること、アニメや映画、YouTubeの情報は正しいのか、わからないことや知ら
ないことを自分で調べたり、クイズをきっかけにクラスメートや教師と話し合ったりすること

を通じて内省や気付きを促すことである。D氏の指摘で明らかになったことは、「異文化クイズ」
が知識の有無を問う「クイズ」という形式を取ってはいるものの、実際の目的・意図はそうで

はないということが教師に伝わっていないことであった。 
 以下の語りも、教材の目的や意図、各コーナーに含まれている文化の要素が教師に見えてい

ない、教材の使い方がよく理解されていないという事実の指摘である。 
  

B：（『できる』は）すごいいろんなことをこの 1 冊の教科書に詰め込んだので、なん
でも入っているんですよね。～年間ぐらい使っていて、いろんな毎年気づきがある、

ああこれだあ、これすごい楽しいんだ、こういうのもあったんだねえ・・・ 
授業をどう進めればいいか全然わからなかったときは、・・・「異文化コラムをはい読

みましょう。そうですね、はい次のページ。」で終わってしまったんですよね。・・・

面白いねっていうのが書いてあったんだけど、このコラムで何をすればいいか、次の

ステップが何だかわからなかった。今は、そこから話を進めることもできますし、先

生がインターネットとかコピーとか持ってきて何か異文化理解につながるんですけ

ど、・・・ハンガリーで教えているすべての先生がすごい頑張っていると思うんだけど、

今でもすごい面白いエピソードとしてしか認識していない人もいると思います。 
  
 以上の語りから、教材開発に当たっては、教材の目的に合わせたタスクの意図や教え方など

を記した教師向けマニュアルの制作もきわめて重要であること、『できる』の教師用マニュアル

の制作が必要であることがわかった。 
 最後に、『できる』に直接関わるものではないが、異文化間コミュニケーション能力育成を目

指す教材開発全てに関連する課題を取り上げたい。 
 

C：学生はハンガリーの文化は一番いいと思っていますので、違っていることが「こ
れは変ですよね」「よくないんです」「問題だ」とよく思っていますので、私たちは、
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これはよくない文化ではなくて、違っている文化だと何回も説明しなければなりませ

ん。 
F：教師にとってチャレンジは、みんな自分の両親からもらった教育のおかげでけっこ
うひどい意見を言い出す子もいて、その子はちょっとチャレンジになるんです。・・・

直接相手について何もわからないで、あんまり何も考えなくて意見を言い出すのはち

ょっと問題になります。偏見のこともあるんですけど、今の若者の大きい問題は、世

界について興味も持ってないらしいと思います。 
 
 学習者のこのような自文化中心主義は、難民問題に揺れる最近のヨーロッパでは、C氏や F
氏（日本語教師歴 6年）に限らず、多くの外国語教師が直面する問題である。さらに B氏は、
正規科目として日本語が導入されている機関では、他の外国語が取れないため仕方なく日本語

を選択することになった学生もおり、日本語学習者全てが日本文化に強い憧れをいだいている

とは限らないと、説明している（B氏の語りから）。また、最近の日本語学習者は「アニメやマ
ンガ好き」が日本語学習の動機付けになっているが、アニメや Jポップ好きでも、考え方や習
慣、価値観となると自文化中心主義の学習者が多い。異文化間コミュニケーション能力育成を

目指す『できる』は、特にこのような若者達に使用してほしいとは思うが、自文化中心主義の

学習者を具体的にどのように指導するのかは教材には示されておらず、教師一人一人の創意工

夫に任されている。教材の開発にあたっては、教材マニュアルや研修会で学習者の自文化中心

主義をどのように克服できるのかという点も取り上げる必要があることがわかった。  
 
6．まとめ  
 
 以下にインタビューで明らかになったことをまとめる。 
 まず、『できる』使用校では、程度や質の差はあれ、異文化間コミュニケーション能力育成の

ための活動が行われている。『できる』は、若い学習者にとって興味深く面白いトピックが使わ

れていて便利であり、各コーナーを利用することで、異文化間コミュニケーション能力の育成

につながる活動が行いやすいという評価を得た。 
 その一方で、文化や異文化間コミュニケーション、異文化理解とは何かという基本的な概念

が曖昧なままで『できる』を使った活動が行われていること、また、各課のコーナーの意図や

使い方、文化的要素などが『できる』を使用している教師全てに伝わっているわけではないこ

ともわかった。さらに、自文化中心主義の学習者に対する指導の難しさも複数の教師から指摘

された。 
 以上、調査協力者の語りから、異文化間コミュニケーション能力の育成は、教師や学習者に

教材を提供するだけでは不十分であり、その実現のためには、「文化」とは何かなど異文化間コ

ミュニケーション理論の基礎や、教材のテキストやタスクの意図、教え方を示した教師向けマ

ニュアルの開発や、教師の役割についての意見交換や教育実践を教師間で共有する話し合いを

含む研修会を提供する必要があることが明らかになった。 
 
 
 
                                                 
1 国際交流基金ブダペスト日本文化センター（2018）「ハンガリー中等教育機関情報2」（未公開データ含） 
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2 エーレッチェーギ試験は2018年から新しい実施要項で実施されている。2017年までの実施要項に関し
ては佐藤（2016）参照。 
3 漢字の出題リストは2018年の新実施要項で追加され、中級が150字から200字へ、上級が313字から
500字になった。 
4 松浦・宮崎・福島 (2012) によれば、Byram (1997: 34) は、「態度」を「好奇心にあふれ、開放的である
態度・他者の意味・信念・行動に対する不信感、判断を保留する態度」、「知識」を「社会集団や文化に

ついての知識・個人社会レベルのインタラクションの過程についての知識」、「解釈と関連付けの技術」

を「多文化の文書、出来事を解釈し、説明できる能力・自文化の文書と関連付ける能力」、「発見とイン

タラクションの技術」を「文化や文化実践において新しい知識を獲得することができ、実際のコミュニ

ケーション、インタラクションの中で知識、態度、技術を操作できる能力」、「批判的文化アウェアネス」

を「批判的に、あるいは、自他文化、国の明示的な基準、実践、生産物にしたがって評価できる能力」

と定義している。 
5http://dload.oktatas.educatio.hu/erettsegi/nyilvanos_anyagok_2018tavasz/japan_nyelv_kozep_emelt_temakorok_201
8maj.pdf (2018.12.31. download) 2017年までの9のテーマについては、佐藤（2016）参照。 
6 Byram (1997: 64-70) に従い、教室は「教師の指導により構造的な知識やスキル獲得が期待できる場所」、
フィールドワークは「教育学的な構造と目的は教師により決められているものの、学習者のスキルがリ

アルタイムで試される」場所、自立学習は「学習者が一人でも思考を継続できる」場所とする。（松浦・

宮崎・福島2012：94） 
7 キリスト教のカレンダーでは1年365日全てにキリスト教の守護聖人の名前が割り当てられており、
正式には「聖名祝日」と呼ばれる。ハンガリーでは古くから、自分の名前と同じ聖人の日に、誕生日と

同じように、あるいはそれ以上に盛大に家族や友人たちからプレゼントをもらってお祝いをする習慣が

ある。 
8 国際交流基金ブダペスト日本文化センター（2018）「ハンガリー中等教育機関情報2」（未公開データ含） 
9 カーニバルの仮装パーティ。 
10 モハーチという町の伝統行事で、「なまはげ」に似た冬を追い出し春を迎える祭り。 
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� y��d6ſƏȸĝȊȌ¦ñ7ʋǱŷȐƢɲM�Ő5 80ļª¬ɴ´:Ȁ��2015ļ6Ą
ɷ¤ƶċɪ6ȼƗ17 2�¦Mɉ�Ƞƥ 1µ24-0�I��ǌĆ1C�ǱŷȐƢɲ1ɰȿ
!J0�IƦȣ6ſƏȸ`�d7?+ɻȡ5ɖ�.�&�ĕĝD]��f`��5Ê-0�

GſƏȸMı¿#ęBIĝȊȌ�Ĕ�	#�#�ɓļſƏȸ7Pr�DxnW_��43M

ə#�Ĕ�6ļĬȌ52-0ŐǍǛ5Ɏɓ4Ȫȸ54-0�0�I	(6*B��ĝ�ʋƘ

1ſƏȸMı¿1�4�0C�R�h�sko431ſƏȸ5ȩJ�ſƏȸM!?"?4Ņ

1ȔÓ6Ȫȸ�Źä�v�o��6�ɥ5%IȘȌCď�0�I	?*§Ŋ7��ǱŷȐȻ

Ǫ5��IſƏȸ\�d6ǚİC¡ŗ!JI 1	�6F�4ǌġMɍ?���ǱŷȐ6ƆƎ

5��IſƏȸĝȊ6ŘȉMÐȋ#�ʋǱŷȐ26ŪǂMǭƜǛ5¸H��0��őȡ��

I2ŕLJI	 
� ƏǬ17��ǱŷȐ5��IēĄȸĝȊMǐƺȀ�ĝȊ6ƋÖ6ȻǪ2#0µȇ/��Ǉ

5�ǱŷȐǻ Ɔ6ȴʊ1�IuX��P6ȳ¼ƳMə#0�y��d6ĝƘÚŀ5��I

ȪȸŷȐŶǳ�(6ƙľ5ƶJI CEFR 6ǍŔ�?*y��dǉȔ6ŷȐȧMȋĦ#..�
ɼ���kvȪȸ1�IſƏȸ6µȇ/���ǱŷȐ6ſƏȸĝȊ5ƭBGJIȒß�?*

ʋǱŷȐ<6ɛű5.�0ȋ�0@*�	 
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2� y��d6ȪȸŷȐŶǳ2 CEFR6ņɿ 
 
2.1� y��d6ĝƘŷȐ5��IēĄȸĝȊ 
� y��dĄƫŷȐǟ7 2017ļŻĝƎ�GēĄȸŷȐ6ŻŶǳMŞ,Ò#*	ŷȐǟ6��
�~�c17�CEFR6ŭĀ%I¦ǛÃɽʍķƫŖǣǮ�ǘŹä<6ɲŐʎ2ƢȒǛÃɽʍĄ
ĎMɊ�*ĭƛʎ�Ƥ6F�5ƃȭ!J0�I	�36ǐŌC�ǱŷȐ6ǻ Ɔ57Ĭ4�2

C 2�Ąȸ1`��r^�b���1�IF�54-0�4�J84G4�	(6ǜƠMɠ
ś%I*B5ȪȸŷȐ7���kvÍə6İƍ5ō�	īĝƘ 1ļǐ�G92.6ēĄȸ5
Ȧ#@�īĝƘ�GʋƘ?136�}�1Cñʂ16ġɌ�ÆÉ!JI	y��d6ǐŌ*

,6ēĄȸȒß6ø�7ÆÉ¢ʀ+	ȪȸĝȊ7ķƫŖ6ǣǮ�¦ƚǚİ��Ǖ<6Ȥɩ6

Ľ�H5��0�ȡ4µȇMèBI	?*y��dĄÏDēĄ16ȘȌ6ĭƛj��dMʋ

BI�ʍǰȌĕŘȰʎ	 
� y��d6ĝƘŷȐ17�ǯ 1ēĄȸ2ǯ 2ēĄȸ�ő¿ǩǜ�ǯ 3ēĄȸ�ɤŢǩǜʍő
¿ɤŢ?*7ȔǓɤŢʎ2#0ĝ=I��2017ļ6�6ŻŶǳ�G�ƁƎĝȊ2ǿȀǛĝȊ
6 2ǂ�Ńȼ!JIF�54-*	(#0�īĝƘ 1ļƤ�Gǯ 1ēĄȸɰę��ĝ 1ļƤ
�Gǯ 2ēĄȸɰęʍǯ 1ēĄȸ7īĝƘ�GǿȀʎ(#0�ʋƘ 1ļƤ�Gǯ 3ēĄȸ�
ɤŢòȒ24-0�I	 
�  
2.2� CEFR5ǀ$*�ǱŷȐ6ēĄȸX�Z��� 
� CEFR7�2000ļ6Ìȝ¬ɴŋ
5y��d6ŷȐǌč5ƹɗ#�CEFRMîƅ#*Ż*
4X�Z���ʍĝȊŦĪȡʁʎ�ôȪȸ1¸ś�Žț!J*	2005ļ 3ƌ6ğČʍBulletin 
officielʎ1v�U 1ʍƋÖ6 2ļɱ6ĝȊ{�]��ʎ� 9�Ąȸ5��0úǡ!J�2007
ļ 4ƌ6ğČ1ſƏȸ6v�U 12©6 9�Ąȸ6v�U 2��2007ļ 11ƌ6ğČ1ſƏ
ȸ6v�U 2�ǚȝ!J* 3	ōƒ6X�Z���26ĕ�4ɡ�2#0�CEFR6Įŀ�Ù
ɠǜƠ5ƃǤ!J0�I�2�(#0Źä6m���ÔHñ24-*ĝȊÏĤ54-0�I

2�� 2.�ŧ�GJI	 
� ôȪȸ6X�Z���7�ËȪȸÍə6ÜŹʍpréambule communʎ�Gę?H�(J5ċ
/�0Źȓä!JI2��Ņ54-0�I	�6ÍəÜŹ57��ǱŷȐ6ēĄȸĝȊ6ĕ

ȉ�ƃǤ!J0�I	Ñʂ57��ĝƘ6ēĄȸĝȊ6ŇÝ7mQ��U�c�6Š×ǷǦ

MȐś#�æ�ä!J*ȢżM#4�F�5%I�21�I	ēĄȸĝȊ7�ĔƟŖ<2Ȥ

ɩMĽ��ƇɞǛ¼Âȧ6ƞǴ<6ȞĞǛ4ȢżMòȒ5%I	(J5FH�ǐŌ5ǡǛ�

F:¦ɱǛ4ɂ�!M��I2��ǂ1ɨȡ4ŇÝMƔ*%�ʍǰȌĕŘȰʎ2ɕ=GJ�ē

ĄȸŷȐ�¦ɱŅś�ǡŖ6Ȑś5èBIŇÝ�Ńȼ!J0�I	?*��ǥ±ġɌ+�14

�Źä6ȑƈMǍȨ%I���ſĺǐƵ6�}�6ĝȊ+�17��4�	(6Źä6ǌġ�

F:�Źĝ�ȗȜ�²Ǿ�²ȹ436ŗÅǛÃɽMə#0�Ě»�(#0mQ��U�c�

5
Ʌ°�Iķƫ�54I*B5�òƣ4ŹäǛɡ�5Ƭ/�'�(J�¦Mɂ�5%I6

1�I�ʍǰȌĕŘȰʎ2��ʅ5�ȝɽǛ4ſĺ6¢ʀ6@4G&�Źä6ƻ�ÃɽMĝ;

�26ɨȡŖ�Ńȼ!J0�I	ÍəÜŹ17�ȪȸȒß2Í5ŹäȒß5.�0Cȶ#�

ɕ=GJ�2�5īĝƘ�Gę?-*Źä5ɲ%Iĝ:�ʋƘ1!G5ƻBGJI�26ɨ

ȡŖMŃȼ#0�I	 
� ËȪȸÍə6ȻǪ 26{�]��17��ȭ6F�5m��2�µm���ȮĠ!J0

�I	ĝļ�ɜA5.J0�ŤɃǛ4ƝŔ�ïHÊJGJ�Ƨó�ÿĝ�Źĝ�Ŷư43!
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?"?4ǩǜ2ɛű#..ĝȊ%I�2�ūė!J0�I	ʋƘƋǻƨɶ6�ÞȮ%Ițǃ

2đâ%I�Ǖ�2��ʀǜ5ù?JI 4.6ƝŔ��uX��PēĄȸȴʊ5��0ȳ¼
6ĨɃ24I	 
 

ƣ 1� �ƃĜƘ1ĝ´�C£EÒËƮâƔ1_}o,��_}o 
Ʊſ _}o ĺćǣ��_}oǤ 

�â 1�2øŀ �ƌ,ƺ�ĉ ģõŨŎ,ŨŎŧÐ 

ĝ´ų|ŃÀųǄũ 

ÍŦųėļ,ťä 

ĝâ|ƝƢ1Ǆũ 

�â 3�4øŀ 

ǣĭƉøǤ 

����,�B$� ġơ 

âĶ,ŷ� 

WMOzZ|Ǳǰ 

ƦƮ 

�Ɩ1ŲƤ 

ǞĶ 1øŀ ¦/Ũ�EƢ ƧĎǭǄũ,ğƎ 

ôìčČǭŞŰĉ,Ƽóč 

İĴ/)�*1{LYtzǭ°ƻ,ǂą 

ǞĶ 2�3øŀ 

ǣĭƉøǤ 

°ƨ1ơŚ,Ñ³ E

�Ů 

ŸƬ,ƞǏ 

Zm}Z,�ŏ 

ľ±1ÏĒ,ÿ 

ƽŁ1ƕ� 

 
2.3� Íəƕ5��IſƏȸ6{�]�� 
 
2.3.1� Ȫȸ`��r^�b��Ƶâ 
� ſƏȸ6v�U 17 2007ļŻĝƎ�G�v�U 27 2009ļŻĝƎ�Gɣǒ!J0�I	
ɼ���kvȪȸ1�H�CEFR 26ĨœŖCǌĆ>3ǣǮ#0�4�-*ƆƎ5�Íəƕ
6�Ǐ2#0ſƏȸ6{�]���¸ś!J*Řȉ7ĕ��	©6Ȫȸ2öƟ�ȍ�Ȓß�

Ȁ�0ȵ%Ȓß�ñʂR�h�P\b��Ȓß�ȺAȒß�Ɗ�Ȓß6 5.6šȒ 25�
ȒßȭɕŹ6Ņ1ŭǤ!J0�I	ȝ57�ȪȸƵâ6hR{�ǚȵº�ŹäǛȒß�ȸń�

(#0ŹƳ¢ʀ�ȭɑ!J0�I	v�U 1 6ñʂR�h�P\b��ʍË¶Ǜ4 Can-do
7��E-�H1Ȫ�Ů�43M#0b�{�5ǝ£țǃ�1�I�ʎ2ȺAƵâʍö�Ǣ�

b�{�4mZdo�ǍȨ1�I�ʎ6�ɥMº2#0�5ŭǤ%I	 
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� 1� Mz\}KRXtzŎ³ǣĕƆǤ 
 

 
Types 

d’intervention 

Exemples de formulation Compétences 
culturelles et 

champs 
lexicaux 

Compétences 
grammaticales  

Interlocuteur 1 
 

Interlocuteur 2 

Informations 
personnelles 
 

    

-identité �Ä¯2Ǯ� �  
-�+Ũ;F;�%�� 
Ż2iuzZ�+ �êí�J

2Ǯ 
ƭŨģ2�)+ ��� 

v}+ � 
�Ë+Ũ;F;�%� 
ģı�+ � 
 
1Į 4ģ+ �� 

Prénoms et 
noms de 
famille 
japonais 
Pays 
Nationalités 

Élément –+ 
ǥ&"
Qualificatif 

-famille ¡ý2�; �� 
�¡�J2�I�*�; �� 

2��Ü��; �� 
¡2âŨ+ � 

famille Nombres 

-âge Ü�J2���)+ �� 5ł+ � Âge Politesse (affixes 
et autres 
tournures) 
 

-adresse -�/�J+�; �� �Ǉ/�J+�; � Ville japonaise  
-cadre de vie  

-J.,�G+ �� 
 
Ǔ�.Ŭ+ � 

 Aspect duratif 

 
-téléphone 

 
ǑƬůÁ2�ů+ �� 

 
…ů+ � 

 
 

Interrogatifs 

 
-études 

 
�øŨ+ �� 
âĶ2-�+ �� 
�I²þ�*�; �� 
�)�CģıƮ1²þI�*�

EJ+ �� 
-�@(*âĶ7ơ�; �� 
-1�C���D; �� 

 
�â 2øŨ+ � 
æ1ƺ�+ � 
ģıƮI²þ�*�; � 
2 ø¯�C²þ�*�;
 � 
eZ+ơ�; � 
10¬�C�+ � 

École 
Année d’études 
Disciplines 
scolaires 
 

Particules 
finales 
Question 
elliptique en-
2"?"

 
-exprimer  
la possession 

 
Uzhs}\}IĖ(*�; 

�� 
Ƹ��D; �� 
ş��; �� 
�êǁ�I?C(*�; �� 

 
����Ė(*�;"J� 
 
2���D; � 
���~¶�; � 
ŅĮ 1ģ/ń�C 3¸©?
C�; � 

 
Objets de la vie 
quotidienne 
Animaux 

Verbes 
exprimant  
la possession"�
E��E�?(

*�E"
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� 2� ư=Ŏ³ǣĕƆǤ 
 

 
Types d’interventions 

 
Exemples de formulations 

Compétences 
culturelles et champs 

lexicaux 

Compétences 
grammaticales 

Textes informatifs 
simples 

" "  
 
Classificateur-
� 
Marqueurs 
temporels 
But de 
déplacement 
Successions 
Alternance 
Simultanéité 
 
Nominalisation 
simple 
 
Verbe .E 
Cause  
Opposition 
 
Structure -2-� 
Localisation 
 
Comparatif 
Superlatif 

-identité, famille, classe �'2 5�æĢ+ �¡ý� 3��; �Ý�
1�+�¡� 2�+ �Ż2�â 1ø+ �"

Famille 
Classe 

-récit d’une journée, 
actes quotidiens (lever, 
repas, transports, études, 
loisirs) 

"
"
Ņį 6ħ/ƶ�; �"
ÌĪģ2½&'/�(*�~Ƒ/ĦŭIƤ/ơ

�; �$1�,2~Ƒ/�ǚIǙ8E�,�

Ó�+ �"
ǔĹIƗ�.�C�ıIư<; �"
�<1ǌ/½&'1æ/ơ�;�%�½&',

�(�A/ñ+ǟIǉD;�%�ĩ�.(%�

C�eZ+æ+ôD;�%�"

 
Cadre de vie 
Activités 
quotidiennes 
 
 
 
 
Moyens de transport 

 
-informations très 
simples sur le Japon 

"
ģı2îË+ �Ří�%��J�D; �Í

ǒ?Ó�+ �ģı2�¿�Ó�Ë+ �ģı

�2<J.œō�ÕÚ�+ �Ǌð2�ò/�

D; �Ŋƒ/2�G�G.Ɯ�Æ�*�;

 �Ŋƒ2µŐƿ,'�(*,*?Ĩ�+ �

ģı�2żB�WzoIǙ8; �"

 
Géographie 
Population 
Climat 
Points cardinaux 
Introduction aux 
noms de lieux 
Habitudes 
alimentaires 

 
� R�h�P\b��6ǚȵºʍº 1ʎ7�ñʂȝǌ6Ǉŏ7ȝǤ!J0�G&�ɈĂŹ2
ǲ�6ŹĈ6ŭǤ+���īɢ��Çł43m��Ǜ5C�ĝǐ5Ɏɓ4ÏĤ54-0�I	

ȺAƵâʍº 2ʎ17�ſƏ¦7ƾƲ�ĕĘ���Ǩ5F�a��Mʆ=I�43�²ǾǛ4
dm�WhR{5ċ/�*ſƏ6ŹäǛȡǹCĪÊ!J0�I	 
 
2.3.2� ɼ���kvȪȸ6ǉȔŖʏǁě6ş� 
� ſƏȸ6X�Z���6ÜƊ�57��ſƏȸ6Źě¶Ǹ7Ǉ5ȟɹ1ȊŎ�ɺ#���ö

Ɔ5�6ǉȔŖ�y��d6ĝȊȌMʌ #0�I�2ɕ=GJ0�I	?*��6ĝȊ��

�ǐŌ6ɸ�ß�êĥ!�ǶHŃ!�ȭŚß43MȐś%I65ŇǮ.�2ƃȪ!J0�H�

ȘȌ�ſƏȸMĝ;�26ȷǡǛ�¦ƚŅś<6áƔ5Ȫí#0�I	 
� X�Z���7ËȪȸÍə6ƕÏ1¸ś!J0�I��ſƏȸ2�Ąȸ5ɲ#07�ǁě

ĝȊ2ȳ¼5ɲ%IǺ��ŦɫMŬɑ#*ğČ�ǇØ5ǚț!J0�I 4	ſƏȸ6ǁěĝ

Ȋ7Ƥ6F�5Ǻ��ŦĠ!J0�I	ʋƘ 1ļƤ�Gǯ 3ēĄȸ2#0ſƏȸMęB*č
õ7�1ļƤ6ǻLH?15�doÏ6 556ǁěMĝȊ�2ļƤ6ǻLH57Ȭ 90�(#0
Ƌǻļ5Ȭ 145ěMȊŎ%I{�]��1�I��%=0ðĤ6@�.?HƊ�4�0CȺ
N1ǍȨ1�J8F�24-0�I	�ż��ĝƘ1ſƏȸMǯ 1ēĄȸ�ǯ 2ēĄȸ2#
0ęB*čõ7��ĝƘ1ȷɁȒß6@1�-*ǁě�ŋ
5ǑÒȒßCƭBGJIF�5

4H�ȣĠ6ǁě�do5ǀ$0�ʋƘ6Ƌǻļ17�ǯ 1ēĄȸ2#07 505ěʍ�, 385
ě�ǑÒȒßʎ�ǯ 2ēĄȸ2#07 385ěʍ�, 235ě7ǑÒȒßʎ�ő¿1�I2ȣĠ!
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J0�I	�J�Ŋɕ%IuX��P6ȴʊ6ȳ¼5Cîƅ!J0�I	ŹäǛm���G

6ÔHñ2țâ�ŐP{��j�ɀLJ0�IX�Z���1��6F�5Ǻ��ȊŎǁě

Ÿ�ƯBGJ0�I67�ȢǠǞ#0Ȣ�I��Üɕ6F�5y��d6�ǱŷȐ17�ē

ĄȸĝȊ6ȷǡǛ�¦ƚŅśŇÝ5ɨ����J�ǁěĝȊ2��ƵâȔ¶�(6ĕÔ4ȡ

ǹ692.2ȋ�GJ0�I�22ɲɛ#0�I61�K�	 
 
2.3.3� Źäʀǜ�GÊIĝȊʏ�g�dº�G 
� �6P{��j17�W�e�mQk\4ɇźMŷƐ2#0¹ǒ%I�2�éÛ24-0

�I��ŷĹ<6ųů2#0�ʋƘ6ƋǻȻǪ6�g�dº�ȪȸØ5W��R�1ɳȥ1

�I 5	(#0�ôŷĹ7ƋǻȻǪ1ĝȊ%I 4 .6ŹäƝŔM�Ɵ
4Óɩ2��\!'
0Î¶Ǜ4ĝȊm��2ŷƐ�g�dMƯĠ%I	 
 

ƣ 2� ĝ´ųĺć,ǍƼ¬ǈ1� 
°ƨ1ơŚ,Ñ³ E�Ů 

4)1ĺćǣ��_}oǤ ǍƼ¬ǈ 

ŸƬ,ƞǏ 

Zm}Z,ƞǏ 

ÏĒ,ľ±1ÿ 

ƽŁ1ƕ� 

K}aǣûƅ�Ħŭ�ǔĹ�ƍŭ�ªŶǤ 

��,ƣƳ 

ŃÀ,ÍŦ 

ƦƟ,ƦƮ 

ĝâ 

Žâ,ĔƢ 

ŷ�â,ƊŒ 

 

� �6ŹäǛƝŔ2ɲɛÓɩ6PRnPu�\6�g�dºM��.��5ŧ�0@I	Ź

ĝ¸ý�pZ���h��ƅǔ6@4G&�ſƏ6īĝǐ��ĝǐø�6aRo���YD

Pr��m�xp��43ȘȌ5Ɏɓ4�g�dCȢGJI	 
 

ƣ 3� KM`KezR1v[}Z� 
�� 

_}o 

§�ų. 

_}o|¬ǈ 

ęķ�F*�Ev[}Z� 

ŸƬ,

ƞǏ 

��,ƚś 

 

 

 

 

 

ť�1KMbw

,ƞǏ 

―èŪçĀ	ģı�1ƚśƥ
:�

www.aozora.gr.jp/cards/000042/files/2510_13846.html, www.japonismus.com., ĸ¹

Ţƃ	ģı�1ƚśƥ
ƒĝ�Cť�Žâ;+
(1995), �Îŵâ	Ǡū�I

/B�
(manga, 2007), ǡŗĥ	Ô
(1990), iY_xg	Ǡū�I/B�
(2008), 

åðǜ	,.D1aay
(anime, 1988), Ã	ƐÖśƛŖŭĦŭ ÷ďšÂĐ:

J:�
(anime, 1994), Ã	?11�Þ
 (anime, 1997). 

― Ÿíā�ǅ	Ćşd]¥
(1987), ǡŋő	ÊƷ
(2001), Ū�ź×	vz

S
(1998), őŇï	ÅĊ
 (1999), iY_xg	iv}\}�æIƴ�
(2010), 

NHK	kyYNRa X
ĘĐƖ%'

 (bPsrz\v}, 2000-2005). 

ÏĒ, 

ľ±1

ľ±1�Ą� 

ĵ� 

― Philippe Pons, D’Edo à Tôkyô (1988). y��dȸaRo: 

http://geoconfluences.ens-lyon.fr/doc/typespace/urb1/MetropScient3.htm. ƮŜƓ¥ç
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ÿ  

 

Ùĉ,ľ± 

 

 

 

 

Đ�,ƹË�Ɠ

ē­ 

ǆʈ: www.edo-tokyo-museum.or.jp. Émission de la NHK Ȣ�IƧó : 

www.nhk.or.jp/syakai/rekishi. ĲĴɆ
ALWAYS ��ǜ6Ēſ� (2005). 

― ��·�	��;J
(1990) , Ã	pzn}1Ù
 (1992), TBS	�<2m

^a
(2003). ƈüǆ|őëƇƦǲËǗĝ´1ƭŨǲ: �

www.nhk.or.jp/syakai/dokiri/index_2012_004.html. ģı1�Ƌß��Č: 

www.chamberweb.jp/general_information/marriage. B�.�6<	ÕØ
(manga, 

2005). 

― �ŋÈŌ	2&�1Tz
, �H�'���	YfzS
, ǡŗĥ	Ô a

zcw
(extrait, 1990), Clint Eastwood, Letters from Iwo Jima, (2006). 

ƽŁ1

ƕ� 

ģı1¹ŲÇǖ ― eXia� ƙ¹Ų|Ġ��OcwQ}7 (http://e-shift.org), �ŋÈŌ	2&

�1Tz
(manga, 1973-1985, rééd. 1993), ĵ�ĠƗ¹Ų�ě¾ĲŤ	xlwǬ 

Źî ¹Ų�ě�ǎ�F%�ä
(2012), ĠƠ¨�	¹ŝ1à
(1952), Ã	Ƃ

�Źƀ�
(1959), ıÓêţÉǅ	VYu
(1954), ǡŗĥ	Ô
 (1990), Ã	¤

Į1Šƫī
(1991), �ĳĤ÷	ǡ�ǐ
(1989). 

 
3� uX��Pȴʊ�G6ȋĦ� −ƭBGJIȒß7·� 
 
3.1� uX��PƝȡ2ēĄȸȴʊ6Ņř 
� uX��P7�y��d6�ǱŷȐǻ ȴʊ�?*7ʋǱŷȐɜĝɇƚȴʊ1C�IĄģ

ȴʊ1�I	1808ļ5�ĕĝǼȅä5ɲ%IĸĄƳ«�5F-0ȮǮ!J0¬ƒ�ŴĠMȆ
Hɔ#ǌĆ5ȕ-0�I	ĕ?�57��ȖuX��P�šȜuX��P�ȏƛuX��P

5Ó�J��ȖuX��P7ǍǸ�ŹĝǸ�ǥ±ǩĝǸ5!G5Ó�J0�I 6	õƚǋ7

ļ
ʋ?H�1995ļ57 75v�e�o+-*6� 2018ļ 6ƌ7ȁõ1 88,3v�e�oʍ�
ȖuX��P 91,1v�e�oʎ24-0�I 7	 

� ēĄȸ6ȴʊ7�ǯ 1ēĄȸ�ǯ 2ēĄȸ�ő¿�ǯ 3ēĄȸ7ɤŢʍő¿ɤŢ�ȔǓɤ
Ţʎ1�ȁõśȃ5èBIƪǋ7`�d5F-0ǘ4I	ðʊĨɃȪȸ7 22�Ąȸ2Ĕĳ5
ƽH 8�ʋƘ1ı¿#0�4�0CȯòMð�0ȴʊ+�ð�I�2�1��ǉĝȌDuR

��Y�6ǐŌ7À¦ðʊM%I�2�1�I	?*�6�do¬ē6ēĄȸDćżȸCȯ

ò��J8ðʊ1�IòȒŖ��I	 
� ȴʊ7�ñʂȴʊʍɽȽŅŁ1ǚȝ2ɈǙœǲʎ�ȎȨȴʊʍȡƀMy��dȸ1Ɗ�ʎ�

(#0ǰȭȴʊʍȺȨǍȨ�ȝǌʎ6 3ǫʄ�G4I	ñʂȴʊ7Ə¦6ʋƘ1ŷĹ2țL
JʍǿȀĈȳ¼ʎ�ǰȭȴʊ7 6 ƌ6ȴʊƎɱ5ġŽ!J�ēɥ6ȴʊğ�Ũǂ%I	ǯ 3
ēĄȸ7ñʂȴʊ6@1�I	ǌț6bdm�17�ȶǺ7ǐŌ6uX��P6hR{ʍ�

Ȗ�šȜ�ȏƛʎ�ÓɩʍǍǸ�ŹǸ�ǥ±ǩĝǸ43ʎ�ɤŢ6ǫʄʍǯ 1�2�3ēĄȸʎ
5F-0ǘ4I	 
 
3.3  ſƏȸ6uX��Pȴʊ 
 
3.3.1  ñʂȴʊ 
� ǯ 3ēĄȸ6ËȪȸÍə6ðʊŅř7Ƥ6F�5ȣĠ!J0�I 9	 
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ŨĂ2 4)1��ĺć/Ǎ E_PZaǣªŶ.-+?B�ǤIŕ �*���ƪǝã�4,)ǃ5�ŨĂ

2$1_PZaI 20¬ŕ  E� 

¿ǕŲƣǣ10¬Ǥ|ƵűąƄǣ10¬Ǥ 

®ǀŵļǭA 2 

Ʃ�ǭw}jv^RI¼Ŝ�* 20řŔř+Ʃ� E� 

 
� ȴʊ6*B6ǀÄDŷĢÏƵâ5.�06w�o�ŭǤ!J0�IaRo1�ñʂȴʊ6

ơŲȴʊ6ɬɾn�hM��.�ȍ��2�1�I	36F�4Ņ6ǚȝ�ƭBGJ0�I

6��ġɷ5 A2 �}�6ðʊȌ736Ǫŀ�6F�4hd\�ɠś1�I6�MÎ¶Ǜ5
ȍ��2�1��ìȋ54I 10	º 37(6�¦6ǚȝM�ɥŹěä#*C61�I	ʍ���
7�ɘǟǖ�<� >7ȴʊğŇ6ŷĹ6ǚȵ	ʎ 
 
� 3� ¿Ǖƪǝ� ĽĚƪǝ1~�� ǭƏ�*Ǌ�Ƭ  
�ø�RuZ+�euhľ± pouvoir� /)�*�G�G²þ�;�%�euh;!�ňđħ�� euh,��_PZ

aIư<;�%�euh'A(,�.��.��+ �-�euh�?�G�+�%�euh%��J�¼ƕ/.D

;�%�ňđħ�2 euh 1603ø�C�euh 1868ø;+Ə�;�%�Ǌ�+ 0�euh ŀ/ euh 260ø euh Ə

�;�%�ǣƁǤeuh�1ģı1ǛǇ2ĵ�+ �-� euhňđħ�1ǛǇ2� euh �Ǉ� �Ǉ+�%�Euh Ö

Ŵ2� ?'GJ� �Ǉ�J+�;�%��…�æú�ăñæú,���� 1603ø/ňđ/öù�öùIǋ�

;�%��euhöù2º��+�%�euh…ǣŉǢǤ<2�>� euhÖŴ�ÖŴ2�euh…éƹ�ÖŴ1�C�+

 �+ ��C�ÖŴ19�� euhþ�+�%�euh+?�+?�euhéƹ�ËIŌ>*�;�%ǣ��;+

3¬ 06žǤ���(��;+ 10¬ 47ž)  +2ƋƲ1);D+ �<2�>�  euhH%�2ňđħ�/Ũ;F.

�* euhB�(%,Ĉ�; �<-��*+ �>� euh����H��H�+ �� <haha 2�>� ǣƁǤeuh

öù2�euhþ� euh �E euh �; euh� <��þ �; >� 2���� 

 
� ǚȝ6ƞś7�ƋÖ5�hȽȵƢȒ6ǚȵŹ�(#0ƋŊ5ǽȾ2#0ȔÓ6ȋ�Mɕ=

I2��ʅ5ŦĪ!J0�I6�L�Iʍ©6ǐŌC(6ɥÓ7>2N3ö$1�IʎÏĤ

Ǜ57�ƮŜƆª6�4ǇŏʍĻĿ�ĕ÷�ħĚį�ìã¤ª�Đɒĵā43ʎ5.�0Ǻ

��ȹƃ#0�I	ɒƫ�Ⱥ@Ɗ��Ʒ¦�43ȸń�(A2�}�174���A21ĝȊ
%IċƏǛ4ƞŹMʉ¹#..ñʂȹƃMț-0�I	.-�����F3@�?*ŹƳǛ

ɱɡ�CȢGJI��ǚȝȔ¶7ǍȨòȒ1�I	ȴʊğ26DH2H7�ćă43M@4

�Gȴʊğ�ƪɐǛǵæ4ɈĂM#�čõ5F-07ŹƳǛɱɡ�M�rh��]!'0�

I	uX��P6ȴʊğø�6ɇź57�ðʊȌMâŰ!'*H'&Ȕ¾Mť*'0�cm

Qz4ǷǦ1ț��2�2ƃȭ!J0�I	�cmQzȳ¼7CEFR6ȋ�ż2Cõ�	 
 

� 4� ¿Ǖƪǝ� ĽĚƪǝ1~�� ǭ@D,D 
ʍ�︎7�Ƃȼ6R�os�b��MǤ%ʎ 
ƪǝãǭǠ¢î1ÕÄ2  �1��ňđ;+ -�@(*ơ�;�%��  

Ũ� Ăǭ-�@(*�  

ƪǝãǭ2��-�@(*ơ�;�%�� 

Ũ� Ăǭeuh 

ƪǝãǭǘơĿ+ơ�;�%�� 
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Ũ� Ăǭ4�����Ł�*�;�%� 

ƪǝãǭŁ�*�︎� 

Ũ� Ăǭ�;�%�  

ƪǝãǭŁ�*�︎ �  

Ũ� Ăǭ/� ��;�%�  

ƪǝãǭ2��Ł�*ơ�;�%0 �  

��� 
 

� ſƏ6Źä¢ʀMȔÓ6ȪȚ1Ȩȹ%I2��Ƶâ7��ǫ6®¨Ƶâ2CȨɧ1��ĝ

ȊȌ6ȔŉŖ�Ȕ¾5.4�I	*+�ɽŪȴʊ2��ȳ¼6*B6¸GJ*č16Ƶâ1

�I	ĝȊȌ6vyV���d7�ûÙ4ǀÄ�ȂȊ�Ɖȭ5ċ/�0�H�(6F�4Ƒ

¯16ȳ¼7�Ȗ5ȋ�GJI{�yQbT�b��mdo27ǘ4-0�I	#�#4�

G��6F�4ȴʊŅř7y��d17 ��ȖǛ1�H �ŷȐŹäǛȑƈ5FIC62ȋ
�GJI	 
� ñʂȴʊ6ËȪȸÍə6��z�k\7�ǯ 3ēĄȸ6čõ��Ȁ�0ȵ%ʍ6ǂʎ��±
ȵ5ìà%Iʍ6ǂʎ��ȪȸǛƃǣ!�ðĤŖʍ8ǂʎ6 3.6ʀǜ�G4-0�H�(J
)J 3ƨɶ5ȳ¼!JI	º�8Ȁ�0ȵ%2��ʀǜ6Ƌʋǂ7���4Hr�P�dMù
N1ȵ'�m��6ɂ�!Mǐ�#*ǚȝ54-0�I�24-0�H�A26�}�Mɉ�
IC61�I	 
 
3.3.1 ǰȭȴʊ 
� ǰȭȴʊ57ŹƳDȸńMĂ�Ăʃ74��ȺȨ2¸Ź6@1śHǮ-0�I	ȺȨĂʃ

57ʋƘ6ƋǻȻǪ5ŦĠ!J0�I 4.6ŹäƝŔ63J�5ɲɛ%ImZdo�¹LJ
I	ȴʊƆɱ7ǯ 1ēĄȸ7 180Ó�ǯ 2ēĄȸ7 120Ó1�mZdoMȺN16ǍȨĂʃ
ʍ10ǂʎ2ɲɛm��5.�0mZdoMƊ�'Iȝǌß6Ăʃʍ10ǂʎ1�I	ɟë6Ò
ʃmZdo57¬�6F�4C6��I	 
 
�Ǫ� ģıƮ/Ǎ�*1ĝ´_}o,ƾ»«ǖ_PZa� 
Ƃ 2ÒËƮ 

�bu�?J�� �  � � �  � � 	
 � ƽŁ/)�*1ƕ�ǣ2018Ǥ 

�fv1 �xZauz�� � � 	
 � Zm}Z,�ŏǣ2017Ǥ 

���>1Ļƻ�� � � � � � � 	
 � ľ±1ÏĒ,ÿǣ2016Ǥ 

ƂǧÒËƮ 

��1ĄIª yn^a|AI BO�	
 � ƽŁ/)�*1ƕ�ǣ2018Ǥ 

�d}i1Ż+��1�.�� � 	
 � Zm}Z,�ŏǣ2017Ǥ 

�Ûċ�� � � � � � � � � � � 	
 � ŸƬ,ƞǏǣ2016Ǥ 
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�ǫ� 2017øÇǖ 

 
 
 

  
  
� ��\/�!J*ŹäƝŔʍ��17�d~�d2¤ƶ�ʎ�ƃȭ!J0�I61�ðʊȌ

7�36ŹäƝŔ2��\!'0¸ŹMƊ�8F�6�ǣȷ%I�2�1�I	?*�mZ

do7W�e�mQk\4C66¹ǒ�ŦǤ!J0�H�ǯ 2ēĄȸ5ɲ#07ĔĬ6��
Ro7ȷBGJ0�I	ȝǌß6>�7Ƥ6F�4{��{o5ō�	 
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ƂǨÒËƮǣǯǧǤ2017 

~)_}oIǃJ+�ǩǦǦá+Ĭ�.��� 

ǧ� ģıǙ�ŐÒ+j}q/.(%12.#&,Ĉ�; ��ģıǙ/2-J.Mr}Y��D; ��ƚ� � �  

� � ¬��ǝ�%ģıǙǣǙ8%ĞŦ��(%ĞŦǤ?ƕ�*�Ĭ�*�&��� 

Ǩ� ŐÒ+�ņ�«%12ģıǙ3�D+2�D;"J�ģıĝ´+Sy}ew´�%?11��C�Ú� 

� � .�I��*�$F/)�*Ưĥ�*�&��� 

 
� ȳ¼7��z�k\Mìǅ#4�Gț�	4.6ʀǜ5Ó�J0�H�ɦǂ7 4Ó6�&
.1�I	 
	
 hd\ɠś� �ɄŖ�  � � ʍ10ǂ� 2,5ǂʎ 
	
 ǰȭ� ǁě2­÷�      ʍ10ǂ� 2,5ǂʎ 
	
 ȪȸǛƦǣ!� ȸń2ƞŹʍ10ǂ� 2,5ǂʎ 
	
 ȪȚ6ɂ�!� ȸń2ƞŹʍ10ǂ� 2,5ǂʎ 
 
� ǯ 2ēĄȸ6��z�k\ʍB1ʎ17�hd\ɠś� �ɄŖ�6Ƌʋȳ¼ʍ2,5/2,5ʎ7�Ï
Ĥ5��0CL�HD%!5��0C%=06hd\�ÈÓƿɋ6ț�Ņ1ɝț!J0�0�

ȔÓG#!MÒ#ŹäǛÃɽ5CɣÔ5Ȫí#0�I	�ɄŖ7%�5L�I	æ4IȈÕ

174��Ķ@1ȔǄ�ƞś6ĵĖ�L�I�2�ǉȔŖ�ŹäǛ�yT��d<6Ȫí�

�ɄŖ�Ǉ5ƭBGJ0�I	2Ǘǜ6ʀǜ1�I�ǰȭʍǁě2­÷ʎ�7ſƏȸ6mdo
ǉȔ6C61�I	Ƌʋȳ¼ʍ2,5/2,5ʎ7��¹LJ0�IË06ǑÒȣĠǁě�Ʀ#�Ɗ�
J0�I	�do¬ē6ǁěM¹�2��j���cM#0ɱɡ�0#?-0CƼǂ7!J

4��2!J�ȣĠǁěʍǯ 2ēĄȸ6čõ7ǑÒǁě7 235ěʎ�ȔÓ6¸Ź5Ò0�I
čõ7�Ë0ǁěM¹-0ɱɡ�&5Ɗ�őȡ��I	Ĭ#ɱɡ�J8(6�6ȳ¼ʍ2/2,5ʎ
�ǑÒȣĠǁě6>2N3�Ʀ#�ǁě1Ɗ�J0�I	Ɗ�ɱɡ�CĬ4�L�HD%�	

�47Ğǎ5Ɗ�0�I�54I	�6F�5Ǻ��ȣĠ��I*B�ȴʊğCŨǂƆ5ǁ

ě¹ǒ5.�06jTk\�őȡ1�I	ƋŊ6 2.7ȸń2ƞŹ5ɲ#01�H�¸Ź7
4Ó6 3�ȪȸǛǡɁ6ȳ¼54-0�I	 
 
4� ?2B� −ǿȀǛ4ȳ¼MB"#0 
 
� ƏǬ17�Ɵ
4ŷȐǟ6ÌŁŹƊ�X�Z���6ÜƊ��?*uX��P6ȴʊŅř

Dȳ¼Ƴ43Mə#�y��d6�ǱŷȐȻǪ6ēĄȸŷȐ5Ǝň!J0�IȡǹMũ-*	 
� ?&�śɭɟǪ5�IȘȌ5Ĩ#0ȷǡǛ�ǡǛȒß½ɜ2¦ƚŅś�Ńȼ!J0�I�

25ƴǜ#*�	�J7�ǘ4IŹä�ȪȸƞɚDȸǒȾǛǇŏ43MǚȢ%I�25F-

0�ȤɩMĽ��ŕȋ6ƖɏŖMʇ�2��ǜƠ5Ȅ�-0�I	 
� ?*�Źä6ŤɃǛ4ƝŔMÎ¶Ǜ4Źäm��5��\!'ĝ;2��P{��j7�

ȝɽǛ4Źä¢ʀDdm�WhR{Mɉ�*ŕȋß6Ȑś5ǽ:.�	!G5�W�e�m

Qk\4�g�dMǒ�I2��P{��j5FH�ŷƐ6�Ǖ5ɯ"!JI�24��·

G�6Ņ1ǥ±26ǽ:.��1�I	�J�ķƫŖ6Ȑś2ɨ4I	?*�ſƏȸ6�g

�d�y��dȸ6�g�d43Mʉ¹#0�!?"?4Ȫȸ�ÍĜ%IȟȪȸd~�d�

ƞǴ1�I	?*Íə6ƝŔM�ȟŸ6Ȫȸ1ĝȊ%I61ôǐŌ7ȟŹäd~�dCƞǴ

%I�2�1�I+K�	(6F�4Řü17�?!5ȟŹä�ȟȪȸǛȒßMȐ0IòȒ
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ŖMť.P{��j+2��I	 
� ȳ¼Ņř�GȪ�8�W�e�mQk\4ŷƐM¹-0�ƪɐǛȟɹ4¢ʀM�ŝť,6

ȪȸǡɁMʉ¹#0��¦1ɭ�ȵ%Ȓß�2�®¨%I�Ȓß7�do�mc�M½ɜ#�

Ȕ¾M.�ǥ±ìà6*B6ǀÄ2#0ɣ#*Ƶâ1�I2��F�	*+#�ȳ¼!JI

ȪȸƵâ���ûÙ4ǀÄM#0ǚȝM%I���ȽȵƞśMȋ�0ɭ�Ȁ�0ȵ%���ǚȝ5

.�0DHïHM%I�ʍȴʊğ6ɈĂ5ǲ�Iʎ5ɵGJ0�I	�6F�4ȴʊŅř7�

y��d6ŷȐŹä�ȑƈ54-0�I2ȋ�GJI	 
� �6F�5��ǱŷȐȻǪ17�ſƏȸĝȊ5F-0ôȔ��*2�ǯ 3ēĄȸ2��ī
!4ʁĉ1�K�2Ȫȸ�v�o��MƞǴ#�ǥ±ìà<6ÊHñM¸-0�I2ȋ�G

JI��(J�ʋǱŷȐ�!G57ǥ±5Ò0�GCǿȀ%I*B57��ǱŷȐ1Ċ-*

ǡɁ�ȋĦżƳ�do�mc��Ȕ¾43MǿȀ#0´8#0ț��2�ĕÔ1�I	ĕĝ

1ſƏȸ�ſƏŹäM�ĩŵ2%Ičõ7�ǡɁ6ĩɮŖD!?"?4dZ��őȡ54I

��ſƏȸMɤŢǩǜ2#0ïIčõʍĕĝD]��f`�17(6hR{6ĝȊȌ�ąÁ

Ǜ5Ĕ�ʎ�ôĕĝ6X�Z���5õL'0Ȫȸ`��r^�b��ȒßMĽ��́ 8#4

�GC�ȟŹä�ȟȪȸȒßMŘɁǛ5ʇś#�º�8ſƏ6Źä¢ʀ5.�0ôȔ6Ȫȸ

Ȓß5õL'0Ȩȹ#*Hȵ#õ-*H%I2��P{��j�ȳ¼��I2F�+K�	

�ƄſƏȸMD-*�2��I�%-�HŒJ0#?-*�2��ʅ5�v�o���Gţ

Ʃ#0#?�6174���Ʉ#*P{��jMț��25F-0�ĕĝåƛŊC�ɼ��

�kvȸ1�IſƏȸ6�UZdv�o���žȊȌ�2#0�ǧǛ4č1�-0CȟŹä�

ȟȪȸd~�d16yOb�m�h���nQU�h�2#0ǥ±ìàM%I�2�1�I

6174�+K��	 
 
 
ȱ 
1� ɻȡ�ďĕ#0�*�ǱŷȐ5��0�2017 ļ�GſƏȸ6�ǱŷȐŷþɣƦȲƊïŎȴʊ
ʍCAPESʎ�Žț!JI�254H�§Ŋ�ǱŷȐȻǪ5��IſƏȸŷȐ6ÈġCƎň1�I	 
2� ĄƫŷȐǟ6ēĄȸĝȊ5.�06���~�c 
�  http://www.education.gouv.fr/cid206/les-langues-vivantes-etrangeres-et-regionales.html 
3  B.O. hors-série n°6. 2005ļ 8ƌ 25ſ� 9�Ąȸ6v�U 1Ìɰ 

    B.O. hors-série n°7. 2007ļ 4ƌ 26ſ� ſƏȸ6v�U 12©6 9�Ąȸ6v�U 2Ìɰ  
    B.O. n°32. 2007ļ 9ƌ 13ſ  MENE0760691A  ſƏȸ6v�U 2Ìɰ 
 4  B.O. n°32. 2011ļ 9ƌ 8ſ� ǁě5ɲ%IğČ  
 5  ƋǻȻǪ16�g�d6PRnPu�\2uX��P6*B6ǀÄ2ơŲȴʊʍȪȸØʎ 
    http://eduscol.education.fr/cid65776/ressources-pour-le-cycle-terminal.html 
 6  ĩŵ`�d5Ó�J0�Iǌț6uX��P7 2021ļ5ø�0Ŵȫ�úǡ!J0�I	   

   http://eduscol.education.fr/cid126665/vers-le-bac-2021.html 
7  2018uX��P6ǽƔ 
   https://fr.statista.com/infographie/12903/zoom-sur-la-reussite-au-baccalaureat/ 
8  uX��P6ðʊĨɃȪȸ� 22�ĄȸʏpRlȸ�șȸ�ǌªƠǀP�xPȸ�P��rPȸ� X
��cPȸ��Ąȸ�n���\ȸ� d~R�ȸ�yQ���pȸ�ǌª[�b�ȸ�|z�Rȸ�
Rh�Pȸ�ſƏȸ�W��iȸ�t�SURȸ�~�bPȸ�����pȸ���oY�ȸ��b

Pȸ�dU�n�ȸ�o�`ȸ�}oq�ȸ�  
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9  Épreuves de langues vivantes Foire aux questions (février 2014) MEN/DGESCO 
http://cache.media.eduscol.education.fr/file/Ressources_d_accompagnement/56/3/FAQ_LV_05032013
_247563.pdf 
10  ȱ 5ìǅ�  
 
�ìȋŹǊ� 
Bourguignon, C. (2010) Pour enseigner les langues avec le CECRL, Delagrave.  
Tagliante, C. (2009) L’évaluation et le cadre européen commun, CLE. 
 
�ìǅaRo� 
Ąɷ¤ƶċɪ (2016)�Ƹē6ſƏȸŷȐ6ǌǈ� 2015ļŀſƏȸŷȐƢɲȼƗ�. 
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/survey15.html 
AEJF (y��dſƏȸŷĹ±) http://aejf.asso.fr/?lang=ja 
AJE-CEFR{�cT\o(2011-2016, AJE)� ȳ¼ċǀ]��{ ČúƊ 

http://www.eaje.eu/ja/project-cefr �  
B.O. hors-série n°6. 2005ļ 8ƌ 25ſ� 9�Ąȸ6v�U 1Ìɰ 

http://www.education.gouv.fr/bo/2005/hs6/default.htm 
 B.O. hors-série n°7. 2007ļ 4ƌ 26ſ� ſƏȸ6v�U 12©6 9�Ąȸ6v�U 2Ìɰ 
� � http://www.education.gouv.fr/bo/2007/hs7/default.htm 

 B.O. n°32. 2007ļ 9ƌ 13ſ  MENE0760691A  ſƏȸ6v�U 2Ìɰ 
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国立国語研究所講義シリーズ 

NINJAL Lecture Series 
  





国立国語研究所 ICJLE2018 連続講義 -- National Institute for 
Japanese Language and Linguistics, NINJAL Lectures Series for 
ICJLE 2018 
 
趣旨説明 

今回 ICJLE2018ヴェネチアでは、国立国語研究所の宇佐美まゆみ先生が談話研究に
ついて、山崎誠先生が日本語コーパスを利用した研究についてそれぞれ二つずつの
講義をしてくださいます。昨年、国立国語研究所の副所長の窪薗晴夫先生から、国
立国語研究所が海外での日本語研究を推進する活動を考えていらっしゃることを伺
いました。そこで、ヨーロッパ日本語教師会から ICJLEで日本語研究の方法につい
ての連続講義をすることを提案してお願いしたところ、講師の先生方の派遣を快諾
していただきました。世界各地からいらっしゃる ICJLEの参加者の方々の中で新た
な研究方法を模索されている方もいらっしゃれば、日本語教育を実践しながら、ま
たは日本語教育に携わることを目指しながら日本語の研究をしたいと思われている
方々は数多くいらっしゃることと思います。ぜひ参加者の方々の今後の日本語研究
の参考にしていただきたいと思います。 
  
講義 1 
『談話研究と言語教育』宇佐美まゆみ（国立国語研究所） 
NINJAL Lecture 1  "Discourse Studies and Language Education" 
Mayumi USAMI (National Institute for Japanese Language and Linguistics, NINJAL) 
 
講義 2 
『総合的会話分析による研究－BTSJ日本語自然会話コーパスを例に－』宇佐美ま
ゆみ（国立国語研究所） 
NINJAL Lecture 2 "Studies in the framework of 'Integrated Conversation Analysis'：
using “BTSJ Japanese Natural Conversation Corpus” as examples" 
Mayumi USAMI (National Institute for Japanese Language and Linguistics, NINJAL) 
 
講義 3 
「日本語コーパスの紹介」山崎誠（国立国語研究所） 
NINJAL Lecture 3 "Introducing Japanese Corpora" 
Makoto YAMAZAKI (National Institute for Japanese Language and Linguistics, 
NINJAL) 
 
講義 4 
「コーパスを利用した研究」山崎誠（国立国語研究所） 
NINJAL Lecture 4 "The use of corpora in linguistic and educational studies" 
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Makoto YAMAZAKI (National Institute for Japanese Language and Linguistics, 
NINJAL) 
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談話研究と言語教育 

―1960 年代から現在までの流れ― 

 
宇佐美 まゆみ 
国立国語研究所 

 
要旨 

「談話（discourse）」という用語がよく聞かれるようになってかなりの年月が経つ。「談

話研究（discourse studies）」という用語は、1970 年代頃でも、言語学のみならず、心理学、

哲学、文化人類学などの関連分野でも使われてきたが、最近では、学際的研究のさらなる

広がりの影響を受けて、政治科学、言語処理、人工知能研究などにおいても、それぞれの

分野における意味を持って使われるようになっている。本稿では、まず、「談話」という用

語が言語学に比較的近い分野においてどのように用いられてきたかを、1960 年代頃に遡っ

て、７つのアプロ―チに分けて、概観する。また、「談話分析」や「会話分析」と「第二言

語習得研究」、「語用論」、「日本語教育」との関係について簡単にまとめる。さらには、1980
年代以降のさらなる学際的広がりを受けての「政治科学」や「AI（人工知能）研究」にお

ける用語の用いられ方にも触れ、それらの分野との連携の可能性についても触れる。 
 
 
【キーワード】 談話研究、会話分析、語用論、日本語教育、第二言語習得論 
Keywords: discourse studies, conversation analysis, pragmatics, Japanese language education, 
second language acquisition 
 
 
1 はじめに1 
 
 広義の「談話研究（discourse studies）」は、既に 1970 年代頃から、言語学のみならず、

心理学、哲学、文化人類学、社会学などでも使われてきた。むしろ、言語学のほうが、関

連分野の影響を受けて、社会言語学、語用論などが盛んになってきたという面がある。1980
年代以降は、さらに、言語処理、人工知能研究などにおいても、「談話」という用語が、そ

れぞれの分野における意味を持って使われるようになってきている。しかし、「談話」とい

う用語は、あまりにも様々な分野で用いられるようになっただけに、用いられる分野や文

脈によって、その意味するところや受け取られ方が、微妙に、或いは、大幅に異なってい

るのが現状である。そのため、「談話とは一体何なのか？」、「談話分析と会話分析は、同じ

なのか違うのか、違うとしたら、どう違うのか？」「談話の研究は、今、どういう分野で行

われているのか」、「どのように言語教育の役に立つのか？」などの疑問をお持ちの方も多

いかもしれない。 
そこで、本稿では、主に、「談話」という用語が様々な分野でどのように用いられてきた

のかを簡単に整理するとともに、「談話分析」や「会話分析」が「外国語／第二言語習得研

究」や「日本語教育研究」の流れとどのような関係になっているのか、また、最近の言語
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処理、人工知能研究における捉えられ方など、学際的研究動向の中でいかなる展開を見せ

つつあるのかについて概観する。 
 
2 言語研究における「談話分析」と「会話分析」、その「談話研究」への展開 

 
ここでは、まず、言語研究関係に絞って、その用語の使われ方の違いなどを振り返る。

「談話（discourse）」の定義は、厳密には各研究者によって異なる面もあるが、大きくは狭
義と広義の二つの捉え方に分けることができる。古典的（1960年代）には、狭義のものは、
「談話とは、文レベルを超えた意味的まとまりをもった言語的単位」であるという、あく

まで言語を中心にした捉え方が中心で、それにかかわる研究は、あくまで言語学の一分野

として、「談話分析（discourse analysis）」と呼ばれることが多かった。このタイプの研究は、
文字通り、文レベルを超えた、一文ではない二、三の文が、「意味的まとまり」を持つ「談

話」として結束性を保つために、どのような言語的装置（linguistic device）が使われている
か（前の文の主語を次の文が代名詞で受ける等）と、その規則を明らかにしようとするこ

とが主目的であった。そのため、主に、書き言葉を対象としており、1970年代初頭までは、
文レベルの言語学で有効とされてきた方法を談話にも適用して、「適格性、不適格性の判断」

を直観に基づいて行うという研究方法が取られることが多かった。当時、文法や文型の指

導が重視されていた言語教育の分野でも、60 年代後半に、「談話」という用語が用いられ
るようになった当初は、この狭義の意味合いで用いられることが多かったと言える。 
一方、二、三の文の集まりとしての談話という狭義のものも含むが、むしろ、「談話」の

広義の捉え方とは、もっと長いものを主に意味し、話し言葉では「会話（conversation）」、
書き言葉では「テクスト（text）」などと呼ばれることが多い。狭義の「談話分析」は、構
造を重視した言語学の影響を受けたものという印象が強かったが、言語学分野における広

義の「談話分析」は、「インターアクションの社会言語学（Interactional sociolinguistics）」の
創始者 J. Gumperz (1982)や、言語教育関係者には、「伝達能力（communicative competence）」
という用語の創始者としてよく知られている、D. Hymesの「ことばの民族誌（Ethnography 
of speaking）」研究（1962, 1974）からのアプローチなど、言語学の関連分野としての文化
人類学における研究方法や成果を取り入れながら、HymesやGumperzらの指導を受けた社
会言語学者であるD. Tannenら (1984)が発展させることになる。言語学における「会話の
分析」は、狭義の「談話分析」ではなく、より長い「会話」をその研究対象とし、研究の

目的も、「言語構造の分析のために、文レベルを超えた談話という単位を対象とする」とい

うよりは、人間社会のダイナミクスを反映している「談話」、或いは、「会話のやりとり」

を主な興味の対象とするものと言えるだろう。 

また、1960年代から 1970年代には、H. Sacksら（1974）に端を発する社会学の一派とし
てのエスノメソドロジストが行ってきた会話分析（Conversational Analysis）も、会話デー
タを対象とする言語学者に影響を与え、現代に至っている。用語としては、英語では、エ

スノメソドロジストが「会話分析（Conversation Analysis：CA）」という用語を用いていた
ことから、Tannenらが発展させてきた「会話の分析」は、英語では、“Conversational Analysis”
として、エスノメソドロジストの「会話分析（Conversation Analysis：CA）」とは区別され
ている。 

このように、会話をデータとする研究については、主にアメリカで、1970 年代頃から、
「ことばの民族誌」（Hymes 1962, 1974）、「CA（会話分析）」（Sacks, Schegloff & Jefferson 1974)
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など関連分野に影響を受けながら、「インターアクションの社会言語学」（Gumperz 1982; 
Tannen 1984 等）として展開し、現代に続いている。 
どちらかと言うと、初期は、質的分析が主であったが、1980 年代以降は、言語学者、心

理学者、認知科学者、工学者などが連携して、書き言葉のコーパスのみならず、話し言葉、

すなわち、「談話のコーパス」を作成する動きが英語を中心に盛んになった。M. Tomasello
ら（1985, 2003）に代表される言語使用に基づいた談話コーパスの作成も意識した「使用基

盤言語学（Usage-based Linguistics）」的アプローチなどがその例である。このアプローチは、

大量の言語データをデータベース化する必要性などから、工学者も含む学際的分野となっ

ているが、これにかかわる言語学者の主関心は、言語、談話の「構造」解明にあり、イン

タラクションというよりは、むしろ、狭義の談話分析の関心と通じるところも多い。 
これらと区別するかのように、心理学者は、“自然会話分析（Natural Conversation 

Analysis）”や“談話処理（Discourse Processes）”という用語を用いるなどして、分野によ

って、用語の使い分けをして、依拠するアプローチの特徴を示す傾向もある。自然会話コ

ーパスに関しては、日本語においては、2000 年代中頃には、言語構造ではなく、人間の相

互作用の分析を主目的とし、語用論的分析に適するように開発された自然会話コーパスも

公開された（宇佐美 2007）。 
一方、言語学の流れの中における書き言葉の研究は、「テクスト言語学」と呼んで、話し

言葉の「談話分析」と区別する傾向もあり、これは、1970 年代後半頃から、特にヨーロッ

パで盛んになっていた（Halliday & Hasan 1976 等）。1980 年代に入ると、ヨーロッパでは、

R. Wodak らに代表される、言語表現の背後にあるイデオロギーを重視した社会批評的観点

から談話を分析する「批判的談話分析（Critical Discourse Analysis：CDA）」（Wodak (ed.) 1989; 
Weiss & Wodak (eds.) 2003）が盛んになり、現代に至っている。この分野になると、政治科

学（political science）などともかかわるものが多く、言語学の枠にとどまらず、その学際性

がさらに広がる。 
用語の観点からまとめると、日本語では、「会話分析」と言うと、エスノメソドロジスト

の社会学のアプローチを想起する人もいれば、Tannen ら社会言語学者のアプローチを想起

する人もいるなど、人によって捉え方が異なっているのが実情である。最近では、エスノ

メソドロジストの会話分析（CA）が盛んになっており、逆に、CA 的アプローチでない「会

話の分析」を、「談話分析」と呼んだり、「自然会話分析」と呼んで、CA とは異なるアプ

ローチであることを示す傾向もある。また、心理学者のアプローチを想起する人は、言語

研究者には、未だ少ない。今のところ、筆者は、「会話分析への言語社会心理学的アプロー

チ」のように、特定のアプローチを明記する場合以外は、いかなる立場、アプローチのも

のも含む用語として、文脈に応じて、「会話の分析」、或いは、「談話研究」という用語を用

いている。学際性が増した昨今では、「談話研究」という用語が、最も包括的なので筆者は

これを用いることが多いが、一方、この用語では広すぎてより具体的な内容がイメージで

きないという人もいるだろう。それは、各研究者が論文の内容から判断するしかない。 

 
3 関連分野における「会話の分析」へのアプローチの特徴と用語の使い方 

 
 これまでは、工学者は、機械翻訳やトピックの自動検出、要約研究など、談話構造に関

する知見を生かして、それをなんらかの形で機械化することに取り組んできた。これらの

アプローチは、「自然言語処理（natural language processing）」、「コンピュータ言語学
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（computational linguistics）」などとして発展してきている。それが 1980 年代に入ると、工

学においても、対話や会話に関する興味が高まってき、研究も進んだ。2010 年代も終盤に

なった最近では、スマート・スピーカーが、身近かになってきている現状からもわかるよ

うに、人工知能研究の発展により、説得対話システム（平岡他 2018）や、運転支援エージ

ェント（宮本他 2018）など様々な目的を持つ知的な対話システムや対話ロボットが開発さ

れるようになってきている。この分野では、「談話」「会話」という用語よりは、「対話」と

いう用語が使われることが多い。これらのシステムでは、対話における応答を、サーバー

側において、自然言語処理された音声認識結果をディープラーニング等によって学習させ、

応答結果をスピーカーから出力する形となっているものが多いようだ。これらの分野の最

近の発展には目覚ましいものがあるが、一方、エージェントは、未だ機械的な話し方しか

できないという限界も見せており、より人間らしい話し方をエージェントに実装するため

に、相手や場面に応じた発話方略やポライトネスを実装するための理論、及び、発話の仕

方による違いが人に与える印象や関係性構築にもたらす効果等に関する研究の必要性が、

工学側から要望されている。 
このような状況の中、談話を広義に捉えている分析や学際的研究を指す場合、先に述べ

た狭義のものと区別するためにも、「談話分析」ではなく「談話研究（discourse studies）」
という用語が用いられることが多くなってきた。かかわる分野も言語学のみならず、心理

学、認知科学、文化人類学、社会学、工学、知能情報学などと広範に渡り、その研究目的

も、方法論も益々多様になってきている。特に、「談話研究」というと、それは、言語学の

一分野というより、多様な分野の分野横断的な、学際的な研究群となってきていると言え

よう。 

上記 2 で概観したような状況を踏まえて、ここでは、言語学のみならず、関連分野も含

めて、簡単に、会話の分析に対する異なる興味、方法・アプローチを整理する。主に、方

法論の観点から、大まかに分類すると、以下の７つに分けられるだろう。（1）H. Sacks ら
に端を発する社会学の一派としてのエスノメソドロジストを中心に行われている会話分析

（Conversation Analysis: CA）、（2）相互作用の社会言語学（Interactional sociolinguistics）の

Gumperz らや「ことばの民族誌（Ethnography of speaking）」の Hymes らの影響を受けて発

展した D. Tannen に代表される社会言語学者を中心とするもの（Conversational Analysis と
呼ばれることが多い）（Tannen 1984 等)、（3）M. Tomasello らに代表される言語使用に基づ

いた話し言葉の談話コーパスの作成も意識した「使用基盤言語学（Usage-based Linguistics）」
的アプローチ、（4）発達心理学者らによる第一言語習得研究、養育者と幼児の社会的相互

作用研究の一環として行われている会話の分析、社会心理学者の研究（Snow 1992; Snow et 
al. 1990; Budds, Locke & Burr 2017）等、（5）認知心理学者、認知科学者らによる認知の社

会性の記述・解明を目的とするアプローチ（Potter & Edwards 2012）、(6) N. Fairclough（1995）、 
Wodak ら（1989）に代表される、社会的・政治的支配がテクストと対話によって再生産さ

れるプロセスを重視し、社会的不平等を解消することを目的とした学際的なアプローチで

ある（批判的談話研究（Critical Discourse Analysis）、（7）知能情報学関係の研究者による「ヒ

ューマン・コンピュータ・インタラクション（HAI）」のメカニズムの解明やロボットへの

応用を目的とするアプローチ（西田 2000; Nishida 2017 等）。 
（7）は、昨今の情報工学の発展に伴うもので、情報処理学会の「ヒューマン・コンピュ

ータ・インタラクション」、電子情報通信学会の「ヒューマン・コミュニケーション」のグ

ループ等における、人工知能の開発を視野においた「会話の分析」である。1994 年に設立
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された言語処理学会は、設立当初から、人工知能研究における言語処理研究と、言語学に

おける研究の交流・相互発展の場とすることを企図していたというが、有機的な相互発展

にはなかなか結びつきにくいという現実と直面していた。しかし、最近、再び、人工知能

研究と言語研究分野との相互交流を促進しようとする動きが活発になってきた2。 
これら 7 つのアプローチを「量的分析」か「質的分析」かという観点から大まかに分け

てみると、「質的分析」にあたるのが（1）のエスノメソドロジストたちによる会話分析（CA）、
（2）の相互作用の社会言語学的アプローチの会話分析、（5）の認知心理学者、認知科学者

らによる認知の社会性の記述・解明を目的とするアプローチの中の会話分析、（6）の「批

判的談話分析（CDA）」である。一方、「量的分析」が行われることが多いのが、（3）の「使

用基盤言語学」的アプローチ、（4）の発達心理学者らによる第一言語習得研究、そして、

（7）の「知能情報学」における「対話」へのアプローチである。ここで注意しておきたい

のは、言語学分野では、「談話」「会話」が、先述したようにある程度の区別を込めて使わ

れているが、言語学の分野を超えた隣接分野になると、「批判的談話研究」などの人文科学、

社会科学を中心とする学際的分野では、「言説」という用語が用いられることが多く、「知

能情報学」の分野では、もっぱら「対話」という用語が使われている感がある。 
 （1）、（2）は、日本語教育研究にも様々な形で取り入れられている感があるが、（1）の

エスノメソドロジストたちによる会話分析は、社会学における一アプローチで、社会の中

に何らかの「規則性」を見出そうとするという意味での「秩序（一般化）への意志」はあ

ったが、ここでいう規則とは、言語自体の文法的規則ではなく、社会秩序を保つための規

則であり、会話参加者の持っている前提や常識、言外の意味（含意）や会話における沈黙

などが重視された。代表的な成果として、「会話の順番取りシステム（turn-taking system）」、

「隣接応答ペア（adjacency pair）」、「選好（preference）」、「会話の開始部（opening）」、「会

話の終結部（closing）」の構造を明らかにしたものなどがある。いずれも、一見恣意的に行

われているように見えている日常会話の中にも、「秩序／規則性」があるということを明ら

かにしたものであり、これらの成果は、言語学における会話分析（談話分析）、語用論にも

大きな影響を与えた。 
（2）の相互作用の社会言語学的アプローチは、言語人類学者の Gumperz が創始者であり、

言語は、様々な文化や社会の抱える言語に関わる社会的、人種的問題の解決法を模索する

手段となるべきであり、種々の問題の解決のためには、単なる「抽象的な研究対象」とし

ての言語ではなく、「現実社会で使用されている言語」の実態を研究する必要があると主張

したことに端を発している。ただ、その後を引き継ぐ形になった Tannen が、社会性の強か

った目的を、より言語学的な目的をもって推進した感があり、その流れを受け継ぐ形で発

展した社会言語学における「会話分析」、「談話分析」が、言語教育関係者によく知られる

ようになった。ただ、このタイプの後続の研究には、目的が現象の記述にあるのか、言語

行動のなんらかの原則を一般化して言語教育に応用したいのかが不明確で、数少ないデー

タの恣意的な解釈を、過度に一般化するような記述の仕方が気になるものも多いという印

象を免れない感がある。さらにその後、近年では、CA のアプローチが言語教育関係者に

も知られ、用いられるようになってきている。 
データ数が少ないこと自体や、質的分析が問題であるということでは決してないが、最

も問題なのは、その研究目的と方法が適合していない場合である。例えば、（1）のエスノ

メソドロジストたちによる会話分析（CA）、（2）の相互作用の社会言語学的アプローチで

は、元々は社会や人種の問題のあぶり出しや解決を目的としており、会話の分析は、それ
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らの特定の問題を解決するための「一手段」と考えられていたため、質的アプローチが有

効だった。日本語教育のための研究に、これらの方法を用いる際には、これらの研究方法

の趣旨をよく理解した上で、その適用が妥当か否かを考えて適用する必要がある。 
 また（5）の認知科学者らによる認知の社会性の記述や解明を目的とするアプローチの中

の一部は、「認知プロセスの解明」のために、発話文のプロトコルの記述が重要だと捉えて

いるということなので、これも日本語教育研究に適用する場合は、その妥当性を十分に吟

味する必要がある。量的分析を前提としてきた心理学の中の新しい動向として、質的分析

の重要性が主張されるようになってきているが、このアプローチは、その代表的なものと

言えよう。要は、目的に応じた方法の選択、或いは、複数の方法の併用も、柔軟に考える

必要があるのである。（6）の批判的談話研究は、社会学、政治学などに近い学際的広がり

を見せており、最近では、日本語教育にも取り入れられるようになってきている（名嶋 2018
等）。 
 一方、「量的分析」に該当するのが、（3）、（4）、（5）の一部、及び（7）になる。（3）は、

言語学の中でも「話し言葉コーパス」を作成し、多数の用例を分析しなければ明らかにで

きないことが多々あることを主張し、「話し言葉の文法」の構築も視野に入れている。（4）
の心理学者による第一言語習得の研究は、第二言語習得研究や日本語教育との関連も深い

が、日本語教育研究関係者には、あまり知られていないと言ってもいいだろう。心理学の

主要な興味は、言語行動も含めた人間の行動の一般法則の解明にある。心理学は、今世紀

半ばまで、徹底的な実証科学を目指してきた経緯から、言語行動や自然会話分析に対する

アプローチも、量的処理をほぼ暗黙の前提としていると言ってもよい。そのため、心理学

全体の中では、社会的相互作用としての会話を対象とする研究は相対的には少ないものの、

1973 年に、R. Brown が、初めて子供の発話を収集し分析した結果を発表したのが発端とな

って（Brown 1973）、主に、養育者と子供の対話の分析を中心とする第一言語習得研究が盛

んになった。その後、量的分析を可能にするために、文字化の原則の検討、開発、データ

ベース化が進んだ。The Child Language Data Exchange System (CHILDES)（MacWhinney & 
Snow 1985; MacWhinney 1995）は、最近では、言語学者にもよく使われるようになってい

る。しかし、このシステムは幼児の第一言語習得研究に適するように開発されているため、

形態素の数や、タイプ・トークンの比率（Type-Token Ratio）をほぼ自動的に算出する等、

種々の便利な機能を備えてはいるが、日本語の大人の会話の特徴である長い発話文やその

間に挿入されるあいづち等の処理方法の記述や工夫がない等の問題があり、大人の会話の

分析、或いは、語用論的分析に適しているとはいい難いという難点がある。 
その他にも、社会心理学者らによる会話の研究には、コミュニケーション障害（disorders 

of communication）研究の一貫として行われているもの、高齢者に対するコミュニケーショ

ン（Communication with older adults）の仕方に、ベビー･トーク（子供に対する話し方）と

共通するものがあることを問題視する観点から行われているものなど、現実的な問題解決

へのニーズや社会的な問題意識が動機となっている一連の研究がある（Ryan, Hummert &  
Boich 1995 等）。いずれも、言葉のやりとりの相互作用性、現象の社会性を重視する形で、

60 年代後半から盛んになってきている。これら心理学的手法による会話の分析の結果とそ

の知見は、量的分析や統計処理によってある程度一般化できる形で示されているため、そ

ういう意味では、日本語教育にも取り入れやすい。ただ、多くの量的分析の特徴とも言え

るが、会話の中の実際の発話のやりとり（発話内容）が具体的に示されていないことも多

く、その点は、日本語教育への応用という観点からは、問題となる。そういう意味で、日
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本語教育の観点からは、実証的研究方法論に基づくとともに、会話の中身も例示して論じ

るような量的分析と質的分析の融合が望ましいといえる（宇佐美 2015）。 
 

4 目的によって異なる「量的分析」のタイプ 

 

3 で概観した（3）の言語学者を中心とするアプローチ（使用基盤言語学 Usage-based 
Linguistics）、（4）の心理学者を中心とするアプローチ（養育者と幼児の社会的相互作用研

究等）、（7）の情報工学系研究者を中心とするアプローチ（対話システム研究）は、それぞ

れ興味の中心は異なるが、データの蓄積と共有、コンピュータ処理を念頭においていると

いう点、量的分析方法を取るという点で、別稿で扱う『総合的会話分析』（宇佐美 2015、
2019）と共通する面がある。ただ、言語学者は、コンピュータ処理がしやすいという時、

データベースの中から、例えば“going to”と“gonna”等が同じ意味を持つものとして、容易に

検索・抽出できるというようなことを重視して「文字化の原則」を開発するなど、あくま

でも「言語の形式」に着目したものがほとんどである。一方、心理学者は、目的に応じて

語彙の使用分布等の言語的な要素も扱うが、主に、「様々な相互作用における各発話の機能

が人間関係の維持や構築にいかにかかわっているか」ということに主関心がある場合が多

い。従って、コーパス自体を対象にして「特定の言語形式」の検索をかけるというよりは、

研究者各自が目的に応じて、コーパスの中の会話データに、各発話文の機能などについて、

自分の分析したい項目のコーディングを行い、その頻度や割合を従属変数として、研究者

が設定した独立変数（話者の属性等）との相関関係や因果関係を検証するという形をとる

ものが多い。質的分析とは異なり、ある程度のサンプル数が必要なため、文字化資料のデ

ータベース化を行うが、必ずしも「言語資料としてのコーパス」の作成を目的としている

わけではない。むしろ、「人間の相互作用」の有力なデータの一つが「生きた会話」である

と捉え、それをいかにデータ化して蓄積・共有するかというのが主関心になる。また、認

知心理学者や情報工学系のアプローチの中には、「認知のプロセス」を解明するために実験

を組み、会話の中の要素を従属変数と捉えて数値化して検証しようとするものも多い。ま

た、会話の音声だけを中心に分析して音声認識に役立てようとする活用法もある。このよ

うに、「会話・談話の量的分析」と言っても、その目的や方法は様々なのである。 

 ただ、量的分析のためには、ある程度まとまった数のデータが必要なことから、会話コ

ーパスの構築と共有化の必要性が主張され、最近、日本語においては、形態素解析や語彙

や文型等の分析のためだけでなく、人間の「相互作用」の語用論的分析に資するよう開発

された自然会話コーパスが公開されてきている（宇佐美 2007abc、2011、2018; 宇佐美・中

俣 2013; 宇佐美・山崎 2018）。また、日本語教育との連携を意識した共同構築型 WEB 教

材の機能も持つ「自然会話リソースバンク（Natural Conversation Resource Bank: NCRB）」
も構築されてきている3（宇佐美 2012）。 

さて、このように、関連分野が相互に影響しあい、複雑な様相を呈している「談話分析」

「会話分析」、広くは、「談話研究」にかかわる状況を、言語研究だけでなく、関連分野も

視野に入れて簡単にまとめると、以下の 3 点が言えるだろう。 

1）「狭義の談話分析」と「広義の談話分析・会話分析」は、前者が言語構造の解明を主

たる目的とし、後者が、言語・社会・人間の相互作用の解明を主たる目的としている

という点で、大きく異なる。 

2）広義の談話分析は、「会話分析」と呼ばれることが増えてきているが、厳密には、こ
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の「会話の分析」の分野には、目的や方法論が異なる幾つかのアプローチがある。 

3）一番大きなくくり方として「談話研究」という用語があるが、それが含む内容は、

既に言語学の範囲を超えている。 

上記 3）の「談話研究」は、1990 年代頃までは、言語研究側からみた学際的アプローチ

の呼び方であるという感があったが、最近は、工学における知能情報学などの人工知能研

究、人間とエージェント・人間とコンピュータとのインタラクション研究（Human Agent 
Interaction: HAI, Human Computer Interaction: HCI）における「対話研究（Spoken Dialog Systems 
and Analysis of Conversation）」の中でも文レベルを超える研究が望まれるようになり、新た

な観点として注目を浴び始め、文脈を重視する研究の総称のように使われ始めている。 

 

5 談話研究と言語教育 
 
以上にまとめたように、今日では様々な分野で「談話研究」が盛んになっているが、「第

二言語／外国語教育」とも関連が深い、社会言語学、語用論の分野で「談話研究」という

と、最近では、むしろ言語学における狭義の談話分析ではなく、「話し言葉」における、あ

る程度長い「談話」、つまり、「会話」における「相互作用」に焦点を当てた研究を指すこ

とが多くなってきている。これらの分野の中で、最近では、質問紙調査や談話完成法

（discourse-completion test）の結果からだけでは明らかにできない、実際の相互作用におけ

るダイナミックな言語使用を捉える必要性が叫ばれるようになり、それが、昨今の「会話

の分析」への関心の高さ、研究の増加となって表れている。それは、「言語を社会とのかか

わりの中で捉えようとする社会言語学」、「言語使用の法則を解明しようとする語用論」の

発展とほぼ期を一にしていると言ってもよい。同様に、これら関連分野における流れは、

これまで言語の構造の教授を中心に行ってきた言語教育においても、外国語／第二言語に

おける「自然なコミュニケーション能力」の育成へのニーズが増加してきたこととあいま

って、実際の言語運用、すなわち、言語の「機能」がより着目されるようになり、さらに

は、相互作用という「談話」レベルの言語行動の研究成果に基づきながら、より効果的な

指導法を構築してくことが必至であるという言語教育における大きな流れにも、影響を与

えている。 
「第一・二言語習得理論」は、言うまでもなく「言語教育」と非常に関連が深く、心理

学・言語学双方の影響を受けながら発展し、現在では、既に一分野として確立したといっ

てもよい分野である。この「第一・二言語習得理論」に関わる研究においても、従来は文

レベルのものが中心に扱われてきたが、1990 年代以降、ターン・テイキングや話題の管理

（話の進め方）、会話のストラテジー、ポライトネスに関する研究等が進み、日本語教育に

取り入れることの必要性が叫ばれ、実践もされるようになってきている（東 2017; 高木

2017; 宇佐美 2017 等）。さらに、最近では、間接発話やポライトネスなどの談話レベルの

要素、語用論的要素がいかに習得されるのかということに関心が持たれるようになってき

ている。これは、まさにこういったことを、外国語／第二言語教育の中で扱う必要がある

というニ－ズとも連動しているのである。 

 言語教育は、談話分析、会話の分析、第二言語習得論、語用論、広くは、広義の「談話

研究」と連動しながら、併行して発展してきた感がある。しかし、厳密に言うと、談話研

究の成果は、日本語教育のカリキュラムや教材、指導法などの現実的実践に直結する部分

に体系的に反映されるまでには至っていない。21 世紀を迎えようとしていた頃、他の分野
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と同様、日本語教育においても「パラダイムの転換」が声高に叫ばれた。2020年代を控え
る今、これまで 20年間を真摯に振り返るとともに、改めて、21世紀の基盤となる日本語
教育のあり方について考え、「パラダイムの転換」を実現する必要がある。そして、その新

しいパラダイムを支える柱の一つが、「談話研究」の成果であることは、間違いない。 
 
＜付記＞ 
本稿は、2018年 8月 3日（金）、2018年日本語教育国際研究大会（ICJLE2018）おいて
行った、『国立国語研究所連続講義』1に基づくものである。 
また、本稿で触れた『BTSJ日本語自然会話コーパス（略称）』、『自然会話リソースバン
ク（NCRB: Natural Conversation Resource Bank）』は、国立国語研究所の機関拠点型基幹研
究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブ・プロジェクト

（リーダー：宇佐美まゆみ）、および JSPS 科研費 18H03581「語用論的分析のための日本
語 1000人自然会話コーパスの構築とその多角的研究」（研究代表者：宇佐美まゆみ）の成
果の一部である。 
 

 

 
注. 
1 扱うテーマの関係上、宇佐美（1999、2000等）と一部重なる内容もあることをお断りしておく。 
2 「言語処理学会第 25回年次大会」テーマセッションC4、D4参照
http://www.anlp.jp/nlp2019/program.html#D4 
3 http://ncrb.ninjal.ac.jp/ 研究用に自然会話データを登録・ダウンロードするための入り口と、教材
用として、自然会話を素材とする教材を登録・利用するための入り口がある。2019年度中に公開予
定。 
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『総合的会話分析』に基づく研究 

―『BTSJ 日本語自然会話コーパス』と『自然会話リソースバンク（NCRB）』

との連携に触れながら― 

 
宇佐美 まゆみ 
国立国語研究所 

 
要旨 

本稿では、「総合的会話分析」（宇佐美 2008）について、その趣旨と目的、方法について

紹介する。またこの方法に適するように開発された文字化ルールである『基本的な文字化

の原則（Basic Transcription System for Japanese: BTSJ）』、トランスクリプト入力支援機能や

分析項目の基本的記述統計量が自動集計できる『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数フ

ァイル自動集計システムセット』（講習会受講者に無償配布）、333 会話を含む『BTSJ 日本

語自然会話コーパス（トランスクリプト・音声）2018 年版』、及び、共同構築型多機能デ

ータベースである『自然会話リソースバンク（NCRB: Natural Conversation Resource Bank）』
を使った「自然会話を素材とする WEB 教材」の作成方法についても紹介し、『総合的会話

分析』の方法が、「会話・談話の分析」という観点からだけではなく、「日本語教育研究」

と「日本語教育実践」にとって、どのような意義を持っているかを論じる。 
 
【キーワード】 談話研究、総合的会話分析、語用論、日本語教育、自然会話コーパス 
Keywords: discourse studies, integrated conversation analysis, pragmatics, Japanese language 
education, natural conversation corpus 
 
 
１ はじめに－『総合的会話分析』の総合性－ 
 
先の『談話研究と言語教育』（宇佐美 2019）では、「談話」という用語の捉え方やそれに

対するアプローチの特徴を整理し、「談話」を「談話研究」という分野横断的な、既存の分

野の枠を超えた学際的研究という視野の広がりを持つものとして位置づけてきた。本稿で

は、広義の「談話研究」の一つとして、宇佐美（2019）の『総合的会話分析』（宇佐美 2008）
という会話を分析する一つの方法論について、その趣旨と目的、方法について紹介する。

この方法論は、（先の『談話研究と言語教育』（宇佐美 2019）において、4）発達心理学者

らによる第一言語習得研究、養育者と幼児の社会的相互作用研究の一環として行われてい

る会話の分析、社会心理学者の研究（Snow et al. 1990; Snow 1992; Budds, Locke & Burr 2017）
と同様の実証的アプローチとして位置づけられるが、特に、「語用論的分析」に適するもの

として、量的・質的、双方のアプローチを行うことと、対象とする会話それ自体だけでな

く、話者間の関係や社会的属性についてもフェイスシートやフォローアップ調査などによ

って、分析や考察の対象に含めることを重視して開発されたものである。それが、「総合的」

という用語を冠した理由の一つである。 
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この方法論は、『総合的会話分析』の分析手順に適するように開発された文字化のルー

ルである「基本的な文字化の原則（Basic Transcription System for Japanese: BTSJ）」（以降、

BTSJ）、及び、トランスクリプト作成時の「入力支援機能」や、主な分析項目の基本的な

記述統計量が自動集計できる機能を搭載した『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数ファ

イル自動集計システムセット』1（以降、BTSJ システムセット）を用いることによって、

より効率的に分析ができるようになっている。つまり、方法論の提示に加えて、提示した

方法に適した分析を効率化する「ツール」も併せて提供している。 
「会話の分析」というと、言語研究の中では、質的分析を行うアプローチが多かった。

その理由として、会話の相互作用や内容を量的に分析することが困難なことや、CA（会話

分析）のように、もともと「言語の研究自体」を目的とするものではなかったアプローチ

の影響を受けているものもあるため、会話の中身（トランスクリプト）から、相互作用を

詳細に分析していくという質的手法が取られることがどうしても多くなるということがあ

った。 
ただ、本稿では、会話の分析を行う際にも、質的アプローチと量的アプローチとの双方

を行うことが必要であり、両者を有機的に融合させることは不可能ではなく、不可欠であ

るということを論じる。特に、言語教育の文脈では、学習者の母語による誤用の特徴を明

らかにし、それに基づく指導法を工夫するなど、ある程度一般化できる研究結果を導いて

実践に適用することが必要となる。つまり、個別事例の詳細な分析結果だけでは、実践に

応用することは難しい。『総合的会話分析』は、ある程度、実践現場にも応用するという目

的を念頭においている。そのために、会話の分析に際して、質的・量的双方からアプロー

チすることによって、より細やかな知見を導き、その知見を体系化できる形でまとめ、言

語教育、日本語教育の現場に応用していくことを企図するアプローチである。そういう意

味でも「総合的」なアプローチであるといえる。 
以下では、『総合的会話分析』のより具体的な方法をまとめるとともに、この方法に適

する文字化の原則である『BTSJ（Basic Transcription System for Japanese）』、トランスクリプ

ト入力支援機能や分析項目の基本的記述統計量が自動集計できる『BTSJ システムセット』

（講習会受講者に無償配布）についても併せて紹介する。また、BTSJ に基づくトランスク

リプトと音声データ（一部音声なし）333 会話を収録する『BTSJ 日本語自然会話コーパス

（トランスクリプト・音声）2018 年版』（以降、『BTSJ 自然会話コーパス』2）についても

紹介し、『総合的会話分析』の方法を用いていかなる研究が可能になるかを論じる。さらに

は、自然会話の語用論的分析に携わる中から発想が生まれた多機能の「共同構築型自然会

話データベース」で、「教材作成支援機能」も持つ「自然会話リソースバンク（Natural 
Conversation Resource Bank: NCRB）」（以降、NCRB）についても、簡単に紹介する。その

上で、この方法が、「日本語教育研究」、及び、「日本語教育実践」にいかに貢献できるかに

ついて論じる。 
また、基本的に、実証科学的アプローチをとる『総合的会話分析』は、最近の AI（人工

知能）における「対話システム研究」、「ヒューマン・エージェント・インタラクション（HAI）」、
「ヒューマン・ロボット・インタラクション（HRI）」における「対話研究」への一アプロ

ーチとして、情報工学分野との連携、協働が、方法論的に行いやすく、これらの分野との

「学際的対話研究」にも発展する可能性が高いという利点があることについても触れたい。 
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2 『総合的会話分析』の趣旨と方法 
 

『総合的会話分析』は、心理学の実証的研究手法をベースとするため、発達心理学者ら

による第一言語習得研究や、社会心理学者らの方法（宇佐美 2019 参照）と同様の方法とし

て位置づけられるだろう。ただし、『総合的会話分析』は、それに「質的分析」も重要な要

素であるとして加えた方法論である。以下に、その趣旨と具体的な手順を解説する3。 
 
2.1 『総合的会話分析』という方法論の開発の趣旨 
 『総合的会話分析』とは、「社会の中に生きる人間を、会話という相互作用の分析を通し

て探究する」ことを目的とするもので、会話自体の分析に加えて、当該の会話以外の、年

齢等の社会的要因も質問紙調査やフォローアップ・アンケート等で確認し、総合的に分析

するという会話の分析方法の一つである。方法論的には、「言語社会心理学的アプローチ」

（宇佐美 1999）とほぼ同様の実証的手順を踏むが、「ローカル」、「グローバル」双方の観

点からの分析が必須であることを強調し、一連の手順と分析の観点すべてを含む総合的な

方法論として、新たに命名したものである（宇佐美 2008）。『総合的会話分析』の目的は、

言語形式自体の研究ではなく、人間の相互作用に関する言語行動を分析することによって、

人間関係のあり方や、対人コミュニケーションのダイナミクスや法則を明らかにすること

である。ただし、言語行動の語用論的分析も含むため、言語研究にも位置づけることがで

きる。また、量的、質的双方の分析を含むことを重視する方法論である。目的を限定する

ものではなく、方法の特徴と手順をまとめたものであるので、目的に応じて活用できる。

教育現場で複数の学習者に適用することを目的とするのであれば、ある程度、結果が一般

化できる方法論を用いる必要がある。『総合的会話分析』は、ある程度一般化できる結果を

得ることを目的とし、以下のような特徴を持つ。 
 

（1） 条件を統制してデータを収集し、量的・質的分析を行うため、ある程度の一般化を

めざす研究に適している。そのため、多くの学習者に共通する現象の分析やその指

導法を検討することを目的とする日本語教育にも応用しやすい。 
（2） 語用論的分析のためには、基本的な情報としてトランスクリプトに付与されている

情報に加えて、各研究者が、自身の研究目的に応じてコーディング（形式や機能の

分類等）を行うことが必須である。また、語用論的分析のためのコーディングは、

言語形式の分類とは異なり、研究者自身が研究目的や分析の観点に応じて明確に定

義を決めた後、文脈も考慮しながら、コーディングしていくことが必須である。そ

のため、連動させている文字化のルールである「BTSJ」と、BTSJ 方式によって文

字化されたトランスクリプトに、研究者各自がコーディングを行い、その集計が行

いやすくなる機能が搭載されている『BTSJ システムセット』（以下の（4）参照）

というツールを併用することを推奨している。 
（3） さらには、社会的要因をグローバルな観点から集計するというような「量的分析」

と、前後のコンテクストを考慮して発話文を解釈するというような「質的分析」の

双方を行うことを原則とする。 
（4） そのため、『総合的会話分析』に適した文字化の原則である BTSJ による文字化入力

の時間を短縮する「文字化入力支援機能」や、各研究者が行ったコーディングの集

計・分析や、総発話文数に占める各話者の発話文数の頻度と割合等、「基本的な記
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述統計量」の結果がワンクリックで自動表示される『BTSJ システムセット』4が利

用できるように構成されている。 
 
2.2 『総合的会話分析』の具体的手順 
以下に、『総合的会話分析』の具体的手順を簡単にまとめる。 

（1） 条件を統制してデータを収集する。 
例えば、ある言語行動の男女差を比較したいのであれば、年齢などの性別以外の条件

は同一にする等、目的に応じて分析対象以外の諸条件を統制するよう計画してデータ

を収集する。 
（2）「録音された会話」以外の部分のデータも重視する。 

フェイス・シート、フォローアップ・アンケート（インタビュー）等で、必ずインフ

ォーマントの社会的属性や、会話自体に対する感想等も収集する。その際、自由記述

欄も設けて参考にはするが、基本的には、5 段階評定法等を用いて、量的処理が行え

る形でデータを収集する。 
（3）量的分析も可能な文字化資料を作成して分析を行う。 

いわゆる「会話の分析」に多い質的分析だけでなく、量的分析もしやすい形で文字化

資料を作成する。この目的のために開発されたのが、文字化の原則「BTSJ」である。

BTSJ のルールに基づく文字化は、集計ツールである『BTSJ システムセット』上に、

直接入力することも、通常のエクセルで作成した文字化トランスクリプトを読み込む

こともできる。 
(4) 質的分析を踏まえて分析項目の定義を明確にした上で、研究者各自が研究目的に応

じたコーディング（記号化）を行い、量的処理もできるようにする。 
分析項目は、特定の語彙や言語形式だけでなく、スピーチレベルの「シフト」や「沈

黙」の機能など語用論的観点から重要な項目を中心に扱う。 
（5）分析項目のコーディングの結果については、2 人の評定者間の評定者間信頼性係数

（Cohen’s Kappa：単純一致率から偶然一致する確率を差し引いたもの）を算出するこ

とによって、「信頼性」を確保する。 
（6）質的分析によって、コーディングの「妥当性」の確認を行う。 

コーディングを行い、量的処理のために数値化した結果には表れにくい特徴や、コー

ディングの過程で見落とされている特徴がないかを、必ず、質的な分析で確認・検討

する。        
（7）分析の際は、必ず、グローバルな観点からの分析によって全体的な傾向を踏まえた上

で、ローカルな観点からの各発話文の意図や機能の解釈などの分析を行う。   
ここで言う「ローカルな観点」とは、やりとりの中における「個々の発話の機能」を、

当該の発話文の前後の文脈程度のローカルな要因を考慮に入れながら、質的に解釈するこ

とを指す。いわゆる質的な会話分析では、一般的な方法である。「グローバルな観点」とは、

量的分析においては、例えば、話者の年齢や性別などの当該会話の内容以外の社会的要因

を考慮に入れて、それらの要因の影響を総合的に分析するものなどを指す。 
ただ、必ずしも多数のデータを扱って平均値などを算出するというようなタイプの分析

だけではなく、仮に一つの会話のみの質的分析であっても、当該会話の発話文のローカル

なやりとり部分だけでなく、当該の会話の流れやその会話の結末など、その会話の最後ま

での話の展開や流れなどのグローバルな観点も考慮に入れた上で当該の一つの発話文を解
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釈、考察することによって、その発話文の意図が、一般に予想されるものとは異なってい

たことなどを発見できることもある（具体例については、宇佐美 2008 を参照）。このよう

に、ローカルな発話文の解釈の選択肢を増やし、その妥当性を高めることもできる。 以下

に、「グローバルな分析」の 3 つのタイプをまとめておく。 
＜タイプ 1＞ 発話のやりとりに影響する当該会話外の要因（話者の年齢・社会的地位・

性等）を考慮に入れて収集したデータを元に、談話全体の特徴を量的に捉えて、そ

れらの要因の影響の比較を行うような分析。 
＜タイプ 2＞ 例えば、スピーチレベルのような談話の中の主要要素の多数の会話にお

ける平均的、典型的な分布を、「スピーチレベルの分布の基本状態（default）」（宇佐

美 2003b; 2008）と捉えて、それを考慮に入れた上で、個々の発話の機能を解釈する

ような談話レベルの分析。 
＜タイプ 3＞ 会話全体の流れや結末を把握した上で、その会話内の一つの発話文の真

意や機能を解釈するような談話レベルの分析。                      
 このように、『総合的会話分析』と名づけたのは、会話自体が中心データとなる研究では

あるが、会話を収集する際に、「条件を統制してデータを収集する」ことや、当該の録音さ

れた会話以外の社会的要因の影響も常に考慮に入れるということ、また、質的分析、量的

分析の双方を用いること、さらには、グローバル、ローカル双方の観点から分析し解釈す

る必要があるということも方法論の手順の一つとして取り込んでいる点など、まさに、会

話を「総合的に分析する」方法論であるからである。  

 

2.3 『総合的会話分析』に適した『基本的な文字化の原則（Basic Transcription System for 
Japanese: BTSJ）」の開発の趣旨と活用法 
 1990 年代初頭、当時使っていた CHILDES（MacWhinney & Snow 1985）が、大人の日本

語会話の文字化には適さないことを感じたことがニーズとなって、CHILDES を参考にし

ながら、BTSJ の前身を考案した。その後、試行錯誤を重ねた結果、1997 年に「BTSJ (Basic 
Transcription System for Japanese)」として公開した（宇佐美 1997）。その後、改訂を重ね、

現在は、「基本的な文字化の原則(Basic Transcription System for Japanese: BTSJ) 2015 年版」（宇

佐美 2015）5として、WEB 上で公開している。また、対照研究にも役立つように、BTSJ
をベースに、各言語の特徴を考慮して、中国語版（Basic Transcription System for Chinese: 
BTSC）、韓国語版（Basic Transcription System for Korean: BTSK）、英語版（Basic Transcription 
System for English: BTSE）も作成されており、BTSC と BTSK については、WEB 上に公開

されている6。 
 BTSJ は、その名の通り、「基本的な文字化の原則」であり、汎用性を念頭において構築

された文字化のルールである。会話を量的に分析する場合、文字化した会話資料に研究目

的に応じてコーディングを行い、それらの分析項目を集計して統計処理を行うといった一

連の手順を踏むため、細かく精緻な作業が求められ、また、膨大な時間と労力を要する。

そのため、個人レベルで大量の会話データの文字化資料を作成するのは、いくら表計算ソ

フトを活用したとしても、限界がある。そこで、1990 年代初め、「自然会話コーパス」を

構築し、研究者間でデータを蓄積・共有できるようにしていくことが喫緊の課題であると

考えたが、会話データを共有するためには、最低限の「共通の文字化ルール」が必要であ

る。しかも、それは大量のデータを集積し、分析していくのに適したものである必要があ

る。このようなニーズのもと、内外の「文字化に関する論考」を検討した結果、BTSJ は、
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以下のような条件や特徴を備えるものとなった。 
(1) 研究の視点を得るために、大量の文字化資料でも読みやすいものにする必要がある  

ことを考え、漢字仮名交じり表記にする。 
(2) 質的分析だけでなく、量的分析にも適するものにする。 
(3) コーパスとしての蓄積、データベース化が可能で、検索がしやすく、量的分析に適す

るようにするため、表計算ソフト（エクセル）を利用する。これは、後述する『BTSJ
文字化入力支援・自動集計・複数ファイル自動集計システムセット』へと発展した。 

(4) 発話された「文」として、一語文等も含む「発話文」を分析の単位としてコーディン

グできるように、改行の原則を考える。特に、日本語の場合、一文ごとの述部に相手

の待遇を示すスピーチレベルが反映されるので、敬語使用の分析、文法的分析など、

「文」単位でコーディングをするのが、最も合理的であると判断したことによる。 
(5) 対人機能に重要な役割を果たすと考えられる周辺言語情報や微妙な音声情報は、音声

を聞かずに文字化資料のみを用いて考察する時にも、できるだけその音声が想起され

やすいようにするための「研究者自身のメモ」として、ト書き的な書き方でなるべく

多くを記しておく。 
(6) ポーズの長さは、物理的な測定による長さではなく、普通の人が感じた長さを相対的

な観点から記述する。つまり、いつも早口であまり間をあけずに話す人が、0.5 秒の間

をあけると、その「間」は長く感じられるかもしれないが、いつも、とつとつと間を

おきながら話す人の 0.5 秒の間は、間とも感じられないかもしれない。そういう「相

対的な人間の認知の仕方」をそのまま記すようにする。 
(7) 上記に基づく文字化の信頼性は、二者間の評定の一致度から偶然一致する確率を差し

引いて算出する評定者間信頼性係数によって確認する（項目にもよるが 0.7 以上あれ

ば、問題ないと判断されることが多い）。 
 
2.4 BTSJ のルールのポイント 
 ここでは、BTSJ のルールで、最低限押さえておく必要があるポイントとして、「発話文」

という分析の単位と、それにも関係する「改行の原則」に絞ってまとめる。オーバーラッ

プなどの情報が付与されていない、いわゆるテキストデータに近い他の文字化のルールに

比べると、BTSJ のルールや記号は、詳細で複雑なので難しいという声を聞くこともあるが、

BTSJ のルール作りを始めて 20 年余りの間に、多様な会話すべての特徴の記述に対応でき

るようにと心がけていると、自ずとルールや記号が増えていったという経緯がある。しか

し、実際には、一般的な会話を文字化するにあたり、よく使う記号は限られており、BTSJ
のマニュアルを見て感じるほど複雑ではない。ここでは、正しく記述されていないと、BTSJ
システムセットを用いたコーディング後の集計が正確ではなくなるため、必ず守る必要が

ある「改行の原則」とそれに関係する「発話文番号」の振り方の注意点のみ解説しておく。

BTSJ のルールの詳細については、宇佐美（2013、2015）や、HP7を参照していただきたい。 
 
2.4.1 改行の原則 

 改行の原則にかかわる以下の 2 点は、最低限、守らないと、『BTSJ システムセット』に

おける集計が正しくできないので、注意が必要である。 

基本的には、話者が交替するたびに改行する。しかし、話者が交替しなくとも、同一話

者が複数の「発話文」を続けて発するときは、「発話文」ごとに改行する(例 1)。 

TAKUYA KOJIMA
211



 

例 1 同一話者が複数の発話文を話す場合 

 

1 A いや、や、や、やっぱり天気のほうがいいかな。 

→2 B 天気のほうがいいですね。 

→3 B 断然天気のほうがいいですね。 

→4 B 洗濯物もよく乾くし。 

 

1発話文の途中に相手の発話が入った場合には、その途中の句末に英語式コンマ2つ「,,」

をつけ、その発話文が終わっていないことをマークし、改行して相手の発話を記入する。

この場合、例 2 で示すように、話者が交替しても同一話者によって発せられた、2-1 と 2-2 
とで 1 つの発話文とみなす。 

 

例 2 1 発話文の途中に相手の発話が入った場合 

   1 A もう、もろ駅前商店街。 

→2-1 B 北浦とか、もっと、それよりもっと,, 

3 A そうそうそうそう。 

→2-2 B 駅前。 

4 A あの、「店名」とかの近くです。 

 

以下の図 1 に、BTSJ によるトランスクリプトの例を示しておく。 

 

 
 

図 1 BTSJによるトランスクリプトの例 

 

 

2.5 『総合的会話分析』における「コーディング」 
『総合的会話分析』の方法論では、BTSJ による文字化資料を作成するところまでは、「デ

ータ作成」の段階であり、基本的に誰が行っても同じになるべきところである。文字化資

料が整って初めて、本格的な「分析」に入る。ここからは、各研究者が、BTSJ のルールと

エクセルをベースとする BTSJ システムセットの機能を活用しながらも、独自の研究目的

や研究対象を設定して、自由に分析を行う段階に入る。「コーディング」とは、量的な分

析を行うために、会話の中に現れる形式や発話の機能などの分析項目を記号化して分類等

を行っていくことである。BTSJ では、コーディングの単位を発話文としているので、各
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発話文ごとに「コーディング項目」の列に、研究者が分類した記号を入力していく。総合

的会話分析では、この「コーティング」の方法が適切で、妥当性を持つものであることが、

最も重要だと言っても過言ではない。そのため、ここでは分析に際して、「全ての発話文

をコーディングするタイプ」と「分析項目が現れた発話文だけをコーディングするタイプ」

を、それぞれ「文末スピーチレベル」、「終助詞『ね』」を例として、解説する。 
 
2.5.1 全ての発話文をコーディングする場合 
 例えば、文末のスピーチレベルをコーディングする場合は、細かい分類の定義は各研究

者が目的に応じて決めるが、仮に、「敬体（P）」、「常体（N）」、「丁寧度を示すマーカーが

ない発話文（NM）」の 3 つに分類するとする。その場合、すべての発話の文末を判断して、

P、N、NM のどれかを「文末」の列に記入していく。次の表 1 に、「全ての発話文をコー

ディングする場合」の例として「文末のスピーチレベル」を、また、次項で説明する「分

析対象が現れた発話文だけをコーディングする場合」の例として「終助詞『ね』」のコーデ

ィング列を追加し、コーディングの例として示す。 
 

表 1 「文末のスピーチレベル」と「終助詞『ね』」のコーディングの例 

 

 

2.5.2 分析項目が現れた発話文だけをコーディングする場合 

 すべての発話文に出現するとは限らないもの、例えば、終助詞「ね」の有無とその会話

における機能をコーディングする場合は、終助詞が現れた発話文のみに、記号としての「ね」

を入力していく。ただ、BTSJ のルールでは、当該の分析対象が現れていないことを意味す

る空欄と入力漏れの空欄との区別を明確にするために、全ての発話文に何らかの記号を入

力することを原則としている。そのため、「ね」が現れていない発話文にも、コーディン

グに該当するものがないことを表す「na（non applicable）」という記号を入力する。 
 
2.5.3 1 発話文中に分析項目が複数ある場合のコーディング 
 研究者が扱う分析項目が、場合によっては、1 発話文中に複数回現れることがある。複

数の要素をコーディングするのに 1 つのセルしかないと、コーディングができないため、

このような場合には、複数の同じ項目を個々にコーディングできるように、各分析項目の

後ろに「&」をつけてその直後に改行し、1 つの要素につき 1 つのコーディング・セルが

ライ

ン番

号 

発話

文番

号 

発話

文終

了 

話者 発       話       内       容 文末 
終助

詞 

5 5 * JBM03 
えっと、「JBM03姓」といい<ます

>{<}。 
P na 

6 6 * JOM02 <「JBM03姓」>{>}さん。 NM na 

7 7 * JOM02 よろしくお願いします。 P na 

8 8 * JOM02 
今日は雨が降ったりやんだり、最近

…。 
NM na 

9 9 * JBM03 そうですね。 P ね 
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割り当てられるようにする。つまり、「&」は、BTSJ の本来のルールでは改行される箇所

ではないが、1 発話文内の複数の要素をコーディングしたいので、便宜上改行するという

ことを示す記号である。そのことを示すために、発話文の列には、本来の、改行しない場

合の「発話文番号」に、例えば、69-a、69-b のように、「-」とアルファベットを付して、

ラインが 2 行にわたっていても、69-a、69-b で「1 発話文」であるということを示す（表

2 ）。 

 

表 2 １発話文中に分析項目が複数ある場合のコーディングの例－「ね」の場合 

 

 

3 『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数ファイル自動集計システムセット』開発の趣

旨と概要 

 

ここまで、総合的会話分析の趣旨とそれに応じた文字化のルールである BTSJ について

概説し、エクセルをツールとして会話の文字化資料を作成する方法、及び、量的分析のた

めのコーディングの仕方について説明してきた。このように、コーディングの集計自体は、

プログラムが書ければ、それで集計できるし、通常のエクセルでも簡単な集計は可能であ

る。ただ、プログラムをしないでエクセルのみの集計機能で、多数の会話の分析を行うに

は、膨大な時間と労力がかかるため、その時間を削減することを企図して開発したのが、

『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数ファイル自動集計システムセット』７である。本

システムを利用することによって、会話の「基本的な記述統計的情報」が自動集計される

とともに、ひとつの分析項目について多角的な観点から分析するための情報が、瞬時に自

動算出・表示される。このことにより、会話の量的な分析に必要な処理を短時間で正確に

行うことが可能になった。 
BTSJ のルールに対応した本システムは、利用者の便宜や汎用性を考えて、Microsoft Excel

のマクロ機能を利用して作成されており、『BTSJ 入力支援・自動集計システム・オリジナ

ル.xltm』、『BTSJ 複数ファイル自動集計システム.オリジナル.xlsb』の 2 つのファイルから

なっている。BTSJ のルールに関する「エラーチェック機能」や、独自のショートカットキ

ーなどの、文字化の「入力支援機能」、及び、記述統計に必要な基本的な分析項目の「自動

集計機能」を備えており、現在、Windows OS、Excel 2003、2007、2010 に対応している。

エクセルに独自の機能を搭載する形で『BTSJ システムセット』を開発していったのは、ひ

とえに、特別のプログラムやシステムがなくても、誰でもが利用しやすいという汎用性を

考えてのことである。研究者のみならず、大学院生などでも、大学や自宅で、いつでも利

ライ

ン番

号 

発話

文番

号 

発話

文終

了 

話者 発       話       内       容 
終助

詞 

73 69-a / F05 校長と教頭のやつはね&、、 ね 

74 69-b * F05 
何事もなくね、、その後なんにもフィードバ

ックも何にもなく、<普通の>{<}。 
ね 

75 70 * F05 <まー、形>{>}だけだよ。 na 
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用できるものにするということを優先的に考えている。また、通常のエクセルで作成した

文字化資料も、BTSJ の原則に従っていれば、本システムの「データ読込み」ボタンから読

み込み、話者も自動登録することが可能である。BTSJ とは異なる方法で文字化された資料

でも、本システムに読込んだ後、部分的に記号などの修正を行えば、分析項目の基本的記

述統計量を自動集計する機能が使えるようになる。ただし、その際は、発話文ごとに改行

するという「改行の原則」を守っている必要があることは注意しておく必要がある。これ

らのポイントを押さえて、本システムを活用すれば、質的分析のために収集された既存の

文字化資料を量的分析のための資料としても活用できるように変換し、応用することが可

能になるという大きなメリットがある。 
 

4 『総合的会話分析』に基づく研究―『BTSJ 日本語自然会話コーパス（2018 年版）』を

用いたもの 

 

 ここでは、簡単に『BTSJ 日本語自然会話コーパス（トランスクリプト・音声）2018 年

版』（以降、『BTSJ 自然会話コーパス』と略記）、及び、共同構築型多機能データベースで

ある『自然会話リソースバンク（NCRB: Natural Conversation Resource Bank）』を使った「自

然会話を素材とする WEB 教材」（以降、NCRB と略記）の作成方法についても簡単に紹介

し、『総合的会話分析』による研究の例を示すとともに、『BTSJ 自然会話コーパス』と連動

している NCRB について簡単に紹介する。 
 『BTSJ 自然会話コーパス』とは、会話参加者の年齢、性別、話題などを統制した上で、

初対面会話、友人との会話などの自然な会話を収集し、333 会話の文字化資料と音声を収

録したもので、自発的会話の音声付きのコーパスとしては、世界最大規模のものである。

発話の重なりや沈黙など、語用論的分析に不可欠な情報を記し、定性的分析に加えて、研

究者各自が独自の観点からコーディングできる BTSJ という文字化システムを使い、自動

集計などの定量的分析を効率的に行うことができるツールも併せて提供している点が特徴

的である。 

 「人間の相互作用としての会話｣の対人コミュニケーション論的分析、語用論的分析に適

したコーパスを企図して構築され、その目的のために、以下の 3 点を重視している。①「総

合的会話分析」（宇佐美 2008）の方法論に基づき、会話参加者の年齢、性別、話題などを

統制したデータ群を収録する。②発話の重なりや沈黙など、語用論的分析に不可欠な情報

を記して細やかな定性的分析を可能にするとともに、各研究者が独自の観点から分析項目

のコーディングや集計などの定量的分析を行うことができる文字化のルールである「基本

的な文字化の原則」（BTSJ：Basic Transcription System for Japanese）によって文字化したト

ランスクリプトを収録する。③「人間の相互作用としての会話の分析」は、「会話自体」

の分析のみならず、「録音された会話以外の社会的要因」の分析も重視する。そのため、各

会話グループのデータ収集条件や話題、話者の年齢・性別・職業、その他の属性の情報も

会話のトランスクリプト、音声とともに、データとして提供している。 

 そのため、当コーパスに収録された会話は、研究目的に応じて、「話者の属性（年齢、性

別等）」や「対話相手との関係」などの、話者の話し方に大きな影響を与える社会的要因を

考慮に入れた分析が可能になっている。これが、本コーパスの最大の特徴であると言って

も過言ではない。 

本コーパスの公開の最大の目的は、未だ質的分析のみに留まっている、「言語運用」に
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重きをおいた「語用論的研究」の妥当性や信頼性を高めるために、より多くの条件統制さ

れたデータでこれまでの知見を量的にも検証できるようにし、人間の相互作用、言語運用

に重きをおく「語用論的研究」の幅を広げ、大量データの形態素解析などのような言語形

式の機械的な分析だけではなく、話者間の上下、親疎関係などの実際の言語運用と人間関

係の構築に極めて重要な「対人関係の情報」や、文レベルを超えた談話の流れ（文脈）を

十分に考慮した分析を促すことによって、自然会話をデータとする言語運用、人間の相互

作用の研究の発展を促進することである。本コーパスは、下記 URLから申請することによ

って、誰でも利用することができる（https://ninjal-usamilab.info/form/corpus/index.html）。す

べてを網羅できておらず、また、各論文の詳細な研究方法まで確認はしていないが、本コ

ーパスを用いるという時点で、既に、ある程度、『総合的会話分析』の手順と方法を踏みや

すくなっていると考えられる。また、本コーパスを利用したこれまでの論文は、網羅的で

はないが、下記の「 BTSJ 使用論文リスト」から参照することができる

（https://ninjal-usamilab.info/lab/btsj_list/）。また、BTSJ か BTSJ 自然会話コーパスを使用した

場合は、下記の「BTSJ 使用報告はこちら」から、各自が登録することもできる

（https://ninjal-usamilab.info/lab/btsj_form/）ので、是非、活用していただきたい。 
 

5 『自然会話リソースバンク（Natural Conversation Resource Bank: NCRB）』と『BTSJ
システムセット』との連携機能について 

  

『総合的会話分析』の方法論自体とは、直接関係はないが、この方法論に適するように

開発された『BTSJ』という文字化のルールと、「BTSJ で文字化されたトランスクリプト」

に、総合的会話分析の方法に基づいて分析項目をコーディングしたものの「基本的な記述

統計量」を自動集計してくれるツールである『BTSJ システムセット』が、『BTSJ 自然会話

コーパス』とセットになっていること、さらには、『BTSJ 自然会話コーパス』に収録され

ている会話データ（333 会話）のみならず、各自が『BTSJ』に基づいて文字化した会話の

文字化データをエクセルで持っていれば、その文字化資料を、自然会話のリソースバンク

である NCRB にアップロードできるということが、『BTSJ 自然会話コーパス』と『NCRB』
の連携機能である。『ＮＣＲＢ』とは、研究用と教材用の双方の自然会話データリソースを、

一元化して格納してある「自然会話リソースバンク」の「オンライン上のプラットフォー

ム」である。 

 

5.1 「自然会話リソースバンク（Natural Conversation Resource Bank: NCRB）」－日本語教

育における「コミュニケ―ション能力」養成への応用－ 
『総合的会話分析』に基づく様々な語用論的研究から導き出される知見は、日本語教育

における「自然なコミュニケーション能力」を養成することに生かせる知見の宝庫である。

『総合的会話分析』の手法で、自然会話を分析しているうちにその教材化の必要性に気づ

き、実験的に構築し、辿り着いたのが、『NCRB（Natural Conversation Resource Bank）』で

ある。これは、新しいタイプの「共同構築型多機能データベース」であり、「自然会話デー

タ」の登録・利用の二つの入り口と、「自然会話を素材とする WEB 教材」の登録・利用の

二つの入り口があり、合計４つのセクションから構成されている。日本語教育の実践に関

係が深いのは、NCRB の「教材作成支援機能」を用いて「WEB 教材」を作成するという

『自然会話リソースバンク』の中の「教材作成支援機能」の活用と、それを利用して「作
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成した教材」を学生に紹介して独習してもらったり、時には、授業で使ったりするという

実践である。コミュニケーションの語用論的研究のために、自然会話コーパスを作成して

きたが、自然会話のデータは、研究のみならず、コミュニケーション教育のためのよき教

材にも成ると確信した。ただ、「自然会話を素材とする教材」の作成は、文字化に時間がか

かる上に、「教材としての解説」なども加えていかなければならないため、単独、或いは、

単独グループで作成するにも、膨大な時間と労力がかかる。そこで、「自然会話WEB 教材

作成支援システム」を開発して作成過程の一部を自動化し、教材作成の時間と労力を削減

するように考案した。 
『NCRB』は、このような必要性とアイデアを踏まえて、「様々な場面における事前にシ

ナリオのない自発的な会話」を録音・録画し、それらをリソースバンクとして蓄積し、デ

ータベース化して構築された。本システムで作成した教材は、主に WEB 上での独習を想

定しており、初級から超級に至るまでのすべてのレベルの学習者が、同じ素材を各自のレ

ベルや興味に応じて活用することを推奨している。必要やレベルに応じて、日本語会話の

音調、間合いなどの学習や討論の材料として、授業中に活用することもできる。授業で使

う場合は、スピーチレベルのシフトなどの、場面や人間関係に応じたコミュニケーション

の方法について気づきを促し、議論をさせる等、様々な活用法が考えられる。 
 ここでは、図 2 に NCRB のトップページを示すことで NCRB がイメージできるように

するに留める。研究者・教育者の方々には、是非、データや教材を登録していただきたく、

協力を呼びかけたい。 

 

図２ NCRB トップページ 

 

図３ 教材作成画面の一部（左）と完成画面（イメージ）（右） 
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6 『総合的会話分析』に基づく研究の今後の展開 

 

 以上、『総合的会話分析』の趣旨と方法を概観した。量的分析と質的分析の併用というと、

相容れないのではないかと思う人もいるかもしれない。しかし、実際に文字化資料をデー

タとする「会話の分析」だからこそ、条件を統制して複数の会話を収集し、量的に処理す

るとともに
．．．．

、記号に変換されて得られた結果のみに満足することなく、実際のトランスク

リプト、ひいては、「音声」に立ち返りながら、実際の発話の内容とやりとりを分析、考察

するという質的分析も行う必要がある。『総合的会話分析』というのは、まさに、量的分析

と質的分析の必然的融合とも言えるだろう。 
実証的方法をベースとするこの方法論は、何らかの現象の原則や規則性を見出すことを

目的とする研究に適している。日本語教育研究においても、個別事例から何かを発見する

タイプではなく、例えば、「中国人学習者の語用論的誤用とその指導法」を研究する等、多

数の学習者に共通する特徴を明らかにすることによって、彼らに適する指導法を考えると

いうようなことを目的とする研究は多い。このような目的がある場合などは、量的分析と

質的分析を行い、ある程度の一般化を可能にする方法論である『総合的会話分析』が有効

であると言えるだろう。また、昨今、日本語教育においても、「コミュニケーション能力」

の育成の重要性が叫ばれているが、そのためには、「語用論的研究」の発展が必須である。

『総合的会話分析』は、そもそもが、語用論的分析をより実証的にして進化させることを

目的の一つとして開発されたものである。そういう意味で、この方法が日本語教育研究に

貢献できるところは、多々あると考える（宇佐美 2013）。 
最後に、会話データを中心に扱う語用論的研究分野のさらなる発展のために必要なこと

をまとめる。各研究者が時間と労力をかけて収集した会話データを、研究者間で広く共有

して活用するためには、「語用論的分析に適したコーパスの構築」が必須である。それを目

指したのが、『BTSJ による日本語話し言葉コーパス（トランスクリプト・音声）2011 年版』

（その後 2015 年に一部改訂）（宇佐美 2011）であり、その後、さらにデータを拡充整備し

て、2018 年 8 月 31 日に国立国語研究所日本語教育研究領域より公開した『BTSJ 日本語自

然会話コーパス（トランスクリプト・音声）2018 年版』（宇佐美 2018）である。個人、研

究グループ、研究機関単位でさえ、コーパス構築には、時間、労力、経費がかかるため、

十分な予算がなければコーパスの構築と維持は難しい。また、従来のコーパス構築の方法

では、「データ提供側とその利用者」というように役割が一方的で固定されてしまうため、

相互の発展に結びつかない。今後は、もっと「双方向的な参加・共有型コーパス構築」の

あり方を考える必要がある。このような考えに基づいて開発されたのが、「多機能共同構築

型データベース」としての「自然会話リソースバンク（Natural Conversation Resource Bank: 
NCRB）」8である。ここに蓄積された会話データは、『総合的会話分析』の方法論で行う研

究に適するものが多いので、是非、活用されたい。 

 

7 おわりに 

 

 本稿では、「『総合的会話分析』に基づく研究―『BTSJ 日本語自然会話コーパス』と『自

然会話リソースバンク（NCRB）』との連携に触れながら―」と題して、現在、盛んに行わ

れている「会話の分析」の中から、『総合的会話分析』の方法論を中心に解説した。また、

『BTSJ 自然会話コーパス』、『BTSJ システムセット』そして、自然会話の日本語教育への
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応用のために構築された「共同構築型 WEB コミュニケーション教材」を格納する『自然

会話リソースバンク（Natural Conversation Resource Bank: NCRB）』を紹介した。これらは、

すべて連動している一連の方法論やデータベース、コーパス、コーパス分析ツール、オン

ライン教材というように総合的に考案されたものである。そういう点で、まさに 21 世紀の

研究と言語教育教材のあり方を先駆的に示すものと考えてもいいのではないかと考えてい

る。すべてに十分に触れることはできなかったが、それぞれについては、参考文献や参考

サイトを参照するとともに、今後の展開にも注目していただけたら、幸いである。 
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1 現在は、本稿でも論じてきたような『総合的会話分析』の目的や趣旨を正しく理解した上で活用

していただきたいということから、不定期に開催している「BTSJ 活用方法講習会」のすべてを

受講した本人に限って、無償で配布する形にしている。 
2 オンライン申請者に無償配布している。URL: https://ninjal-usamilab.info/form/corpus/index.html 
3 扱うテーマの関係上、宇佐美（2013、2015 等）と一部重なる内容や記述もあることをお断りして

おく。ただ、より詳しく知りたい方は、それらの論文を参照されたい。 
4 『BTSJ システムセット（略称）』には、TSV ファイルへ出力する機能もあり、NCRB との連動や

形態素解析の分析等、興味に応じて様々な形でデータを扱うことができる。 
5 http://ninjal-usamilab.info/pdf/btsj/btsj2015.pdf 
6 中 国 語 版 （ BTSC ） http://ninjal-usamilab.info/pdf/btsj/btsc.pdf 、 韓 国 語 版 （ BTSK ）

http://ninjal-usamilab.info/pdf/btsj/btsk.pdf 
7 『基本的な文字化の原則(Basic Transcription System for Japanese: BTSJ) 2015 年改訂版』 

http://ninjal-usamilab.info/pdf/btsj/btsj2015.pdf 
8 『自然会話リソースバンク（NCRB）』は、会話分析研究のための自然会話コーパス、自然会話を

素材とする会話教材のためのデータバンク、及び、会話データ検索、文字化資料へのタイムスタ

ンプ付与、自然会話教材作成支援システムなど、多機能を併せ持つデータベースで、質的分析は

もちろんのこと、量的分析を行う際にも便利である。 
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日本語コーパスの紹介とその利用 

 
 

山崎 誠 
国立国語研究所 

 
要旨 

本稿では、日本語研究で用いられ、日本語教育にも役立つコーパスを紹介する。コーパス

の構築の目的やどのようなデータが格納され、どのような研究情報（アノテーション）が付

与されているかなどを概観するとともに、代表的な検索ツールとして『中納言』『NLB』を
紹介する。また、日本語コーパスを利用した研究事例を紹介しつつ、コーパスの活用法や研

究における位置付けについて述べる。 
 
【キーワード】 コーパス、書き言葉、話し言葉、定性的研究、定量的研究 
Keywords: corpus, written language, spoken language, qualitative research, quantitative research 
 
1 はじめに 
 
 近年、コーパスを初めとする言語データを言語資源という概念で捉えることが増えてきた。

言語資源1とは、言語研究に利用する資源という意味で、コーパスだけでなく、解析用のツー

ルや電子化辞書なども含むとされる（前川2016: 2）。また、ELRA（European Language Resources 
Association）のホームページには、"What is a Language Resource?" というタイトルのもとに、
以下のような説明がなされている2。 
 

The term Language Resource refers to a set of speech or language data and descriptions in 
machine readable form, used for building, improving or evaluating natural language and speech 
algorithms or systems, or, as core resources for the software localisation and language services 
industries, for language studies, electronic publishing, international transactions, subject-area 
specialists and end users. 
Examples of Language Resources are written and spoken corpora, computational lexica, 
terminology databases, speech collection, etc. Basic software tools are also important for the 
acquisition, preparation, collection, management, customisation and use of these Language 
Resources and other resources. 
（http://www.elra.info/en/about/what-language-resource/）より 

 
また、前川（2016）では、「言語の研究に使うデータやツールの望ましい姿に関する研究、そ
のデータやツールを作るための方法論の研究、そして開発されたデータやツールを使った言

語の研究の全体」を「言語資源学」と位置付け、ひとつの研究領域として位置付けている。 
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2 コーパスとは 
2.1 コーパスの定義 
 一般的なコーパスの定義は、以下のようなものになるだろう。 
（1）実際に使われた言葉を、 
（2）代表性を持たせるべく、 
（3）大量に集め、 
（4）研究用の情報を付け、 
（5）コンピュータで検索できるようにしたデータベース。 
これらの条件の1つでも欠けるとコーパスとは言えない。（2）の「代表性」とは、ランダ
ムサンプリングにより、母集団から偏りのない抽出が行われているという意味の統計学の概

念である。例えば、1 年分の新聞を母集団とする場合、日曜日の記事だけを抽出するとか、
偶数ページだけ抽出すると抽出された記事に偏りが生じる可能性があるため、無作為に抽出

することが望ましい。なお、代表性とは、価値判断を含んでいない。著名な作家の作品や文

学賞受賞作品等をサンプリングで優遇することはしない。一方、コーパスにはゆるやかな定

義も存在し、代表性を持たないテキストアーカイブ的なデータをコーパスと呼ぶ場合もある。

新聞社が販売している新聞記事データベースは本格的な書き言葉コーパスが登場するまでは

工学系の研究者を中心にコーパスとしてよく利用された。また、人文系の研究者では『新潮

文庫の 100冊』を利用することが多かった。これらは、1つのジャンルからなるコーパスで
あり、後述の均衡コーパスとは異なる。 

 
2.2 コーパスを利用する意義 
 コーパスを使う意義は、研究における客観性と再現性の確保が大きな理由である。コーパ

スとよく対比的に取り上げられる内省による研究は研究者自身の主観に左右されやすく、客

観性が担保されにくい。また、コーパスを使った分析は、手法や手順を適切に示せば、第三

者が結果を確認することが可能で、研究の透明性が高まることになる。客観性と再現性につ

いては、水谷静夫（1957: 61）において「良い調査に求められる条件」としても挙げられてい
る。 
 
3 コーパスの歴史 
 
コーパスの開発は英語を対象としたものから始まった。大量のデータに基づく言語調査は、

コーパス以前からあり、教育基本語彙の選定や速記法の研究のような実用的な目的で行われ

ていた。実用という用途は現在のコーパスにも生きており、言語教育や辞書編纂などが主な

用途である。 
 

3.1 The Survey of English Usage (SEU） 
最初のコーパスと言われるのが標題のコーパスである。この時点では、名称にコーパスと

いう語は入っていない。教養層の英語の書き言葉・話し言葉のデータを集めたもので、5000
語×200テキストで 100万語（完成時）を収録している。また、当初は電子化されていなか
った。 

 
 

TAKUYA KOJIMA
223



3.2 ブラウンコーパス（Brown Corpus） 
 電子化コーパスの嚆矢と言えるのがブラウンコーパスである。W. N. FrancisとHenry Kučera 
が1961年に構築を始め、1964年に完成した。正式名称は、The Standard Corpus of Present-day 
Edited American Englishである。このコーパスには、1961年刊行の出版物におけるアメリカ英
語を収録している。語数は、2000語×500テキストで約 100万語である。このコーパスは、
その後の汎用コーパスのモデルとなった。 
しかし時代的に、1960～1980年代のアメリカでは生成文法が言語研究の主流となり、コー
パスを利用した研究は下火になった。生成文法では、理想の話者による言語能力の解明が主

眼であり、データを必要としなかったためである。 
 

3.3 LOB Corpus 
その後、コーパス研究の主流はヨーロッパが主体となり、ブラウンコーパスにならって

LOB Corpusが作られた。こちらは、1961年刊行の英語の出版物から2000語×500テキスト
抽出、合計約100万語である。この設計はブラウンコーパスと同じである。 

 
3.4 British National Corpus (BNC) 

BNCは、出版社（OUP，Longman等）、大学（Lancaster）の共同プロジェクトとして、開
発された。1991年に構築を開始し、1994年に完成している。1975年以降のイギリス英語を
書き言葉で 9000万語、話し言葉で 1000万語収録している。コーパスの規模は約 1億語で、
ブラウンコーパスに変わって、これ以降の汎用コーパスのモデルになった。 

 
3.5 日本におけるコーパスの歴史 
 日本でコーパスと名の付くデータが登場したのは、「京都大学テキストコーパス」（1997）
が最初であろう。このコーパスは、1995年発行の毎日新聞の記事４万文に対して、形態論情
報や構文情報などを付加したものであるが、公開しているのは付加した情報（アノテーショ

ン）のみであり、利用者は別途毎日新聞記事データベースを購入する必要がる。自然言語処

理では有用性が高く良く利用されている。 
 一方、コーパスという名称は付されていないが、国立国語研究所が行ってきた書き言葉、

話し言葉の実態調査は、手法がコーパス言語学に近く、研究面では世界に先駆けていた面も

あった。しかし、日本における一連のコーパス言語学的研究が世界的に認知されていないの

は、英語での発信がなかったこと、また、国立国語研究所の定量的研究は、データを公開し

なかったため、学界への普及、研究の発展を伴わなかったことがコーパス研究で世界に遅れ

をとった原因であろう。 
 
4 コーパスの規模と種類 
4.1 コーパスの規模 

1960～1980年代は 100万語が中心であったコーパスの規模は 1990年代以降、1億語以上
が標準的となった。21世紀に入り、ウェブからコーパスを作るようになると100億語のオー
ダにまで拡大した。今後もコーパスの規模は増加しつづけると予想される。 

 
4.2 コーパスの種類 
 「情報処理学事典」（p.68）には、コーパスの種類として、以下のようなものが挙げられて
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いる。 
 言葉の種類：書き言葉／話し言葉 
 設計方針：サンプル／モニター3 
 利用目的：汎用／特殊目的 
 時代区分：共時／通時 
 言語の数：単言語／多言語 
 情報付与：生／注釈付き 

 
5 日本語のコーパス 
 
本稿では日本語研究および日本語教育研究有用なコーパスを採り上げる。 
 

5.1 現代日本語書き言葉均衡コーパス（Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese: 
BCCWJ） 

2011年に公開された 1億語の書き言葉コーパス。書籍、雑誌、新聞、ブログなど 13個の
レジスター（＝ジャンル）から構成されている均衡コーパスである。均衡コーパスとは、単

一のジャンルではなく、さまざまなジャンルの言語を収録しているコーパスという意味であ

る。データの年代はおよそ1970年代から2000年代である。『少納言』『中納言』というWEB
上のツールで検索できるほか、データ自体も有償で配布されている。 

 
5.2 多言語母語の日本語学習者横断コーパス（International Corpus of Japanese as a Second 
Language: I-JAS） 
「日本を含む 20の国と地域で、異なった 12言語を母語とする日本語学習者 1000人の話
し言葉および書き言葉を収集することを目標に」（HP4より）構築されたコーパスである。学

習者の母語、年齢、性別、日本語能力などの背景情報が収録されている。『中納言』で検索可

能。I-JASは現在構築中であり、2018年7月末現在の総語数は約230万語である。 
 

5.3 BTSJによる日本語話し言葉コーパス（トランスクリプト・音声）2018年版 
相互行為としての会話を対人コミュニケーションや語用論の観点から分析するために構

築されたコーパスである。2018年版には 333会話（約 79時間）が収録されており、そのう
ち音声付きデータは203会話、約40時間である。会話参加者の年齢、性別、話題などが統制
された形でデータが収集されており、様々な観点から比較・対照研究ができるようになって

いる。データはHPからダウンロードできる（要申し込み）。収録語数は約93万語である。 
 

5.4 日本語話し言葉コーパス（Corpus of Spontaneous Japanese: CSJ） 
このコー-パスは、日本語の自発音声（その多くはモノローグ）を大量に集めて、多くのア
ノテーションを施した話し言葉研究用のコーパスである。2004年公開され、現在でも質・量
ともに世界最高水準を保っている。収録語数は約750万語である。『中納言』で検索できるほ
か、データを有償で配布している。 

 
5.5 名大会話コーパス（Nagoya University Conversation Corpus） 
名古屋大学の大曽美枝子氏が科研費（2001 年～2003 年）で構築した日本人同士の会話の
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コーパスで、129会話、合計約100時間の雑談を収録している。語数は約110万語である。『中
納言』で検索できる。書き起こしのみで音声は公開していない。 

 
5.6 日本語歴史コーパス（Corpus of Historical Japanese: CHJ） 
 万葉集から昭和初期に至る、日本語史の主要な言語資料を収録したコーパスである。収録

語数は2019年2月現在約1560万語である。『中納言』で検索できる。 
 
6 主要な検索ツール 
 
 コーパスを利用するには、ツールが必須である。アノテーションが施されたコーパスの多

くは、人間が目で読むためには出来ていないからである。ツールには、コンコーダンサーと

ワードプロファイラーの2つのタイプがある。前者は、検索した語を中心として前後の文脈
が示される、いわゆるKWIC（Key Word in Context）形式のものであり、後者は検索語と一緒
に使われる語（コロケーション）などを表示させるものである。 
 代表的なコンコーダンサーとしては『少納言』と『中納言』がある。少納言は、BCCWJ
のみを対象としたもので、登録不要で誰でも使えるが、文字列検索しかできない。中納言は、

登録制であるが、無料で、形態論情報に基づいた、より高度な検索ができる。例えば、玉葱

の表記を調べたい場合、少納言では、可能性のある表記をすべてその都度検索しなければな

らないが、中納言では、語彙素（辞書の見出しに当たる）を指定して検索すれば、すべての

表記が検索できる。 
 また、ワードプロファイラーとしては、NLB（NINJAL LWP for BCCWJ）あるいは、NLT
（NINJAL LWP for TWC）がよく使われている。前者はBCCWJを対象としたもの、後者は
筑波大学が構築した筑波WEBコーパスを対象としたものである。 
 図1に中納言の検索結果を、図2にNLBでの検索結果をそれぞれ示した。図1では、「キ
ー」の列に原文で出現した文字列が示され、それを挟んで前後に文脈が示される。前後の文

脈の長さは10語から500語の範囲で指定できる。検索結果は自分のパソコンにダウンロード
することができ、エクセル等に取り込んで分析することができる。図2はエクセルのピボッ
トテーブルの機能を使って、「玉葱」の表記の分布とレジスターの関係を示したものである。

国会会議録だけが一つの表記で統一されているが、そのほかのレジスターでは、複数の表記

が混在していることが分かる。 
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図1 中納言での検索結果（「玉葱」の例） 
 

図2 「玉葱」の表記の分布とレジスターとの関係 
 
 図3はNBLで動詞「終わる」を検索した例である。ここでは、「名詞＋終わる」のパター
ンを表示させている。その中で「…を終わる」に着目して、どういうコロケーションがある

か、その頻度と共起の強さを測る尺度とともに示されている。また、一番右側のボックスに

は実際の例が示される。「…を終わる」は、「質問を終わる」が一番多く、その使用例は国会

会議録に多いことが分かる。ワードプロファイラーは簡単にさまざまな用例を確認すること

ができ、教材の作成にも役立つものと思われる。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出版・雑誌

出版・書籍

出版・新聞

図書館・書籍

特定目的・ブログ

特定目的・ベストセラー

特定目的・韻文

特定目的・教科書

特定目的・広報誌

特定目的・国会会議録

特定目的・知恵袋

特定目的・白書

玉ねぎ タマネギ たまねぎ 玉葱 玉ネギ
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図3 NLBの画面「終わる」の例 
 
 なお、上で紹介したコーパスやツールの多くは国立国語研究所のコーパス開発センターの

サイトから情報を得ることができる。」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4 コーパス開発センターのサイト 
https://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/ 

 
7 コーパスの利用がもたらした変化 
 
 コーパスが言語研究にもたらした（あるいはもたらすであろう）変化は、定性的研究と定

量的研究の関係の再構築という観点から捉えることができる。両者は、対立的な関係と思わ

れがちであるが、むしろ、相補的な関係と捉えたほうがよいだろう。Leech（1992）でも、コ
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ーパス言語学の特徴として、「質的な（qualitative）言語モデルのみならず、数量的な
（quantitative）言語モデルにも中心を置く。」という点を挙げている。ここで、「質的な」と
「数量的な」の両立を強調しているところが重要である。 
 定量的な研究の特徴として、網羅的記述が挙げられる（山崎2016: 14）。コーパスから抽出
されたデータを対象として分析を進めると、現象の全体像が把握できるのであるが、その中

には例外があったり、自身の解釈にとって都合の悪い例があったりすることがある。そのよ

うな例を安易に切り捨てず、全体の中にうまく位置付けるような解釈を導くことができれば、

研究をさらに精緻化することができる。内省だけを使った研究でも同じようなことができな

いわけではないだろうが、コーパスと同程度の網羅性を内省で実現するのはかなり難しいで

あろう。データが瞬時に集めることができるという点がコーパスのメリットである。 
 もう1つ重要な変化は、非母語話者への貢献である。データの検索に関しては、母語話者
も非母語話者も同じであるから、非母語話者の参入がしやすくなったと言えよう。 
 
8 コーパス言語学の特徴 
8.1 コーパス言語学は普通の言語学である 
 Leech（1992）では、コーパス言語学の特徴として以下の 4つを挙げている5。これらの特

徴は生成文法に対するアンチテーゼと考えられよう。 
 

（1）言語能力（competence）よりも言語運用能力（performance）を中心に置く。 
（2）言語の普遍的特性（linguistic universals）の解明よりも個別言語の言語記述（linguistic 

description）に中心を置く。 
（3）質的な（qualitative）言語モデルのみならず，数量的な（quantitative）言語モデルに
も中心を置く。 
（4）言語研究における合理主義的（rationalistic）な立場よりもむしろ，経験主義的な
（empirical）立場に中心を置く。 

 
 宮島（2007: 41）は、「大量の用例をしらべることは，まさに言語学の王道」と述べ、コー
パス言語学とは言語学そのものであると位置付けている。いわゆるコーパス言語学が言語学

に中でどのような位置付けにあるかについては、2つの立場がある。1つは、上の宮島の主張
ともつながるものである。例えば、園田（2002: 275）にコーパス言語学について以下のよう
な指摘がある。 
 
ここで注意しなければならないのは、コーパス言語学だけを研究する純粋なコーパス言

語学者は存在しないということです。言語研究者は何か自然言語についての問題を追及

するためにコーパスを利用しますが、問題そのものはコーパス言語学のなかには存在し

えないのです。 
 
すなわち、コーパス言語学というのは、単に研究手段について言っているにすぎず、言語学

的課題そのものは、言わばコーパスの外にあり、それは、文法であったり、語彙であったり、

従来的な研究分野に属しているのだということを述べている。一方、前川（2007: 20）では、
コーパスによる研究には corpus-basedと corpus-drivenの 2種類があることを先行研究から引
用している。 
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 コーパス言語学の可能性を論じてTognini-Bonelli (2001) はcorpus-based investigationと
corpus driven investigationの区別を主張している。前者は従来から言語研究において検
討されてきた諸問題をコーパスを利用して解決しようとする研究である。一方後者は，

コーパスそのもののなかから従来の言語研究では認識されてこなかった現象を発見し，

それを解決しようとする研究である。前者にとってコーパスは研究ツールであるが，後

者にとってのコーパスは研究対象そのものである。 

 

その上で前川（2007: 22）は、corpus-drivenな研究の可能性について文法性判断を例として以
下のような考えを述べている。 

 
 従来の文法研究，とくに生成文法では文と非文との境界は明確に（二値的に）定まる

ものと考えてきた。しかし文法性判断に異動が存在する状態が稀な例外ではないとすれ

ば，文と非文との関係を連続的な変化としてとらえることが考えられる。その場合，文

法には正解が存在しないこととなり，文の候補として与えられた文字列の程度を評価す

ることが新しい文法の主要な目的となるだろう。Corpus-drivenな言語学がめざすべき目
標には，このような文法性の程度を評価する連続量の計算法と，その評価値の高低が何

に起因するかを説明するための理論が含まれていてしかるべきである。 
 

9 研究事例 
 
 ここでは、森篤嗣（2014）を採り上げて、コーパス言語学の研究方法の特徴について考え
てみたい。この論文の要旨には、以下のように書かれている。やや長くなるが、引用する。 
 
 本稿では，ナガラ節の二つの意味解釈「付帯状況」と「逆接」の意味判別を例として

BCCWJから抽出したナガラ節 13,830件を人手で意味解釈したデータを用いて，文法研
究によって蓄積された規則がどの程度，言語使用の実態を把握に資するかを計量化する。

その結果，ナガラの前接品詞が名詞・ナ形容詞・イ形容詞の場合はほぼ逆接になるため，

前接品詞が動詞で10.02%，助動詞で49.53%を占める逆接の1,631件をどのように意味判
別するかが課題であることがわかった。ある規則（文法記述）が，この 1,631 件のうち
どれくらいの意味判別に資するかを「寄与率」，当てはまる用例すべてのうち，意味判別

に成功した割合を「判別精度」として分析した。現時点で検証できる判別精度99％以上
の規則での累積寄与率は83.86%で，これをさらに上げて行くには，形態素解析辞書に動
詞の意志性やアスペクト的特徴などを付与して行く必要があることもわかった。 

 （以上、森2014: 84 より） 
 
 要旨には「寄与率」や「判別精度」など計量的な分析になじむ用語が使われ、従来の質的

な研究とは異なる方法論であることが示されている。判別精度の例として表1を引用する。 
これは、接続助詞「ながら」に前節する動詞によって、その用法が付帯状況なのか、逆接な

のかが判定できる度合いを示したものである。表のトップにある「知る」は、逆接でしか使

用されないため、判別精度が 100％となっている。このような計量的事実は、コーパスを調
べて初めて分かることである。この研究の行き先は、どのような条件があれば、これら2つ
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の用法が分けられるのかを客観的に明らかにすることであり、その目的自体は定性的研究と

変わるものではない。 
  

表1 判別精度が高い前接動詞（動詞：合計頻度10以上）（森2014: 94）  
付帯状況 逆接 計 寄与率 判別精度 ナガラモ 

知る 0 49 49 3.00% 100.00% 4 
去る 1 11 12 0.67% 91.67% 0 
認める 1 10 11 0.61% 90.91% 7 
恐れる 2 9 11 0.55% 81.82% 0 
会う 3 7 10 0.43% 70.00% 3 
戸惑う 6 11 17 0.67% 64.71% 10 
持つ 37 52 89 3.19% 58.43% 20 
置く 23 27 50 1.66% 54.00% 2 
伴う 6 4 10 0.25% 40.00% 4 
装う 6 4 10 0.25% 40.00% 3 

 

この論文の意義として、文法規則を計量的に評価することに成功していることが最も大きな

点であろう。従来の文法規則はそれがどのくらいの事例に適用できるか、客観的評価が示さ

れていなかったが、コーパスを使うことで、精度が示された。このように、指標を用いて客

観的に文法規則の優劣を判断する手法は、今後の文法研究の中に適切に位置付けるべきもの

であろう。そのためには、そのためにはコーパスによる網羅的な把握が必要となってくる。 
 

10 まとめ 
 
 7節でコーパスの登場で定性的研究と定量的研究の関係が変化したと述べたが、山崎（2013: 
2）では、以下のような表を挙げて、日本において、コーパス以前の文法研究からコーパス以
後の文法研究で変化したのは、定性的研究から定量的研究へという研究手法ではなく、多く

の場合は自説をサポートする用例の検索のためにコーパスが利用されていると述べている。

すなわち、少なくとも人文系の日本語研究においては、表2の（1）から（3）への変化が起
きていると考えられる。これは一面では無理からぬことで、現在の日本語研究を担っている

世代は、統計やプログラミングの教育を受けている人が少ないことの反映である。しかし今

後世代交代が進み、統計的な知識や手法の浸透により、人文系の日本語研究においても定量

的かつ定性的なバランスのとれた言語研究が現れるようになるであろう。 
 

表2 研究手法とデータとの関係（山崎2013: 2） 
 定性的研究 定量的研究 
作例（内省） （1） （2） 
実例（コーパス） （3） （4） 
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付記 
本稿は、2018年8月4日、2018年日本語教育国際研究大会（ICJLE2018）おいて行った、国
立国語研究所の連続講義3、4にもとづくものである。 
 
 
                                                 
注． 
1 言語資源という用語は、このほかにやや異なる意味でも用いられる。例えば、金水（2011:95）には、
「言語資源論は、言語や言語変種（標準語・方言、文体変種など）、およびその構成要素（音韻、語彙、

文法、文字・表記、語用論的規則など）を資源と捉え、人がそれを入手するための支出や労力（コス

ト）と、入手により得られる利益（ベネフィット）という二つの面から、人々の言語行動、言語の歴

史的変化、言語の教育・学習等について考えるものである。」という考え方が示されている。 
2 http://www.elra.info/en/about/what-language-resource/ 
3 モニターコーパスとは、時間が経つにつれ、データを追加（あるいは削除）し、随時変化しつづけ
るコーパスのことである。 
4 http://lsaj.ninjal.ac.jp/ 
5 邦訳は、齋藤俊雄他「英語コーパス言語学」（1998: 4）より。 
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PhD Workshop -- 大学院生ワークショップ 
 
趣旨説明 

本ワークショップ、日本語教育の未来を担う世界各国の日本語教育を専攻する大学
院生が自らの研究への動機付けや今後の研究の方向性を考える機会を得られるよ
う、優れた先輩の研究者たちの研究や経験に接して新たな知見を得て視野を広げる
とともに、ワークショップの参加者と交流し、新たな知見を発展させていけるよう
なネットワーク作りの場を提供することを目的としています。本ワークショップの
企画・運営に対し尚友倶楽部から助成を受けました。この場を借りて感謝申し上げ
ます。  
 
講師の先生方 

三代純平（武蔵野美術大学） 

ブッサバー・バンチョンマニー（カセサート大学） 

カルピ・ティチアーナ（ミラノ大学） 

桑野リデーン充代（ストックホルム大学） 
  
PhD Workshop -- 大学院生ワークショップ運営委員 
 
Scientific Committee ワークショップ企画委員会: 

Chihiro THOMSON (UNSW Sydney) -- トムソン木下千尋 (ニューサウスウェールズ
大学), 

Emi OTSUJI (University of Technology Sydney) -- 尾辻恵美 (シドニー工科大学), 

Ikuko NAKANE (University of Melbourne) -- 中根育子（メルボルン大学) 
 
Executive Coordinator 実行委員長: 

Takuya KOJIMA (UNSW Sydney) -- 小島卓也 (ニューサウスウェールズ大学) 

Alessandro MANTELLI (UCF) -- アレッサンドロ・マンテッリ（ヴェネツィア・カフ
ォスカリ大学） 
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314

ヨーロッパ日本語教師会（公益社団法人）�

Association of Japanese Language Teachers 
in Europe（AJE）e.V. 

本会はヨーロッパ各国において日本語を第一言語としない者に対する日本語教育の振興

とヨーロッパと日本の相互理解を深めることを目的とする。そのために欧州各国の日本語

教育の現状を把握し、情報交換や教師間の相互協力を図るべくネットワークを確立、ヨー

ロッパにおける日本語教育の発展のために努力する。 

主な活動内容 

� ヨーロッパ各国日本語教師間のネットワークの確立 
� ヨーロッパ日本語教育シンポジウムの開催 
� 日本国内及びヨーロッパ外の日本語教育関係機関とのネットワーク形成 
� ヨーロッパの日本語教育事情に関する資料・情報などの収集、整理及び提供 
� ヨーロッパにおける各種研修会への協力 
� ニュースレター、その他の刊行物の発行 

会 員

個人会員   この会の目的に賛同する個人 
賛助会員   この会の目的を支援する個人または法人 

会� 費� ＜会計年度：1月1日～ 12月31日＞（単位：ユーロ） 

入会金（個人会員）� � � � � � � �  € 20  

年会費（個人会員） ヨーロッパ内：€ 40 
ヨーロッパ外：€ 60 

� � � （賛助会員）� � � � � � � � € 500 

入会申し込み ホームページ：http://www.eaje.eu/ 参照 

問い合わせ 

Dr. Marcella Maria MARIOTTI e-mail: mariotti@unive.it 
Department of Asian and North African Studies 
Ca’ Foscari University of Venice  
Dorsoduro 3462 - 30123 Venezia 
Italy  

�6�
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2018年 ICJLE日本語教育国際大会 

第 22回 AJEヨーロッパ日本語教育シンポジウム  
 
【編集委員会】（五十音順）  
岩﨑 典子（南山大学 日本）  
加藤 さやか（サラマンカ大学 スペイン） 

高木 三知子（マリーアップス外語学院 ベルギー）  
根元 佐和子（パリ南日本語補習校 フランス）  
濵田 朱美（テュービンゲン大学 ドイツ）  
浜津 大輔（ボーフム大学 ドイツ）  
フックス清水 美千代（バーゼル日本語学校 スイス）  
Marcella M. Mariotti（カフォスカリ大学 イタリア）  
三輪 聖（ハンブルク大学 ドイツ）  
 
【編集協力者】 

Alessandro Mantelli（カフォスカリ大学 イタリア） 

Takuya Kojima （カフォスカリ大学 イタリア） 
 
編集後記 

「平和への対話」をテーマに2018年ICJLE日本語教育国際大会、第22回AJEヨーロッ
パ日本語教育シンポジウムがヴェネチア カ・フォスカリ大学に於いて8月3日・4日に
開催され盛会の内に幕を閉じました。記録的な暑さの中、310本の発表が実現しまし
た。しかしながら、それら全てを報告論集に収めることはできず、今回は、基調講演
（鳥飼先生、ホリデー先生）、ICJLEパネル発表（日本語教育と企業文化シンポジウ
ムの9人のご発表者、日本語中等教育シンポジウムの3人の先生）、国立国語研究所の
宇佐美先生、山崎先生にご執筆をご依頼し、ここに報告論集をまとめることができま
した。お仕事やお体の関係で、パワーポイントを論文の代わりにせざるを得なかった
ご発表もありますが、会員の皆様の今後のご研究、現場での実践に必ずお役に立てる
ものと思います。また、ご講演のビデオ録画をAJEホームページにのせることを快諾
してくださったバイラム先生他、執筆者の方々をはじめ、編集にご協力いただきまし
た新旧AJE役員の皆様、すべての方々にこの場をお借りし、心よりお礼申し上げま
す。ありがとうございました。 

第22回 ヨーロッパ日本語教育シンポジウム 
編集委員会 

高木三知子 
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